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関連するOracle Business Intelligenceのドキュメントのリストは、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。
さらに、次もあります。
https://support.oracle.com)でアクセスしてください。 このドキュメントでは固有の表記規則が使用されます。
| 表記規則 | 意味 |
|---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。 |
| 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
アプリケーションに加えられた最新の機能について説明します。
この序章では、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 12c(12.2.1)の新機能について説明します。
ここでは、次のトピックについて説明します。
アプリケーションの新機能について説明します。
Oracle BI EE 12c(12.2.1)の新機能は次のとおりです。
グラフの機能強化
このリリースでは、次のようにグラフが機能強化されました。
ビューの機能強化
このリリースには、コンテンツ設計者がより効果的な分析をより速く作成するのを支援する、次のような様々なタイプのビューの拡張機能が含まれています。
分析の機能強化
このリリースでは、分析に次の機能が加えられました。
スコアカードの機能強化
このリリースでは、KPIウォッチリストおよびスコアカードに表示される各ウォッチリストをスタイル設定およびカスタマイズできます。各ウォッチリストのカスタム・スタイルの設定、名前変更およびウォッチリスト列の順序および表示の変更を行うことができます。「ウォッチリストのカスタマイズ」を参照してください
ダッシュボードの機能強化
このリリースでは、拡張ページ・プロパティを設定して、現在のダッシュボード・ページに設定する受信ナビゲーション・パラメータを指定できます。これにより、ナビゲーション・アクションに関連付けられたパラメータの適用方法を制御できます。「拡張ページ・プロパティの設定」を参照してください
トピック
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BI Enterprise Editionは、データを分析および表示するための強力なツールです。
Oracle BI Enterprise Edition (Oracle Business Intelligenceと呼ばれることもあります)には、あらゆるビジネス・インテリジェンス機能が備わっており、次のことが可能です。
これらの機能によって、組織では、よりよい決定、詳細な情報に基づいた措置、より効率的なビジネス・プロセスの実装が可能になります。
図に、わかりやすい形式(タイル、表、グラフなど)で組織のデータを表示したダッシュボードの一部を示します。

Oracle BI Enterprise Editionでは、次のものを使用できます。
あらかじめ作成された、業界に固有の分析を購入することもできます。ビジネスの情報の必要性に合わせて、事前作成の分析を使用できます。
分析の使用の詳細は、「分析の作成」を参照してください。
あらかじめ作成された、業界に固有の分析を含む事前構成済のダッシュボードを購入することもできます。
ダッシュボードの使用の詳細は、「ダッシュボードの作成と使用」を参照してください。
フィルタおよび選択ステップの詳細は、「分析用データのフィルタリングと選択」を参照してください。プロンプトの使用の詳細は、「ダッシュボードと分析でのプロンプト」を参照してください。
エージェントの使用の詳細は、「コンテンツの配信」を参照してください。
条件の使用の詳細は、「条件の使用」を参照してください。
アクションの使用の詳細は、「アクションの使用」を参照してください。
スコアカードの使用の詳細は、「スコアカード」を参照してください。
詳細は、「Oracle BI EEと他の製品との対話方法」を参照してください。
注意:
Oracle BI EEのこれらの領域(つまり、分析、エージェント、ダッシュボードなど)は、プレゼンテーション・サービスと呼ばれる場合もあります。
Oracle BIプレゼンテーション・カタログには、Oracle BI EEを使用してユーザーが作成した分析、ダッシュボード、KPIなどのオブジェクトが格納されます。
ユーザーは個人のフォルダ(マイ・フォルダ)を持ち、作成したオブジェクトを格納できます。個人フォルダ内のオブジェクトにアクセスし、コンテンツをそのフォルダに保存できます。ユーザーは、個人フォルダにサブフォルダを追加し、自分にとって最も理にかなった方法でコンテンツを編成できます。
他のユーザーやグループがオブジェクトにアクセスできる共有フォルダに、オブジェクトを格納することもできます。ビジネス・ロジック・セキュリティ、カタログ・オブジェクト・セキュリティおよびデータ・レベル・セキュリティの組合せによって、データやオブジェクトの表示、オブジェクトの編集およびカタログからのオブジェクトの削除を行えるユーザーが決まります。管理者は、カタログの共有フォルダ構造の作成および保守を行います。
詳細は、Oracle BIプレゼンテーション・カタログとはおよびOracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理を参照してください。カタログの設定の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のOracle BIプレゼンテーション・カタログの構成と管理に関する項を参照してください。
アプリケーションにサインインするにはいくつかの情報が必要です。
Oracle BI EEへのアクセスには、組織で定められたURL、ユーザーIDおよびパスワードを使用します。
注意:
Oracle BI EEを使用する場合、Cookieを受け入れるようWebブラウザを設定する必要があります。ここでは、Cookieを使用して、ユーザーがサイン・インしたセッションが追跡されます。シングル・サインオン(SSO)を使用してすでにサインオンしている場合は、(次の手順で説明されているような)サイン・イン・ページのすべてのフィールドに値を入力するように求めるプロンプトは表示されない可能性があります。
Oracle BI Enterprise Editionへサイン・インする手順:
このボックスへのデフォルトの入力は、「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブの「ユーザー・インタフェース言語」フィールドで別の言語を選択することで変更できます。詳細は、「プリファレンスの設定」を参照してください。
注意:
Windowsの場合、「地域と言語のオプション」ダイアログの「言語」タブで「複合文字や右から左方向に書く言語 (タイ語を含む) のファイルをインストールする」オプションを選択すると、ヘブライ語のフォントが右から左ではなく、左から右の間違った方向で表示されます。この問題を回避するには、「複合文字や右から左方向に書く言語 (タイ語を含む) のファイルをインストールする」オプションの選択を次のように解除します。
- コントロール パネルで「地域と言語のオプション」ボタンをクリックし、「地域と言語のオプション」ダイアログを表示します。
- 「言語」タブをクリックします。
- 「複合文字や右から左方向に書く言語 (タイ語を含む) のファイルをインストールする」オプションの選択を解除します。
- 「OK」をクリックします。
このボックスを選択すると、分析エディタとしてアクセシビリティ・モードのBIコンポーザ・ウィザードが使用されます(「分析」エディタは使用されません)。BIコンポーザの詳細は、「BIコンポーザを使用した分析操作」を参照してください。「分析」エディタの詳細は、「分析」エディタとは」を参照してください。
アクセシビリティの詳細は、「アクセシビリティ機能」を参照してください。
ダッシュボード(マイ・ダッシュボードまたは業務に固有のダッシュボード)には、通常、業務に関する分析およびその他の情報が含まれます。「Oracle BI Enterprise Editionの概要」には、ダッシュボードの例が示されています。
これで、Oracle BI EE内を移動できます。詳細は、「Oracle BI Enterprise Edition内の移動」を参照してください。
ヒント:
サイン・イン後、以降のサイン・イン時に表示されるダッシュボードを選択できます。詳細は、「プリファレンスの設定」を参照してください。
アプリケーションを完全に終了するには、正しくサイン・アウトする必要があります。
注意:
Oracle BI EEからサイン・アウトするためにブラウザ・ウィンドウを閉じないでください。
Oracle BI EEからサイン・アウトする手順:
インタフェースからアプリケーションの様々な領域に簡単にアクセスできます。
Oracle BI EEへサイン・イン(「Oracle BI Enterprise Editionへのサイン・イン」で説明)すると、構成に応じて次のいずれかのページが表示されます。
このページを起点に、Oracle BI EEを使用します。ホーム・ページには、分析、ダッシュボードなど、よくアクセスするものがあります。必要なものが見当たらない場合、ページの最上部にある「検索」ボックスに項目名を入力します。または、「カタログ」リンクをクリックすると、利用できるすべてのコンテンツを探すことができます。作業時には、Oracle BI EE内をナビゲートする主な方法として、グローバル・ヘッダーとホーム・ページを使用できます。
グローバル・ヘッダーの詳細は、「Oracle BI EEグローバル・ヘッダーとは」を参照してください。
ホーム・ページの詳細は、「Oracle BI EEホーム・ページとは」を参照してください。
タスクの起点にアクセスすると、タスクの実行に必要なページ、ダイアログまたはエディタが表示されます。
注意:
他にナビゲーションの方法がない場合以外は、ブラウザの戻るボタンを使用してOracle BI EEをナビゲートしないことをお薦めします。ブラウザの戻るボタンでは、戻ったときにダッシュボードの状態が保持されない場合があります。ブレッドクラムは推奨されるナビゲーション方法です。ブレッドクラムの詳細は、ブレッドクラムを使用したナビゲートについてを参照してください。
ホーム・ページは、Oracle BI EEでタスクを行う起点です。
ホーム・ページはセクションに分かれており、各セクションでは、個別のタスクを開始したり、オブジェクトを検索できます。このホーム・ページには、最近表示、作成または更新したオブジェクトや、所属するグループのユーザーが最も頻繁にアクセスするオブジェクトにアクセスできるセクション(たとえば、「最近」や「お気に入り」)もあります。

この図は、ホーム・ページの例を示します。
起点の構成によっては、Oracle BI EEへサイン・インすると、ホーム・ページが表示される場合があります。
そうでない場合、グローバル・ヘッダーの「ホーム」ページをクリックして、いつでもホーム・ページに移動できます。グローバル・ヘッダーの詳細は、「Oracle BI EEグローバル・ヘッダーとは」を参照してください。
グローバル・ヘッダーによって、よく使用される機能へ簡単にアクセスできます。グローバル・ヘッダーは、ユーザー・インタフェースからいつでも使用できます。
たとえば、グローバル・ヘッダーを使用すると、ホーム・ページに戻ることなく、新規タスクの開始、Oracle BIプレゼンテーション・カタログの検索、製品ドキュメントへのアクセス、別のオブジェクトの表示を行えます。グローバル・ヘッダーには、ホーム・ページ・リンクも含まれ、他のページからホーム・ページにアクセスできます。
注意:
グローバル・ヘッダーで使用可能な機能は権限によって決まることに注意してください。
管理者は、リンクが表示される順序を変更することによって、または内部やGoogleやOracle Technology Network (OTN)などの外部の場所にリンクを追加することによって、グローバル・ヘッダーをカスタマイズすることができます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のプレゼンテーション・サービスでのカスタム・リンクの提供に関する項を参照してください。
次の図では、グローバル・ヘッダーの左端の部分を示します。

グローバル・ヘッダーには、次のコンポーネントが含まれています。
Oracle BI EEでは、Oracle BI EEの理解に役立つ概念および手順に関する情報が含まれるガイド、状況依存ヘルプおよびライブラリに直接アクセスできます。
具体的には、次のものにアクセスできます。
ページ、エディタ、タブまたはダイアログのオンライン・ヘルプにアクセスするには、その「ヘルプ」ボタンをクリックします。
あるいは、ページ、エディタまたはタブの場合、グローバル・ヘッダーにある「ヘルプ」メニューから「xxxヘルプ」(xxxは、ページ、エディタまたはタブの名前)を選択します。たとえば、カタログ・ページの場合、「カタログ・ページのヘルプ」を選択します。グローバル・ヘッダーの詳細は、「Oracle BI EEグローバル・ヘッダーとは」を参照してください。
これらの目次のいずれかにアクセスするには、グローバル・ヘッダーで「ヘルプ」メニューの「ヘルプの目次」をクリックし、適切な目次を選択します。
Oracle BI EEドキュメント・ライブラリにアクセスするには、グローバル・ヘッダーの「ヘルプ」メニューで「ドキュメント」をクリックします。
OTNにアクセスするには、グローバル・ヘッダーの「ヘルプ」メニューで「OTN」をクリックします。
ユーザー権限および許可により、アプリケーション内でのアクションおよびアクセスを許可または制限できます。
権限と許可により、分析の作成やスコアカードの編集などの特定のアクションを実行し、オブジェクトやアプリケーションなどにアクセスおよび管理するための資格を付与できます。ロールは、特定の要件に関連する権限を1つにグループ化し、職責に基づいて継続性を有効にしてアクセスを制限します。
権限およびロールは、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionで表示およびアクセスできるものを管理します。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。また、権限の詳細は、Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理のカタログの使用者を参照してください。
非管理者は別のユーザーとして実行することで、他のユーザーの機能を実行できます。
代理機能では、別のユーザーのかわりにOracle BI EEの操作を行えます。この機能は、別のユーザーのダッシュボードやコンテンツを操作する必要がある場合やITサポート・スタッフがユーザー・アカウントのトラブルシューティングを行う必要がある場合などに便利です。
代理機能を使用するには、別のユーザーの代理を管理者から認可されている必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』の別ユーザーとして実行可能にする方法に関する項を参照してください。
別のユーザーの代理を認可する際、管理者は、他のユーザーのアカウントへのフル・アクセスまたは制限付きアクセスを付与します。
アカウントへのアクセス権を持つユーザーのリストは、「マイ・アカウント」ダイアログ: 代理ユーザー・タブを開くと確認できます。このタブには、アカウントへのアクセスが許可されているユーザーの名前のリストが表示されます。
別のユーザーの代理の詳細は、「他のユーザーの代理」を参照してください。
認可されてる場合、別のユーザーのかわりに操作を行えます。
詳細は、「他のユーザーの代理について」を参照してください。
別のユーザーとして操作するには:
「別ユーザーとして実行」ダイアログが表示されます。
ユーザーのデフォルト・ダッシュボードが表示されます。管理者から付与されたアクセス・タイプ(フルまたは制限付き)に応じて、このダッシュボードからコンテンツを表示または変更できます。
エンド・ユーザーは、Oracle BI EEに関する個人のプリファレンスを設定できます。
Oracle BI EEでは、アカウント・プリファレンスを設定できます。たとえば、営業ダッシュボードを開始ページに指定し、太平洋標準時間をタイムゾーンとして選択します。開始ページを指定することによって、Oracle BI Enterprise Editionにアクセスし、ダッシュボードをすぐに使用できます。権限に応じて、「マイ・アカウント」ダイアログで次のことができます。
プリファレンスを設定するには、次の手順を実行します。
「マイ・アカウント」ダイアログが表示されます。
自分がアクセスする権限を持つBIデスクトップ・ツールをダウンロードできます。
ダウンロードできる製品に応じて、次のような様々なBIデスクトップ・ツールを、Oracle BI EEホーム・ページの「はじめに」セクションからダウンロードできます。
BIデスクトップ・ツールをダウンロードするには:
BI Desktop Tool.exeを開くダイアログが表示されます
ツールの使用方法の詳細:
これらのツールの使用の詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のWordのテンプレート・ビルダーを使用したRTFテンプレートの作成に関する項を参照してください。
他のガイドに、コンテンツ・デザイナと管理者に関係の深いトピックがいくつか取り上げられています。次の表にこれらのトピックをリストし、詳細の参照先を示します。
| トピック | 詳細の参照先 |
|---|---|
Oracle BI EEのインストール | 『Oracle Business Intelligenceのインストールと構成』のOracle Business Intelligenceのインストールに関する項 |
Oracle BI EEの構成 | 『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のOracle Business Intelligenceの構成に関する項 |
Oracle BI EEの統合 | 『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のOracle Business Intelligenceとの統合の概要に関する項 |
システムが適切に動作するには、特定の証明書、ハードウェアおよびソフトウェアが必要です。
ハードウェアとソフトウェアの要件、プラットフォーム、データベースおよびその他の情報の詳細は、システム要件と動作要件のドキュメントを参照してください。いずれのドキュメントもOracle Technology Network (OTN)から入手できます。
システム要件のドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチなどの情報が記載されています。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html
動作要件のドキュメントには、サポートされているインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサードパーティ製品が記載されています。
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html
Oracle BI EEは、他の様々な製品とともに動作できます。
Oracle BI EEは、様々な方法で他の製品と対話します。この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI EEとOracle BI Publisherは連携して完全なデータ分析とプレゼンテーションのツールを提供します。
注意:
このガイドでは、Oracle BI EEとBI Publisherがインストールされ、統合されたコンポーネントとして実行されるよう構成されているものとします。そうではない場合は、このガイドのBI Publisherに関する記述が該当しない可能性があります。BI Publisherの実行の詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイド』を参照してください。
BI Publisherを使用すると、印刷に最適な書式に設定されたレポートが作成できます。BI Publisherレポートは、BI Publisherデータ・モデルに基づいて作成されます。BI Publisherデータ・モデルは、BIサーバーや分析からのサブジェクト・エリア、リレーショナル・データベースに対するSQL問合せ、Essbaseや他のOnline Analytical Processing (OLAP)ソースに対するMDX問合せ、Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)、Webサービス、Microsoft Excel、HTTPフィード、XMLファイルなどの広範なソースからのデータ・セットで構成されます。BI Publisherでは、様々なレイアウト・タイプがサポートされるため、組織で必要なあらゆる種類のドキュメントを作成できます。Oracle BI EE内で、BI Publisherレポートの表示、作成、編集およびスケジュールを行ったり、レポートをダッシュボード・ページに含めたりできます。
Oracle BI EEには完全に統合化されたBI Publisherが含まれています。BI Publisherのすべての機能がOracle BI EEアプリケーション内に表示され、すべてのレポートと関連オブジェクトはOracle BI EE内で作成され、Oracle BIプレゼンテーション・カタログに保存されます。
統合環境を使用する場合、統合によって次の領域が影響を受けます。
BI Publisherレポートの作成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のレポートの作成に関する項を参照してください。BI Publisherレポートのスケジュールの詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherレポート・デザイナーズ・ガイド』のレポートの作成プロセスの概要に関する項を参照してください。
モバイル・デバイスでの表示用に分析とプレゼンテーションを設計できます。
注意:
このガイドでは、Oracle BI EEとOracle BI Mobileアプリケーション・デザイナがインストールされ、完全に統合されたコンポーネントとして実行されるよう構成されているものとします。そうでない場合、このマニュアルのOracle BI Mobileアプリケーション・デザイナについての記述の一部が当てはまらない可能性があります。
Oracle Business Intelligence Mobileアプリ・デザイナは、携帯電話やタブレット用の目的の明確なアプリを設計するためのツールです。
Oracle BI Mobileアプリケーション・デザイナで作成されたアプリケーションはプラットフォームおよびデバイスに依存しません。生成されたアプリケーションは最新のHTML5標準に基づいており、ご使用のモバイル・デバイスの最新のブラウザ上で実行できます。クライアントのインストールは必要ありません。
Oracle Business Intelligence Mobileは、Oracle BI EEコンテンツをスマートフォンおよびタブレットで表示および操作できるようにするアプリケーションです。
Oracle Business Intelligence Mobileを介して、Oracle BI Enterprise Editionの分析とダッシュボードに簡単にアクセスすることができます。同じコンテンツが表示され、モバイル・デバイスで表示するために最適化されています。Oracle Business Intelligence Mobileは、Apple社のApp StoreやGoogle Play Storeからモバイル・デバイスにインストールできます。
Oracle Business Intelligence Mobileの詳細は、次のOracle Business Intelligence Mobile製品ドキュメント・ライブラリを参照してください。
Oracle Enterprise Performance Management Systemは、ご使用のアプリケーション・スイートの効率的な動作を実現するのに役立ちます。
Oracle BI EEには、次のようなOracle Enterprise Performance Management Systemとの統合機能が用意されています。
Oracle BIアプリケーションをOracle BI EEと組み合せて使用すると、統合データ分析ツールの総合スイートになります。
Oracle Business Intelligenceアプリケーションは、Oracle Fusion、Oracle E-Business Suite、JD Edwards、Peoplesoft、SiebelなどのOracleアプリケーションに使用できる、事前に構築されたビジネス・インテリジェンス・ソリューションです。Oracle Business Intelligenceアプリケーションは、Oracle BI EEを基に構築されています。
Oracle BIアプリケーションは、組織内の主な業務分野に対応するために業界のベスト・プラクティスを使用して構築された業界固有のダッシュボードと分析で構成されます。ダッシュボードと分析は、組織の各エンド・ユーザーのロールに合ったものになっています。
通常、Oracle BIアプリケーションは、組織の事業や業界に照らした分析におけるビジネス・メトリックを提供するために、オラクル社のSiebel CRMアプリケーションなどの他の運用アプリケーションと統合され、これらのアプリケーションからアクセスできます。Oracle BIアプリケーションには、データの抽出、変換およびOracle Business Analytics Warehouseへのロードを行うETL(抽出、変換、ロード)ルーチンが含まれています。Oracle BIアプリケーションには、Oracle Business Analytics Warehouseおよびトランザクション・データベースへマップするメタデータも含まれ、組織のすべてのレベルに対する主なメジャーとメトリックが定義されます。これらのメジャーとメトリックは、Oracle Business Intelligenceのコンテンツ・デザイナに使用できます。
Oracle BI EE機能をMicrosoft Officeとリンクするアドイン・コンポーネントがあります。
Oracle BI EEには、Microsoft Officeに対するアドインのセットが用意されており、ダウンロードしてインストールすると、Oracle Business IntelligenceのコンポーネントとMicrosoft Officeとの統合が可能になります。Oracle BI EEホーム・ページの「はじめに」セクションに、次のアドイン・コンポーネントをインストールするためのリンクがあります:
これらのコンポーネントの詳細は、BIデスクトップ・ツールのダウンロードを参照してください。
分析は、ビジネス上の疑問に対する回答を得るための、組織のデータに対する問合せです。
分析では、データが表、グラフ、ピボット表などで視覚的に表され、情報の探索や対話が行えます。分析の結果は、保存、編成および共有できます。
作成した分析は、Oracle BIプレゼンテーション・カタログへの保存およびOracle BI EEダッシュボードへの統合が可能です。分析は、グラフ、結果のレイアウト、計算項目およびドリルなどの機能を使用して強化できます。
分析を操作するにはエディタを使用します。
分析を操作するには、次のエディタのいずれかを使用します。
管理者によって「分析へのアクセス」権限が付与されている場合、このエディタにアクセスできます。
管理者によって「BIコンポーザへのアクセス」権限が付与されている場合のみ、このエディタにアクセスできます。
「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブで使用するエディタを指定します。ただし、サイン・イン・ページまたは「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブでアクセシビリティ・モードを有効にした場合、選択内容に関係なく、アクセシビリティ・モードのBIコンポーザ・ウィザードが分析エディタとして使用されます。
分析が処理される際、論理SQL文の形でリクエストがOracle BIサーバーに送信されます。
BIサーバーで、適切なデータ・ソースに対する問合せが生成されます。BIサーバーでの受信時、問合せ結果は、ユーザーに返すのに適した形式ではまだありません。BIサーバーで結果をマージし、結果に対して適切な追加の計算とフィルタを適用します。その後、BIサーバーからOracle BIプレゼンテーション・サービスへデータが送られ、結果に表示用の書式設定が行われます。
分析をダッシュボードに埋め込むと、ダッシュボードにアクセスするたびに分析が自動的に実行され、最新の結果が表示されます。
たとえば、売上データを毎日取り込む企業の販売担当重役の場合、その日に販売された製品の売上高をダッシュボードの最初のページに表示できます。
保存済分析は、「ダッシュボード」エディタを使用して埋め込むことができます。「ダッシュボード」エディタの詳細は、「コンテンツのダッシュボードへの追加」を参照してください。
サブジェクト・エリアおよび列は分析の構築ブロックです。
サブジェクト・エリアには、組織のビジネス分野に関する情報や組織のユーザーのグループを表すフォルダ、メジャー列、属性列、階層列および階層レベルが含まれます。サブジェクト・エリアには、通常、サブジェクト・エリアに含まれる情報の種類に対応する名前(マーケティング契約、サービス・リクエスト、注文など)が付けられています。
サブジェクト・エリアは、Oracle BIメタデータ・リポジトリのプレゼンテーション・レイヤーに相当します。リポジトリで、サブジェクト領域は、プレゼンテーション・レイヤーの最上位のオブジェクトで、分析の作成や編集時にエンド・ユーザーに表示されるデータのビューを表します。
関連サブジェクト・エリアは、分析のプライマリ・サブジェクト・エリアに接続される外部データ・ソースです。
メタデータ・リポジトリの設計や構築の担当者(ビジネス・インテリジェンス・ストラテジスト、メタデータ・プロバイダ、Extract Transform Load (ETL)開発者など)が、Oracle BI管理ツールを使用してサブジェクト領域を作成します。通常、企業のデータに対して1つの大きなサブジェクト・エリアを作成するのではなく、比較的小さい複数のサブジェクト・エリアを作成します。これによって、特定のユーザーのグループまたは企業の特定の部署に、最も重要なデータを1つの小規模なサブジェクト・エリアで提供し、同じビジネス・モデル・レイヤーから作成された1つ以上の関連サブジェクト・エリアで、より重要度の低いデータを提供できます。このような小規模なサブジェクト・エリアを持つことによって、ユーザーは、必要なデータを簡単に見つけることができます。これによって、データの保守も簡単になります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイドのサブジェクト領域の作成に関する項 を参照してください。
注意:
メタデータ・リポジトリを設計および作成するユーザーは、サブジェクト・エリア、フォルダ(およびその子)、または列(属性と階層の両方)を非表示にするように指定できます。非表示のサブジェクト領域、フォルダまたは列は、「サブジェクト領域」ペインには表示されませんが、分析や保存済フィルタ・コンテンツなど、他の部分には表示されます。(他の場所では引き続きオブジェクトが表示されるので、この方法でサブジェクト・エリア、フォルダまたは列を非表示にしても、セキュリティやアクセス制御に対する解決策にはなりません。)後で非表示になるサブジェクト領域、フォルダまたは列が既存の分析の基準に含まれている場合、分析には引き続きアクセスできますが、「分析」エディタの「基準」タブにある「サブジェクト領域」ペインには、サブジェクト領域、フォルダまたは列が表示されなくなります。
列には、分析によって返された個々のデータが含まれています。列には、通常、列に含まれる情報のタイプを示す名前(アカウント、連絡先など)が付けられています。列とフィルタや選択ステップとの組合せによって、分析に含まれるデータが決まります。
分析、フィルタまたはダッシュボード・プロンプトを作成する場合、使用するサブジェクト・エリアをまず選択します。これはプライマリ・サブジェクト領域と呼ばれ、「サブジェクト領域」ペインに表示されます。作業時、データがさらに必要になった場合、選択したプライマリ・サブジェクト領域に関連したサブジェクト領域を追加できます。(関連サブジェクト・エリアは、プライマリ・サブジェクト・エリアで使用可能な場合、およびアクセス権を持つ場合にのみ追加できます。)
注意:
分析に独自のデータを追加することもできます。詳細は、「分析への外部データの追加」を参照してください。
通常、単一のサブジェクト・エリアを問い合せる場合、そのサブジェクト・エリアで公開されているすべてのメジャー列は、同じサブジェクト・エリアで公開されているすべての属性列および階層列と互換性があります。ただし、複数のサブジェクト・エリアの列を結合する場合は、メジャー列と属性列および階層列の互換性のない組合せを含めていないことを確認する必要があります。
たとえば、あるサブジェクト・エリアのメジャー列は、プロジェクト属性列と関連付けられていない場合があります。別のサブジェクト・エリアのプロジェクト属性列と関連付けられているメジャー列が、プロジェクトと関連付けられていない列とともに分析に追加された場合は、問合せに失敗して結果が返されないか、BIサーバー・エラー「リクエストされた詳細レベルXXXXにはファクト表が存在しません。」が発生する可能性があります。
分析からデータが返されるようにするには、分析に含める列を1つ以上選択する必要があります。
サブジェクト・エリアには、次のタイプの列が含まれています。
製品IDや市などがこの例です。

階層列には、次の種類があります。
レベル・ベースと親子以外に、階層列は次のいずれかの場合があります。
このガイド全体を通して、列という用語は、単独では3つのタイプすべてを指します。必要な場合は、列の特定のタイプの名前が含まれます。
コード列を表示してデータの列を表示するためには、二重列を構成する必要があります。
Oracle BI EEには、二重列と呼ばれる機能があります。リポジトリが二重列用に構成されている場合、列データには、コード列がマップされた表示列が含まれます(つまり、二重に列を持っています)。表示列には、列データの表示値(優良、良、不可など)が含まれます。コード列には、表示値を一意に識別するコード値が含まれ、ユーザーまたはロケールによって変わりません。たとえば、コード値には、1(優良を一意に識別)、2(良を一意に識別)、3(不可を一意に識別)などがあります。
Oracle BI EEで、分析の条件の一部あるいはフィルタのベースなどとして二重列を処理する場合、表示値ではなく、コード値を使用するSQL文を生成してOracle BIサーバーに発行するため、フィルタ言語に依存しません。
二重列機能を使用すると、次のことが可能です。
また、組織で、Oracle BI EE内でのコード値の表示が許可されている場合、「新規フィルタ」ダイアログなどの一部のダイアログで、表示値ではなく、コード値を使用できます。たとえば、フィルタの適用時に使用する値を指定する際、表示値ではなく、コード値を指定できるということです。
二重列機能を利用する前に、管理者は、コード列を表示列にマップすることでリポジトリを構成する必要があります。リポジトリが二重列用に構成されているかどうかは、管理者に確認してください。
「分析」エディタでは、データが表、グラフ、ピボット表などで視覚的に表され、情報の探索ややり取りが可能です。
分析で作成したビューは、ダッシュボードでの表示に含めることができます。
「分析」エディタには、次のタブがあります。
「分析」エディタのタブは、様々なペインや領域に編成されています。作業時、ニーズに合うようこれらのペインを管理することが可能です。「分析」エディタのタブ内のペインの管理を参照してください。
「分析」エディタには、分析の作成(または編集)時にアクセスします。新規分析の作成を参照してください。
注意:
Oracle BI EEをアクセシビリティ・モードで使用し、分析を作成(または編集)した場合、「分析」エディタはBIコンポーザ・ウィザードによって置き換えられます。BIコンポーザの詳細は、「BIコンポーザを使用した分析操作」を参照してください。アクセシビリティ・モードの詳細は、「アクセシビリティ機能」を参照してください。
「分析」エディタの各タブは、多くのペインで構成されます。
たとえば、「結果」タブは、「サブジェクト領域」ペイン、「カタログ」ペイン、「ビュー」ペイン、「複合レイアウト」ペインおよび「選択ステップ」ペインで構成されます。
作業時、実行しているタスクにとって最も効率的な作業領域となるようこれらのペインを管理することが可能です。たとえば、「結果」タブの複合レイアウトに複数のビューを追加する場合、「結果」タブの他のペインを非表示にし、追加するビューの表示領域が最大となるようにすることがあります。次の操作を実行できます。
役立つ分析の作成には、いくつかの手順が必要です。
注意:
Oracle BI EEをアクセシビリティ・モードで使用しているか、分析エディタとしてウィザード(限定された機能)を選択した場合、「分析」エディタではなく、BIコンポーザ・ウィザードを使用して分析を構築します。BIコンポーザの詳細は、「BIコンポーザを使用した分析操作」を参照してください。アクセシビリティ・モードの詳細は、「アクセシビリティ機能」を参照してください。
分析を作成する工程には、次の工程があります。
これは、分析を構成するプロセスの1ステップです。
詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。
分析を作成するには:
「分析」エディタが表示されます。これで、分析の基準を指定できます。分析の基準の指定を参照してください。
詳細は、直接データベース・リクエストの使用を参照してください。
「分析単純SQL文」ダイアログが表示され、分析を作成するためのSQL文を入力できます。「分析」エディタで表示および操作し、その後、ダッシュボードおよびエージェントに取り込むことができます。
この手順は、分析を作成する工程の1工程です。
詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。
「分析」エディタの「基準」タブを使用して、列、フィルタおよび選択ステップなどの分析の基準を指定します。また、次のものも指定します。
分析の基準を指定するには:
連続しない複数の列を選択する場合、[Ctrl]キーを押したまま、各列をクリックします。
選択された列は、「選択された列」ペインのボックス内に表示されます。各列ボックスには、2つのセクションがあります。上のセクションには、列を含むフォルダの名前(顧客など)が表示されます。下のセクションには、列の名前(顧客名など)が表示されます。
必要に応じて、次のことを行います。
関連サブジェクト・エリアを追加し、そのサブジェクト・エリアから分析に列を追加しない場合、分析を閉じて再度開くと、そのサブジェクト・エリアは分析に関連付けられていません。
ボタンをクリックすると、「表示のリフレッシュ」のデフォルト動作が行われます。矢印をクリックすると、「表示のリフレッシュ」または「サーバー・メタデータの再ロード」を選択して、サブジェクト・エリアのメタデータをリフレッシュできます。
詳細は、「ビューのデータのソート」を参照してください。
詳細は、「列の式の編集」を参照してください。
書式の適用の詳細は、「書式の列への適用」を参照してください。
詳細は、列フィルタの作成を参照してください。
詳細は、データの選択の使用を参照してください。
これで、分析にビューを追加できます。分析の結果の表示を参照してください。
次のガイドラインに留意してください。
たとえば、次のレベルを持つMerchandise Hierarchyという名前の階層列があるとします:
また、Product Nameという名前の別の属性列があり、これがProductレベルと同じレベルにあります。Merchandise HierarchyとProduct Name属性列の両方を同じ分析に含めた場合、Productレベルの上位にあるデータは正しくなくなります。
「除外」ドロップ・ターゲットの詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。
コンテンツ設計者は、null値を表示するかどうかを指定する必要があります。
デフォルトで、nullのメジャー値はすべての分析で抑制されます。コンテンツ設計者がnull値を分析に含めている場合、データの全体像を把握しやすくなることがあります。null値の表示は分析レベルおよびビュー・レベルのデータの両方に対して設定することができ、Null値を含めるオプションを選択して設定します。
Null値を含めるオプションを選択した場合、分析またはビューは次のようになります。
注意:
適用されている条件によっては、nullが表示されない場合もあります。
注意:
Oracle BIプレゼンテーション・サービスは、NQSConfig.INIファイルのNULL_VALUES_SORT_FIRST設定に基づいてnull値をソートします。
注意:
メジャーに基準フィルタが設定されている場合、表ビューではNull値は抑制されます。
次に対するnull抑制をオフにすることはできません:
分析レベルでnull抑制をオフにするには:
注意:
ファンネル、ゲージ、グラフ、表、ピボット表およびトレリスでは、ビュー・レベルでnull抑制をオーバーライドできます。
ファンネル、ゲージ、グラフ、表、ピボット表およびトレリスのビュー・レベルでnull抑制をオフにするには:
注意:
ビューにプロンプトやセクション・エッジが含まれている場合、それらは行または列エッジのnull抑制値を継承します。
注意:
null抑制をオフにすると返されるデータ量が増え、パフォーマンスに影響することがあります。詳細は、管理者に問い合せてください。null値を含める分析の結果が期待していたものと異なる場合は、ソースのデータの整合性を確認してください。詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイドの複数のソースのデータの整合性の確認に関する項を参照してください。
この例では、別の行エッジ・フィルタ・オプションが適用されているピボット表を示します。
行エッジにYearを含むピボット表があり、「ピボット表のプロパティ」ダイアログで「Null値を含める」を選択している(nullを抑制しない)と仮定します。
次の図では、「T05 Per Name Year」が行エッジにあり、null値が抑制されていない例を示します。

次の図では、「T05 Per Name Year」が行エッジにあり、null値が抑制されておらず、基準フィルタが「2011」と「2012」に設定されている例を示します。属性列に基準フィルタが設定されていると、フィルタが適用され、該当する行は分析から削除されます。

この例では、nullを含む表データにフィルタが適用されているピボット表を示します。
前の例と同じような行エッジにYearを含むピボット表があり、「ピボット表のプロパティ」ダイアログでnull値が選択されていると仮定します(例1: 行エッジのメジャーへのフィルタの追加 - Null値が含まれている場合と同じ基準)。ただし今回は1 - Revenueメジャーに、"23,000,000より大きい"という値のフィルタが設定されています。
次の図に、結果の例を示します。Oracle BIサーバーは抑制されていないエッジ問合せに対してすべての年を返します(メジャー・フィルタは考慮しません)。T05 Per Name Yearのメジャー値は23,000,000であるため、行の値はフィルタで除外されますが、行自体はそのまま表示されます。

この例では、「NULLでない」フィルタがnull値のあるピポッド表に適用されたときの表示内容を示します。
前の例と同じような行エッジにYearを含むピボット表があり、「ピボット表のプロパティ」ダイアログで「NULL値を含む」が選択されていると仮定します(例1: 行エッジのメジャーへのフィルタの追加 - Null値が含まれている場合と同じ基準)。ただし今回は1 - Revenueメジャーのフィルタを「NULLでない」に設定しています。
次の図に、結果の例を示します。 Oracle BIサーバーはすべての値を返し、メンバーに対して「Null値を含める」オプションを適用します。そのため、null値の行がすべて表示されます。

分析の基準を指定する際、属性列とメジャー列の式を編集できます。
この編集は、分析と関係する場合にのみ列に作用し、サブジェクト・エリアの元の列の式は変更しません。表と列の見出しをカスタマイズしたり、列合計の集計ルールを指定することもできます。(この機能は、階層列には使用できません。)
列式は、列値が何を表すかを指定します。"Base Facts"."1 - Revenue"などの最も基本的な形式では、列は、データ・ソースからのデータをそのまま値とします。式を編集して、関数や条件式などを追加できます。この編集によって、分析結果を様々な方法で表すことができます。たとえば、what-if分析を行い、収益が10%増えた場合の製品ごとの収益を表示するとします。これは、10%増の収益を示すよう1 - Revenue列の式を変更することで実現できます。この図は、1 - Revenue列(データ・ソースの収益を示す)と、10%増の収益を示すよう1 - Revenue列の式が編集された1 - Revenue Increased by 10%列を含むピボット表内の分析を示します。

列の式を編集するには:
列式が、使用される分析とともに保存されます。
集合演算を使用して列を結合することで、データを異なる方法で表示できます。
分析のサブジェクト・エリアを選択したら、UnionやIntersectなどの集合演算を使用して1つ以上のサブジェクト・エリアからの列を結合できます。列を結合することにより、データを異なる方法で表示するための列を作成します。
特定のガイドラインを満たしている場合、列を結合できます。
結合する列を選択する際、次のガイドラインに留意してください。
集合演算と列の追加には、決定的な違いがあります。
集合演算を使用した列の結合では、関連サブジェクト・エリアからの列の追加とは異なる結果が生成されます。
詳細は、「サブジェクト・エリアと列とは」を参照してください。
1つのサブジェクト領域の2つの列を組み合せて包括的なデータ・セットを作成できます。
「A-Sample Sales」サブジェクト・エリアには「Offices」フォルダが含まれ、このフォルダにはD1 OfficeとD2 Departmentの列が含まれています。これらの2つの列を結合し、「Offices & Departments」という列を作成できます。Union All集合演算を含め、この新しい列で、表内の1つの列に両方の列からのすべての値を表示することを指定します。
1つ以上のサブジェクト領域からの列を結合できます。
手順の一部で、「A-Sample Sales」サブジェクト・エリアを使用したOffices & Departments列の作成例が参照されています。
注意:
システム全体のデフォルトとして保存された列のデータ書式は、結合された列では反映されません。結合された列にデータ書式が必要な場合、結合された列に対して再度データ書式を適用する必要があります。データ書式の詳細は、「列のプロパティ」ダイアログの「データ書式」タブを参照してください。
1つ以上のサブジェクト領域からの列を結合するには:
「検索条件の操作」領域が「選択された列」ペインに表示されます。基準の下に表示されている点線で囲まれたボックスに注意してください。これらのボックスは、すでに含まれている列と結合する必要のある列の種類を示します。たとえば、ボックスに「列の追加(D1 Office)」および「列の追加(1 - Revenue)」が含まれているとします。これは、これらの各ボックスに含める列は、先に選択されている「D1 Office」および「1 - Revenue」の列と、設定操作を使用して結合され、新しい列が作成されることを表します。メジャー列を結合する場合、算術演算は行われません。
注意:
点線で囲まれていたボックスに、今選択した列が含められます。これで、結合する列の指定が完了しました。
結果列は、派生列の集合演算の適用後にビューに表示される列です。
Offices & Departmentsと入力します。 この図に、結合された「Offices & Departments」列が表でどのように表示されるかを示します。

サブジェクト・エリア、フォルダ、列および階層レベルのメタデータ情報を表示できます。
たとえば、分析の作成時にこれらのオブジェクトの詳細説明が必要な場合などに、メタデータ情報は役立ちます。
メタデータ情報は、メタデータ・ディクショナリに含まれています。メタデータ・ディクショナリは、静的なXMLドキュメントのセットです。各XMLドキュメントは、列などのメタデータ・オブジェクト(そのプロパティおよび他のメタデータ・オブジェクトとの関係を含む)について説明します。
メタデータ情報を表示するには:
ブラウザの設定に応じて、新規ブラウザ・ウィンドウまたはタブのいずれかに、オブジェクトのメタデータ・ディクショナリ情報が表示されます。
注意:
メタデータ・ディクショナリ情報がブラウザに表示されない場合、ドメイン全体のデータ・ソース・アクセスに関するブラウザ設定を確認してください。
カタログに列を保存し、他の分析で再利用できます。
列を保存すると、保存しておき他の分析で再利用する列の式を編集したり、列プロパティを設定した場合などに役立ちます。
カタログに列を保存する場合:
「カタログ」ペインおよびカタログ・ページから行った変更は、保存された列の全バージョンに適用されます。分析内で行った編集は、その分析のみに適用されます。
カタログに列を保存するには、管理者から「列の保存」権限を付与されている必要があります。
カタログに列を保存するには:
「サブジェクト領域」ペインのフォルダのソート順をユーザーが変更できます。
サブジェクト領域フォルダはデフォルトで、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブで指定されたソート順で「サブジェクト領域」ペインに表示されます。このソート順はOracle BIメタデータ・リポジトリで設定され、最初の設定は管理者によって行われますが、「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブにある「サブジェクト領域のソート順」オプションで変更できます。詳細は、「サブジェクト領域およびサブジェクト領域フォルダのソート順の変更」を参照してください。
すべての分析のサブジェクト領域、サブジェクト領域フォルダ、サブジェクト領域フォルダ内の列のソート順を変更するには、次の手順を実行します。
「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブが表示されます。
注意:分析の作成時に指定されたプライマリ・サブジェクト領域は常に最上部に表示されます。つまり、「サブジェクト領域」ペインの最初のサブジェクト・領域として常に表示されます。たとえば、分析を構成する3つのサブジェクト領域(A - Sample Sales、B - Sample QuotasおよびC - Sample Headcount)があり、C - Sample Headcountがプライマリ・サブジェクト領域となっている場合、ソート順が昇順の場合のサブジェクト領域の表示は次のようになります。
- C - Sample Headcount
- A - Sample Sales
- B - Sample Quotas
作成中または変更中の現在の分析のサブジェクト領域フォルダおよび各フォルダ内のオブジェクトのソート順を変更するには、次の手順を実行します。
列タイプに対して固定のソート順があります。この固定ソート順は次のとおりです。
注意:
サブジェクト領域のソートでは大文字と小文字が区別されません。
サブジェクト領域のソート順はインタフェースのいくつかの部分に表示されています。
サブジェクト領域のソート順は「サブジェクト領域」ペインの「基準」タブに反映されますが、「サブジェクト領域」ペインで構成したサブジェクト領域のソート順は次の場所にも反映されます。
サブジェクト領域のソート順は「サブジェクト領域」ペインの「結果」タブにも反映されます。「結果」タブにはサブジェクト領域のソート順が反映されますが、列の値はソートされません。図に、降順でソートされたA - Sample Salesの例を示します。D52 Country Nameの値(たとえば、Australia、Brazil、Chinaなど)は降順でソートされます。

この手順は、分析を作成する工程の1工程です。
詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。
「分析」エディタの「結果」タブを使用して、グラフ、ティッカ、ピボット表などの異なる結果のビューを追加します。追加できるビューのリストについては、「使用可能なビューのタイプ」を参照してください。
分析を作成し、「結果」タブに表示すると、複合レイアウトにタイトル・ビューと表またはピボット表のいずれかのビュー(次に基づく)がデフォルトで表示されます:
管理者が、別のビューがデフォルトで「結果」タブに表示されるよう構成してある場合があります。
ビューを組み合せて、複合レイアウトのいずれの場所にも配置できます。たとえば、データの異なるビューを反映した、隣り合ったピボット表、相互関係を詳細に調べることができるグラフ、および結果を限定するフィルタを作成できます。
これらのビューはすべてまとめて複合レイアウトと呼ばれます。「追加複合レイアウトの作成」に記載のとおり、追加複合レイアウトを作成できます。
分析の結果を表示するには:
分析の結果が表またはピボット表に表示されます。
分析の作業時、異なるビューの組合せを使用する複数の複合レイアウトを作成できます。
たとえば、あるレイアウトにはグラフとタイトルが含め、別のレイアウトにはグラフとナレーティブ・ビューを含めることができます。ダッシュボードのページに分析を追加する際、そのページに含めるレイアウトを選択できます。
追加複合レイアウトを作成するには:
ユーザーに対する「結果なし」のデフォルト・メッセージを変更できます。
分析の結果でデータが返されない場合、次のデフォルト・メッセージがユーザーに表示されます。
結果なし 指定された基準に該当するデータはありませんでした。適用したフィルタまたは選択内容(あるいはその両方)の条件が狭すぎるか、値が間違っている可能性があります。分析フィルタを確認し、再試行してください。現在適用されているフィルタは下に表示されています。デフォルト・メッセージを表示するかわりに、カスタマイズしたメッセージを作成してユーザーにアラートを発信できます。このメッセージには、分析でデータが返されなかった原因の説明を含めることができます。
分析の結果にデータがないというアラートをユーザーに示すためのカスタム・メッセージを作成するには:
この手順は、分析を作成する工程の1工程です。
詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。
「分析」エディタの「プロンプト」タブを使用してプロンプトを作成し、分析をフィルタする値をユーザーが選択できるようにします。プロンプトでは、ユーザーは、分析内のすべてのビューを動的にフィルタする値を選択できます。
分析にプロンプトを追加するには:
この手順は、分析を作成する工程の上級工程です。
詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。
「分析」エディタの「詳細設定」タブを使用して、分析用に生成されたXMLコードと論理SQL文を調べ、オプションで、そのSQL文に基づいた分析を作成できます。分析に使用する機能の大半はユーザー・インタフェースに用意されているため、通常、このタブの機能を使用する必要がありません。次のリストに、SQL文を調べる必要がある状況の例を示します。
変数をオーバーライドするには、次の構文を使用します。
SET VARIABLEvar-name=value
たとえば、次のコード行に示すように変数を設定できます。
SET VARIABLE "My Variable"=4, DISABLE_CACTHE_HIT = 1, LOGLEVEL = 2;
詳細は、「変数を参照できる場所」を参照してください。
SET VARIABLE LOGLEVEL=4;
この指定によって、分析がレベル4で実行され、高度なトラブルシューティングに役立ちます。デフォルトのレベルは0で、ロギングされないことを表します。ログは、管理: セッションの管理ページの「ログの表示」リンクを使用して表示できます。
ロギング・レベルの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』の管理ツール・オプションの設定に関する項を参照してください。
「詳細設定」タブを使用する前に、次の重要な点に留意してください。
注意:
分析で使用している論理SQL文は、論理SQLビューを挿入すると表示できます。管理: SQLの発行ページを使用してSQL文を入力することもできます。
分析用に生成されたXMLコードの編集またはSQL文の確認の手順:
分析はOracle BIプレゼンテーション・カタログに保存されているため、XMLコードを変更すると、分析に影響を及ぼします。
「一部更新」および「Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュを無視」ボックスの設定を適用するには、タブの一番下にある「SQLの適用」ボタンもクリックする必要があります。
現在の分析のSQL文をベースに、新しい分析を作成する場合、「新規の分析」ボタンをクリックします。現在の分析で指定されている階層列、選択ステップ、グループまたは書式設定は削除されます。
注意:
「SQLの適用」ボタンのクリックは、注意して行ってください。クリックすると、Oracle BI Serverで、追加または変更したSQL文に基づいて新しい分析が作成されます。その結果、分析用にそれより前に作成したすべてのビューや書式設定などが失われます。新しい分析用にXMLコードも変更されます。
この手順は、分析を作成する工程の1工程です。
詳細は、「分析を構築するプロセスとは」を参照してください。
分析は次のものに保存できます。
最上位の個人フォルダはマイ・フォルダと呼ばれます。一意のユーザー名を持つ各ユーザーは、マイ・フォルダと呼ばれるフォルダを持っています。これは、最も頻繁に実行する分析と、頻繁にアクセスするその他のコンテンツを保存するためのものです。
ペインの最下部にある「表示のリフレッシュ」リンクをクリックすると、保存したフォルダ下に分析がリストされます。
分析を保存する手順:
エージェントの作成の詳細は、「エージェントの作成」を参照してください。
分析から直接エージェントを作成できます。
分析から直接エージェントを作成する場合、Oracle BI EEでは次のことを行います。
エージェントの詳細は、「コンテンツの配信」を参照してください。
分析からエージェントを作成するには:
分析が保存され、「エージェント」エディタが表示されます。
エージェント・エディタが表示されます。
アクセシビリティ・モードの場合を除き、分析は次のようにして編集できます。
注意:
Oracle BI Enterprise Editionをアクセシビリティ・モードで使用している場合、「分析」エディタではなく、BIコンポーザ・ウィザードを使用して分析を編集します。BIコンポーザの詳細は、「BIコンポーザを使用した分析操作」を参照してください。アクセシビリティ・モードの詳細は、「アクセシビリティ機能」を参照してください。
分析を編集するには:
埋込みにより、ダッシュボードに現在の分析を自動的に表示します。
分析をダッシュボードに埋め込むと、自動的に分析が実行され、ダッシュボードに結果が表示されます。これによって、現在の結果にアクセスできます。たとえば、売上データを毎日取り込む企業の販売担当重役の場合、その日に販売された製品の売上高をダッシュボードの最初のページに表示できます。
以前に作成した分析を、「ダッシュボード」エディタを使用してOracle BIプレゼンテーション・カタログから埋め込むことができます。「ダッシュボード」エディタの詳細は、「コンテンツのダッシュボードへの追加」を参照してください。
適切な権限を持つユーザーは、直接データベース・リクエストを作成し、物理バックエンド・データベースに発行できます。
「分析」エディタでリクエストの結果を表示および操作し、その後、ダッシュボードおよびエージェントにその結果を取り込むことができます。この項には次のトピックが含まれます:
管理者は、直接リクエストのアクセス権限を設定できます。
Oracle BIプレゼンテーション・サービス管理での次の権限の設定によって、直接データベース・リクエストの変更や実行が行えるかどうかが制御されます。
この権限が設定されている場合、直接データベース・リクエストを作成および編集できます。
この権限が設定されている場合、直接データベース・リクエストを発行し、結果を表示できます。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。
データベースに対して直接問い合せることができます。
データベースへの直接リクエストをOracle BI EEから送信できます。
注意:
直接データベース・リクエストがOracle BI EEから送信される場合、Oracle BIサーバーのデータ・セキュリティ・ルールは無視され、適用されません。
直接データベース・リクエストを実行するには:
変数を使用することで、同じ情報およびテキストが複数の場所で正確に提供されるようになります。
分析、ダッシュボード、KPI、アクション、エージェントや条件など、Oracle BI Enterprise Editionの様々な領域で変数を参照できます。たとえば、現在のユーザー名をタイトルに表示する分析を作成するとします。これは、変数を参照することによって行えます。
使用できる変数は5種類あります:
セッション変数は、各ユーザーのログイン時に初期化される変数です。
ユーザーがセッションを開始すると、Oracle BIサーバーでセッション変数の新規インスタンスが作成され、初期化されます。
セッション変数のインスタンスの数は、Oracle BIサーバー上のアクティブなセッションと同じです。セッション変数の各インスタンスは、異なる値で初期化できます。
セッション変数は、初期化ブロック(INIT BLOCK)で指定された問合せによって移入されます。これらのセッションINIT BLOCKは通常、ログイン時に1回のみ実行されます。ただし、INIT BLOCKが遅延としてマークされている場合は、後で関連する変数が参照されたときに実行できます。
セッションINIT BLOCKSは、通常問合せ文に関連付けられますが、Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)オブジェクトにも関連付けることができます。INIT BLOCKの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』の初期化ブロックの操作に関する項を参照してください。
セッション変数には2種類あります。
システム・セッション変数には、他の種類の変数(静的または動的リポジトリ変数やシステム以外のセッション変数)に使用できない予約名が付けられています。
管理者は、Oracle BI管理ツールを使用して、システム以外のセッション変数を作成します。
注意:
特定のシステム・セッション変数(USERGUID、ROLESなど)をリクエスト変数でオーバーライドすることはできません。DATA_TZ、DATA_DISPLAY_TZ (タイムゾーン)などのその他のシステム・セッション変数は、Oracle BI管理ツールで構成されている場合、オーバーライドできます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイドのリポジトリ変数の操作に関する項を参照してください。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のセッション変数に関する項を参照してください。
リポジトリ変数は、どの時点でも1つの値を持つ変数です。
リポジトリ変数には2種類あります。
動的INIT BLOCKは、問合せ(つまり、SQL文、ADF問合せまたはその他のサポートされているデータ・ソースによって)にのみ関連付けることができます。INIT BLOCKの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』の初期化ブロックの操作に関する項を参照してください。
管理者は、Oracle BI管理ツールを使用して、リポジトリ変数を作成します。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のリポジトリ変数に関する項を参照してください。
プレゼンテーション変数は、ダッシュボード・プロンプトにより作成および使用されます。
プレゼンテーション変数は、次のいずれかのタイプのダッシュボード・プロンプトを作成する過程で作成できる変数です。
列プロンプトの一部としてプレゼンテーション変数を作成するには、「新規プロンプト」ダイアログ(または「プロンプトの編集」ダイアログ)の「変数の設定」フィールドで「プレゼンテーション変数」を選択し、「変数名」フィールドに変数の名前を入力する必要があります。
列プロンプトの操作の詳細は、「列プロンプトの作成」を参照してください。
変数プロンプトの一部としてプレゼンテーション変数を作成するには、「新規プロンプト」ダイアログ(または「プロンプトの編集」ダイアログ)の「プロンプト対象」フィールドで「プレゼンテーション変数」を選択し、「変数名」フィールドに変数の名前を入力する必要があります。
変数プロンプトの操作の詳細は、「変数プロンプトの作成」を参照してください。
プレゼンテーション変数の値は、同時に作成された列プロンプトまたは変数プロンプトによって移入されます。つまり、ユーザーが列プロンプトまたは変数プロンプトで1つ以上の値を選択するたびに、プレゼンテーション変数の値が、ユーザーが選択した値に設定されます。
リクエスト変数は、プロンプト・データベース・リクエストを一時的に上書きします。
リクエスト変数を使用すると、セッション変数の値をオーバーライドできますが、オーバーライドできるのは、列プロンプトまたは変数プロンプトから開始されたデータベース・リクエストの間のみです。
注意:
特定のシステム・セッション変数(USERGUID、ROLESなど)をリクエスト変数でオーバーライドすることはできません。DATA_TZ、DATA_DISPLAY_TZ (タイムゾーン)などのその他のシステム・セッション変数は、Oracle BI管理ツールで構成されている場合、オーバーライドできます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイドのリポジトリ変数の操作に関する項を参照してください。
次のいずれかのタイプのダッシュボード・プロンプトを作成する過程の一部として、リクエスト変数を作成できます。
列プロンプトの一部としてリクエスト変数を作成するには、「新規プロンプト」ダイアログ(または「プロンプトの編集」ダイアログ)の「変数の設定」フィールドで「リクエスト変数」を選択し、「変数名」フィールドに、オーバーライドするセッション変数の名前を入力する必要があります。
列プロンプトの操作の詳細は、「列プロンプトの作成」を参照してください。
変数プロンプトの一部としてリクエスト変数を作成するには、「新規プロンプト」ダイアログ(または「プロンプトの編集」ダイアログ)の「プロンプト対象」フィールドで「リクエスト変数」を選択し、「変数名」フィールドに、オーバーライドするセッション変数の名前を入力する必要があります。
変数プロンプトの操作の詳細は、「変数プロンプトの作成」を参照してください。
リクエスト変数の値は、同時に作成された列プロンプトまたは変数プロンプトによって移入されます。つまり、ユーザーが列プロンプトまたは変数プロンプトで値を選択するたびに、リクエスト変数の値が、ユーザーが選択した値に設定されます。ただし、値が有効なのは、ユーザーがプロンプトの「実行」ボタンを押した時点から、分析結果がダッシュボードに返されるまでです。
注意:
複数の値がサポートされるのは、文字列および数値のリクエスト変数のみです。その他のデータ型では最初の値のみが渡されます。
グローバル変数は、特定のデータ型と値の組合せによって作成される列です。
値には、文字列、数値、日付、時刻、式などを指定できます。グローバル変数は、分析の作成過程で「列式の編集」ダイアログを使用して作成できます。グローバル変数はカタログに保存されるため、特定のテナント・システムに属する他のすべての分析で使用できます。
グローバル変数は、分析の作成過程で作成できます。
グローバル変数は次のいずれかのタイプになります。
グローバル変数を作成するには:
注意:
データ型として「日付と時間」を選択した場合、値は次の例のように入力します: 03/25/2004 12:00:00 AM式または計算を値として入力する場合は、次の例のようにテキストのデータ型を使用する必要があります: "Base Facts"."1- Revenue"*3.1415
グローバル変数は分析の実行時に評価され、グローバル変数の値が適切に置き換えられます。適切な権限を持つユーザーのみが、グローバル変数を管理(追加、編集および削除)できます。
多くの領域で変数を参照できますが、各領域ですべての変数を参照できるわけではありません。
次の領域で変数を参照できます(各領域で全種類の変数を参照できるわけではありません)。
変数の参照に使用する構文の詳細は、「変数を参照する構文とは」を参照してください。
変数は、分析、ダッシュボード、KPIおよびエージェントで参照できます。変数の参照方法は、実行するタスクによって異なります。
フィルタ定義で変数を参照する場合など、ダイアログにフィールドが表示されるタスクの場合、(完全な構文ではなく)変数のタイプと名前のみ指定する必要があります。
タイトル・ビューでの変数の参照などの他のタスクの場合、変数の構文を指定する必要があります。次の表に示すとおり、使用する構文は変数のタイプによって異なります。
注意:
構文で、中カッコ({)が後にないアット・マーク(@)は、アット・マークとして処理されます。
| 変数のタイプ | 構文 | 例 |
|---|---|---|
セッション | @{biServer.variables['NQ_SESSION.variablename']} variablename は、セッション変数の名前です(DISPLAYNAMEなど)。 使用できるシステム・セッション変数のリストは、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のシステム・セッション変数に関する項を参照してください。 | @{biServer.variables['NQ_SESSION.USER']} |
リポジトリ | @{biServer.variables.variablename} または @{biServer.variables['variablename']} variablenameは、リポジトリ変数の名前です(prime_beginなど)。 | @{biServer.variables.prime_begin} または @{biServer.variables['prime_begin']} |
プレゼンテーションまたはリクエスト | @{variables.variablename}[format]{defaultvalue} または @{scope.variables['variablename']} ここで、
注意: 複数の値を設定できるプレゼンテーション変数が指定されたダッシュボード・プロンプトを使用する際には、列タイプによって構文が異なります。複数の値がカンマ区切りの値に書式設定されるため、書式設定句は、カンマで結合される前に各値に適用されます。 | @{variables.MyFavoriteRegion}{EASTERN REGION} または @{MyFavoriteRegion} または @{dashboard.variables['MyFavoriteRegion']} または (@{myNumVar}[#,##0]{1000}) または (@{variables.MyOwnTimestamp}[YY-MM-DD hh:mm:ss]{) または (@{myTextVar}{A, B, C}) |
グローバル | @{global.variables.variablename} variablenameはグローバル変数の名前です(例: gv_region)。グローバル変数を参照する場合は、例に示すように、完全修飾名を使用する必要があります。 注意: グローバル変数の命名規則は、JavaScriptのEMCAスクリプト言語仕様に準拠している必要があります。名前は200文字以内にする必要があります。埋込みスペース、予約語および特殊文字は使用できません。JavaScripting言語要件に精通していない場合は、サード・パーティのリファレンスを参照してください。 | @{global.variables.gv_date_n_time} |
変数は式で参照することもできます。式で変数を参照するためのガイドラインは、次の表に記載されています。
| 変数のタイプ | ガイドライン | 例 |
|---|---|---|
セッション |
| "Market"."Region"=VALUEOF(NQ_SESSION."SalesRegion") |
リポジトリ |
| CASE WHEN "Hour" >= VALUEOF("prime_begin") AND "Hour" < VALUEOF("prime_end") THEN 'Prime Time' WHEN ... ELSE...END |
プレゼンテーション |
注意: {が後にない@マークは、@マークとして処理されます。 複数の値を設定できるプレゼンテーション変数を使用する際には、列タイプによって構文が異なります。 有効なSQL文を生成するには、各列タイプのSQLで次の構文を使用します。
| "Market"."Region"=@{MyFavoriteRegion}{EASTERN REGION} または "Products"."P4 Brand"=(@{myTextVar}['@']{BizTech}) または "Products"."PO Product Number"=(@{myNumVar}{1000}) または "Sales Person"."E7 Hire Date"=(@{myDateTimeVar}{timestamp '2013-05-16 00:00:01'}) または "Time"."Total Fiscal Time"=(@{myDateVar}{date '2013-05-16'}) または "Time"."Time Right Now"=(@{myTimeVar}{time '00:00:01'}) SQL使用時の複数の値(指定されたデータ型内)について:
または
または
|
変数を参照する特定の領域の詳細は、「変数を参照できる場所」を参照してください。
アプリケーションには、様々な出力で使用できる一連の事前定義プレゼンテーション変数があります。
この表には、分析、ダッシュボード、KPIおよびエージェントで参照できる、事前定義プレゼンテーション変数のリストが含まれています。(これらの事前定義のプレゼンテーション変数の構文では、variables.修飾子を省略することに注意してください。たとえば、@{session.variables.locale}ではなく、@{session.locale}とします。)
注意:
タイム・ゾーン変数の場合、この変数を有効にするには、ユーザーのタイム・ゾーンをデフォルト以外の値に設定する必要があります。(ユーザーは、「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブで優先的に使用するタイム・ゾーンを設定します。)
| 有効範囲 | プレゼンテーション変数 | 例 |
|---|---|---|
システム | productVersion | system.productVersion = 11.1.1.3 (Build 090619.0110.000) |
システム | currentTime | system.currentTime = 6/29/2009 7:35:59 PM |
セッション | locale | session.locale = en-us |
セッション | language | session.language = en |
セッション | rtl これは、ログイン・ページで選択された言語が、右から左に記述する言語かどうかを示します。たとえば、選択した言語がヘブライ語の場合、この変数はtrueを返します。 | session.rtl = false |
セッション | timeZone | session.timeZone = (GMT-06:00) Central America |
セッション | timeZone.id ローカライズされていない値を返します。 | session.timeZone.id = (GMT-06:00) Central America |
セッション | timeZone.name ローカライズされた値を返します。 | session.timeZone.name = (GMT-06:00) Central America |
セッション | timeZone.value ローカライズされた値を返します。 | session.timeZone.value = (GMT-06:00) Central America |
セッション | loginTime | session.loginTime = 6/29/2009 7:12:01 PM |
セッション | logoutTime | session.logoutTime = 6/29/2009 8:02:01 PM |
セッション | lastAccessTime | session.lastAccessTime = 6/29/2009 7:35:59 PM |
セッション | currentUser | session.currentUser = Administrator |
セッション | currency.name | session.currency.name = $ English - United States |
セッション | currency.symbol | session.currency.symbol = $ |
セッション | currency.userPreference | session.currency.userPreference = Global Currency 2 |
セッション | accessibility これは、現在のユーザー・セッションでアクセシビリティ・モードが有効かどうかを示します。 | session.accessibility = true |
ユーザー | id | user.id = Administrator |
ユーザー | displayName | user.displayName = Administrator |
ユーザー | homeDirectory | user.homeDirectory = /users/administrator |
ダッシュボード | currentPage | dashboard.currentPage = page 1 |
ダッシュボード | xml | dashboard.xml = the dashboard XML |
ダッシュボード | dashboard.currency.name | dashboard.currency.name = Euro |
ダッシュボード | dashboard.currency.symbol | dashboard.currency.symbol = $ |
ダッシュボード | dashboard.currency.userPreference | dashboard.currency.userPreference = Global Currency 1 |
ダッシュボード | dashboard.path カタログのパスを返します。 | dashboard.path = /users/administrator/_portal/Sales |
ダッシュボード | dashboard.name | dashboard.name = MyDashboard |
ダッシュボード | dashboard.caption ダッシュボードのローカライズされた名前を返します。 | dashboard.caption = Sales |
ダッシュボード | dashboard.location 場所のURLを返します。 | dashboard.location = Dashboard&PortalPath=/users/administrator/_portal |
ダッシュボード | dashboard.description | dashboard.description = Sales by region and district |
ダッシュボード | dashboard.author | dashboard.author = Administrator |
dashboard.currentPage | dashboard.currentPage.name | dashboard.currentPage.name = Sales page 1 |
dashboard.currentPage | dashboard.currentPage.path | dashboard.currentPage.path = /users/administrator/_portal/Sales/page 1 |
dashboard. current Page | dashboard.currentPage.currency.name | dashboard.currentpage.currency. name = USD |
dashboard.current Page | dashboard.currentPage.currency.symbol | dashboard.currentPage.currency. symbol = USD |
dashboard. current Page | dashboard.currentPage.currency.userPreference | dashboard.currentPage.currency.userPreference = Global Currency 2 |
分析 | report.currency.name | report.currency.name = $ English - United States |
分析 | report.currency.symbol | report.currency.symbol = $ |
分析 | report.currency.userPreference | report.currency.userPreference = Global Currency 2 |
タイトル・ビューで変数を参照することにより、情報が正しいことが保証されます。
D50 Region列に基づき、図に示すように、MyFavoriteRegionという名前のプレゼンテーション変数を作成する、Regionという名前のダッシュボード・プロンプトを作成したとします。

地域および地区ごとに収益を表示する分析を作成したとします。「プロンプトで使用」と設定されているフィルタをD50 Region列へ追加し、このRegionプロンプトを使用して、ユーザーに地域の入力を要求できるようにもしました。
Regionプロンプトでのユーザーの選択が分析のタイトルに表示されるよう、タイトル・ビューでMyFavoriteRegion変数を参照します。これを行うには、図に示すように、「タイトル」エディタの「タイトル」フィールドに、変数の構文@{variables.MyFavoriteRegion}を入力します。

図に、ユーザーがRegionプロンプトで「AMERICAS REGION」を選択した場合のダッシュボード・ページの結果を示します。分析タイトル内の変数が、ユーザーが選択した「AMERICAS REGION」に更新されていることに注意してください。

プレゼンテーション・サービスの分析を作成または変更する場合、Visual Analyzerで作成および保存された外部サブジェクト領域のデータを含めることができます。
Visual Analyzerで作成および保存されたデータ・セットは、Oracle BIメタデータ・リポジトリのサブジェクト領域と照合してモデル化されます。外部サブジェクト領域を使用して分析を作成する場合、分析への列の追加のみ可能で、データをモデル化できません。Visual Analyzerで作成された外部サブジェクト領域の更新がプレゼンテーション・サービスに表示されます。
新しい分析を作成するか、既存の分析を変更する場合、Oracle BIメタデータ・リポジトリのサブジェクト領域と一致し、アクセス権限がある外部サブジェクト領域が「サブジェクト領域の選択」ダイアログまたは「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログに表示されます。外部サブジェクト領域をサブジェクト領域リストに含める詳細は、「外部サブジェクト領域のアクセスおよび外部サブジェクト領域データを含む分析の共有」を参照してください。
分析を作成または変更する場合、次の方法で外部サブジェクト領域のデータを使用できます。
外部サブジェクト領域のみに基づく分析を作成できます。外部サブジェクト領域を照合およびモデル化するサブジェクト領域を使用する必要はありません。
たとえば、外部サブジェクト領域として作成および保存された新しい予算データに対する進捗レポートの更新など、エンタープライズ・データのメトリックをオーバーレイできます。様々なレベルの教育が販売数量にどのように影響する可能性があるか理解を深めるための人口統計など、外部サブジェクト領域の属性を使用して分析を強化できます。製品が再分類された場合、売上セグメンテーションがどのように変化するかを確認するなど、カスタム・ロールアップおよびセグメントを定義できます。
製品、ブランド、販売員など、販売に関するデータを含むサブジェクト領域があるとします。サブジェクト領域にはない「ターゲット売上」売上高を含む外部サブジェクト領域があります。外部サブジェクト領域のターゲット売上値を含むサブジェクト領域から製品およびブランドの値を結合する分析を作成します。外部サブジェクト領域の製品およびブランド列をサブジェクト領域の列と照合し、ターゲット売上をメジャーとして追加するよう、外部サブジェクト領域がモデル化されます。一致により、外部サブジェクト領域とサブジェクト領域が関連付けられます。
アクセス権限を持つ外部サブジェクト領域のみ、分析に追加できます。
外部サブジェクト領域への権限は、Visual Analyzerまたは外部サブジェクト領域を使用する分析で付与されます。
Visual Analyzerで外部サブジェクト領域を作成および保存したユーザーが個々のユーザーまたはロールのメンバーとしてアクセス権限を付与した場合、外部サブジェクト領域が「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログまたは「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログに表示されます。
プレゼンテーション・サービス・ユーザーがそれらの外部サブジェクト領域を含む分析を作成および保存し、それらの分析を表示または編集する権限を付与した場合、「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログまたは「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログに外部サブジェクト領域も表示されます。次の点に注意してください。
サブジェクト領域内のアイテムを異なる方法で示すアイコンが作成されます。
Oracle BI EEの「サブジェクト・エリアの選択」ダイアログおよび「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログは、管理ツールで作成されたサブジェクト領域とVisual Analyzerで作成および保存された外部サブジェクト領域を区別するために異なるアイコンを使用します。
紫色および黄色の四角アイコンは、管理ツールで作成されたサブジェクト領域に表示されます。緑色の四角アイコンには、Visual Analyzerで作成および保存された外部サブジェクト領域が表示されます。次の図を参照してください。

分析を作成する場合または既存の分析を変更する場合、外部サブジェクト領域からデータを追加できます。
分析の作成時に外部サブジェクト領域を追加するには:
「サブジェクト領域の選択」ダイアログから1つのサブジェクト領域または外部サブジェクト領域のみ選択できます。他のサブジェクト領域または外部サブジェクト領域を追加するには、分析エディタの「サブジェクト・エリアの追加/削除」オプションを使用する必要があります。
分析の変更時に外部サブジェクト領域を追加するには:
分析から外部サブジェクト領域を削除できます。
外部サブジェクト領域を削除すると、そのデータが分析から削除されます。外部サブジェクト領域およびそのデータはOracle BIサーバーに残ります。Oracle BIサーバーからのサブジェクト領域の削除およびデータの削除の詳細は、「Oracle BI EEからの外部サブジェクト領域の削除」を参照してください。
外部サブジェクト領域を照合およびモデル化するサブジェクト領域を削除できないことに注意してください。
追加したデータを除去するには:
読取りアクセス権を持つユーザーは、外部サブジェクト領域のデータをダウンロードできます。
ダウンロードされたデータは、すべてのワークシートおよび各ワークシートのすべての列を含む1つのファイルに保存されます。ダウンロードされたデータは最近アップロードされたデータを反映し、必ずしも外部サブジェクト領域にアップロードされた元のデータではありません。
外部データをダウンロードするには:
注意:
「読取り」、「変更」または「フル・コントロール」の外部サブジェクト領域の共有権限によって、スプレッドシート・ファイル全体をダウンロードするアクセス権が与えられます。詳細は、「外部サブジェクト領域のアクセスおよび外部サブジェクト領域データを含む分析の共有」を参照してください。
記憶域の制限内で領域を解放する必要がある場合、Oracle BIサーバーから外部サブジェクト領域を永続的に削除できます。
外部サブジェクト領域のみを削除できます。分析に含めた外部サブジェクト領域は削除できません。「分析からの外部サブジェクト領域の削除」に示されているように、外部サブジェクト領域の削除は分析からの外部サブジェクト領域の削除と異なります。
追加したデータを削除するには:
トピック
この章の内容は次のとおりです。
ビューは、Oracle BI Enterprise Editionのプレゼンテーション機能を使用し、有意義かつ直観的な方法で分析の結果を表示します。
詳細情報にドリルダウンできるグラフやピボット表、説明テキスト、結果の限定に使用されたフィルタのリストなどの様々なビューを結果に追加できます。
新規分析の結果を表示する場合、「分析」エディタの「結果」タブの複合レイアウトにデフォルトで次のビューが表示されます。
分析の既存のビューのカスタマイズや削除、他のビューの追加、ビューの組合せやビューのペイン内への配置を行えます。
複数の結果のビューを用意することで、トレンドやデータの関係を確認できます。ダッシュボードに表示する結果をカスタマイズする場合、ダッシュボードに表示した際にビューの組合せや配置がどのように見えるかをプレビューできます。
その後、一連のビューとともに分析を保存できます。
データの表示に使用できるビューのタイプは複数あります。
表で、使用可能なビューのタイプについて説明します。
注意:
権限によって、すべてのビューにアクセスできるか、特定のビューのみにアクセスできるかが制御されます。
| ビュー名 | 説明 |
|---|---|
タイトル | タイトル、サブタイトル、ロゴ、カスタム・オンライン・ヘルプ・ページへのリンク、結果のタイムスタンプを表示します。 |
表 | データを行と列に編成し、結果を視覚的に表示します。表はデータのサマリー・ビューで、ユーザーは行や列をドラッグ・アンド・ドロップし、データを異なるビューで表示できます。 |
ピボット表 | 結果をピボット表に表示します。ピボット表は、クロス集計表形式のデータのサマリー・ビューで、ユーザーは行や列をドラッグ・アンド・ドロップし、データを異なるビューで表示できます。ピボット表では、列グループを含む通常の表と同様にデータが編成されますが、行と列の両方で複数レベルの見出しを表示できます。通常の表とは異なり、ピボット表の各データ・セルには一意の値が含まれます。このようにデータが編成されるため、ピボット表は行ベースの表より効率的です。ピボット表は、大量のデータの表示、データの階層的な表示、トレンド分析に最適です。 |
パフォーマンス・タイル | 視覚的に単純かつ目立つ方法で1つの集計メジャー値を表示しながら、ダッシュボード・ビュー内に詳細に表示される可能性があるサマリー・メトリックをただちに示します。 パフォーマンス・タイル:
|
ツリーマップ | 複数のレベルを持つ階層構造を、空間的制約の2次元で可視化して表示します。 ツリーマップ:
|
ヒート・マトリックス | データの2次元描写です。値は色のグラデーションで表現されるため、大量のデータを分析して外れ値を識別する用途に適しています。ヒート・マトリックス構造のデータは、行と列のグループ化および交差で形成されるという点でピボット表に似ています。 |
トレリス | 多次元データが、グリッド内の一連のセルとして表示され、各セルは特定のグラフ・タイプを使用するデータのサブセットを表しています。データは、グラフ、マイクロチャートおよび数値で表されます。 トレリス・ビューには、単純トレリスと拡張トレリスの2つのサブタイプがあります。 単純トレリスのビューは、類似を比較できるように複数のグラフを表示するのに最適です。拡張トレリスのビューは、トレンドを表示するスパーク・グラフを表示するのに最適です。 単純トレリスには、1つの内部グラフ・タイプが表示されます(たとえば、複数の棒グラフのグリッド)。内部グラフには、共通の軸が常に使用されます。つまり、グラフのスケールが同期されます。 拡張トレリスには、メジャーごとに異なる内部グラフ・タイプが表示されます。たとえば、スパーク折れ線グラフとスパーク棒グラフが組み合されて、数値とともに表示されます。このような例では、スパーク折れ線グラフに一定期間の収益が表示され、スパーク棒グラフに販売数量が表示される場合があります。数値を表示するメジャー列をスパーク折れ線グラフの隣りに配置して、1年の合計値として収益メジャーを表示する場合もあります。 拡張トレリスでは、ドリル、軸スケールなどに対して、各メジャー列が独立に動作します。 マイクロチャートおよびスパーク・グラフの定義は、「トレリスのビューで使用される用語」を参照してください。 |
グラフ | 数値情報を視覚的に表示します。これにより、大量のデータが理解しやすくなります。グラフを使用することで、テキスト・ベースの表示ではわからないパターンやトレンドが明らかになることが多々あります。ただし、厳密な値が必要な場合は、表などの他の表示方法でグラフを補完する必要があります。 グラフは、グラフ・キャンバスと呼ばれる背景に表示されます。 使用可能なグラフのタイプとサブタイプについては、使用可能なグラフのタイプを参照してください。 |
ゲージ | 単一のデータ値を示します。サイズが小さいため、単一のデータ値を表示する場合、グラフよりゲージの方が通常効率的です。データを視覚的に表示する以外に、各ゲージには数値形式の結果も表示されます ゲージはデータの問題点を示します。ゲージは通常、1つのデータ・ポイントをプロットし、そのポイントが許容範囲内か許容範囲外かを表します。このため、ゲージは、目標に対する成果を表す場合に便利です。 分析のデータによっては、ゲージ・ビューが複数のゲージのゲージ・セットで構成される場合があります。たとえば、過去12か月の売上データを表示するゲージ・ビューを作成する場合、各月1つずつ、12個のゲージでゲージ・ビューが構成されます。総売上高を表示するゲージ・ビューを作成する場合、ゲージ・ビューは1つのゲージで構成されます。 ゲージまたはゲージ・セットは、ゲージ・キャンバスと呼ばれる背景に表示されます。 使用可能なゲージのタイプについては、使用可能なゲージのタイプを参照してください。 |
ファンネル | ターゲット値と実際の値を数量、レベルおよび色を使用して表す3次元のグラフで結果を表示します。通常、ファンネル・グラフは、期間や段階に伴って変化するデータを図表で表示する場合に使用されます。たとえば、ファンネル・グラフは、四半期を通した売上数量の表示にしばしば使用されます。 ファンネル・グラフは、販売パイプラインなど、ターゲットがステージごとに著しく減る(または増える)ことがわかっている場合のデータの実際とターゲットとの比較の表示に非常に適しています。 ファンネル・グラフでは、しきい値は、ターゲット値のパーセンテージを示し、色は、各ステージに視覚的情報を与えます。色の付いた領域のいずれかをクリックすると、詳細情報にドリルダウンできます。 使用可能なファンネル・グラフのタイプについては、使用可能なファンネル・グラフのタイプを参照してください。 |
マップ・ビュー | 結果をマップに重ねて表示します。データに応じて、イメージ、色による塗りつぶし領域、棒グラフと円グラフ、可変サイズのマーカーなどの書式で、結果をマップに重ねることができます。 |
フィルタ | 分析に有効なフィルタを表示します。(選択ステップと同様に)フィルタを使用すると、分析を限定し、特定の質問への回答となる結果を得ることができます。フィルタは、問合せの集計前に適用されます。 |
選択ステップ | 分析に有効な選択ステップを表示します。(フィルタと同様に)選択ステップを使用すると、特定の質問への回答となる結果を得ることができます。選択ステップは、問合せの集計後に適用されます。 |
列セレクタ | 結果に列セレクタを追加します。列セレクタは、あらかじめ選択された列を含むドロップダウン・リストのセットです。ユーザーは列を動的に選択し、分析のビューに表示されているデータを変更できます。 |
ビュー・セレクタ | 結果にビュー・セレクタを追加します。ビュー・セレクタは、保存済ビューから特定の結果のビューを選択できるドロップダウン・リストです。 |
凡例 | 結果に凡例を追加します。凡例を使用すると、ゲージに適用されているカスタム色の意味など、結果に使用されている特別な形式の意味を記録できます。 |
ナレーティブ | 1段落以上のテキストで結果を表示します。結果の各列に対するプレースホルダを含む文を入力したり、行の区切りを指定できます。 |
ティッカ | インターネット上の多くの金融サイトやニュース・サイトで使用されている株式ティッカと同様の形式のティッカやマーキーで結果を表示します。表示する情報とページでのスクロール方法を制御できます。 |
静的テキスト | 結果に静的テキストを追加します。HTMLを使用して、バナー、ティッカ、ActiveXオブジェクト、Javaアプレット、指示、説明、グラフなどを結果に追加できます。 |
論理SQL | 分析用に生成されたSQL文を表示します。このビューは、トレーナや管理者に有用で、標準的なユーザー向けの結果には通常含まれません。 コンテナの書式設定や削除以外の変更は、このビューに行えません。 |
セグメントの作成 | 結果に「セグメントの作成」リンクを表示します。ユーザーは、このリンクをクリックして、オラクル社のSiebel Marketing運用アプリケーションに、結果データに基づいてセグメントを作成できます。 このビューは、バージョン7.7(以上)のオラクルのSiebel Marketing運用アプリケーションのユーザー向けのものです。詳細は、Oracleマーケティング・セグメンテーション・ガイドを参照してください。 |
ターゲット・リストを作成 | 結果に「ターゲット・リストを作成」リンクを表示します。ユーザーは、このリンクをクリックして、オラクル社のSiebel運用アプリケーションに、結果データに基づいてターゲット・リストを作成できます。このターゲット・リストは、定義されている、このターゲット・セットに対するコール・アクティビティ情報の開始と記録のベースとして使用できます。 このビューは、オラクル社のSiebel Life Sciences Analyticsアプリケーションと統合されたSiebel Life Sciences運用アプリケーションのユーザー向けのものです。 |
様々なタイプのデータを表示するのに様々なタイプのグラフが用意されています。
表に、使用可能なグラフのタイプと、その使用方法を示します。ここでは、各タイプに使用できるスタイルも示します。散布図、レーダー・グラフおよびマイクロチャート以外のグラフ・タイプはすべて、2次元(2D)にも3次元(3D)にもできます。すべてのタイプのグラフが、すべてのタイプのデータに適切というわけではありません。
| グラフのタイプ | グラフのサブタイプ | 説明 | スタイル |
|---|---|---|---|
棒 | 垂直 曲線 水平 積上げ垂直 積上げ水平 100%積上げ垂直 100%積上げ水平 | カテゴリに関連付けられている数量を示します。棒グラフでは、数量が棒の長さで示され、カテゴリが棒または棒のグループで示されます。 棒グラフは、競合製品の売上、同一製品の異なる期間での売上、同一製品の異なる市場での売上など、類似項目間での違いを比較する場合に便利です。 横方向または縦方向に棒を表示することで、メジャー列の比較に使用できます。 | 四角形 三角形 円柱 ひし形 グラデーション パターン塗り |
折れ線 | - | 数量を時間の経過とともに、あるいはカテゴリ別に示します。 折れ線グラフは、時間に伴うトレンドを表示する場合に便利です。 複数のメジャー列のプロットに使用できます。 | 標準線 段付きの線 曲線 |
面 | 積上げ 100%積上げ | 時間やカテゴリによる各値の割合のトレンドを示します。 面グラフは、線の間の領域が塗りつぶされた折れ線グラフです。領域が積み重なり、各期間またはカテゴリの合計になります。100%積上げグラフでは、各カテゴリが合計値に占める比率として表示されます。 | 単色塗り グラデーション塗り パターン塗り |
円 | - | 全体に対するパーセンテージでデータ・セットを示します。 円グラフは、地域や地区ごとの売上のように、全体に対する各部分を比較する場合に便利です。 | 単色塗り グラデーション塗り パターン塗り |
折れ線-棒 | 標準 積上げ | 異なる範囲の2つのデータのセットを、一方は棒グラフで、他方はその棒グラフに折れ線グラフを重ねてプロットします。 折れ線-棒グラフは、データ・セット間のトレンド関係を示す場合に便利です。 | 四角形 三角形 円柱 ひし形 グラデーション パターン塗り |
時系列折れ線 | - | 時系列データをプロットします。ここでは、データ・ポイント間を経過した時間に基づいて横軸を作成します。 | 標準線 段付きの線 曲線 |
パレート | - | 基準を降順に表示する棒グラフと折れ線グラフの形式です。このグラフ・タイプでは、折れ線はパーセンテージの累計を示します。 パレート・グラフは、最良と最悪、最高と最低などの顕著な要素を特定する場合に便利です。 | 四角形 三角形 円柱 ひし形 グラデーション パターン塗り |
散布 | - | 個別の点で各x-y値を示し、x-yグリッド内に点在させます。ここでは、依存関係のない2つの変数に基づいて、データ・ポイントをプロットします。多数のデータ・ポイントをプロットでき、データ・ポイントの分布を確認できます。 散布図は、大規模なデータ・セット内の関係とトレンドを把握する場合に便利です。 | 標準散布 散布と折れ線 |
バブル | - | これは、散布図の一種で、データ要素を円(バブル)で示します。これは、3つの変数を2次元で表します。値の1つは円の横軸での位置で表されます。もう1つは円の縦軸での位置で表されます。3つ目の値は、円の大きさで表されます。 バブル・グラフは、3つの変数を持つデータをプロットする場合および時間の経過に伴う財務データを表示する場合に便利です。 | なし |
レーダー | - | 棒グラフと同じ情報をプロットしますが、グラフの中心から放射状にデータを表示します。各データ要素には、それぞれの値軸があります。 レーダー・グラフは、重なりや分布を調べる場合に便利です。 | なし |
マイクロ・チャート | スパーク折れ線 スパーク棒 スパーク面 | トレリス・ビューのコンテキストでのみ表示され、トレンド情報の表示に適したテキストサイズ(付近のテキスト部分と同等のサイズ)のグラフィックです。 マイクロチャートのグラフ・タイプは拡張トレリスで使用すると便利で、スパーク・グラフと数値を組み合せてデータが表示されます。 マイクロチャートには列や凡例はありません。より大きなグラフと同様に、マイクロチャートのメジャー値は相対的なサイズの棒(または折れ線または面)として表示されます。各メジャー名は、その列ヘッダーに表示されます。メジャーの詳細は、データ・セルにマウスを合せると、ツールチップ・テキストとして表示されます。 | なし |
ウォーターフォール | - | ウォーターフォール・グラフでは、連続的および累積的に値が増加または減少する状況を可視化できます。ウォーターフォール・グラフには次の特性があります:
初期値は、合計に到達するまで後続の値(負と正の両方のデルタまたは変更)と合算されます。合計はウォーターフォール・グラフごとに1つのみであり、小計は加算できます。詳細は、使用可能なウォーターフォール・グラフ書式のタイプを参照してください。 | なし |
ファンネル・グラフにはタイプが複数あります。
使用可能なファンネル・グラフのタイプを表にリストし、説明します。各タイプのスタイルは、単色塗りまたはグラデーション塗りのいずれかです。
| タイプ | 説明 |
|---|---|
標準 | 各ステージの幅が等しい、標準の形状を使用します。 |
非標準 | 各ステージの幅が異なる、標準の形状を使用します。 |
最後のステージのみ | 各ステージの幅が等しい、標準の形状を使用します。これは、最後のステージより前のすべてのステージのターゲット値が、最後のステージのターゲット値とターゲット係数と呼ばれる定数に基づいて算出される点以外は、標準のファンネル・グラフと同じです。 |
トレリス・ビューで使用できるグラフ・タイプのリストは、トレリス・ビューのサブタイプが単純トレリスか拡張トレリスかによって異なります。
単純トレリスでは、次のタイプのグラフを使用できます。
拡張トレリスには、次の可視化の選択肢があります。
各グラフ・タイプの詳細は、使用可能なグラフのタイプを参照してください。
様々なタイプのデータについて情報を表示するために、様々なゲージを使用できます。
次の表では、使用可能なゲージのタイプをリストし、説明します。2次元(2D)にも3次元(3D)にもできる球ゲージ以外のゲージはすべて2次元です。サイズは、小、中、大、カスタム・サイズのいずれかです。
| タイプ | 説明 |
|---|---|
ダイアル | あらかじめ定義された限度内のデータを指す、1つ以上のインジケータを持つダイアル型の弧を使用してデータを表示します。 |
横棒 | 色が変化する横棒を使用してデータを表示し、あらかじめ定義された限度内にデータがあるかどうかを示します。横棒の内側の四角形は、外側の四角形に印された範囲に対するデータの現在のレベルを示します。 |
縦棒 | 色が変化する縦棒を使用してデータを表示し、あらかじめ定義された限度内にデータがあるかどうかを示します。縦棒の内側の四角形は、外側の四角形に印された範囲に対するデータの現在のレベルを示します。 |
球 | 色が変化する円を使用してデータを表示し、あらかじめ定義された限度内にデータがあるかどうかを示します。 球ゲージは、ステータスを知る必要があり、特定の値の表示や他のしきい値の範囲についての関連情報は必要ない場合に便利です。 |
論理SQLは複数の方法で表示できます。
表に、使用可能な論理SQLビューのタイプをリストし、説明します。
| タイプ | 説明 |
|---|---|
標準 | 論理SQLのみを表示します。このビューは、生成された論理SQLが正しいかどうかを確認する場合に便利です。 |
診断 | 不正なデータの問題がある場合にサービス・リクエストに含めるのに役立つ診断情報を表示します。 |
ウォーターフォール・グラフの書式では、棒の色の組合せが事前に定義されています。
増加(正)と減少(負)のデフォルトの色はそれぞれ緑と赤です。書式によって、棒の色や表示する棒など、ウォーターフォール・グラフの外観が定義されます。
ウォーターフォール・グラフに使用できる書式のタイプを表にリストし、説明します。
| 書式タイプ | 説明 |
|---|---|
増加、減少および合計 | この書式は、増加メジャー、減少メジャーおよび合計(小計)を指定された色で表示する場合に使用します。合計と小計の両方を、関連付けられた同じ色で表示します。 |
最初、増加、減少および合計 | この書式は、増加メジャー、減少メジャーおよび合計(または小計)を表示する場合に使用します。最初の棒と合計(小計)には、同じ色の棒が使用されます。 |
単一色 | この書式は、すべての棒を同じ色で表示する場合に使用します。 |
2色 | この書式は、最初の棒と合計(または小計)を1番目の色で表示し、正または負の値を2番目の色で表示する場合に使用します。 |
カスタム | この書式は、増加値と減少値、最初の棒および合計の棒に使用する固有の色を作成する場合に使用します。色ブロック・リストの1つから色を選択すると、書式は自動的にカスタムになります。合計と小計の両方を、関連付けられた同じ色で表示します。 |
デフォルトでは、ウォーターフォール・グラフには次の特性があります。
ウォーターフォール・グラフ・プロパティの編集の詳細は、「グラフのプロパティ」ダイアログの「スタイル」タブおよび「グラフのプロパティ」ダイアログの「タイトルとラベル」タブを参照してください。
データがわかりやすくなるように、分析の結果に1つ以上のビューを追加できます。
分析の結果にビューを追加するには:
注意:
一部のビュー・タイプでは、推奨可視化機能を使用して、推奨サブタイプを選択することもできます。
複合レイアウトのコンテナにビューが表示されます。(このビューの生成には、デフォルト(デフォルトのビュー・タイプ、デフォルトの書式設定など)が使用されることに注意してください。)
詳細は、「分析、ビューおよびダッシュボード・ページの書式設定」を参照してください。
詳細は、「ビューの編集」を参照してください
次のガイドラインに留意してください。
Oracle BI EEの推奨機能の詳細は、「推奨可視化機能とは」を参照してください。
Oracle BI EEでは、ビューを作成する場合は常に、推奨機能が提供されます。
分析エディタで新しいビューを作成しているとき、次の図に示すように、この機能によってビュー・タイプ提案のランク付きリストがダイアログに表示されます。

推奨可視化機能は、ディメンション数やメンバー数などのビューに対する入力から情報を収集して動作します。その後、可能性がある各ビューに対して、最適なレイアウトが決定されます。
新しいビューが便利なのは、「トレンドを分析中」か。「値とその部分を比較中」か。「パターンと外れ値を検出中」か。次の図に示すように、「推奨可視化」サブメニューでは、作成しようとしているビューを表示する目的を分析エディタに指示できます。

各ビューは、事前定義されたルール・セットに基づいたスコアを受け取ります。特定のビュー・タイプは、そのスコアに基づいた可能性に従って除外されます。特定のレベルを超えるスコアがあれば、ランク付けされた推奨ビューのリストが推奨可視化機能によって作成されます。
提案されるビューのランキングから選択するステップをスキップする場合は、「ビューの作成」メニューから「最良の可視化」オプションをかわりに選択すれば、推奨リストが表示されずに最適なビューがすぐに作成されます。
論理SQLビュー以外の各ビュー・タイプには、編集用のエディタがそれぞれ用意されています。
論理SQLビューは編集できません。コンテナの書式設定または削除のみ行えます。
各ビュー・エディタには、そのビュー・タイプに特有の機能が備わっています。他のビュー・タイプと共通の機能が含まれている場合もあります。
ビューを編集するには:
次のいずれかのエディタが表示されます。
注意:
Webブラウザで移動テキストがサポートされていない場合、結果は表示されますがページを横切ってスクロールしません。
注意:
表またはピボット表ビューの行エッジに総計や小計がある場合は、表示合計つまり総計や小計が、コンテンツ・ページングの「1ページの行数」カウントに含まれます。11gより前のリリースでは、「1ページの行数」のカウントを10に設定しても、表示結果に表示合計が表示される場合は、10件を超えるレコードが表やピボット表に表示されていました。詳細は、「表のプロパティ」ダイアログの「スタイル」タブを参照してください。次の図では、「D50 Region」行エッジに小計が含まれており、コンテンツ・ページングが1ページ10行に設定されています。小計が行数に含まれていることに注意してください。

データの分析と表示によく使用される2つのビューは、表とピボット表です。
図に、ダッシュボード・ページで表示される表とピボット表のサンプルを示します。

これらのビューは同種のエディタを使用し、ドラッグ・アンド・ドロップ、ソート、ドリル、条件付き書式設定など、多くの機能を共有します。次のリストに、2つの違いを示します。
表およびピボット表のエディタを使用して、ビューの外観と機能をカスタマイズできます。エディタでは、多くの機能が共有されます。
表またはピボット表を編集するには:
読みやすくなるよう、表とピボット表を書式設定できます。
緑に塗りつぶすスタイルでは、行または列が1つおきに薄緑色になります。装飾的な書式設定はビューの外観全体に作用し、緑の塗りつぶしのデフォルトの色を変更できます。次の図では、緑の塗りつぶしスタイルが適用されたダッシュボード・ページで表示されるピボット表を示します。

表またはピボット表へ緑の塗りつぶしスタイルと装飾的な書式を追加するには:
「表のプロパティ」ダイアログまたは「ピボット表のプロパティ」ダイアログが表示されます。
スタイルの適用方法を変更するには、リストからスタイルを選択します。
「書式の編集」ダイアログが表示されます。
装飾的な書式の詳細は、「装飾的な書式とは」を参照してください。
様々なグラフの種類を使用してデータを分析または表示することができます。
次の図では、ダッシュボード・ページで表示される棒グラフのサンプルを示します。

グラフ・ビューを編集するには:
グラフを書式設定すると、表示されているデータがユーザーにとって理解しやすくなります。
2つの設定に基づいて、グラフの外観を書式設定できます。
位置に基づいたグラフの書式設定を参照してください。
グラフ要素の位置は、その数値に基づいて指定できます。
位置の書式設定では、グラフ要素の位置(つまり、棒などのグラフ要素が表示されるグループ内での番号順)に基づいてグラフの外観をカスタマイズできます。グループは、「グループ化」ドロップ・ターゲット領域に表示される属性列によって決まります。(ドロップ・ターゲットの詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。)
たとえば、D50 Region、1 - Revenueおよび2 - Billed Quantity列を含む棒グラフがある場合は、「メジャー」ドロップ・ターゲット・エリアに1 - Revenueが最初に表示され、次に2 - Billed Quantityが表示されます。D50 Regionは「グループ化」ドロップ・ターゲットに表示されています。このグラフでは、図に示すとおり、1 - Revenueが各地域グループの位置1に、2 - Billed Quantityが位置2に配置されます。

色、線の幅、線記号に関するグラフの外観を、位置に基づいて書式設定できます。
注意:
位置の書式設定は、ウォーターフォール・グラフではサポートされていません。
条件付き書式設定では、列に適用されている条件に基づいてグラフの外観をカスタマイズできます。
書式設定は、条件を満たす列値に適用されます。
列に指定された条件を満たす特定の列値または列値の範囲に基づいて、グラフ・データが表示される色を指定できます。
次に例を示します。
ユーザーが、レモネードとコーラという2つの飲料の売上を比較する棒グラフを作成します。棒グラフの作成時、レモネードの売上を表す棒は黄色、コーラの売上を表す棒は青色という2つの条件を指定します。
営業部長が、2つの営業ブランドについて営業担当者全員の売上を比較する棒グラフを作成したいと考えています。棒グラフの作成時、営業部長は、売上が$250,000より少ないすべての担当者の棒を赤にし、売上が$250,000より多いすべての担当者の棒を緑にするという2つの条件を指定します。
グラフに条件付き書式設定を指定する方法は、他のビューに使用される方法とは異なります。詳細は、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスへの条件付き書式の適用を参照してください。
グラフの外観を書式設定するには:
「グラフのプロパティ」ダイアログが表示されます。
「スタイルと条件付き書式設定」ダイアログが表示されます。
カスタム書式設定位置を追加する手順:
列に条件を追加する手順:
「新規条件」ダイアログが表示されます。
新規条件が「条件付き書式設定」タブに表示されます。
グラフの条件付き書式設定は、特定のガイドラインに従っている場合に有効です。
グラフで条件を作成または使用する場合、次のルールが適用されます。
たとえば、Lemonade = Blueという条件付き書式があり、年でのみドリルした場合、Lemonade = Blueはそのままになります。
トレリス・ビューは、各データ・セルに1つずつの複数グラフのグリッドが表示されるようなグラフ・ビューです。
図に、サンプル・トレリス・ビューを示します。

トレリス・ビューは、次の2つのサブタイプに分類できます。
トレリス・ビューを編集するには:
注意:
トレリス・ビューの配置に問題がある場合、構成ファイルを編集して配置を調整できます。config/OracleBIJavahostComponent/coreapplication_objh1ディレクトリでxdo.cfgファイルを見つけ、fo-chunk-size設定の値を増やします。
トレリス・ビューでは、ビューの外観を説明するのに固有の用語を使用します。
表に、トレリス・ビューで使用される用語を定義します。
| 用語 | 定義 |
|---|---|
可視化 | Oracle BI EEの場合、可視化とは、トレリス・ビューのデータ・セル内に表示されるグラフの選択肢のことです。棒グラフ、散布図、スパーク・グラフなど、トレリス・ビューを作成する際には、多数の可視化の中から選択できます。 |
内部グラフ | トレリス・グラフのグリッド内のネストされたグラフ。各内部グラフには、「レイアウト」ペインの「可視化」領域に指定された独自のディメンションがあります。 |
外部エッジ | 外部エッジは、内部グラフの境界に使用されるトレリス・ビューの部品です。これには、列および行のヘッダー、セクション・ヘッダーなどが含まれます。 |
単純トレリス | すべてが散布図の場合のように、トレリス・ビューはすべて同じタイプで内部の可視化を表示します。内部の可視化には、共通の軸が常に使用され、同期されたスケールとも呼ばれます。 |
拡張トレリス | たとえばスパーク折れ線グラフ、スパーク棒グラフ、数字など、トレリス・ビューは複数の可視化タイプをグリッド内に表示できます。各可視化タイプには異なるメジャーが表示されます。 拡張トレリスはピボット表と見なすことができますが、ピボット表に追加する各メジャーに対して、オプションでディメンションを関連付けて、そのディメンションをスパーク・グラフの可視化として表示できる点が異なります。 |
同期されたスケール | (単純トレリス・サブタイプのみに該当) 同期されたスケールとは、トレリス内のすべての可視化が同じスケールで表示される、つまり共通の軸を共有することです。共通の軸があれば、すべてのグラフ・マーカーを行と列で簡単に比較できます。 |
マイクロ・チャート | 他のテキストサイズのグラフィックおよび数字とともにグリッドに表示されるテキストサイズのグラフィックで、拡張トレリス・ビューのデータ・セル・コンテンツを含みます。Oracle BI EEでは、マイクロチャートは常にスパーク・グラフになります。 |
スパーク・グラフ | 他のミニグラフおよび数値と組み合せて、1つのトレンドを表す埋込みミニグラフ。スパーク・グラフはスパークとも呼ばれます。 スパークには軸またはラベルは含まれず、周囲のコンテンツからコンテキストが取得されます。スパーク・グラフの各タイプには、1つのメジャーのみが存在します。このメジャーは非表示で、自分のみに対して相対的なスケールになります。 スパーク・グラフには、スパーク折れ線、スパーク棒、スパーク面のいずれかのグラフ・サブタイプを指定できます。 |
トレリス・グラフとも呼ばれるトレリス・ビューは、ピボット表と同じですが、トレリス内のデータ・セルにグラフが含まれている点が大きく異なります。
単一の棒グラフや単一の散布図のようなスタンドアロン・グラフ・タイプが独立して動作するのに対して、トレリス・グラフは、内部グラフと呼ばれるネストされたグラフのグリッドを必ず表示して動作します。そのため、棒グラフのトレリス・ビューは、実際には複数の棒グラフで構成されています。
ビジネス分析の分野の一般的な意味では、可視化とは、グラフ、ゲージ、マップなどでデータを表示することです。トレリス・エディタの「レイアウト」ペインには、「可視化」というドロップ・ターゲットがあります。ここには、作成しようとしているトレリスを構成する内部グラフの列をドラッグします。
単純トレリス・ビューを構成する可視化にはすべてのグラフが含まれており、使用可能なグラフのタイプに説明されている多くのタイプの既存のスタンドアロン・グラフを使用できます。拡張トレリスを構成する可視化は常に、スパーク折れ線、スパーク棒またはスパーク面グラフ・サブタイプのマイクロチャートになります。理想的な状況では、拡張トレリス内のマイクロチャートは(同じメジャーを表す)数値の横に配置されます。詳細は、「マイクロチャートとは」を参照してください。
トレリス・ビューはほとんどピボット表のように動作しますが、トレリスとピボット表の主な違いはデータ・セルの表示方法です。
トレリスの行と列のラベル・セルでは、次のことを行えます:
トレリスのデータ・セルでは、マウス・ポインタを合せると、関連するコンテキスト情報を表示できます。
トレリスの数値データ・セルは、ピボット表の数値データ・セルと同様に動作します。
トレリス・ビューの動作がピボット表の動作と異なるのは、次の点です:
図には、拡張トレリスが表示されており、マイクロチャートのデータ・セルにカーソルが合せてあるので、ツールチップが表示されています。マイクロチャートには、通常のチャートの場合のように軸ラベルが表示されないので、内部グラフのディメンションがすぐにはわかりません。マイクロチャートのツールチップを使用して、グラフ内に表されているデータ(個々の値のサンプリングおよび全体のディメンション)を把握しください。

マイクロチャートは小さいチャートです。
マイクロチャートは、拡張トレリス・サブタイプのトレリス・ビューに表示されます。マイクロチャートは、独立したスタンドアロン・グラフになることはないという点でユニークなグラフ・タイプです。これは、トレリス・ビューのコンテキスト内のみで使用可能で、単に多数の小さな部分の1つであるという意味で、このように呼ばれています。
マイクロチャートには、スパーク折れ線、スパーク棒、スパーク面など、いくつかのグラフ・サブタイプのいずれかを使用できます。
図に、スパーク折れ線サブタイプと数値で構成されるサンプル・トレリスを示します。

スパークとも呼ばれるスパーク・グラフは、Oracle BI EEで使用できる折れ線グラフ、棒グラフおよび他のスタンドアロン・グラフとは異なるユニークなものです。スパーク・グラフは、1つのトレンドを表す埋込みのミニグラフです。外観は簡単で軸またはラベルは含まれず、周囲のコンテンツからコンテキストが取得されます。スパーク・グラフの各タイプには、1つのメジャーのみが存在します。このメジャーは非表示で、自分のみに対して相対的なスケールになります。
Oracle BI EEでは、スパーク・グラフの外観は、トレンドおよびトレンド内の最高値と最低値を強調するものになっています。スパークではトレンドが凝縮して表示されるので、1ページで多くのトレンドを(数値とともに)比較できます。
図の拡張トレリスでは、同じメジャー(1 - Revenue)が2回可視化されていることに注意してください。最初のインスタンスをNumberに設定し、時間ディメンション(T02 Per Name Month)を2番目のインスタンス(Revenue Trendに名前変更された1 - Revenue)に関連付けて、2番目のインスタンスをスパークとして表示しています。この拡張トレリスには年の合計値が示され、その隣りに年の合計値のトレンドが示されています。
トレンドの概要の把握してパターンを見つける場合など、特定のタイプの分析にはスパークが便利ですが、より十分な機能を備えた大きなグラフと同じほど明確には表示できないことに注意する必要があります。
スパーク・グラフでは、データのコンパクトなビューが表示されます。
スパークは小さく、非常に限られたスペースに多くの情報を表示できる特徴があります。Oracle BI EEのスパーク・グラフは、マイクロチャートとしてトレリス・ビュー内のみで使用できるという点でも、スタンドアロン・グラフとは異なります。
スパークのサイズは、完全な機能を備えたグラフの場合と同様に「グラフのプロパティ」ダイアログで変更できます。
スパークを含むトレリス・ビューの作成の詳細は、トレリス・ビューおよびマイクロチャートの設計上の考慮事項を参照してください。
トレリス・ビューを作成する際には、まず単純トレリスと拡張トレリスの2つのサブタイプから選択します。
単純トレリス・サブタイプは比較の表示に便利であり、1つのタイプの内部可視化、たとえば、すべての棒グラフを表示します。内部の可視化では、常に共通の軸を使用して、すべての内部グラフが同じスケールで表示されます。(共通の軸を使用するこの概念は同期されたスケールとも呼ばれます。)共通の軸があれば、すべてのグラフ・マーカーを行と列で簡単に比較できます。
拡張トレリス・サブタイプはトレンドの表示に便利であり、グリッド内に複数の可視化タイプを表示できます。販売トレンドを表す拡張トレリスでは、1つの列(たとえば、収益)のセルの数値を含むグリッドを表示し、数値列の横の別の列のセルにはスパーク折れ線グラフを表示し、数値で表されるのと同じメジャー(これも収益ですが、一定期間の収益)を、それらのスパーク折れ線グラフに可視化することができます。その列の隣りに、合計ユニット数などの別のメジャーを可視化するスパーク棒グラフの列など、別のマイクロチャートを表示することもできます。
可視化される各メジャーには、別の内部グラフ・タイプが割り当てられます。グリッドの各セルには独立したスケールが設定されます。
拡張トレリスは、データ・セルにスパーク・グラフがあるピボット表と考えてください。しかし、追加する各メジャーに対して、オプションでディメンションを関連付けて、マイクロチャートとして可視化表示できます。この点が、拡張トレリスと単純トレリスでは大きく異なります。単純トレリスでは、追加のディメンションとともに、すべてのメジャーが同じ可視化で表示されます。
トレリス・ビューおよびマイクロチャートでは多数のデータが伝達されるため、それらの設計は慎重に計画する必要があります。
トレリス・ビューに表示されるコンテンツを設計する際には、次のような点を考慮してください。
様々なゲージ・ビューの種類を使用してデータを分析または表示することができます。
次の図では、ダッシュボード・ページで表示されるゲージ・ビューのサンプルを示します。

ゲージ・ビューを編集するには:
特定のデータ・ビューのボタンの詳細は、「データ・ビュー・エディタのツールバー」を参照してください。
ビジネス・データをユーザーに提示するためのマップ・ビューを作成できます。
表、ピボット表、グラフなどのビューと同様に、マップ・ビューでは、ユーザーは様々な書式でマップ上にデータを表示し、データと対話できます。データをマップ上に表示すると、それ以前には明確でなかったデータ値間の関係を直観的に表すことができます。たとえば、郵便番号が売上高によって色分けされた市のマップをマップ・ビューに表示し、イメージ・マーカーに注文ごとの平均割引額を表示できます。
データへの変更はマップ・ビューに反映され、ユーザーは次のタスクを行うことができます。
注意:
コンテンツ設計者が分析のマップ・ビューを作成する前に、管理者は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドのマッピングと空間情報の構成に関する項に記載のとおり、構成オプションを設定し、メタデータを管理する必要があります。
マップ・ビューで自動修正を使用して、エラーの自動的な解決を試みます。
マップ・ビュー・エラーは様々な理由で発生する可能性があります。問題が欠落しているレイヤー、マップまたはスタイルに関連していると思われる場合は、欠落しているマップ・ビュー・コンポーネントを、空間メタデータに存在する同様の項目に置き換えることで、マップを修正できる可能性があります。管理者に連絡する前に、自分で問題の修正を試みることができます。これを行うには、次の手順を実行します:
注意:
マップ・ビュー・コンパイラでは、発生する可能性があるエラーの限られた一部のみ修正できます。自動修正でマップ・ビューの修正に失敗した場合は、管理者に連絡してください。
マップ・ビューは特定の理由で使用されます。
マップ・ビューには次の機能があります。
マップ・ビューの各領域を説明するために、特定の用語が使用されています。
次の表に、マップ・ビューで使用される用語を定義します。
| 用語 | 定義 |
|---|---|
機能 | 市、河川、幹線道路などの空間属性と非空間属性を持つエンティティ。地物は、多角形、線または点で表されます。 |
書式 | 地物のレンダリング・プロパティを定義します。たとえば、地物が郡を表す多角形の場合、書式で郡の塗りつぶしの色を定義したり、郡に重ねて表示する円グラフを定義できます。書式は、大陸、国、地域、州、市などの特定の地理レベルと関連付けられます。 |
レイヤー | 共通の属性と位置のセットを持つ機能と書式のコレクション。たとえば、米国の州を示すレイヤーには、売上別の色分けや、その州のブランドごとの売上を示す円グラフを含めることができます。米国の州のレイヤー以外に、州内の店舗を、各店舗の売上を示すポップアップの注釈付きの点で示すレイヤーを使用できます。 レイヤーは、背景またはテンプレート・マップに表示できます。マップでズーム・インやズーム・アウトを行うと、様々なレイヤーが非表示になったり、表示されたりします。一部のレイヤーはデータと対応しており、マップに表示できます。その他のレイヤー(道路を表示するレイヤーなど)は、データと関連付けられていません。 |
マップ | ウィンドウ内に重ねてレンダリングされる背景またはテンプレート・マップおよびレイヤーのスタックで構成されます。マップには、そのマップのすべてのレイヤーが共有する座標系が関連付けられています。マップは、イメージ・ファイル、イメージ・ファイルのオブジェクト表現、またはイメージ・ファイルを指すURLです。 |
マップ・ビューには、情報の領域がいくつかあります。
マップ・ビューには、次のコンポーネントが含まれています。
ズーム・モードのいずれかでない場合、マップのコンテンツを操作するデフォルト・モードはパンです。マップ・ビューのコンテンツをパンするには、マウスをクリックおよびドラッグします。
「マップ」エディタのツールバーには、マップ・ビューを変更するためのその他のオプションが含まれています。
管理ページで、管理者は、どのズーム・レベルで各レイヤーを表示するかを指定します。1つのレイヤーに複数のズーム・レベルを持たせたり、複数のレイヤーが関連付けられている1つのズーム・レベルを持つことができます。ズームすると、そのズーム・レベルにマップ情報が変更されますが、そのレベルのOracle BIデータは影響を受けません。Oracle BIデータの表示はドリルによって操作します。
ズーム・コントロールには、マップ・ビューの左上隅にレンダリングされるズーム・スライダもあります。ズーム・コントロールが最大限にズーム・アウトされると、ズーム・レベルは0に設定され、マップ・ビュー全体が表示されます。
「マップ・プロパティ」ダイアログの「ツール」タブによって、ズーム・コントロールの表示モードが決まります。デフォルトでは、マップは、最上位レイヤーのコンテンツ全体が収まる最上位ズーム・レベルに最初にズーム・インされます。たとえば、最上位のレイヤーにカリフォルニア州のデータのみが含まれている場合、マップはすべてのカリフォルニアを引き続き表示する最上位ズーム・レベルにズームします。
マップで書式を選択すると、対応する凡例項目が強調表示されます。強調表示には選択した書式に応じて様々な粒度があります(たとえば、円グラフには色の塗りつぶしにある粒度のレベルがありません)。詳細は、書式のレイヤーへの影響を参照してください。
右上隅の「マップ凡例の表示」および「マップ凡例の非表示」ボタンを使用して、凡例の表示を制御します。
次のアイテムは、概要マップの一部です。
網線が表示できない場合、概要マップは自動的に非表示になります。この非表示は、通常、連続するズーム・レベル間の差が小さすぎて、概要マップに縮小ビューを表示できない場合に起こります。
マップ領域にマウス・カーソルを合せてツールチップを表示すると、インタラクティブ・パネルの対応する詳細が更新および強調表示されます。
コンテンツ・デザイナから許可されている場合、ダッシュボード・ユーザーは、書式の表示モードを制御(オン/オフ)したり、書式のしきい値を調整できます。
パネルの下部のセクションには「機能レイヤー」エリアが含まれます。このエリアでは、マップに追加するBI以外のレイヤーを選択できます。BI以外のレイヤーとは、BI列に関連付けられていないレイヤーです。典型的な例として、Google Maps(tm)タイル・レイヤーやBing Maps(tm)タイル・レイヤー、幹線道路、公園、または現金自動支払機などがあります。BI以外のレイヤーに書式を適用することはできません。
レイヤーは、共通の属性を共有するジオメトリのコレクションです。
レイヤーはあらかじめ定義されている場合もカスタムの場合もあります。
レイヤーのタイプは様々です。多角形レイヤーは、州などの地域を表します。コネチカット、メイン、マサチューセッツ、ニュー・ハンプシャー、ロード・アイランドおよびバーモントで構成される米国のニュー・イングランド・レイヤーがこの例です。
ポイント・レイヤーは、座標系に基づいて、マップに特定のポイントを示します。たとえば、ポイント・レイヤーで、マップに倉庫の場所を示すことができます。このレイヤーでは、倉庫の商品構成のタイプ(電子機器、家庭用品、園芸用品)によって異なるイメージを使用し、倉庫を区別することができます。
経度と緯度の座標を使用して、マップにポイントを配置するカスタム・ポイント・レイヤーを作成できます。たとえば、会社の本社がニュー・ヨーク市にあるとします。会社のアイコンをニュー・ヨーク市の上に表示し、ニュー・ヨーク市を含むマップが表示される場合は常にアイコンが表示されるカスタム・ポイント・レイヤーを作成できます。カスタム・ポイント・レイヤーは常に、他のレイヤーより上に置かれ、ズーム・レベルの影響を受けません。カスタム・ポイント・レイヤーは、現在の分析の現在のマップ・ビューでのみ使用され、同じ分析であっても他のマップ・ビューで使用されません。
レイヤーをマップに表示するかどうかは選択できますが、事前定義レイヤーは変更できません。色付きの地域、バブル、ポイント、折れ線、棒グラフや円グラフなどの、レイヤーに適用する書式を作成することもできます。すべての書式がすべてのレイヤー・タイプに使用できるわけではありません。たとえば、ポイント・レイヤーは、色の塗りつぶし書式を持つことはできません。
管理者がマップを構成してある場合、コンテンツ・デザイナは、データがマップ・ビューに表示される分析を作成できます。
そのビューに表示する列を選択した後、マップ・ビューを作成します。管理者が複数の背景マップを指定してある場合、選択した列に関連付けられたレイヤーを1つ以上含む、管理者によって指定された最初の背景マップを使用して、マップ・ビューはまず表示されます。マップ・ビューの編集時、別の背景マップを選択できます。背景マップにレイヤーを適用したり、書式をレイヤーに適用できます。
分析のマップ・ビューを作成するには:
管理者が管理ページ(『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のマップの管理に関する項 を参照)を使用してレイヤーにマップした地理列のみを選択します。
マップのレンダリングに背景マップが必要なことを示すメッセージが表示される場合、マップに移入するメタデータがありません。管理ページを使用したマップ用のメタデータの構成について、管理者に問い合せてください。
そうでない場合は、管理ページで指定された背景マップを使用したマップが表示されます。
メジャーが適切なビンに分けられ、色分けが適用されたデフォルト・マップ・ビューが表示されます。必要に応じてマップ・ビューとレイヤーを調整できます。デフォルト書式が作成されていない場合、書式を作成する必要があります。
マップ・ビューは、Oracle BI EEデータの列を使用します。
各列は、書式設定や相互作用などの特性を定義するプロパティのセットを持ちます。列に適用されている書式設定は、相互作用の設定以外、マップに適用されません。マップに含まれるしきい値が基となっている書式設定は適用されます。
様々な種類の書式をマップ・ビューに適用できます。次のリストに、BIレイヤーに適用する書式を定義するオプションを示します。BI以外のレイヤーに書式を適用することはできません。
色の塗りつぶし書式は、地域や多角形に適用します。たとえば、色の塗りつぶし書式で、ある地域の州の人口やある地域の州での製品の人気を表す様々な色を指定します。マップ・ビューは、異なるズーム・レベルで表示可能な複数の色書式を持つことができます。たとえば、1から5のズーム・レベルのレイヤーの色の塗りつぶし書式は州の人口を表し、6から10のズーム・レベルのレイヤーでは、国の平均収入を表します。様々なデータ値を表す異なる色を指定することもできます。
特定のレイヤーに複数のグラフ書式を作成できますが、書式がレイヤーで重なり合い、好ましくない表示結果になるため、お薦めできません。
マップに線を含めて、ハイウェイ、鉄道、出荷ルートなどのパスを表示できます。線の幅を指定し、「マップ・プロパティ」ダイアログの「キャンバス」タブで「マップ・ラップアラウンド」機能を使用すれば、サン・フランシスコから東京への航空会社の航空路を表示する場合のように、連続した線にすることができます。
機能を目立たせるために、メジャーごとに線の幅を変更できます。
書式は、複数のファクタによって表示または非表示となります。
書式の表示モードは、次のものに依存します。
カスタム・ポイント書式は独特で、すべてのズーム・レベルで常にマップに表示されます。
書式データが有効で、ビューにズーム・インされている場合にのみ、書式データが凡例に表示されます。「マップ・フォーマット」領域で名前の横にあるボックスが選択されている場合、書式は有効です。
マップでは、一度に(1つのズーム・レベルで)複数の非ポイント書式は表示できませんが、ポイント書式で同じ経度と緯度の位置を共有していない場合、複数のポイント書式を同時に表示できます。複数のグラフ書式が同じ地理レイヤーで指定された場合、重なり合ってレンダリングされます。
マップ・レイヤーは、データをより簡単に解釈できるよう書式設定できます。
マップがブラウザに最初に表示される際、ビューは初期ビュー・ポートに基づいています。
「マップ・プロパティ」ダイアログの「相互作用」タブのオプションを使用して、マップ・ビューがブラウザに最初にロードされるかリフレッシュされる際のビュー・ポート(マップの中心の初期位置とズーム・レベル)を指定します。この指定では、ユーザーに対するマップの初期表示を変更できます。
マップ・ビューには、マップ・ビューの編集でも、ダッシュボード・ページでの表示でも使用できる機能が多くあります。
次のリストに示すとおり、一部の機能は、マップ・ビューの編集時にのみ使用できます。
マップ・ビューを編集するコンテンツ・デザイナは、レイヤーの表示を制御できますが、管理者がこの背景マップに関連付けてあるレイヤーのみ制御できます。管理者は、BIレイヤーがBI以外のレイヤーよりも上位にあることを確認する必要があります。非BIレイヤーがBIレイヤーより上位の順序になっていると、マップでは、下位のBIレイヤーの上に非BIレイヤーが表示されるので、BIレイヤーがインタラクティブでなくなります。
マップの表示時に使用できる機能の詳細は、ダッシュボード・ページでのマップ・ビューの使用についてを参照してください。
ナレーティブ・ビューを使用して、コンテキスト、説明テキスト、詳細説明などの情報を列値に付加します。
次の図は、表と、その左側にナレーティブ・ビューのサンプルを示します。

前の図に示されているナレーティブ・ビューの表示を作成するためのナレーティブ・エディタのマークアップを次の図に示します。「ナレーティブ」テキスト・ボックスには、2番目の列の3つの値を中央揃えにするためのHTMLマークアップ・コードが含まれています。詳細は、ビューの編集を参照してください。

ナレーティブ・ビューでは、属性列、階層列およびメジャー列からの値を含めることができます。階層列の場合は、選択ステップを使用して、階層レベルを階層列とともに表示できます。たとえば、階層に基づいてメンバーを選択するステップを作成し、指定されたレベルのメンバーを追加します。ナレーティブ・ビューはドリルできません。
ナレーティブ・ビューを編集するには:
列セレクタ・ビューを編集して、ユーザーに関連のある値が分析に表示されるようにすることができます。
列セレクタは、あらかじめ選択された列を含むドロップダウン・リストのセットです。ユーザーは列を動的に選択し、分析のビューに表示されているデータを変更できます。図に、列セレクタ・ビューのサンプルを示します。

分析の各列に、1つのドロップダウン・リストをアタッチできます。また、各ドロップダウン・リストに複数の列をアタッチできます。ドロップダウン・リストは、属性列およびメジャー列に対して作成できます。列セレクタ・ビューで行った更新は、分析のすべてのデータ・ビューに作用します。
「サブジェクト・エリア」ペインからドロップダウン・リストに列を追加できます。この方法で列を追加した場合、列は分析の「基準」タブには追加されません。かわりに、「基準」タブを表示すると、列は列グループと呼ばれ、リストのデフォルト列も指定されています。デフォルト列は、ドロップダウン・リストの作成のベースになった列です。
列セレクタ・ビューを編集するには:
ビュー・セレクタ・ビューを使用すると、ユーザーは、保存されている分析のビューの中から、特定の結果のビューを選択できます。
ダッシュボードに配置した場合、ビュー・セレクタはリストとして表示され、セレクタの下に表示するビューをここからユーザーが選択できます。この図は、表ビューが直前に選択されたビューであるビュー・セレクタ・ビューのサンプルを示します。

通常、複合レイアウト・ビューに表示されないビューをビュー・セレクタに含めます。たとえば、分析に対し、表、グラフ、ゲージおよびビュー・セレクタの各ビューを作成し、複合レイアウト・ビューには、表ビューとビュー・セレクタ・ビューのみ含めます。分析をダッシュボード・ページに表示する際、ユーザーは、ビュー・セレクタ・ビューからグラフ・ビューまたはゲージ・ビューを選択できます。
ビュー・セレクタ・ビューを編集するには:
凡例ビューを使用し、分析に使用する特別な書式設定の意味(ゲージに適用するカスタムの色の意味など)を記録します。
図に、キャプションが色づけされたデータの意味を説明している凡例ビューのサンプルを示します。

凡例ビューを編集するには:
その他の凡例項目を追加するには、「キャプションの追加」をクリックします。
パフォーマンス・タイルは、上位レベルの集計データの1つに単純かつ目立つ方法で関心を向けさせ、サマリー・メトリックを示します。
たとえば、パフォーマンス・タイル・ビューを編集して、メジャーとして「Revenue」を使用する場合です。値およびラベルでの使用可能なスペースの利用を指定できます。
図に、ダッシュボード・ページで表示される4つのパフォーマンス・タイルの例を示します。

デフォルトでは、「基準」タブの分析内の最初のメジャーがパフォーマンス・タイル・メジャーとして選択されています。正しいメジャー値がタイルに表示されるように、「基準」タブで集計およびフィルタを設定する必要があります。このメジャーを変更するには、パフォーマンス・タイル・ビューを編集します。分析内のメジャーごとに追加のパフォーマンス・タイル・ビューを含めるには、メジャーごとに個別のビューを追加します。詳細は、分析の結果へのビューの追加を参照してください。
パフォーマンス・タイルをカスタマイズする際、5つのペイン(領域)を使用できます。
パフォーマンス・タイル・ビューを編集するには:
「条件付き書式設定の編集」リンクをクリックして「条件付き書式設定」ダイアログを開き、基準ページから引き継がれたデフォルトを変更したり、条件付き書式設定を追加することもできます。(詳細は、条件付き書式の適用を参照してください。)条件付き書式設定により、ユーザー定義スタイルはオーバーライドされます。(高度なプロパティの詳細は、「パフォーマンス・タイルのプロパティ」ダイアログを参照してください。)
タイルのサイズオプション・ボタンの下にあるテーマ(またはスタイル)設定されたタイルを選択して、パフォーマンス・タイルのテーマを変更します。下の図に、パフォーマンス・タイルの「スタイル」ペインで使用できるテーマを示します。この図の「スタイル」ペインでは、グラデーション・テーマが選択および強調表示されており、図に示すようにパフォーマンス・タイル結果ペインにも反映されています。
スタイル属性の詳細は、「スタイル」ペインを参照してください。

ツリーマップでは、データを(タイルとも呼ばれる)四角形にグループ化し、それから1つのメジャーのサイズおよび2番目のメジャーの色に基づいてタイルを表示することで、階層型データを編成します。
次の図では、ダッシュボード・ページに表示されたツリーマップ・ビューの例を示します。このツリーマップは、収益と平均注文サイズの相関を示します。各タイルのサイズは各製品の収益を測定し、各タイルの色は各製品の平均注文サイズを測定します。

デフォルトでは、「基準」タブの分析の最初のメジャーがサイズの基準メジャーとして選択され、2番目のメジャーが「色の基準」メジャーとして選択されます。分析内のメジャーが1つのみの場合、このメジャーはサイズの基準と「色の基準」の両方のオプションのデフォルトになります。また、「スタイル」要素のデフォルトは、ビン数の値が「四分位数」である「百分位数によるビン化」に設定されます。
ツリーマップには次の特性があります。
使用されるメジャーに応じてツリーマップ・ビューが表示されます。
デフォルトでは、「基準」タブの分析の最初のメジャーがサイズの基準メジャーとして選択され、2番目のメジャーが「色の基準」メジャーとして選択されます。分析内のメジャーが1つのみの場合、このメジャーはサイズの基準と「色の基準」の両方のオプションのデフォルトになります。また、「スタイル」要素のデフォルトは、ビン数の値が「四分位数」である「百分位数によるビン化」に設定されます。詳細は、「ツリーマップ・プロパティ」ダイアログを参照してください。
ツリーマップには次の特性があります。
「ツリーマップ」エディタは、ツリーマップ・ビューのカスタマイズに使用できる3つのペイン、つまり領域で構成されています。この3つのペインは垂直方向に配置されます(水平方向に配置される表、ピボット表などとは区別されます)。これらのペインは次のとおりです。
ツリーマップ・ビューでは、データの関係をグラフィカルに表すことができます。
次の操作を実行できます。
ツリーマップ・ビューを編集するには:
たとえば、地域とエリアのツリーマップを作成するとします。「サイズ基準」メジャーとして「Revenue」、「色の基準」メジャーとして「Avg Order Size」を指定します。次に、スタイルとして「百分位数によるビン化」を選択し、ビン数は4(四分位数)を指定します。「4分の1番目」は、売上別の平均オーダー・サイズを下回る地域内のエリアを表します。
「ビン化プロパティ」領域は、100%の合計に基づいてビンの割合が表示され、選択したビンの数に基づいて計算されます。各割合は色コード化され、「色」の選択に対応します。
ヒート・マトリックスはデータの2次元描写で、値が色のグラデーションで表現されます。
単純ヒート・マトリックスは情報の視覚的な即時サマリーを提供するもので、大量のデータを分析して外れ値を確認する用途に適しています。次の図では、ダッシュボード・ページに表示されたヒート・マトリックス・ビューの例を示します。各製品の収益が四半期ごとに表示されます。このヒート・マトリックスは、四半期ごとの製品収益外れ値を示します。たとえば、導入およびメンテナンスの売上が第1四半期で低く、オーディオ、携帯電話、スマートフォンの売上が第4四半期で高いなどです。

ヒート・マトリックス・ビューは単一のメジャーについての視覚的な解析を提供します。
デフォルトでは、「基準」タブの最初の分析メジャーが「色の基準」メジャーとして選択され、これがメジャーの値を表します。また、「スタイル」要素のデフォルトは、ビン数の値が「四分位数」である「百分位数によるビン化」に設定されます。詳細は、「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログを参照してください。
ヒート・マトリックスには、次の特性があります。
「ヒート・マトリックス」エディタは、ヒート・マトリックス・ビューのカスタマイズに使用できる3つのペイン、つまり領域で構成されています。この3つのペインは垂直方向に配置されます(水平方向に配置される表、ピボット表などとは区別されます)。これらのペインは次のとおりです。
ヒート・マトリックス・ビューには様々なデータ表示オプションが用意されています。
次の操作を実行できます。
ヒート・マトリックス・ビューを編集するには:
「行」、「列」および「色の基準」ドロップ・ターゲットを使用して新しいデータをわかりやすく視覚化するには、メジャーおよび属性列と階層列を変更します。
セル属性の詳細は、「ヒート・マトリックス・プロパティ」ダイアログを参照してください。
マップ・エディタ以外のデータ・ビューの各エディタには、「レイアウト」ペインが含まれています。
「レイアウト」ペインは、グラフ、パフォーマンス・タイル、ピボット表などのビュー・タイプごとに表示が若干異なります。「レイアウト」ペインでは、ドロップ・ターゲットを使用してビューのデータの配置を示します。ドロップ・ターゲットの詳細は、ドロップ・ターゲットの理解を参照してください。
「レイアウト」ペインを使用して、ビューでのデータの配置を変更します。具体的には、次の操作を実行できます。
「レイアウト」ペインで、データ・ビューの列はドロップ・ターゲットに表示されます。
ドロップ・ターゲットは、列を挿入、移動またはドロップできる場所を示します。列の有効な位置を表します。
ドロップ・ターゲットを使用(ビュー内の別のターゲットに列をドラッグ・アンド・ドロップ)して、データ・ビュー内のデータの配置を変更できます。
注意:次のビューの「レイアウト」ペインは大きく異なっています。
- ヒート・マトリックス・ビュー: ここに記載されているドロップ・ターゲットに関する情報の例外は、ヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。
- 「パフォーマンス・タイル」ビュー。ここに記載されているドロップ・ターゲットに関する情報の例外は、パフォーマンス・タイルに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。
- 「ツリーマップ」ビュー。ここに記載されているドロップ・ターゲットに関する情報の例外は、ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。
- 「トレリス」ビュー。ここに記載されているドロップ・ターゲットに関する情報の例外は、トレリスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。
データ・ビューには、ビューのタイプに応じて1つ以上の次のドロップ・ターゲットを含めることができます。
表の場合、この領域には「列とメジャー」ドロップ・ターゲットが含まれ、ビューの列がすべて含まれます。表では、メジャーはすべて列として処理されます。
その他のすべてのビューの場合、この領域には、次のドロップ・ターゲットが含まれます。
表のとおり、ビューに表示されるその他のドロップ・ターゲットは、ビューのタイプによって異なります。
| ビュー | ドロップ・ターゲット |
|---|---|
ピボット表 | 次のドロップ・ターゲットが含まれます。
|
ゲージ | 行 - ゲージに表示される列を示します。 |
棒グラフ、折れ線グラフ、面グラフ、線-棒グラフ、時系列線グラフ、パレート・グラフ、散布図、バブル・グラフ | メイン・ドロップ・ターゲット(棒、線、面、棒と線、点またはバブル)内に次のサブ・ドロップ・ターゲットが含まれます。ターゲット名は、グラフ・タイプによって異なります。たとえば、グループ化は、バブル・グラフの場合はバブルで、散布図の場合は点です。
|
レーダー・グラフ | レーダー・セクション - 円の半径に沿った各線上の点で列値を表示します。 |
円グラフ | 次のドロップ・ターゲットが含まれます。
|
ウォーターフォール・グラフ | 次のドロップ・ターゲットが含まれます:
|
ファンネル・グラフ | ステージ - 各列値をファンネルのステージで表します。 |
トレリス | 次のドロップ・ターゲットが含まれます。
単純トレリス・ビューのメイン・ドロップ・ターゲットである「可視化」内には、次のサブドロップ・ターゲットが含まれます。
拡張トレリス・ビューのメイン・ドロップ・ターゲットである「可視化」内には、次のサブドロップ・ターゲットが含まれます。
|
パフォーマンス・タイル | 次のドロップ・ターゲットが含まれます:
|
ツリーマップ | 次のドロップ・ターゲットが含まれます。
|
ヒート・マトリックス | 次のドロップ・ターゲットが含まれます。
|
また、「表」領域、「ウォーターフォール・グラフ」領域、「パレート・グラフ」領域、「ツリーマップ」領域、「ヒート・マトリックス」領域および「トレリス(単純)」領域以外の各<view-type>領域には、メジャー・ラベル要素が含まれます。「メジャー・ラベル」要素は、メジャー領域のドロップ・ターゲットのすべてのメジャー列のラベルを表します。ビューでのメジャー・ラベルの表示方法は、あるドロップ・ターゲットから別のターゲットへドラッグ・アンド・ドロップすることで変更できます。たとえば、縦棒グラフでは、「メジャー・ラベル」要素を「色変更方法」ドロップ・ターゲットへドラッグ・アンド・ドロップすることで、各メジャー・ラベルを異なる色で表示できます。
ピボット表では、メジャー・ラベルの書式を編集したり、非表示にできます。
「除外」ドロップ・ターゲットの列はビュー結果には含まれませんが、分析の一部であることに変わりありません。
分析のビューを様々な方法で作成した後、列を「除外」ドロップ・ターゲットに置くことができます。一般に、1つのビューまたはすべてのビューに明示的に追加されていない場合、列は「除外」ドロップ・ターゲットに置かれます。
列を「除外」ドロップ・ターゲットに置くには、いくつかの方法があります:
「サブジェクト・エリア」ペインから表形式のビューに列をドラッグ・アンド・ドロップすると、そのビューのドロップ・ターゲットに列が配置されます。列は、分析のその他のすべてのビューの「除外」ドロップ・ターゲットに置かれます。
「除外」ドロップ・ターゲットにある列をビューに表示する必要がある場合は、その列を移動できます。ビューの「レイアウト」ペインを表示し、「除外」ドロップ・ターゲットから、希望する場所に列をドラッグ・アンド・ドロップします。
列の除外は、列の削除とは異なります。分析から列を完全に削除するには、ビューの「レイアウト」ペインの「詳細オプション」ボタンから「列の削除」オプションを使用します。
「除外」ドロップ・ターゲットに列を含むピボット表またはグラフでは、集計ルールが適用され、ビューのデータ本体のメジャーが1つの値に集計されます。
たとえば、「選択された列」ペインに次の列があるとします。
City列が「除外」ドロップ・ターゲットに置かれると、ビューは通常次のように表示されます。
集計ルールが適用され、1,000と500が1,500に集計されます。ピボット表またはグラフでは、「列式の編集」ダイアログで指定された集計ルールが適用されます。ピボット表の場合、「レイアウト」ペインの「詳細オプション」メニューを使用して特定の集計ルールを選択できます。
次の値を表示する表、ピボット表またはグラフが必要だとします。
この集計を実現するには、ビューのレイアウトに「地域」と「市」の両方の列を含め、「列のプロパティ」ダイアログの「列書式」タブを使用して「市」列を非表示にします。
ドロップ・ターゲットは、列を挿入、移動またはドロップできる場所を示します。
グラフおよびファンネル・グラフで、あるドロップ・ターゲットから別のターゲットへ列をドラッグ・アンド・ドロップする場合、次の制限とガイドラインが適用されます。
別のメジャーを「メジャー」ドロップ・ターゲットにドロップすると、メジャーが入れ替わります。つまり、既存のメジャーが、新たにドロップしたメジャーに置き換えられ、自動的に「除外」ドロップ・ターゲットに移動されます。
トレリス・ビューは、各データ・セルに1つずつの複数グラフのグリッドが表示されるようなグラフ・ビューです。
トレリスのドロップ・ターゲットを操作する際には、次のガイドラインが適用されます。
ドロップ・ターゲットは、列を挿入、移動またはドロップできる場所を示します。
パフォーマンス・タイルの「レイアウト」ペインには、「メジャー」ドロップ・ターゲットと「ラベル」領域の2つの領域があります。この2つの領域により、パフォーマンス・タイルでは、目立つようにタイルに表示された、知っておく必要がある単純なファクトにユーザーの関心を向けさせて、単純な書式でステータスを通知できます。
パフォーマンス・タイル・ビューのこの2つの領域を操作する際には、次のガイドラインが適用されます。
「メジャー」ドロップ・ターゲット
注意:
「基準」タブからメジャーが削除されても、タイルは引き続き表示されます。タイルの表示はメジャー未定義になります。
「ラベル」領域
注意:
パフォーマンス・タイル・ビューには「除外」ドロップ・ターゲットが含まれていません。「ラベル」領域では、プレゼンテーション変数はサポートされていません。
ツリーマップでは、データを(タイルとも呼ばれる)四角形にグループ化し、それから1つのメジャーのサイズおよび2番目のメジャーの色に基づいてタイルを表示することで、階層型データを編成します。
ツリーマップの「レイアウト」ペインは、「プロンプト」、「セクション」、「グループ化基準」、サイズの基準、「色の基準」および「除外」の6つのドロップ・ターゲット領域で構成されています。
ツリーマップ(制約のある階層型データ)を視覚化するには、「レイアウト」ペイン領域を使用します。大量のデータのトレンドと異常を確認し、個別の値を調査できます。
ツリーマップ・ビューでこれらのドロップ・ターゲットを操作する際には、次のガイドラインが適用されます。
「色の基準」ドロップ・ターゲットは、次の2つのオプションに分かれています。
データ・ビューには、ビューのタイプに応じて1つ以上のドロップ・ターゲットを含めることができます。
ヒート・マトリックスの「レイアウト」ペインは、プロンプト、セクション、行、列、色の基準および除外の6つのドロップ・ターゲット領域で構成されています。
「レイアウト」ペイン領域はヒート・マトリックスの可視化に使用します。大量のデータと異常を確認し、個別の値を調査できます。
ヒート・マトリックス・ビューでこれらのドロップ・ターゲットを操作する際には、次のガイドラインが適用されます。
注意:
分析の結果を表示した後に、メジャー列をヒート・マトリックス・ビューに追加した場合、可視化および「色の基準」ドロップ・ターゲット内の既存の列が新しい列で置き換えられます。
「色の基準」ドロップ・ターゲットは、次の2つのオプションに分かれています。
ビューで列をいくつかの方法で追加および再配置できます。
ビュー・エディタおよび「レイアウト」ペインを使用して、次の方法で列の順序を変更できます。
複合レイアウトでも、この方法で列をドラッグ・アンド・ドロップできます。
注意:
「分析プロパティ」ダイアログの「相互作用」タブの「列の移動」を選択解除した場合、実行時にビューの列を移動することはできません。
ツリーマップ・エディタの「レイアウト」ペインで列をドラッグおよびドロップする方法の詳細は、ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。
ヒート・マトリックス・エディタの「レイアウト」ペインで列をドラッグおよびドロップする方法の詳細は、ヒート・マトリックスに対するドロップ・ターゲットのガイドラインを参照してください。
ドロップ・ターゲットの詳細は、「レイアウト」ペインを参照してください。
このリストは、ドラッグ・アンド・ドロップが使用できる場所のサマリーの一部にすぎません。「サブジェクト領域」ペインおよび「カタログ」ペインが表示されている場所では、列とカタログ・オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップできます。ダッシュボードでビューのアイテムをドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。詳細は、「「除外」ドロップ・ターゲットの列」を参照してください。
ドロップ・ターゲットやビュー本体の書式設定プロパティを設定できます。
「レイアウト」ペインで「プロパティ」ボタンをクリックし、ビュー本体(ピボット表など)またはドロップ・ターゲット(セクションなど)のプロパティを指定するダイアログを表示します。たとえば、見出しを表示するかどうか、背景色を設定するかどうか、また改ページを挿入するかどうかを指定できます。
ビュー本体またはドロップ・ターゲットのプロパティを変更するには:
ビュー本体またはドロップ・ターゲットの「プロパティ」ダイアログが表示されます。
次の中から選択できます。
最上層列の値が変わると、下層列の値も変わったとみなされます。そのため、最下層列での改ページを設定すると、各セクション間に手動改ページが挿入されます。
このオプションは、空のアドレス行を非表示にする場合などに便利です。
「レイアウト」ペインで、表およびピボット表に列の合計を追加できます。
合計は、ビュー内の様々な位置に配置できます。様々なエッジに表示される列の合計を追加できます。各メジャーの集計ルールが合計に使用されます。メジャー列のデフォルト集計ルールは、Oracle BIリポジトリで指定されているか、分析の元々の作成者によって指定されています。
ピボット表の「行」または「列」ドロップ・ターゲットに合計を指定すると、「メジャー」ドロップ・ターゲットに指定された列の結果が合計として表示されます。合計値は、ピボット表の「列」または「行」エッジではなく、ピボット表の中心のデータに表示されます。
ビューに合計を追加するには:
- All values in the @」というテキストを入力するとします。西部地域の合計の見出しには、「- All values in the Western Region」というテキストが表示されます。"1234567890\\abc\\d\"x\"yz!@#$%^&*()-+=_{}[];:'|?/><,.` ~"」は「1234567890\abc\d"x"yz!@#$%^&*()-+=_{}[];:'|?/><,.` ~」のように表示されます。累計および相対値により、最新のデータおよび比較データを表示できます。
次の項に記載のとおり、「レイアウト」ペインを使用して、ピボット表にメジャー列の累計や相対値を表示できます。
ピボット表で、数値メジャーを累計で表示できます。累計では、メジャーの連続する各列は、そのメジャーのそれより前のすべてのセルの合計を表示します。
数値メジャーの表示は表示機能のみであり、実際のピボット表結果に影響はありません。
通常、累計は、複製された属性列または、データを列のパーセンテージで表示するオプションが選択されているメジャー列に対して表示され、最後の値が100パーセントになります。累計はすべての合計に適用されます。各詳細レベルの累計は別々に計算されます。
累計オプションが選択されている場合、列見出しは影響を受けません。累計オプションが有効であることを示す必要がある場合、列見出しを書式設定できます。
次の使用上のルールが累計に適用されます。
メジャー・ラベルが行エッジにあり、水平方向に累計を計算し、値がすべての列に存在する場合、合計が正しく計算されます。ただし、一部の値が見つからず(「スパース・データ」)、累計が水平方向に計算されると、合計が正しく計算されません。
メジャーを累計で表示するには:
ピボット表で、格納済または計算済のメジャーをパーセントまたは指数に動的に変換できます。
ピボット表に項目の合計に対する相対値が表示されるため、明示的に計算項目を作成する必要はありません。0.00から100.00までのパーセンテージ、または0から1までの指数でメジャーを表示できます。
たとえば、ピボット表を使用して製品別の売上を調べる場合、売上メジャーを複製し、合計に対するパーセンテージで表示できます。これによって、各製品の実際の売上と、売上に占めるパーセンテージを表示できます。
項目を相対値で表示するには:
注意:
次のステップはオプションです。ピボット表でメジャー列を複製すると、メジャーの合計と、その相対値の両方を表示できます。これによって、ピボット表に合計と相対値を表示するために、「基準」タブで列を2回追加する必要がなくなります。
メジャーが、ピボット表に同じ名前で2回表示されます。
注意:
「データを次として表示」オプションは、格納済または計算済のメジャーにのみ使用できます。
セクション・スライダは、1つ以上の属性列または階層列のメンバーを長方形の棒上の値として表示し、値を選択するメカニズムを提供します。
セクション・スライダを使用して、グラフ、ゲージまたはファンネルに表示されるデータを限定します。
次の図では、セクション・スライダの例を示します。ここでは、Product Type列のメンバーが表示されます。たとえば、このスライダを使用して、グラフ、ゲージまたはファンネルに表示されるデータを、Cell Phonesなどの特定の製品タイプに限定できます。

セクション・スライダは、次のコンポーネントで構成されます。
注意:
管理者は、スライダ・バーに表示できる値の最大数を構成します。ただし、「セクションのプロパティ」ダイアログで「セクション・スライダ値の最大数」フィールドを設定することで、最大値をシステムの最大値より小さい値に設定できます。
スライダ値の間でつまみを移動すると、軸の最小値および最大値はすべてのスライダ・セクション間のデータに基づき、変化しません。この例外はパレート・グラフの場合です。パレート・グラフでは、軸は0%から100%まで描画されます。
グラフ、ゲージまたはファンネルにセクション・スライダを定義するには:
「グラフ」エディタ、「ゲージ」エディタまたは「ファンネル」エディタが表示されます。
ダッシュボード・ページまたは分析のユーザーは、表に表示されているデータを変更する機能を使用できる場合があります。
このようにデータを操作する機能は通常、ライトバックと呼ばれます。ユーザーは、ビュー内の値を更新でき、これが、データ・ソース内のレコードにライトバックされたり、分析の他のビューで使用されます。
たとえば、販売ノルマがライトバック・フィールドとして、売上高がデータ・ウェアハウスからのフィールドとして、ノルマのパーセンテージが計算フィールド(売上高/販売ノルマ)として定義される分析を作成します。ユーザーは、分析を確認しているときに、販売ノルマを変更できます。ノルマのパーセンテージのフィールドは、適切に再計算されます。
注意:
ライトバックを使用してデータが変更された分析を含むダッシュボードを、ログオンしたユーザーがすでに表示している場合、ダッシュボードではデータが自動的にリフレッシュされません。更新されたデータを参照するには、ユーザーがダッシュボードを手動でリフレッシュする必要があります。
リレーショナル・ソースは、分析およびダッシュボードでのライトバックの構成で説明されている"light write back"メソッドのためにサポートされています。アクション・リンクが含まれているダッシュボードからEssbaseソースにデータをライトバックできます。このタイプのライトバックの例については、Oracle BI EEのサンプル・アプリケーションを参照してください。
値は、権限に基づいてユーザーが変更できます。
値の変更機能によって、次のタイプのユーザーが影響を受けます。
ユーザー機能にライトバックを組み込むには、このプロセスに従う必要があります。
列に対してライトバック機能を有効にするために、管理者とコンテンツ・デザイナは「列のプロパティ」ダイアログの「ライトバック」タブを使用します。
適切な権限を設定し、属性列、メジャー列または二重列を、リポジトリで書込み可能として設定する必要があります。列と、管理者が用意したライトバック・テンプレートを必ず関連付けます。その列を含むすべての表ビューで、ライトバック可能として列を表示できます。
列に対してライトバック機能を有効にするには:
「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。
リポジトリで、列に対してライトバックが有効になっている場合、「ライトバックの有効化」ボックスが使用可能です。
ライトバックの他のオプションが表示されます。
ユーザーに10進値の入力を許可する場合は、注意が必要です。ユーザーが入力する値は、プレゼンテーション・サービスによってそのままOracle BIサーバーに送信されます。Oracle BIサーバーは、ロケールごとにユーザーを処理できるように構成されている必要があります。たとえば、Oracle BIサーバーは、ピリオドまたはカンマのどちらかを小数点記号として含む10進値を適切に処理できるように、各ユーザーのロケールを認識する必要があります。
表ビューに対してライトバック機能を有効にするには、「表のプロパティ」ダイアログの「ライトバック」タブを使用します。
表ビューに対してライトバック機能を有効にするには:
表のプロパティ・ダイアログ・ボックスが表示されます。
テンプレート名が適切かどうかを管理者とともに確認します。
ライトバックが有効になっている場合は、ユーザーは複数のモードで作業できます。
ビューでライトバックを有効にし、システム・デフォルトを受け入れた場合、ユーザーが値を操作できるモードは2つあります。
注意:
ライトバックを使用してデータが変更された分析を含むダッシュボードを、ログオンしたユーザーがすでに表示している場合、ダッシュボードではデータが自動的にリフレッシュされません。更新されたデータを参照するには、ユーザーがダッシュボードを手動でリフレッシュする必要があります。
これらのボタンのラベルは、ビューの「プロパティ」ダイアログの「ライトバック」タブのオプションを使用して変更できます。「表モードの切替え」ボックスを使用して、ユーザーが表示モードと編集モードを切り替えられないようにすることもできます。かわりに、常に編集モードのままになります。切替えが無効な場合、「更新」ボタンはビューに表示されません。
ユーザーのビューでの相互作用を構成できます。
ユーザーが次の操作を実行したときに使用できる相互作用を指定できます。
ユーザーがデータ・ビュー内をクリック(つまり左クリック)したときに使用できる相互作用を指定できます。
次のタイプの相互作用を使用できます。
「列のプロパティ」ダイアログの「相互作用」タブを使用して、基準レベルで使用できる左クリック相互作用を指定します。これらの左クリック相互作用はすべてのデータ・ビューで有効です。
注意:
「分析プロパティ」ダイアログの「相互作用」タブを使用してビューの実行時の相互作用(ソートや移動など)を指定します。
実行時にグラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップまたはトレリス・ビューで右クリックしたときに使用できる相互作用を指定できます。
たとえば、右クリックで「ソート」または「ドリル」ができます。各ビュー・タイプに対して一部の右クリック相互作用を実行時に使用できない場合があることに注意してください。
注意:
グラフでの右クリック相互作用は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 12c リリース1 (12.2.1)以降は、HTML5グラフに対してのみサポートされています。
「分析プロパティ」ダイアログの「相互作用」タブを使用して、分析レベルで使用できる右クリック相互作用を指定します。これらの右クリック相互作用は、実行時にグラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表、ツリーマップおよびトレリス・ビューで有効になります。
注意:
ほとんどの右クリック相互作用は、トレリス・ビュー(単純トレリスと拡張トレリス)のグラフに対して使用できません。ただし、トレリス・ビューのグラフに対して、右クリック相互作用としてアクション・リンクを設定することはできます。さらに、テキストに対する右クリックは可能です。つまり、トレリス・ビューのテキストをピボット表ビューの場合と同じように右クリックできます。これには、「可視化」を「テキスト」に設定した詳細トレリスのデータ・セルも含まれます。
注意:
どのステップおよび制約が適用されているかを追跡するために右クリック相互作用を使用する場合は、選択ステップ・ビューを含めます。詳細は、「データの選択の使用」を参照してください。
管理者が、サブジェクト領域のドリル用に列を構成してある場合、ユーザーは、ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、マップ、ピボット表、表、ツリーマップおよびトレリスでデータをドリルできます。
ドリルは、ビュー内のデータ間を素早く簡単に移動する方法です。この項では、ドリルに関する次の情報を提供します。
コンテンツ・デザイナは、ユーザーが、ダッシュボードのビューの特定の列をドリルできるかどうかを指定します。
特定の列をドリルできるかどうかは、「列のプロパティ」ダイアログの「相互作用」タブでオプションを指定して制御します。
プライマリ相互作用では、ドリル、マスター詳細の送信など、列に対して行える内容が制御されます。ドリルが特定の列のプライマリ相互作用として設定されていない場合(つまり、「列のプロパティ」ダイアログの「相互作用」タブの「列見出し」: 「プライマリ相互作用」または「値」: 「プライマリ相互作用」ボックスの値として「ドリル」が指定されていない場合)は、実行時にグラフ、ヒート・マトリックス、表およびピボット表のビューの右クリック相互作用としてドリルを許可できます。これを行うには、「分析プロパティ」ダイアログの「相互作用」タブの「ドリル(プライマリ相互作用でない場合)」オプションを選択します。
フィルタおよび選択ステップが適用されている場合のドリルの動作には違いがあります。
列のドリルは、次のリストに示すようにフィルタと選択ステップに影響します。詳細は、「分析用データのフィルタリングと選択」を参照してください。
たとえば、時間ディメンションの唯一のメンバーとして2008を選択したピボット表を作成し、この唯一の時間メンバーがピボット表の列ヘッダーとなるようデータを配置するとします。2008を展開して四半期を表示し、第4四半期を展開して月を表示します。この時点で、ピボット表には、2008、2008 Q1、2008 Q2、2008 Q3、2008 Q4、2008年10月、2008年11月および2008年12月の子メンバーがあります。しかし、「選択ステップ」ペインを表示すると、時間ディメンションの選択内容には、依然としてメンバー2008のみが含まれています。
階層列の展開および縮小は、その特定のビューのみに作用します。その他のビューには影響しません。
ビュー内のデータのソート方法を変更できます。
分析を作成する際、ファンネル、ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表およびトレリスに表示される結果のソートを指定できます。
一部のソート機能はグラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表およびトレリスに共通です。
グラフ、ヒート・マトリックス、ピボット表、表およびトレリスには、属性列および階層列の「基準」タブの「選択された列」ペインで指定されたソートが反映されます。列の「オプション」ボタンから使用できるソート・メニュー・オプションを使用します。これらのソート・オプションでは、1つの列または複数の列で昇順または降順にソートする機能が提供されます。複数の列に対するソートを作成することによって、データの第2レベルのソートおよび第3レベルのソートなど、複数レベルのソートを指定できます。「基準」タブで、これらのソート・レベルは、数字と列に対するソート・アイコンで示されます。
「基準」タブで指定したオプションは、分析の初期ソート状態として機能します。後で分析を使用する際、ソートを変更できます。
階層列の項目をソートする場合、常に親の内部でソートします。つまり、子は、親の外部でソートされません。子は、親の下に適切なソート順で表示されます。親は子と一緒にソートされません。
ビューに合計が含まれる場合、それらの値はソートされません。ソートに関係なく、配置した場所のまま、場所は変わりません。
グループを含む属性列または階層列をソートすると、そのグループは、常にリストの最下部に表示されます。複数のグループがある場合、グループは、対応するステップが「選択ステップ」ペインで指定された順序でリストされます。
ビューでは、様々なオプションを使用してソートできます。たとえば、列をソートする場合は、次のオプションから選択できます。
次の方法により、値をソートできます。
ソートによって、最小のデータ値から最大のデータ値へ、または最大から最小へ、ビューの行や列をソートできます。
すべてのソートをクリアすることで、データ・ソースの順序に戻すこともできます。ヒート・マトリックス、ピボット表、表およびトレリスのビューの行エッジおよび列エッジで、英数字のソートを指定できます。
次に記載したソートも含め、ソートの仕様は様々な方法で設定できます:
注意:
「グラフのピボット結果」ボタンを使用してピボット表が作成されている場合、右クリック・メニューのオプションはグラフには使用できません。
列見出しまたは行見出しのソート・ボタンが影付きで表示されている場合、その列にはプライマリ・ソートが含まれています。別の最下層の列見出しまたは行見出しにマウスを合せて、該当するソート・ボタンまたはマウスの右ボタンをクリックすると、第2または第3レベルのソートを追加できます。
ビューで指定したソート・オプションは、「選択された列」ペインでの指定をオーバーライドします。
注意:
「分析プロパティ」ダイアログの「相互作用」タブの「列のソート」を選択解除した場合、実行時にビューの列をソートすることはできません。ピボット表に直接ソートを適用するときにユーザーのロケールは考慮されません。かわりに、バイナリ・ソートが実行されます。ユーザーのロケールが考慮されるようにするには、「基準」タブでソートを適用します。
ソート順をクリアして、データのソート方法を変更できます。
ソートのクリアには様々な方法を使用できます:
表およびピボット表には、その構成に基づくデフォルトのソート順があります。
ピボット表は、デフォルトでは常に外側のレイヤーから内側のレイヤーに各エッジがソートされます。これは、以前のリリース(11gより前のリリース)の動作と異なります。以前のリリースでは、ピボット表のデフォルトのソートとして、基準列で指定されたソートによって決定される表ソートが使用されていました。

この例では、列でソートされたピボット表を示します。
列エッジに時間階層、行エッジにOffices階層が配置されたピボット表があるとします。つまり、両方とも階層列です。1 - Revenue (ドル単位)はメジャーで、ピボット表に表示されています。特定の年について、Offices階層を1 - Revenueの最高収益から最低収益の順または最低収益から最高収益の順にソートすることも、ソートしないこともできます。
次の図では、Offices階層を2010年の1 - Revenueで昇順にソートした例を示します。親Corporate Totalは、常に子の上に表示されます。2010年のみが選択されたため、他の年の値は数値でソートされていない場合があります。

次の図では、Corporate Totalの1 - Revenueで時間階層をソートした例を示します。年が、2011、2010、2012の順に並び替えられています。Corporate Totalの値は、2011年が最も低く、2010年および2012年が最も高いものでした。

このピボット表には2つの行があり、1つの行によってのみソートされます。
列エッジに時間階層が、行エッジにP1 ProductsとOffices階層(Officesの外側に製品)が配置されたピボット表があるとします。1 - Revenue (ドル単位)はメジャーで、ピボット表に表示されています。行エッジは、2010年の1 - Revenueで降順にソートできます。Officesは例1と同様にソートされていますが、製品は一番外側のレイヤーのためソートされていません。

メジャーが2つあるピボット表をソートできます。
列エッジに時間階層があり、行エッジにOffices階層があるピボット表があるとします。図に示すように、1 - Revenueおよび2 - Billed Quantityの両方が、ピボット表にメジャーとして表示されています。GenMind Corpのリーフ・ノードで左向き三角形(昇順ソート)を使用して年をソートしようとすると、列エッジの(左から右に数えて)1つ目のメジャーが、ソート対象として選択されます。エッジの1つ目のメジャーが1 - Revenueの場合、ピボット表は図に示すようにソートされます。


メジャーが行エッジにあり、年でソートする場合、最も上にあるメジャーがソートに使用されます。
ピボット表、表またはトレリスでソートの右クリック相互作用を使用してソートする場合は、ソートに使用するメジャーを選択できるオプションが表示されます。詳細は、ソート・オプション・メニューを参照してください。

グラフを右クリックすると様々なソート・オプションを使用できます。
ファンネル、ゲージまたはグラフ・ビューでは、データ・マーカー(グラフのタイプによって、棒、折れ線、区分など)、凡例項目、グループレベル(X軸)項目、「プロンプト」ラベルまたは「セクション」ラベルを右クリックできます。「ソート」を選択し、「ソート」ダイアログで適切なソート・オプションを選択します。
2つのメジャー(1 - Revenueおよび2 - Billed Quantity)を持つ縦棒グラフがあり、これらのメジャーがT05 Per Name Year別にグループ化されており、D50 Regionでプロンプトされているとします。棒グラフを収益で昇順にソートするとします。
次の図に、「ソート」ダイアログの例を示します。ここでは、1 - Revenueがソート基準列として選択されており、「順序」に「低から高」(昇順)が選択されています。

次の図に、2つのメジャー(1 - Revenueおよび2 - Billed Quantity)を持つ縦棒グラフのソート結果を示します。これらのメジャーはT05 Per Name Year別にグループ化され、D50 Regionでプロンプトされ、1 - Revenueで「低から高」の順にソートされています。

データを参照する方法としてスクロールを使用するように設定されている表ビュー、ピボット表ビューおよび拡張トレリス・ビューの行エッジおよび列エッジのサイズを変更できます。
プロパティ・ダイアログ(「表のプロパティ」ダイアログの「スタイル」タブ、「ピボット表のプロパティ」ダイアログまたは「トレリスのプロパティ」ダイアログの「一般」タブ)でデータを参照する方法としてスクロールを使用するように表、ピボット表または拡張トレリスを設定します。
行および列のサイズ変更について、次の点に注意してください:
表ビュー、ピボット表ビューまたは拡張トレリス・ビューの行エッジまたは列エッジのサイズを変更するには:
使用しているビューはいつでも保存できます。
ビューを保存するには、分析を保存する必要があります。たとえば、ブランド売上分析を作成し、その表ビューを編集した後、最初にそのビューを保存できます
ビューを保存するには:
分析を初めて保存する場合、または既存の分析を別の名前で保存する場合、「名前を付けて保存」ダイアログが表示され、分析の保存に関する情報を指定します。
ビューまたは複合レイアウトを作成した場合は、エンド・ユーザーにわかりやすい名前にビューまたは複合レイアウトの名前を変更できます。
ビューまたは複合レイアウトの名前を変更するには:
「ビューの名前変更」ダイアログが表示されます。
マウスを使用して、複合レイアウト内でビュー(タイトル、凡例、表、グラフなど)を再配置できます
次のようにして、ビューを再配置することができます:
たとえば、ブランド売上分析のビューを再配置できます。実績売上の折れ線グラフの前に、予測売上の棒グラフを表示するように再配置できます。
ビューを再配置するには:
ビューが移動可能なオブジェクトとして透明に表示されます。
ビューは、次のように再配置できます。
各ビューには4つの境界(上、下、左、右)があり、分析の他のビューの境界に沿って再配置できます。ビューをドラッグ・アンド・ドロップして、別のビューの境界に沿って表示できます。
各複合レイアウトには、正方形または長方形に配置された1つ以上のビューが含まれています。複合レイアウトには、4つの境界(上、下、左、右)があります。複合レイアウトの外側の境界に、ビューをドラッグ・アンド・ドロップできます。このアクションによって、複合レイアウトの縦横いっぱいにビューが表示されます。
複合レイアウト内の青の棒で示された位置に、ビューが再配置されます。
標準のレイアウト・ファイル形式を使用してビューを印刷できます。
HTMLまたはAdobe PDF(Portable Document Format)を使用してビューを印刷できます。Adobe PDFを使用して印刷するには、Adobe Reader 6.0以上が必要です。
PDFと、ヘッダーやフッターの追加などの印刷オプション指定することもできます。印刷の詳細は、「ビューの印刷およびエクスポート・オプションの変更」を参照してください。
注意:
HTMLでの印刷方法は、ブラウザの印刷処理機能に依存します。希望する結果が得られない場合、PDFを選択して開き、分析を印刷してください。
次を印刷できます。
1つのビューまたはビューの組合せを印刷するには:
「ファイル」メニューから「印刷」を選択します。
Adobe PDFウィンドウで使用できるオプションを使用して、ファイルを保存または印刷します。
注意:
標準のページ・サイズに収まらないゲージを印刷するには、ゲージを分割する必要があります。
ビューの印刷方法とエクスポート方法を変更できます。
印刷およびエクスポート・オプションを変更するには:
「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログが表示されます。
ビューがダッシュボードでどのように表示されるかをプレビューできます。
次をプレビューできます。
ビューをプレビューするには:
注意:
「ダッシュボードでの結果の表示方法を示します」ボタンが使用できない場合、管理者によって表示されないよう設定されています。
ダッシュボードのプレビューは、新しいウィンドウに表示されます。プレビューには任意のプロンプトが表示され、適用されます。
ビューを、そのビューを含む要素から削除できます。
次のものからビューを削除できます。
複合レイアウトからビューを削除すると、ビューは複合レイアウトからのみ削除され、分析からは削除されません。
分析からビューを削除すると、ビューが含まれていた複合レイアウトからも、分析からも、ビューが削除されます。
ビューを削除するには:
表やピボット表などの結果データを表示するビューの使用時、現在の分析の結果をリフレッシュできます。
結果のリフレッシュは、結果を限定するフィルタの追加などの変更を行い、変更の効果を確認する場合に便利です。
現在の分析の結果をリフレッシュするには:
配信コンテンツは、「エージェント」エディタの「送信先」タブで指定した送信先に基づいて自動的に書式設定されます。
特定の送信先に送信するビューは、複合レイアウトにビューを含めることにより、手動で制御できます。たとえば、携帯電話に配信する場合、大部分がテキストのビューを作成し、そのビューを複合レイアウトに追加します。以前のリリース(11gより前のリリース)では、この機能は、カスタマイズされたビューと呼ばれていました。
特定の送信先に送信する複合レイアウトを制御するには:
ビューのマスター詳細リンクでは、複数のビューの間に関係が確立され、マスター・ビューと呼ばれる1つのビューによって、詳細ビューと呼ばれる1つ以上の他のビューでデータの変更が誘発されます。
たとえば、次の2つのビューがあるとします。
マスター詳細リンク機能を使用すると、2つのビューがリンクされ、表で特定の地域をクリックすると、グラフのセクション・スライダの地域とグラフのデータの両方が、表でクリックされた地域を反映して変更されます。図の例の場合、D50 Region列の表で「APAC」をクリックすると、セクション・スライダのつまみがAPACに置かれ、グラフのデータがAPACのデータに更新されます。

マスター・ビューによって、1つ以上の詳細ビューでデータの変更が誘発されます。
指定したチャネルでマスター詳細イベントを送信するようビューの列の相互作用を設定すると、ビューはマスターになります。この列は、マスター列と呼ばれます。
マスター列の列では、値がクリックされると、マスター詳細イベントを送信し、詳細ビューのデータを更新する情報を渡します。
次のタイプのビューはマスター・ビューになります。
マスター・ビューは、詳細ビューと同じ分析内にあっても、別の分析内にあってもかまいません。マスター・ビューによって、1つ以上の詳細ビューでデータが更新されます。
グラフまたはゲージの行または列エッジにある列に構成されているマスター詳細イベント(つまり、凡例またはグループ・ラベル)は、(クリック時に)ビューの対応するデータ項目から、そのデータ項目に対応するメジャーのイベント設定とともに公開されます。
任意のタイプの列(階層、属性またはメジャー)をマスター列にできます。
ただし、マスター列は、マスター・ビューのページ・エッジまたはセクション・スライダに表示できません。これは、ビューの本体に表示される必要があります。
注意:
階層列はマスター列としてサポートされますが、ユーザーが階層レベルをクリックすると、レベルが詳細ビューでも展開されている場合にのみ、変更が詳細ビューで有効になります。
マスター詳細イベントが発生すると、クリックされたマスター・ビューのセル(項目)の定義が渡されます。
マスター詳細イベントで渡される特定の情報は、列のタイプによって異なります。
図の例の場合、属性列D51 Areaがマスター列の場合に「Central」(青で強調表示)をクリックすると、渡されるマスター詳細イベント情報はD50 Region = AMERICASおよびD51 Area = Centralになります。

次の図の例の場合、メジャー列1 - Revenueがマスター列の場合に「1,113,286」(青で強調表示)をクリックすると、渡されるマスター詳細イベント情報はD50 Region = AMERICAS、D51 Area = CentralおよびT05 Per Name Year = 2012になります。

マスター詳細イベント情報によって、詳細ビューでのページ・エッジまたはセクション・スライダの位置が定義されます。
詳細ビューは、指定されたチャネルでマスター・ビューによって送信されたマスター詳細イベントをリスニングし、これに応答するビューです。
マスター詳細イベントをリスニングするよう設定すると、ビューは詳細ビューになります。
詳細ビューには、マスター詳細イベントで渡された情報によって値が直接変更される1つ以上の列が含まれます。これらの列は、詳細列と呼ばれます。詳細列の要件は次のとおりです。
注意:
詳細列がセクション・スライダにあり、ページ・エッジが存在する場合、詳細列は、マスター詳細イベントの情報で更新されません。たとえば、イベントの情報がD50 Region=AMERICASおよびT05 Per Name Year=2009で、詳細ビューのページ・エッジにRegionが含まれ、セクション・スライダにYearsが含まれる場合は、Regionのみが更新されます。
詳細ビューに複数の詳細列が含まれる場合、複数のチャネルでマスター詳細イベントをリスニングし、応答します。
次のタイプのビューを詳細ビューにできます。
詳細ビューは次のようになります。
マスター・ビューと詳細ビューがリンクされている場合、ユーザーがマスター列のセル(項目)をクリックすると、指定されたチャネルでマスター詳細イベントが生成され、マスター詳細イベント情報が詳細ビューに渡されます。
詳細ビュー(指定されたチャネルでマスター詳細イベントをリスニングしている)は、イベントとマスター詳細イベント情報を受け取ります。これは、マスター詳細イベント情報を確認し、この情報内のどの列が詳細列と一致するかを判断します。一致が見つかると、マスター詳細イベント情報の列値を使用して詳細列を更新し、詳細ビュー全体をリフレッシュします。
注意:
マスター列がセクション・スライダにある場合、ブラウザに当初表示されていない詳細ビューは、スクロール・ダウンしてビューを表示するまで更新もリフレッシュもされません。セクション・スライダの詳細は、「グラフ、ゲージおよびファンネルのセクション・スライダの定義」を参照してください。
ビューのマスター詳細リンクの作用の例は、「マスター詳細関係でリンクされた表とグラフの例」を参照してください。
マスター詳細関係でビューをリンクするには、マスター・ビューと詳細ビューを定義する必要があります。
マスター詳細リンクの詳細は、「ビューのマスター詳細リンクとは」を参照してください。
マスター・ビューによって、1つ以上の詳細ビューでデータの変更が誘発されます。
次のタイプのビューをマスター・ビューにできます: ファンネル・グラフ、ゲージ、グラフ、ピボット表、表およびトレリス。トレリス・ビューでは、外部エッジのみがマスター・ビューになり、内部の可視化はマスター・ビューにはできません。
マスター・ビューは、詳細ビューと同じ分析内にあっても、別の分析内にあってもかまいません。マスター・ビューによって、1つ以上の詳細ビューでデータが更新されます。
マスター・ビューにはマスター列があり、この列にチャネルでマスター詳細イベントを送信する相互作用を設定します。チャネルは、マスター詳細イベントを詳細ビューに送信します。マスター列は、ページ・エッジまたはセクション・スライダには表示できません。これは、ビューの本体に表示される必要があります。
マスター・ビューとしてビューを定義する手順:
注意:
「レイアウト」ペインの「詳細オプション」ボタンをクリックし、「列のプロパティ」を選択して、「列のプロパティ」ダイアログを表示することもできます。
詳細ビューは、指定されたチャネルでマスター・ビューによって送信されたマスター詳細イベントをリスニングし、これに応答するビューです。
詳細ビューは、マスター・ビューの表での値のクリックなど、マスター詳細イベントに応答します。
次のタイプのビューを詳細ビューにできます: ファンネル・グラフ、ゲージ、グラフ、ピボット表、表およびトレリス。トレリス・ビューでは、外部エッジのみが詳細ビューになり、内部の可視化は詳細ビューにはできません。詳細ビューは次のようになります。
詳細ビューとしてビューを定義する手順:
注意:
マップ・ビューでマスター値を含む詳細機能が見つからない場合は、「IDに表示するデータがありません: nnn」という警告メッセージが表示されます。
注意:
すべての詳細列を同じドロップ・ターゲットにドラッグ・アンド・ドロップする必要があります。一部を「プロンプト」ドロップ・ターゲットに含め、残りを「セクション」ドロップ・ターゲットに含めるということはできません。
ドロップ・ターゲットの詳細は、「ドロップ・ターゲットの理解」を参照してください。
注意:
グラフの場合は、マスター詳細イベントをリスニングするために、詳細列を「セクション」ドロップ・ターゲットに配置する必要があります。そうすれば、分析またはダッシュボードにスライダが作成されます。マスター詳細関係の一部であるグラフ・ビューで、分析またはダッシュボードの外観を簡単にする場合は、「スライダとして表示」を選択しないでください。このようにすれば、詳細列を表示できるようにするために作成されるスライダを非表示にできます。
表とグラフをリンクさせることができるため、それらのデータ・ポイント間の関係が明らかになります。
この例では、表Regional Sales Master ViewはグラフRegional Sales View Detail Viewとマスター詳細関係でリンクされています。
Regional Sales Master Viewには一連の列が表示され、地域の売上情報を分析できます。
マスター・ビューの分析には、D50 Region列と1 - Revenue列が含まれています。次の図に示すとおり、1 - Revenue列はマスター列として設定されています。マスター・ビューに追加されたビューは表です。

Regional Sales Detailビューには、地域の売上詳細を分析できる一連の列があります。
詳細ビューの分析には、D50 Region列、P4 Brand列および1 - Revenue列が含まれています。詳細ビューに追加されたビューは横棒グラフであり、次の図に示すとおり、Sales Channelでマスター詳細イベントをリスニングするよう設定されています。

D50 Region列は詳細列として設定されています。これは、図4-36に示すとおり、「レイアウト」ペインの「グラフのプロンプト」ドロップ・ターゲットにD50 Region列をドラッグ・アンド・ドロップすることで行われました。(D50 Region列が表のページ・エッジに表示されていることに注意してください。)
マスター詳細リンクにより、マスター・ビューと詳細ビューのデータ・ポイントを単一の計算に結合できます。
ユーザーが、Regional Sales Master ViewでAMERICAS地域の収益を含むセルをクリックすると、ビューは、Sales Channelを使用してマスター詳細イベントを送信し、D50 Region = AMERICASというマスター詳細イベント情報を渡します。
Sales ChannelでリスニングしているRegional Sales Detail Viewは、マスター詳細イベント情報を受け取り、確認します。「D50 Region」列がページ・エッジの列に一致すると判断し、図に示すとおり、ページ・エッジを「AMERICAS」に更新して、ビュー全体をリフレッシュします。

トピック
この章の内容は次のとおりです。
ダッシュボードでは、企業や外部情報をパーソナライズして表示できます。
ダッシュボードは、1つ以上のページで構成されます。
ページには、次のようなWebブラウザでアクセスまたは開くことのできるものを表示できます:
分析の結果は、分析の基準に一致してOracle BIサーバーから返される出力です。表、グラフ、ゲージなどの様々なビューに表示できます。ユーザーは、結果の確認や分析、PDFやHTMLでの印刷、PDFでの保存、およびスプレッドシートへのエクスポートを行えます。
ダッシュボードを開くと、ダッシュボードのコンテンツが1つ以上のダッシュボード・ページに表示されます。ダッシュボード・ページは、ダッシュボードの上部にあるタブで識別します。右上のツールバーには、次のことが可能なボタンが含まれています。
ダッシュボード・ビルダーの詳細は、「ダッシュボード・ビルダーとは」を参照してください。
ダッシュボードを作成するための一般的なワークフロー
ダッシュボードの作成を開始するには、次のリストで説明する一般的なワークフローを参照してください。
ダッシュボードを作成できるかどうかは、ダッシュボードの管理権限で制御されます。この権限は、管理者によって管理されます。
ダッシュボード・ビルダーで行うダッシュボードの編集は、ダッシュボード、およびダッシュボード・ページに追加されるオブジェクトに対して適切な許可と権限を持つユーザーが行えます。詳細は、権限の割当てを参照してください。権限の管理の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。
ダッシュボード・ビルダーを使用すると、ダッシュボードにダッシュボード・ページを追加したり、ダッシュボードのページを編集できます。ダッシュボード・ページにオブジェクトを追加したり、レイアウトを制御できます。
ページには、列やセクションがあり、ダッシュボードのコンテンツが含まれています。各ダッシュボードには1つ以上のページがあり、ページは空でもかまいません。ダッシュボード・ページは、ダッシュボードの上部にあるタブで識別します。複数のページを使用してコンテンツが構成されます。たとえば、各日を参照する分析の結果を含むページ、業者のWebサイトへのリンクを含むページ、および会社のイントラネットへ接続するページを持つことができます。
ダッシュボード・ページに追加できるオブジェクトには次のものがあります。
ダッシュボードでは、分析の結果は、表、グラフ、ゲージなどの様々なビューに表示できます。(分析の結果は、分析の基準に合い、Oracle BIサーバーから返される出力です。)ユーザーは、結果の確認、分析、保存、印刷やスプレッドシートへのエクスポートを行えます。
ダッシュボードの見た目は様々な方法でカスタマイズできます。
ダッシュボードのルック・アンド・フィールは高度にカスタマイズ可能で、スキンおよびスタイルによって制御されます。
スタイルおよびスキンは、カスケーディング・スタイル・シート(.css拡張子のファイル)を含むフォルダに編成されます。Oracle Business Intelligence内のすべてのオブジェクトをカスケーディング・スタイル・シートで制御できます。管理者は、スタイル・シートをカスタマイズしたり、スタイル・シートを新たに作成できます。「結果」タブで結果を書式設定する際には、スタイル・シートの一部の要素(表の枠、テキストのサイズなど)をオーバーライドできます。
特定のダッシュボードのスタイルは、「一般プロパティ」領域の「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログで「スタイル」リストを使用して指定できます。
Oracle BI EE 11gには、ALTAを含むいくつかのスタイルが同梱されています。
このスタイルでは、Oracle Business Intelligence製品全体ですっきりした一貫性のある外観を実現し、明るい色、小さなグラデーションおよび境界サイズなどの新鮮な表示トレンドを表現できます。
ALTAの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのOracle BI Webユーザー・インタフェースのカスタマイズに関する項を参照してください。
注意:
新しいカスタム・スタイルの作成を計画する場合は、ALTAを出発点として使用することをお薦めします。
ダッシュボード・ビルダーを使用して、ダッシュボードを作成(および編集)します。
ダッシュボードの詳細は、「ダッシュボードとは」を参照してください。
ダッシュボードを作成するには:
「新規ダッシュボード」ダイアログが表示されます。
注意:
ダッシュボードを
/Shared Folders/第1レベルのサブフォルダの下の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合、ダッシュボードはグローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに表示されます。それ以外のレベル(例:/Shared Folders/Sales/Eastern)の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合は、表示されません。ダッシュボードが保存されていない
/Shared Folders/第1レベルのサブフォルダの直下のDashboardsサブフォルダのフォルダを選択すると、新規ダッシュボードの保存先のフォルダに新規Dashboardsフォルダが自動的に作成されます。たとえば、ダッシュボードが保存されていない/Shared Folders/Salesという名前のフォルダを選択すると、新規Dashboardsフォルダが自動的に作成され、場所のエントリが/Shared Folders/Sales/Dashboardsに変わります。(他のレベルのフォルダを選択した場合、新しいDashboardsフォルダは自動的に作成されません。)
コンテンツの追加の指定に応じて、次のようになります。
今を指定した場合、編集用の空のページを1ページ含む新規ダッシュボードが、ダッシュボード・ビルダーに表示されます。
後でを指定した場合、後でコンテンツを追加できる空のダッシュボードが作成されます(表示はされません)。
適切な許可および権限を持つダッシュボードを編集できます。
ダッシュボード・ページの追加または削除、列やセクションなどのコンテンツの追加、プロパティおよび設定(印刷オプションなど)の編集を実行できます。たとえば、カタログからブランド売上分析を追加することで、チームの進捗を追跡するためのコンテンツを販売業績ダッシュボードに追加できます。
ダッシュボードを編集するには:
ダッシュボードがダッシュボード・ビルダーに表示されます。
これらのオプションの詳細は、ダッシュボード・ビルダーを参照してください。
新規ページをダッシュボードに追加できます。
たとえば、最初に、表および棒グラフに地域の売上データが含まれる新しいダッシュボード・ページを追加できます。次に、様々な競合相手のWebサイトへのリンクが含まれる別のページを追加できます
新規ページをダッシュボードに追加するには:
「ダッシュボード・ページを追加」ダイアログが表示されます。
ページが、ダッシュボード・ビルダーの新規タブとして表示されます。
新規ページの追加後、コンテンツを追加できます。「ダッシュボードへのコンテンツの追加」を参照してください。
新規サブページをダッシュボードに追加できます。
サブページを追加することによって、第2レベルの情報をユーザーに表示できます。たとえば、最初に、表および棒グラフに地域の売上データが含まれる新しいダッシュボード・ページを追加できます。次に、様々な競合相手のWebサイトへのリンクが含まれるサブページを追加できます。
サブページをダッシュボードに追加する手順は、次のとおりです。
新規サブページの追加後、コンテンツを追加できます。「ダッシュボードへのコンテンツの追加」を参照してください。
ダッシュボードにコンテンツを追加すると、ユーザーは様々なデータを1つの場所に整理して表示できます。
次のコンテンツをダッシュボードに追加できます。
たとえば、新しく作成した販売業績ダッシュボードに、チームの進捗を追跡するためのコンテンツを追加できます。これを実行するために、カタログからブランド売上分析を追加できます。
注意:
ダッシュボードの変更は、適切な許可および権限を持つユーザーに限定されます。
ダッシュボードにコンテンツを追加するには:
オブジェクトのドラッグ・アンド・ドロップの詳細は、「ダッシュボード・ビルダーの「ページ・レイアウト」領域へのオブジェクトのドラッグ・アンド・ドロップ」を参照してください。
ヒント:
「カタログ」ペインでオブジェクトを特定するには、オブジェクトが含まれているカタログ・フォルダ、またはオブジェクトが表示されているダッシュボードで検索します。
Oracle BI Publisherレポートの追加の詳細は、「ダッシュボード・ページへのOracle BI Publisherレポートの追加」を参照してください。
ページ・レイアウト領域にスコアカード・オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップすると、「ディメンション固定」ダイアログが表示され、スコアカード・オブジェクトに関連付けられているKPIディメンションの値を設定できます。固定の詳細は、「ディメンションおよび固定されたディメンション値とは」を参照してください。
表示内容は、オブジェクトのタイプによって異なります。一部のオブジェクトでは、プロパティ・ダイアログが表示されます。その他のオブジェクトでは、オプションのメニューが表示されます。
注意:
ダッシュボードへのパフォーマンス・タイルの追加は、プロンプトの動作など、他のビューの追加と同じ方法で行われます。パフォーマンス・タイル・ビューを含む分析をカタログから列にドラッグ・アンド・ドロップし、ダッシュボードを保存した後、ダッシュボードを実行してタイルを表示します。パフォーマンス・タイルのグループの間隔が密になるように、各パフォーマンス・タイルをダッシュボード・セクションまたは列に配置してから、そのセクションまたは列に固定サイズを割り当て、タイルが広がらないようにします。
ドラッグ・アンド・ドロップにより、ダッシュボードのページ・レイアウトを構築できます。
ダッシュボード・ビルダーのページ・レイアウト領域へオブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップする場合、次の点に注意してください。
注意:
異なるセクションからのテキストが適切にレイアウトされるように、システム・フォントを小さく保持してください。
拡張ページ・プロパティを設定して、現在のダッシュボード・ページに設定する受信ナビゲーション・パラメータを指定できます。
拡張ページ・プロパティの設定により、ナビゲーション・アクションに関連するパラメータがどのように適用されるかを制御できます。たとえば、ナビゲーション・リンクにプロンプト値が含まれる場合、ダッシュボードに関連付けられたすべてのページに適用する受信ナビゲーション・リンクのコンテキストを選択したり、受信ナビゲーション・リンクのコンテキストの有効範囲をランディング・ページに制限できます。
拡張ページ・プロパティを設定するには:
「拡張ページ・プロパティ」ダイアログが表示されます。
Oracle BI Publisherレポートでは、構成された分析がダッシュボード・ページに追加されます。
この項では、Oracle BI Publisherレポートをダッシュボード・ページに追加する方法について説明します。次の項目が含まれます。
注意:
バージョン7のMicrosoft Internet Explorerブラウザを使用する場合、ブラウザのプライバシの設定によっては、分析またはダッシュボードに埋め込まれたBI Publisherレポートの表示で問題が起こることがあります。Oracle BI EEからページをブラウザに表示すると、BI Publisherレポートが欠落している場合があります。この問題は、中程度のプライバシとポップアップ・ブロックを使用するブラウザで起こります。この問題を回避するには、Internet Explorerバージョン7以外のブラウザを使用するか、Oracle BI EEではなくBI Publisherでレポートを表示するか、ブラウザのプライバシ設定を下げます。
どうすればOracle BI Publisherレポートとダッシュボード・ページが相互作用できるようにできるかを説明します。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI Publisherおよびダッシュボード・ページの詳細は、次の各トピックを参照してください。
この項では、次の項目について説明します。
BI Publisherの概要は、Oracle BI EEとOracle BI Publisherの統合を参照してください。
ダッシュボード・ページでBI Publisherレポートの実行や表示、およびBI Publisherレポートとの相互作用を行えます。
BI Publisherレポートをダッシュボード・ページに含めると、レイアウト・テンプレートの選択、BI Publisherレポートの出力書式の変更、BI Publisherレポートのエクスポート、使用可能な送信先(プリンタ、ファックス、電子メール、FTPなど)へのBI Publisherレポートの送信、BI Publisherレポートのスケジュールおよびデータの分析を行うためのオプションを持つツールバーを、BI Publisherレポートに含めることができます。
BI Publisherレポートを含むブリーフィング・ブックまたはダッシュボード・ページを限られた形式で印刷できます。
BI Publisherレポートを含むダッシュボード・ページを印刷する場合、またはブリーフィング・ブックにページを含める場合、次の点に注意する必要があります。
レポートをダッシュボード・ページに追加すると、レポートを他のユーザーと共有できるようになります。
1つ以上の既存のレポートをダッシュボード・ページに追加できます。この利点は、他のユーザーとレポートを共有したり、エージェントを使用してダッシュボード・ページをスケジュールできる点です。エージェントは、レポートが参照するすべてのデータ・ページを含む、ダッシュボード全体をユーザーに送信します。
BI Publisherレポートを含むダッシュボード・ページに対してエージェントを構成する場合、次の基準を満たしているか確認してください。
レポートは、埋込みコンテンツまたはリンクとしてダッシュボード・ページに追加できます。埋込みとは、レポートがダッシュボード・ページに直接表示されることです。リンクは、Oracle BI EE内でBI Publisherのレポートを開きます。
BI Publisherでレポートを変更して変更を保存した場合、変更を表示するには、ダッシュボード・ページをリフレッシュします。
レポートをダッシュボード・ページに追加すると、ユーザーがレポートに簡単にアクセスできるようになります。
レポートをダッシュボード・ページに追加するには:
「BI Publisherレポートのプロパティ」ダイアログが表示されます。
プロンプトを使用して、パラメータ化された埋込みBI Publisherレポートの結果をフィルタし、プロンプトの基準に合う結果のみを表示できます。
パラメータ化された埋込みBI Publisherレポートを構成してオンラインで表示できる場合は、パラメータによって分析、またはサブジェクト領域への直接接続からの適切な値が表示されます。ただし、同じレポートをスケジュールした場合、分析からのパラメータを渡すことができず、レポートには分析のパラメータのデフォルト値が表示されます。スケジュールされたレポートを持つ直接接続の場合は、パラメータが渡され、値がレポートに正しく表示されます。
BI Publisherレポートは、次のいずれかになります:
パラメータ化されたレポートにプロンプトを使用するには:
プロンプトの作成の詳細は、「ダッシュボードと分析でのプロンプト」を参照してください。
次に例を示します。
ネストされたフォルダに列がある場合は、すべてのフォルダをリストします。次に例を示します。
ダッシュボード・ビルダーが表示されます。
ダッシュボードとそのページのプロパティを変更できます。
具体的には、次の操作を実行できます。
ダッシュボードとそのページのプロパティを変更するには:
「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログが表示されます。
「ダッシュボード・オブジェクト」ペインおよび「カタログ」ペインからダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティを変更できます。
ダッシュボード・ページのオブジェクトのプロパティを変更するには:
表示内容は、オブジェクトのタイプによって異なります。一部のオブジェクトでは、プロパティ・ダイアログが表示されます。その他のオブジェクトでは、オプションのメニューが表示されます。
データを最新のときまたはユーザーとの対話によってのみ表示するなど、様々な理由でダッシュボード・ページの実行を遅らせる必要がある場合があります。
組織で許可されている場合、ダッシュボード・ページの実行を遅延できます。これは、たとえば次のことを行う場合に便利です。
ダッシュボード・ページの実行を遅延すると、分析の実際のコンテンツはロードされません。かわりに次のようにします。
分析のコンテンツはダッシュボード・ページにロードされませんが、他のオブジェクト(ダッシュボード・プロンプト、埋込みコンテンツ、テキストなど)はロードされることに注意してください。
Oracle BI EEは過去にページの実行が遅延されかどうかを記憶しています。ユーザーが同じコンテキストで同じページに再びアクセスすると、以前にロードしたことのあるページであれば、(実行を遅延せずに)ページ全体がロードされます。
ダッシュボード・ページの実行を遅延するには:
「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログが表示されます。
注意:
管理者は、「開く前に プロンプト」ボックスの表示を制御できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のプレゼンテーション設定のデフォルトの手動変更に関する項を参照してください。
ダッシュボード・ページのレイアウトは、印刷用やエクスポート用に指定できます。
ユーザーの組織で許可されている場合、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトを作成できます。
カスタム・レイアウトを作成すると:
BI Publisherでカスタム・レイアウトを保存すると、そのダッシュボード・ページで使用でき、「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログの「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」領域に表示されます。
次に、作成したカスタム・レイアウトを「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログの「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」領域で選択して、(ダッシュボード・ページの「印刷」メニューまたは「Excelにエクスポート」メニューで)エンド・ユーザーが使用できるようにします。
次に、作成したカスタム・レイアウトを「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログの「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」領域の次のオプションを使用してエンド・ユーザーが使用できるようにします。
注意:
Excelのデフォルトの表見出しの書式は、「テキストの折返し」が設定されています。表見出しの折返し設定を変更するには、次の手順を実行します。
「タイトルの書式設定」ページが表示されます。
分析およびダッシュボード・フォント・サイズがピクセル単位でExcelフォント・サイズがポイント単位なので注意してください。そのため、分析またはダッシュボードからExcelにエクスポートすると、フォント・サイズが分析またはダッシュボード・フォント・サイズの75%に縮小されます。
注意:
データ・モデルまたはレイアウトをOracle BIプレゼンテーション・カタログから手動で削除すると、関連付けられたBI Publisherレポートは機能しなくなり、カスタム・レイアウトは使用できなくなります。分析を削除すると、データ・モデルとレイアウトは使用できますが、実行時に失敗します。
注意:
カスタム・レイアウトを作成するときには、一部のカスタマイズと一部のビューがBI Publisherでサポートされていない場合があることに注意してください。サポートされていないアイテムには、階層列、パフォーマンス・タイル、マップ・ビュー、トレリス・ビュー、ダッシュボード・プロンプトなどがあります。アイテムがサポートされていない場合は、レイアウトから削除されて、サポートされていない理由に関するメッセージが表示されます。
カスタム・レイアウトの作成方法の詳細は、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成を参照してください。
カスタム印刷レイアウトでサポートされる項目は限定的です。
BI Publisherでカスタム印刷レイアウトを使用してダッシュボード・ページを印刷する場合、次の項目はサポートされません。
「列のプロパティ」メニューの「列の固定」オプションを使用して、ダッシュボード・レイアウトのエッジ(上または左)に列を固定します。
固定サイズは、「セクションのプロパティ」ダイアログおよび「列のプロパティ」ダイアログの「追加の書式設定オプション」領域の「サイズ」オプションで設定します。
固定ヘッダーを指定するには、データの参照に使用する方法として「スクロール・コンテンツがある固定ヘッダー」を選択します。詳細は、「表のプロパティ」ダイアログの「スタイル」タブ、「ピボット表のプロパティ」ダイアログおよび「トレリスのプロパティ」ダイアログの「一般」タブを参照してください。
BI Publisherでの次の予想されるオブジェクトの動作にも注意する必要があります: ピボット表が拡張される。
ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトを作成できます。
カスタム・レイアウトの作成の詳細は、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成についてを参照してください。
ダッシュボード・ページの印刷およびエクスポート用のカスタム・レイアウトを作成するには:
注意:
管理者は、「印刷とエクスポートのカスタム・レイアウト」コンポーネントの表示を制御できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のダッシュボード・ページをOracle BI Publisherにエクスポートする機能の有効化に関する項を参照してください
作成したカスタム・レイアウトは編集、置換または削除できます。
たとえば、レイアウトが関連付けられているダッシュボード・ページが変更された場合は、カスタム印刷レイアウトを削除できます。
カスタム・レイアウトを編集、置換または削除するには:
オブジェクトの追加後、オブジェクトが不要になった場合、オブジェクトを削除できます。
たとえば、前年度のブランド売上分析を、現行年度の分析に置き換えるために販売業績ダッシュボードから削除できます。
オブジェクトを削除する場合、次の点に注意してください。
ダッシュボード・ページのオブジェクトを削除するには:
ダッシュボードからサブページを削除できます。
ダッシュボードからサブページを削除するには、次の手順を実行します。
ダッシュボード・ページの作成をもう一度やり直すかダッシュボード・ページを削除する必要がある場合は、それを削除できます。
次を削除できます。
現在表示されているダッシュボード・ページを削除できます。
現在のダッシュボード・ページを削除するには:
1ページ以上のダッシュボード・ページを一度に削除できます。
ダッシュボードは異なる名前で、また複数の場所に保存できます。
次のようにダッシュボードを保存できます。
ダッシュボードの新しい名前が保存先のフォルダに存在しないことが必須です。そうでないと、保存操作が失敗します。
ダッシュボードを/Shared Folders/第1レベルのサブフォルダの下の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合、ダッシュボードはグローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに表示されます。それ以外のレベル(例: /Shared Folders/Sales/Eastern)の「ダッシュボード」サブフォルダに保存した場合は、表示されません。ダッシュボードを「ダッシュボード」サブフォルダのサブフォルダ(例: /Shared Folders/Sales/Dashboards/Eastern)に保存した場合は、そのダッシュボードも表示されません。
ダッシュボードが保存されていない/Shared Folders/第1レベルのサブフォルダの直下のDashboardsサブフォルダのフォルダを選択すると、新規ダッシュボードの保存先のフォルダに新規Dashboardsフォルダが自動的に作成されます。たとえば、ダッシュボードが保存されていない/Shared Folders/Salesという名前のフォルダを選択すると、新規Dashboardsフォルダが自動的に作成され、場所のエントリが/Shared Folders/Sales/Dashboardsに変わります。(他のレベルのフォルダを選択した場合、新しいDashboardsフォルダは自動的に作成されません。)
別の名前または別の場所にダッシュボードを保存するには:
ダッシュボードは、ユーザーが様々な形式のデータ分析にアクセスするための手段を提供します。
ダッシュボードを開いて使用するには:
最初のダッシュボード・ページにダッシュボードが開きます。コンテンツが何も追加されていない場合、ダッシュボード・ページが空であることを通知するメッセージが表示されます。
詳細は、ブリーフィング・ブックとBI Publisherレポートの印刷についてを参照してください。
このタスクを行うことによって、Oracle BIプレゼンテーション・サービス・キャッシュに保存されている情報が無視され、リフレッシュ操作がOracle BIサーバーに発行されて処理が行われることを確認します。
特定のダッシュボードまたは分析を選択した場合、プレゼンテーション・サービスは、同一の結果が最近リクエストされたかどうか、キャッシュを確認します。その場合、プレゼンテーション・サービスは最新の結果を返すため、BIサーバーとバックエンド・データベースによる不必要な処理を回避できます。そうでない場合、分析がBIサーバーに発行され、処理されます。分析がBIサーバーのキャッシュを無視するよう強制することはできません。
管理者は、キャッシュの対象とその期間を制御するキャッシュ設定を構成できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のパフォーマンス・チューニングと問合せキャッシュの管理に関する項を参照してください。
詳細は、新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加を参照してください。
詳細は、ダッシュボード・ページへのリンクの作成についておよびダッシュボード・ページへのリンクの作成を参照してください。
詳細は、ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとはおよび保存済カスタマイズの適用を参照してください。
詳細は、ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとはおよび保存済カスタマイズの編集を参照してください。
詳細は、ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとはおよびカスタマイズの保存を参照してください。
詳細は、ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとはおよび現在のカスタマイズのクリアを参照してください。
ダッシュボードで使用できるキーボード・ショートカットの詳細は、Oracle BI EEとOracle BI Publisherのキーボード・ショートカットを参照してください。
保存済カスタマイズを使用すると、最もよく使用するアイテムや好みのアイテム(フィルタ、プロンプト、列のソート、分析でのドリル、セクションの展開と縮小など)を使用した現在の状態でダッシュボード・ページを保存し、後で表示できます。
カスタマイズを保存することで、ユーザーは、ダッシュボード・ページにアクセスするたびにこれらを手動で選択する必要がなくなります。
適切な権限とダッシュボードのアクセス権を持つユーザーは、次のアクティビティを行えます。
保存済カスタマイズの使用の詳細は、保存済カスタマイズの適用および現在のカスタマイズのクリアを参照してください。
カスタマイズの保存と保存済カスタマイズの編集の詳細は、「カスタマイズの保存」および「保存済カスタマイズの編集」を参照してください。
保存されたカスタマイズの作成が必要になる状況はいくつかあります。
この項に、保存済カスタマイズの作成と使用について説明する2つのサンプル・シナリオを示します。
他のグループまたはユーザーが使用できるようにグループのカスタマイズを保存したいという場合があります。
消費財企業のITグループが、様々な製品グループで表示する必要のあるコンテンツを含むマスター・ダッシュボードを作成します。ダッシュボードにはフィルタとプロンプトが含まれ、製品グループのメンバーが、関係する結果を表示するために通常カスタマイズに使用します。
マスター・ダッシュボードには2つの分析が含まれます。1つは東部、西部、北部および南部の地域の売上を示し、もう1つはこれらの地域で出荷されたすべての製品を示します。地域ごとの売上の分析にはプロンプトが含まれ、ユーザーが特定の地域を選択できます。集荷されたすべての製品の分析にはフィルタが含まれ、ユーザーが製品を選択できます。
ITコンサルタントが、各地域のFizzyブランド製品グループ向けにビューをカスタマイズします。コンサルタントは、まず、ダッシュボードでフィルタとプロンプトから東部地域とFizzyブランド製品を選択し、他のユーザーと共有できるようこれらの選択をカスタマイズとして保存します。次に、コンサルタントは、Fizzyブランド製品を販売する東部地域グループのメンバーに、このカスタマイズをデフォルト・ビュー・カスタマイズとして割り当てます。コンサルタントは、このプロセスを西部、北部および南部地域について繰り返します。
西部地域のFizzyブランドの営業担当がOracle Business Intelligenceにサイン・インし、ダッシュボードを表示すると、まず、そのグループのデフォルト・ビュー・カスタマイズとして割り当てられている地域と製品に基づいた売上と出荷の情報が表示されます。そのグループのすべての営業担当は、通常同じ地域と製品を選択しますが、もうその必要がありません。
独自の必要がある特定のユーザーによるカスタマイズの使用が可能です。
ビジネス・ユーザーのダッシュボードに、2つのレポートが含まれています。1つはすべての地域の売上を示し、もう1つは出荷されたすべての製品を示します。各レポートにはプロンプトが含まれ、ユーザーが特定の地域と製品を選択できます。ユーザーは、東部地域とFizzyブランド製品を選択します。ダッシュボードがリフレッシュされ、このデータのビューがユーザーに表示されます。ユーザーはこのビューをカスタマイズとして保存し、カスタマイズが個人の使用であることと、ダッシュボードが表示される際のデフォルト・カスタマイズであることを指定します。次に、ユーザーは、最も興味のある製品と地域の組合せを作成し、後で取得できるよう保存します。ユーザーは、ITグループが共有カスタマイズとして保存したカスタマイズにもアクセスできます。Fizzyブランドの西部地域での売上を表示するには、ユーザーは、「ページ・オプション」ボタンをクリックし、「保存されたカスタマイズの適用」を選択して、Fizzyブランドの西部地域での売上金額という名前のビューを選択します。データの新しいビューでダッシュボードがリフレッシュされます。
自分または他のユーザーが使用するカスタマイズを保存できます。
カスタマイズを自分または他のユーザーのダッシュボード・ページのデフォルト・カスタマイズにするかどうかも指定できます。カスタマイズの詳細は、「ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは」を参照してください。
カスタマイズを保存するには:
「現在のカスタマイズの保存」ダイアログが表示されます。
個人で使用するために自分で保存したカスタマイズまたは他のユーザーが保存したカスタマイズを適用できます。
他のユーザーが保存したカスタマイズを自分用に適用することもできます。たとえば、営業チームのメンバー別ブランド売上分析のカスタマイズ・ビューに対して作成された、共有の営業チーム・カスタマイズを適用できます。
カスタマイズの詳細は、「ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは」を参照してください。
保存済カスタマイズを適用するには:
自分で保存したカスタマイズがある場合は、それがリストの先頭に表示されます。共有の保存済カスタマイズが次にリストされます。現在のデフォルト・カスタマイズが太字で表示されます。
カスタマイズの名前の変更、デフォルトとして使用するカスタマイズの変更、他のユーザーと共有しているカスタマイズに対する権限の変更、カスタマイズの削除を行えます。
カスタマイズの詳細は、「ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは」を参照してください。
保存済カスタマイズを編集するには:
「保存済カスタマイズの編集」ダイアログが表示されます。
フィルタ、プロンプト、列のソート、分析でのドリル、セクションの展開と縮小などのアイテムの選択が、希望のものと異なる場合、現在のカスタマイズをクリアできます。
たとえば、ブランド売上分析の表示を縮小するカスタマイズをクリアできます。
カスタマイズの詳細は、「ダッシュボード・ページの保存済カスタマイズとは」を参照してください。
現在のカスタマイズをクリアするには:
現在のカスタマイズがクリアされます。
新規ユーザーに表示される最初のダッシュボード・ページは、ダッシュボート・テンプレート・ページです。
ダッシュボード・テンプレート・ページは、新規ユーザーが初めてログインする際に個人のダッシュボード(マイ・ダッシュボード)への移入に使用されるダッシュボード・ページです。これによって、ユーザーが初めてログインしたとき、空のダッシュボードではなく、コンテンツが含まれた1ページ以上のダッシュボード・ページが表示されます。また、ユーザーは、これをベースに、自分のダッシュボード・ページを作成できます。
指定された名前(名前の指定のデフォルトはdefault)で/Shared Foldersのサブフォルダに保存されているダッシュボードに、ユーザー用のダッシュボード・テンプレート・ページを作成します。
ユーザーが初めてログインすると、Oracle BI EEは、指定された名前のすべてのダッシュボードでダッシュボード・テンプレート・ページを検索し、ユーザーに権限が付与されているすべてのダッシュボード・テンプレート・ページをユーザーのマイ・ダッシュボード・フォルダにコピーして、ユーザーのマイ・ダッシュボードに表示します。
複数のダッシュボードのダッシュボード・テンプレート・ページに対してユーザーに権限が付与されている場合、Oracle BI EEは、それらのダッシュボードからすべてのテンプレート・ページをユーザーのマイ・ダッシュボード・フォルダにコピーし、ユーザーのマイ・ダッシュボードに名前のアルファベット順に表示します。同じ名前のページが2つある場合、いずれかのページの名前の先頭に、ダッシュボードが保存されたフォルダの名前が付加されます。
デフォルトでは、Oracle BI EEは、名前がdefaultで、/Shared Foldersのサブフォルダに保存されているすべてのダッシュボードでダッシュボード・テンプレート・ページを検索します。(/Shared Foldersのサブフォルダ(/Shared Folders/Financeなど)のみ検索し、階層全体は検索しません(/Shared Folders/Finance/Div1は検索しません)。)
ダッシュボード・テンプレート・ページを含むダッシュボードに対してdefault以外の名前が組織で決められている場合、Oracle BI EEは、/Shared Folders内のdefaultではなく、その名前のダッシュボード(Templatesなど)でダッシュボード・テンプレート・ページを検索します。
ダッシュボード・テンプレート・ページを含むダッシュボードにdefault以外の名前を指定する場合、管理者が、instanceconfig.xmlファイルでDefaultName要素を設定する必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のプレゼンテーション設定の手動変更に関する項を参照してください。
ダッシュボード・テンプレート・ページは、カスタム・ダッシュボート・ページを作成するための事前作成済の開始点となります。
ユーザーは、ダッシュボード・テンプレート・ページを次のように使用できます。
ユーザーは、これらのダッシュボード・テンプレート・ページの任意のコンテンツを変更できます。コンテンツに加えた変更によって、マイ・ダッシュボード・フォルダ内のダッシュボード・テンプレート・ページのローカル・コピーが変更され、元のダッシュボード・テンプレート・ページは変更されません。
ユーザーが、ダッシュボード・テンプレート・ページをマイ・ダッシュボードから削除した場合、マイ・ダッシュボードにページを再度移入できません。ただし、マイ・ダッシュボード全体を削除した場合、再ログインするか、マイ・ダッシュボードに再度移動すると、すべての最新のダッシュボード・テンプレート・ページを使用してマイ・ダッシュボードが再作成されます。
ユーザー用のダッシュボード・テンプレート・ページを作成し、ユーザーが初めてログインしたときに空のダッシュボードではなく、コンテンツが含まれた1ページ以上のダッシュボード・ページが表示されるようにできます。
ダッシュボード・テンプレート・ページの詳細は、「新規ユーザーのダッシュボード・テンプレート・ページについて」を参照してください。
ダッシュボード・テンプレート・ページを作成するには:
/Shared Foldersのサブフォルダ内のDashboardフォルダ(/Shared Folders/Finance/Dashboardsなど)を選択します。 詳細は、「ダッシュボードの作成」を参照してください。
注意:
ユーザーは、適切な権限を持つコンテンツにのみアクセスできます。
注意:
後でダッシュボード・コンテンツやダッシュボードに対する権限を変更した場合、変更は、初めてログインする新規ユーザーにのみ適用されます。マイ・ダッシュボードにダッシュボード・テンプレート・ページが移入されているユーザーには適用されません。
ダッシュボード・ページを共有のダッシュボードの場所に公開して、ページを他のユーザーと共有できます。
ダッシュボード・ページを公開する場合、次のようになります。
ダッシュボード・ページを公開するには:
「ダッシュボードへのページの公開」ダイアログが表示されます。
ダッシュボード・ページが宛先の場所にコピーされます。
ダッシュボード・ページへのリンクにより、他のユーザーがデータにアクセスしやすくなります。
組織で許可されている場合、ダッシュボード・ページへのリンクを作成できます。これによって、たとえば、リンクをブックマークとして保存したり、リンクをコピーして他のユーザーに電子メールで送信できます。
ブックマーク・リンクとプロンプト・リンクという2種類のリンクを作成できます。次の項で、これらのリンクについて説明します。
ダッシュボード・ページへのリンクを作成する方法は、「ダッシュボード・ページへのリンクの作成」を参照してください。
ダッシュボード・ページおよびページの状態へのリンクを作成できます。
ブックマーク・リンクは、次のように、ダッシュボード・ページのパスとページの状態の全側面を表したURLです:
ブックマーク・リンクを作成すると、次のことができます。
ブックマーク・リンクを作成すると、ダッシュボード・ページの状態が、組織で指定された期間非表示のブックマーク・オブジェクトとしてカタログに保存されます。デフォルト値は30日です。組織で指定された期間については、管理者に確認してください。ブックマーク・リンクを作成したときのダッシュボード・ページの状態が保存されるため、リンクの作成後、ページ・コンテンツの変更を続けることができます。
プロンプト・リンクを使用すると、ダッシュボードを簡素化して表すことができます。
プロンプト・リンクは、次のように、ダッシュボード・ページのパスと簡素化したダッシュボード・プロンプトを表したものです。
プロンプト・リンクを作成すると、プロンプトに対する別の値の追加など、リンクを手動またはプログラムで操作できます。プロンプト・リンクでは、ブックマーク・リンクと同じようにページの状態の全側面を表すことはできません。これは、非プロンプト・パラメータの正確な状態をレプリケートできないためです。
ダッシュボード・ページのパスと簡素化したダッシュボード・プロンプトを表すURLは、プロンプト・リンクで作成せずに、手動で作成することもできます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のOracle BI EE Webサービスのサービスおよびメソッドの説明に関する項を参照してください。
プロンプト・リンクの操作の詳細は、次のトピックを参照してください:
プロンプト・リンクは、ここで説明されている基本的な構文ルールに従う必要があります。
プロンプト・リンクの基本構文は次のとおりです:
ここで、Content Pathは次の基本URLのいずれかになります:
パラメータを使用してプロンプト・リンクを変更できます。
プロンプト・リンクの変更には次のパラメータを使用できます:
viewState引数が存在する場合は、PrintおよびDownloadを使用できません。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のOracle BIプレゼンテーション・サービスGo URLのオプション・パラメータに関する項を参照してください。
例:
変数を明示的に参照しない場合、デフォルトでは、すべての変数の有効範囲がダッシュボード・ページになります。
オプション・パラメータ&P1=で制御されるデフォルトの有効範囲を使用する例:
ダッシュボードの有効範囲を明示的に設定する例:
ダッシュボード・ページの有効範囲を明示的に設定する例:
ダッシュボードの有効範囲とダッシュボード・ページの有効範囲の両方を設定する必要がある場合は、両方の変数をURLに含めます。
このパラメータでセッション変数を設定することはできません。ただし、リクエスト変数を設定してセッション変数をオーバーライドすることはできます。たとえば、次のようにリクエスト変数を設定すればNQ_SESSION.REGION_VARをオーバーライドできます:
例:
例:
例:
val#およびvalgrp#パラメータは相互に共存可能ですが、valsv#パラメータとも共存できません。つまり、プロンプトではval#とvalgrp#の任意の組合せが可能ですが、valsv#とval#の両方を指定することはできません。
例:
Go URLに使用するのと同じ演算子を使用します。これらの演算子のリストは、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のナビゲーション・パラメータに関する項を参照してください。
例:
値のデータ型がサブジェクト・エリアによって正しく指定される必要があるプロンプトの場合は、このパラメータを使用します。
例:
プロンプト・リンクに複数のサブジェクト・エリアが含まれている場合は、サブジェクト・エリアを指定しないプロンプト(たとえば、&psa1="Products"."P1 Products")を最初に指定し、サブジェクト・エリアを指定するプロンプト(たとえば、&psa2="B-Sample Target"."Products"."P1 Products")を最後に指定します。
このパラメータを使用しない場合、値は表示値であると見なされます。
例:
例:
複数のレベルにまたがる複数の値がある場合は、値の構文を拡張する必要があります。方法は、「値の構文の拡張」を参照してください。
このパラメータはプロンプト・リンクのフィルタと変数の両方に影響します。
例:
階層列を含むプロンプト・リンクに、複数のレベルにまたがる複数の値がある場合は、値の構文を拡張する必要があります。
値の構文を拡張するには:
プロンプト・リンクは、いくつかの方法で変更できます。
プロンプト・リンクの操作に関するガイドラインは次のとおりです:
日付書式の場合:
時間書式の場合:
タイムスタンプ書式の場合(タイム・ゾーンUTCを想定):
ヒント:
プロンプトURLを手動ですばやく正確に作成するには、対応するプロンプトが設定されているダッシュボードにナビゲートして、目的のプロンプト値を適用し、プロンプトURLを生成するプロンプト・リンクを作成して、そのURLをテンプレートとして使用します。
組織で許可されている場合、ダッシュボード・ページへのリンクを作成できます。
ダッシュボード・ページへのリンクの作成の詳細は、ダッシュボード・ページへのリンクの作成についてを参照してください。
ダッシュボード・ページへのリンクを作成するには:
注意:
管理者は、instanceconfig.xmlファイルに設定して権限を設定し、「ブックマーク・リンクの作成」オプションと「プロンプト・リンクの作成」オプションの表示を制御できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のダッシュボード・ページへのリンクを作成する機能の有効化に関する項および『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。
新しい結果でダッシュボードを置き換える(新しい結果をダッシュボードに直接表示するのではなく)よう設定されている分析でドリルすると、「ブックマーク・リンクの作成」オプションが、「ページ・オプション」メニューのオプションとしてではなく、新しい結果の下のリンクとして表示されます。(分析でのドリルの作用を指定するには、セクションの「プロパティ」メニューの「その場でドリル」オプションを使用します。)
リンクがブラウザのアドレス・バーに表示されます。リンクに応じて次のようにします。
ブリーフィング・ブックにより、データのプレゼンテーションを整理してユーザーに配布できます。
次のトピックで、ブリーフィング・ブックとその使用方法について説明します。
ブリーフィング・ブックは、ダッシュボード・ページ、個々の分析およびBI Publisherレポートの静的または更新可能なスナップショットの集まりです。
次の操作を実行できます。
PDF版のブリーフィング・ブックには、自動生成された目次が含まれます。目次の詳細は、「PDF版のブリーフィング・ブックの目次について」を参照してください。
PDF版のブリーフィング・ブックには、自動生成された目次が含まれます。
目次には、ブリーフィング・ブック内の各ダッシュボード・ページ、分析およびレポートに対するエントリが含まれます。これらの各エントリには、タイムスタンプと、PDFファイル内のページ番号が含まれます。タイムスタンプ値は、コンテンツのブリーフィング・ブックへの保存方法によって異なります。コンテンツが更新可能として保存された場合、タイムスタンプは現在のものです。コンテンツがスナップショットとして保存された場合、タイムスタンプはスナップショットの時間です。
ダッシュボード・ページの各エントリの下に、そのページに含まれているブリーフィング・ブック・リンクが最大9個インデントされて表示されます。これらのエントリにはタイムスタンプは含まれません。次に例を示します。
管理者は、目次のテンプレートを変更して、ブリーフィング・ブックに生成される目次の外観を変更することができます。
注意:
目次は常に英語で生成されます。他の言語はサポートされていません。したがって、ブリーフィング・ブックに生成された目次を翻訳する必要があります。
BI Publisherレポートをブリーフィング・ブックに含める場合については、「ブリーフィング・ブックとBI Publisherレポートの印刷について」を参照してください。
ダッシュボード・ページ(BI Publisherレポートを含むページなど)または個々の分析の内容をブリーフィング・ブックに追加できます。
コンテンツは、既存のブリーフィング・ブックまたは新たに作成するブリーフィング・ブックに追加できます。
コンテンツを新規または既存のブリーフィング・ブックに追加するには:
注意:
「ブリーフィング・ブックへの追加」オプションは、ダッシュボード・ページが空の場合、または「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログの「「ブリーフィング・ブックへの追加」の表示」ボックスがページに対して選択されていない場合、使用できません。
注意:
リンクは、分析のダッシュボードへの追加時に「レポート・リンク」ダイアログで「ブリーフィング・ブックへの追加」オプションが選択された場合にのみ表示されます。「ブリーフィング・ブックへの追加」オプションの設定の詳細は、「レポート・リンク」ダイアログを参照してください。
「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログが表示されます。
コンテンツがブリーフィング・ブックに追加されます。
ブリーフィング・ブックを編集して、コンテンツの並替えや削除、およびコンテンツ・タイプ、ナビゲーション・リンクのプロパティとコンテンツの説明の変更を行えます。
ブリーフィング・ブックを編集するには、次のようにします。
「ブリーフィング・ブックの編集」ダイアログが表示されます。
ダッシュボード・ページ、個々の分析およびBI Publisherレポートの静的または更新可能なスナップショットの集まりを、ブリーフィング・ブックの形式でダウンロードできます。
次の操作を実行できます。
PDF版のブリーフィング・ブックには、自動生成された目次が含まれます。目次の詳細は、「PDF版のブリーフィング・ブックの目次について」を参照してください。
ブリーフィング・ブックをダウンロードする手順:
注意:
ブリーフィング・ブックのPDFファイルを表示または印刷するには、Adobe Readerアプリケーションが必要です。
ブリーフィング・ブックに含まれているBI Publisherレポートは、レポート自体がPDF出力に対応している場合にのみ、PDFファイルに含まれます。
分析やダッシュボードの「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログでの「印刷行」リストの設定により、PDFに分析のすべての行を表示するかそれとも表示されている行のみを表示するかが決まります。
ダウンロードしたブリーフィング・ブックは.mhtファイル拡張子で保存され、ブラウザで開くことができます。ブリーフィング・ブックを電子メールで送信したり、共有できます。
ブリーフィング・ブックのリストをダッシュボード・ページに追加できます。
ブリーフィング・ブックのリストをダッシュボード・ページに追加するには:
「フォルダ・プロパティ」ダイアログが表示されます。
フォルダがダッシュボードに追加されます。ダッシュボード・ページで次のようにします。
エージェントを構成してブリーフィング・ブックをユーザーに配信できます。
エージェントを使用してブリーフィング・ブックを配信するには:
エージェントが稼働すると、ブリーフィング・ブックが配信されます。
この項では、オブジェクトのインラインまたは名前付きでの保存について説明します。次の項目が含まれます。
トピック
特定のオブジェクトを使用する際、他のオブジェクトを作成して、そのオブジェクトとともに保存できます。
他のオブジェクトとともに保存される場合、そのオブジェクトはインラインで保存されます。フィルタ、グループおよび計算項目をインラインで保存できます。たとえば、分析の一部としてグループを作成できます。分析を保存すると、グループはインラインで、つまり分析とともに保存されます。
これらのオブジェクトは、インラインで保存する以外に、個別のオブジェクトとしてOracle BIプレゼンテーション・カタログにサブジェクト・エリアとともに保存できます。オブジェクトを単独で保存すると、オブジェクトは名前付きオブジェクトになります。名前付きオブジェクトによって再利用性が得られます。1つのオブジェクトを作成し、名前付きオブジェクトで指定された列を含む分析、ダッシュボード(フィルタの場合)やダッシュボード・ページ(フィルタの場合)に複数回使用できます。名前付きオブジェクトを更新および保存すると、名前付きオブジェクトが使用されているすべてのオブジェクトに更新がただちに適用されます。
たとえば、グループを分析にインラインで保存した後で、単独のオブジェクトとしてカタログに保存できます。その名前付きグループを「カタログ」ペインから他の分析に適用できます。
名前付きフィルタ、グループおよび計算項目は、関連するサブジェクト・エリア・フォルダに通常保存されます。
サブジェクト・エリア・フォルダに保存することによって、同じサブジェクト・エリアに対して分析を作成する場合にオブジェクトが使用可能であることが保証されます。
/My Foldersに保存されている名前付きオブジェクトは、そのユーザーのみが使用できます。/Shared Foldersフォルダに保存されているオブジェクトは、フォルダにアクセスする権限を持つ他のユーザーも使用できます。サブジェクト・エリア・フォルダが/My Foldersフォルダにも/Shared Foldersフォルダにもない場合、サブジェクト・エリア・フォルダが自動的に作成されます。オブジェクトを保存する際、「名前を付けて保存」ダイアログにはデフォルトの保存パス/My Folders/Subject Area Contents/<subject area>が表示されます。ただし、ダイアログの「フォルダ」領域には、カタログ内のサブジェクト・エリア・フォルダのすべてのインスタンスが表示され続けます。
フィルタをインライン・フィルタまたは名前付きフィルタとして保存できます。
「分析」エディタの「基準」タブにある「フィルタ」ペインでインライン・フィルタを作成する際、オプションでインライン・フィルタを名前付きフィルタとして保存できます。名前付きフィルタは、分析レベルで作成することも、グローバル・ヘッダーからスタンドアロン・オブジェクトとして作成することもできます。
名前付きフィルタは、ダッシュボードに埋め込まれている分析または同じダッシュボード・ページに埋め込まれている分析のすべてまたは一部をフィルタできます。
グループおよび計算項目を保存すると、アプリケーション全体でこれらの関数を再使用できます。
グループまたは計算項目をインライン・オブジェクトまたは名前付きオブジェクトとして保存できます。
保存済グループの分析への追加の詳細は、「別の分析へのグループの追加」を参照してください。
計算項目またはグループを名前付きオブジェクトとしてカタログに保存するには:
ステップのセットをグループとしてカタログに保存するには:
フィルタと選択ステップの2つを使用して、分析を実行すると表示される結果を限定し、結果が特定の質問に対する解答となるようにします。
分析に対して選択した列とフィルタと選択ステップによって、結果に何が含まれるかが決まります。フィルタの選択ステップに基づき、基準に合う結果のみが表示されます。たとえば、所属する業界によっては、フィルタと選択ステップを使用して、業績が最もよい10人、特定のブランドの売上金額、最も収益性の高い顧客などを確認することが考えられます。
プロンプトと呼ばれる別の種類のフィルタは、ダッシュボードのすべてのアイテムに適用できます。実行時にプロンプトを使用して、選択ステップおよびフィルタを完了できます。詳細は、「ダッシュボードおよび分析でのプロンプト」を参照してください。
Oracle BI Enterprise Editionにはフィルタ・ビューと選択ステップ・ビューがあり、これらを分析に追加すると、その分析に適用されているフィルタや選択ステップが表示されます。これらのビューを追加すると、分析内の情報に対するユーザーの理解度が高まります。分析にビューを追加する方法の詳細は、「ダッシュボードでの表示用のビューの追加」を参照してください。
フィルタと選択ステップは列レベル・ベースで適用し、分析でデータを限定する2つの方法を提供します。
フィルタは常に、選択ステップが適用される前に列に適用されます。ステップは指定された順序で適用されます。フィルタと選択ステップは様々な点で異なります。
フィルタ
フィルタを属性列およびメジャー列に直接適用できます。問合せの集計前にフィルタを適用し、問合せとメジャーの結果の値に影響が及ぶようにする必要があります。たとえば、集計すると100になるメンバーのリストがあるとします。時間の経過とともに、フィルタ基準に合うメンバーが増え、集計が200になります。
選択ステップ
選択ステップは問合せの集計後に適用され、表示されているメンバーにのみ作用し、結果の集計値には作用しません。たとえば、集計すると100になる階層メンバーのリストがあるとします。選択ステップを使用してメンバーの1つを削除した場合、集計は100のままです。
選択ステップは、属性列と階層列の両方に作成できます。選択ステップは列ごとで、列をまたぐことができません。属性列には集計メンバーがないため、属性列に対しては選択ステップを使用してもフィルタを使用しても階層列ほど違いは出ません。メジャー列が「選択ステップ」ペインに表示されている場合、ステップによって影響を受けないようステップを作成できません。メジャーは、属性列および階層列に対する条件ステップ(100万ドルより多い売上など)の作成に使用されます。
分析に含めるデータ・メンバーを指定すると、データ・ソースからのデータの選択が作成されます。
選択ごとに、特定の列(製品、地理など)に対するメンバー・セットの基準を指定します。各選択は1つ以上のステップで構成されます。ステップは、選択に影響を与える指示(テキストABCを値に含む製品メンバーの追加など)です。ステップが実行される順序は、データの選択に影響を及ぼします。各ステップはその列のすべてのメンバーに作用するのではなく、前のステップからの結果に増分的に作用します。
これらの選択ステップは、「選択ステップ」ペインに表示できます。ステップは、次の方法で作成されます。
選択ステップのタイプは次のいずれかです。
詳細は、グループと計算項目の使用を参照してください。
注意:
選択ステップの実行中に、テキスト以外(日付や時間など)の階層列のメンバーを検索すると、結果なしになります。
ステップは、様々な場所で表示できる「選択ステップ」ペインで作成します。
データ・ソースからのデータの選択基準を指定する際の指示を提供する選択ステップを作成します。分析に列を追加すると、暗黙的な「すべてのメンバーで開始」ステップが追加されます。「すべて」とは、フィルタ適用後の列のすべてのメンバーを意味します。
たとえば、「Office」列のメンバー(Baltimore、AustinおよびAthens)の基準を指定するステップを作成できます。
次の手順で、「結果」タブでのステップの作成方法について説明します。
選択ステップを作成するには:
ペインは、「結果」タブの下部に縮小して表示される場合もあります。プラス記号のアイコンをクリックして展開します。
ビューの特定の階層列または属性列に対するデータの選択を絞り込むために、右クリックの相互作用(「関連項目の追加」や「保持のみ」など)を使用すると、選択ステップが自動的に作成されます。「ビューの右クリック相互作用」を参照してください
分析に選択ステップを追加した後、「分析」エディタの「結果」タブに移動して、「選択ステップ」ビューを分析に追加します。選択ステップ・ビューを追加すると、その分析に適用された選択ステップをユーザーが実行時に表示できるようになります。「選択ステップ」ビューの追加の詳細は、「結果」タブの「選択ステップ」エディタを参照してください。
次の手順に記載のとおり、既存の選択ステップを編集できます。
選択ステップを編集するには:
ステップを編集するダイアログの表示、ステップの削除、ステップのリスト内のステップの順序の変更など様々なタスクを行えます。
グループまたは計算項目の場合、名前をクリックして、編集や保存のオプションが含まれたメニューを表示します。
選択ステップをグループ・オブジェクトとして保存すると、それらを複数の場所で再利用できます。
選択ステップのセットを作成した場合、インラインまたは名前付きでのグループおよび計算項目の保存に記載のとおり、セットをグループ・オブジェクトとして保存し、再利用できます。
リポジトリが二重列用に構成されている場合、二重列に選択ステップを作成できます。
二重列上に選択ステップを作成するには、その列の表示値を選択します。その表示値に対応するコード値を使用してステップが自動的に評価されます。
二重列を使用する場合、注意して「新規計算項目」ダイアログを使用してください。計算項目のカスタム式に、データ・セットの最初の行からの列を指定する$1などの位置の演算子を含めることができます。位置の演算子を含める場合、式の評価時、表示値はコード値にマップされません。
二重列の詳細は、「二重列機能の理解」を参照してください。
列に名前付きまたはインライン・フィルタを作成して特定のデータを表示できます。
フィルタを編集用に開く方法の詳細は、「列フィルタの編集」を参照してください。
列フィルタを作成するには:
注意:
リポジトリが二重列用に構成されていて、次と等しい/次に存在する、次と等しくない/次に存在しないまたは次の間にある以外の演算子を使用し、表示値ではなくコード値を指定する場合、表示列ではなく、コード列を明示的に選択する必要があります。二重列の詳細は、「二重列機能の理解」を参照してください。
列を選択すると、「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。
注意:
別のサブジェクト領域にある列のフィルタを追加する場合、「サブジェクト領域」ペインの「サブジェクト領域の追加/削除」ボタンをクリックし、まず、そのサブジェクト領域を分析に追加する必要があります。
特定の値を検索するには、リスト・ボックスで「検索」をクリックします。「値の選択」ダイアログが表示され、値を検索して選択できます。
リポジトリが二重列用に構成されていて、表示列にフィルタを作成する場合、デフォルトでは表示値を指定します。ただし、組織によってコード値の表示が許可されている場合は、次に示す演算子のいずれかを使用した場合にかぎり、表示値のかわりにコード値を指定できます。
コード値を指定するには、「コード列による選択」チェック・ボックスを選択し、値を指定します。
注意:
これは、1方向の変換です。「このフィルタをSQLに変換する」ボックスを選択した後は、「フィルタの編集」ダイアログでフィルタを表示または編集できなくなります。フィルタをSQL文に変換した後は、フィルタ・アイテムは「高度なSQLフィルタ」ダイアログでSQL文としてのみ表示および編集できます。
このオプションの詳細は、「分析の列フィルタに対するSQL文の作成または編集」を参照してください。
詳細は、「インラインまたは名前付きでのオブジェクトの保存」を参照してください。
保存済フィルタをオープンおよび編集する手順は、次のとおりです。
名前付きフィルタを編集して保存した場合は、フィルタが使用される場所にフィルタに対する変更が伝播されます。
フィルタを編集するには:
このSQL関数により、標準以外のフィルタを追加できます。
この項には、EVALUATE_PREDICATE関数の使用に関する次のトピックが含まれています。
この関数の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドを参照してください。
EVALUATE_PREDICATE関数は、インライン・フィルタ句として追加できます。
この関数は、階層列には使用できません。Oracle BI EEのフィルタ演算子で適切なフィルタ句を作成できない場合にこの関数を使用します。この関数は、ブールを戻り値とするデータベース関数用で、SQL関数にのみ使用できます。EVALUATE_PREDICATEのサポートは、多次元のデータ・ソース全体には及んでいません。また、EVALUATE_PREDICATEをXMLデータ・ソースに使用できません。
インライン・フィルタ句としてEVALUATE_PREDICATE関数を追加するには、管理者からEVALUATE_PREDICATE関数の追加権限を付与されている必要があります。
例
EVALUATE_PREDICATE関数の使用方法の例は、次のとおりです。この例では、Products.P4 Brand値は、6文字より長い必要があります。実行後、この例では、P4 Brand列のデータの長さが6文字より長い(BizTechやHomeViewなど)行を返します。
この手順では、EVALUATE_PREDICATE関数をインライン・フィルタに追加する方法について説明します。
この関数は、階層列には使用できないことに注意してください。詳細は、フィルタにEVALUATE_PREDICATE関数を使用する方法およびOracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドを参照してください。
EVALUATE_PREDICATE関数をインライン・フィルタに追加するには:
「新規EVALUATE_PREDICATE関数」ダイアログが表示されます。
正しい構文の入力例は、「フィルタにEVALUATE_PREDICATE関数を使用する方法」を参照してください。
EVALUATE_PREDICATE関数が「フィルタ」ペインに表示されます。
分析でデータをフィルタしたい場合、名前付きフィルタを適用できます。
次の手順を使用して、名前付きフィルタを分析に適用します。
名前付きフィルタを分析に適用するには:
フィルタが「フィルタ」ペインに表示されます。
列フィルタをANDやORブール演算子と組み合せ、グループ化することにより、SQL文を知らなくても複雑なフィルタを作成することができます。
グループ化により、Oracle BI EEが分析をフィルタする優先順を定めることができます。
列フィルタを別の列フィルタと組み合せる手順:
2つ目のフィルタ・アイテムを追加すると、2つ目のフィルタ・アイテムの前に「AND」演算子が表示されます。
注意:
フィルタをグループ化する場合、フィルタには3つ以上のフィルタ・アイテムが含まれている必要があります。
詳細は、「インラインまたは名前付きでのオブジェクトの保存」を参照してください。
別の分析から返された値に基づいてフィルタを作成できます。
値の列を返す保存済分析はどれでも、分析内の一致する列のフィルタに使用できます。
別の保存済分析の結果に基づいてフィルタを作成するには:
インライン・フィルタを使用する場合、「フィルタ」ペインに移動し、「フィルタ」ペインのツールバーで「現在のサブジェクト・エリアのフィルタを作成」ボタンをクリックしてフィルタの作成対象の列を選択します。
「保存済分析」、「関係」および「次の列の値を使用」フィールドが表示されます。
保存済分析からの列名が「次の列の値を使用」ドロップダウン・リストに表示されます。
フィルタとして使用する論理SQL WHERE句を作成または編集できます。
この機能は通常は必要ありませんが、高度なフィルタ機能を必要とするユーザーが使用します。SQL句の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドを参照してください。
注意:
フィルタをSQL文に変換した後は、フィルタ・アイテムは「高度なSQLフィルタ」ダイアログでSQL文として表示および編集できます。「フィルタの編集」ダイアログでは、フィルタを表示または編集できなくなります。
列フィルタのSQL構文を作成または編集するには:
インライン・フィルタを使用する場合、「フィルタ」ペインに移動し、「フィルタ」ペインのツールバーで「現在のサブジェクト・エリアのフィルタを作成」ボタンをクリックしてフィルタの作成対象の列を選択します。
「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。
「高度なSQLフィルタ」ダイアログが表示されます。
計算済メジャーは他のメジャーから導出され、式を使用して作成されます。
次の手順で、計算済メジャーを作成します。
注意:
直接データベース問合せまたは組合せリクエストには計算済メジャーを追加できません。
計算済メジャーを編集するには:
計算済メジャーは、「分析」エディタの「基準」タブから編集できます。
ヒート・マトリックス、表、ピボット表、トレリスまたはグラフにデータを表示する方法として、グループまたは計算項目を作成できます。
グループや計算項目を使用すると、データ・ソースに存在しない新規メンバーを列に追加できます。これらのメンバーは、カスタム・メンバーとも呼ばれます。
グループでは、一緒に表示されるメジャー列の既存の集計関数が使用されます。集計は、Oracle BIサーバーの最下位詳細レベルから上方に行われますが、値が二重に集計されることはありません。
グループまたは計算項目の作成時に「すべてのビュー」オプションを選択すると、グループと計算項目の両方が分析全体の選択ステップになります。したがって、その分析のすべてのビューに使用されます。これらのグループおよび計算項目は、インライン・オブジェクトとしても、名前付きオブジェクトとしても保存できます。詳細は、「インラインまたは名前付きでのオブジェクトの保存」を参照してください。
「現在のビュー」オプションを選択して特定のビューに対するグループまたは計算項目を作成する場合、グループまたは計算項目は特定のアクティブなビューにのみ適用されます。
グループ(他の製品では「保存済選択」とも呼ばれます)は、列のユーザー定義メンバーです。
グループはメンバーのリストの場合も、メンバーのリストを生成するために実行する選択ステップのセットの場合もあります。すべてのメンバーは同じ属性列または階層列に属し、階層列内の階層レベルは異なっていてもかまいません。グループは常に、列リストの最下部に、追加された順(「選択ステップ」ペインに表示される順)に表示されます。グループには、メンバーまたは他のグループを含めることができます。カスタム・グループを作成して、ビュー内の列にカスタム・グループを追加できます。
グループはカタログに保存して再利用できます。たとえば、グループを分析およびダッシュボードの列プロンプトまたは変数プロンプトに適用できます。グループをプロンプトに適用すると、実行時、プロンプトでは、グループまたはグループのメンバーが選択リスト・オプションとしてユーザーに示されます。ユーザーがグループまたは列メンバーを選択した場合のプロンプトによる選択ステップのオーバーライドの詳細は、「列プロンプトによる選択ステップのオーバーライド」を参照してください。
計算項目はメンバー間の計算で、1つのメンバーとして表されます。
計算項目を使用すると、Oracle BIリポジトリで指定されているデフォルトの集計ルール、およびデザイナによって選択されている集計ルール(既存の分析の場合)をオーバーライドできます。計算項目は、カスタム式を使用して(デフォルト)または選択したメンバーと関数(SUMなど)を組み合せて定義できます。
計算項目は、ユーザーが定義した列のメンバーです。計算項目には、メンバーまたは他の計算項目を含めることができます。計算項目は常に、列リストの最下部に、追加された順(「選択ステップ」ペインに表示される順)に表示されます。計算項目はカタログに保存して再利用できます。
計算項目は、メンバーのセットを1つのエンティティとして表示したり操作する場合に便利です。たとえば、次のものに対して計算項目を定義できます。
計算項目は、様々な場所で列に対して作成できます。計算は、「表とピボット表への合計の追加」に記載されている、メジャーに適用されるデフォルトの集計ルールとは異なります。内部では、計算項目は、SQLのSELECT文として処理され、指定された関数が結果セットに対して実行されます。SQL関数の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition論理SQLリファレンス・ガイドを参照してください。
グループまたは計算項目を使用して、新しいメンバーを列に追加します。
たとえば、モバイル・デバイスに対して生成された売上金額をレビューし、その数字を他の製品タイプと比較できます。「Product」列に対して、折り畳み式携帯電話とスマートフォンが含まれる「Mobile Devices」というグループを作成できます。次の手順を使用して、計算項目またはグループを作成します。
計算項目またはグループを作成するには:
ボタンは複数の場所にあります。次のリストに、それらの場所の一部を示します。
注意:
右クリック・メニューを使用してダッシュボード内のビューに計算項目またはグループを追加する場合、計算項目またはグループは「現在のビュー」にのみ追加されます。
「すべてのビュー」オプション・ボタンを使用してグループまたは計算項目を追加すると、追加する新しいビューにもそのグループまたは計算項目が追加されます。
「現在のビュー」オプション・ボタンを使用してグループまたは計算項目を追加すると、追加する新しいビューには、そのグループまたは計算項目が追加されません。
エラーが検出された場合、メッセージが表示されます。エラーを修正し、「OK」を再度クリックします。
注意:
Oracle Online Analytical Processing (OLAP)が分析のデータ・ソースで場合にグループを使用すると、エラーが発生する可能性があります。ビューにグループが含まれている状態でエラー・メッセージが表示された場合、その分析のメジャー列が外部集計を使っていることが問題の原因である可能性があります。次のソリューションのいずれかを実装することについて、管理者に確認してください。
- リポジトリのメジャーに対し、集計ルールを明示的に指定します。
- Oracle OLAP分析ワークスペースのディメンション・メンバーとして適切な値のグループを作成します。
ユーザーに対して最も役立つ情報を表示するようにグループおよび計算項目を更新できます。
グループや計算項目は、様々な方法で編集できます。
グループまたは計算項目の値は、次のリストに示すように、フィルタや選択ステップの影響を受けます。
「現在のビュー」オプション・ボタンを使用して作成したすべてのビューからグループまたは計算項目を削除すると、グループまたは計算項目は残りますが、その後追加する新しいビューには追加されなくなります。
「すべてのビュー」オプション・ボタンを使用して作成したすべてのビューからグループまたは計算項目を削除すると、グループまたは計算項目は残り、その後追加する新しいビューに追加されます。
右クリック・メニューを使用してグループまたは計算項目を削除する場合は、次の点を考慮してください。
別の分析で作成された列と同じ列にグループを追加できます。
分析に追加されるグループは、メンバーのリスト、または選択ステップのセットのいずれかとなります。これらのグループの詳細は、「グループ・オブジェクトとしての選択ステップの保存」を参照してください
次の手順で、「結果」タブを使用したグループの追加方法について説明しますが、これは、「カタログ」ペインが表示される任意の場所で行うことができます。次の方法でもグループを追加することができます。
「カタログ」ペインを使用してグループを別の分析に追加するには:
グループまたはグループのメンバーは、「選択ステップ」ペインの「追加」ステップとして含められます。必要に応じてステップを並べ替えることができます。
グループや計算項目を使用していて、それらをネストする必要が生じる場合があります。ネストとは、たとえば、グループの内部にグループを作成することです。
次のリストに、グループおよび計算項目をネストする様々なシナリオを示します。
計算項目について理解するには、SQLについての基本的な理解が必要です。
この項の例と説明は、SQL文と構文に対する基本的な知識があることを前提としています。これらの例に示される構文は、「新規計算項目」ダイアログのカスタム式関数に適用されます。例は仮定のものです。すべての計算項目が示されているわけではありません。
例6-1 現在のメジャーの値の取得
この例には、SoftDrinkA、SoftDrinkB、SoftDrinkCの各製品の現在のメジャーの値(売上金額など)を取得し、値を合計するコードを示します。
これは、「関数」リストから「SUM」を選択し、SoftDrinkA'、'SoftDrinkB'、'SoftDrinkC'をクリックして、「関数」フィールドに追加するのと同じです。
例6-2 現在のメジャーの最小値の取得
この例には、SoftDrinkAまたはSoftDrinkBの現在のメジャー(売上金額など)の最小値、つまりいずれか小さい方を取得するコードが示されています。
この例と前の例では、各関数計算項目は、製品レイヤーなどの外側のレイヤーの各メンバーに対して実行されます。たとえば、軸に年と製品があり、先行する計算項目の1つが製品レイヤーに基づく場合、結果は年ごとに計算されます。
例6-3 外側のレイヤーの各アイテムの値の取得
この例には、年や製品などの外側のレイヤーの各アイテムの値を取得し、合計するコードが示されています。
SoftDrinkAなどの属性列の名前付きアイテムを指定するかわりに、$nや$-n(nはアイテムの行位置を示す整数)と指定できます。$nを指定すると、メジャーはn番目の行から取得されます。$-nを指定すると、メジャーは最後からn番目の行から取得されます。
たとえば、売上金額の場合、$1でデータ・セットの最初の行からメジャーが取得され、$-1でデータ・セットの最後の行からメジャーが取得されます。
例6-4 メジャーの値の取得と合計
この例には、売上金額などの現在のメジャーの1番目、2番目および3番目の行からアイテムを取得し、合計するコードが示されています。
例6-5 売上値の合計
この例には、SoftDrinkA、SoftDrinkBおよびSoftDrinkCの売上を合計するコードが示されています。例に示す2つの計算項目は同じであることに注意してください。つまり、Sumはデフォルトの関数であるため、省略できます。
例6-6 売上値の合計と最大値の戻し
この例には、SoftDrinkAの売上とdiet SoftDrinkAの売上を合計し、SoftDrinkBの売上とdiet SoftDrinkBの売上を合計して、2つの金額のうち大きい方を返すコードが示されています。
トピック
この章の内容は次のとおりです。
インライン・プロンプトとダッシュボード・プロンプトの違いは、格納場所と実行時の動作の2点です。
分析レベルで作成されるプロンプトは、インライン・プロンプトと呼ばれます。これは、プロンプトが分析に埋め込まれて、Oracle BIプレゼンテーション・カタログに格納されず、他の分析に追加できないためです。エンド・ユーザーはインライン・プロンプトを使用して、分析の内容を決定するデータ値を指定できます。インライン・プロンプトは、列プロンプト、変数プロンプト、イメージ・プロンプト、通貨プロンプトのいずれかです。インライン・プロンプトを作成する際、プロンプトに対する列と演算子を選択し、ユーザーへの表示方法とユーザーによる値の選択方法を指定します。ユーザーの選択によって、ダッシュボードに埋め込まれる分析の内容が決まります。インライン・プロンプトは初期プロンプトです。つまり、分析のレンダリング時にのみ表示されます。ユーザーがプロンプト値を選択すると、プロンプト・フィールドが分析から消えます。別のプロンプト値を選択する唯一の方法は、分析を再実行することです。
ダッシュボード・レベルで作成されるプロンプトは、ダッシュボード・プロンプトと呼ばれます。これは、プロンプトが特定のダッシュボード外で作成されて、カタログにオブジェクトとして格納され、プロンプトに指定されている列を含むダッシュボードまたはダッシュボード・ページに追加できるためです。エンド・ユーザーは、ダッシュボード・プロンプトを使用してダッシュボード上のすべての分析およびスコアカード・オブジェクトの内容を判断するデータ値を指定できます。ダッシュボード・プロンプトは、列プロンプト、変数プロンプト、イメージ・プロンプト、通貨プロンプトのいずれかです。ダッシュボード・プロンプトは再利用可能です。1つのプロンプトを作成して何度も使用できます。プロンプト・オブジェクトを更新および保存すると、プロンプトが使用されているすべてのダッシュボードに更新がただちに表示されます。ダッシュボード・プロンプトは特定種類のフィルタで、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページに対する作成、保存および適用時に、ダッシュボードに埋め込まれている分析およびスコアカード・オブジェクトや、同じダッシュボード・ページに埋め込まれている分析およびスコアカード・オブジェクトのすべてまたは一部をフィルタリングできます。ダッシュボード・プロンプトは対話形式のプロンプトで、ユーザーがダッシュボードを再実行せずに異なる値のプロンプトを表示できるように、常にダッシュボード・ページ上に表示されます。ユーザーはダッシュボード・プロンプトを作成し、プライベート・フォルダまたは共有フォルダのいずれかに保存します。
ビジネス・モデルで名前が変更された列をダッシュボードで使用する場合、名前が変更された列に基づく既存のダッシュボード・プロンプトは、新しく作成された分析では動作しません。この問題を回避するには、カタログ・マネージャを使用してカタログの列の名前を変更します。
列プロンプトの作成の詳細は、「列プロンプトの作成」を参照してください。
列プロンプトは最も一般的で、柔軟性の高いプロンプト・タイプです。
列プロンプトを使用すると、ダッシュボードまたは分析に固有の値プロンプトをスタンドアロンで作成したり、既存のダッシュボードと分析フィルタの展開または調整を行うことができます。列プロンプトは、階層列、メジャー列および属性列に対して分析レベルまたはダッシュボード・レベルで作成できます。
ユーザーが、ビジネス上の重要な決定を行うために必要なデータを簡単かつ正確に見つけることができるよう、ユーザーのビジネス・ニーズと役割に特化したインテリジェント・プロンプトを作成できます。
Oracle BI Enterprise Editionでは、コンテンツ設計者は、通貨プロンプト、イメージ・プロンプトおよび変数プロンプトも作成できます。これらのプロンプトの詳細は、他のプロンプト・タイプを参照してください。
列プロンプトと選択ステップの相互作用
選択ステップを使用すると、ユーザーは、属性列およびメジャー列からのデータの指定や精選を行ったり、ある種のフィルタを階層列に設定できます。選択ステップは、データの集計後に適用されることに注意してください。列に対して選択ステップを作成する際、選択の1ステップをダッシュボードまたは分析の列プロンプトでオーバーライドするオプションがあります。オーバーライド・ステップの前後の選択ステップはすべて指定されたとおりに処理されます。オーバーライド・ステップは、列プロンプトによって収集されたユーザー指定のデータ値を使用して処理されます。階層列に対して作成される列プロンプトには、「選択リスト」入力オプションのみ含めることができます。
選択ステップの詳細は、「フィルタおよび選択ステップとは」および「データの選択の使用」を参照してください。選択に使用するプロンプトの作成の詳細は、「列プロンプトによる選択ステップのオーバーライド」を参照してください。
列プロンプト以外に、通貨プロンプト、イメージ・プロンプトおよび変数プロンプトを作成できます。
次のリストで、これらのプロンプト・タイプについて説明します。
列プロンプトの詳細は、「列プロンプトとは」を参照してください。
設計時、プロンプトのユーザー・インタフェース・コンポーネントを指定する必要があります。
このユーザー・インタフェース・コンポーネントによって、ユーザーが実行時にプロンプト値を入力できます。いくつかのユーザー入力オプションから選択できます。ラジオ・ボタン・オプションでは、ユーザーはプロンプト値を1つのみ指定できます。チェック・ボックス、選択リスト、リスト・ボックスおよびテキスト・フィールドの各オプションでは、ユーザーは1つまたは複数のプロンプト値を選択できます。スライダ・オプションでは、ユーザーは、値の範囲を指定して複数の値を選択したり、指定した値より小さい、または大きいすべての値を選択(200以上のすべての値を含めるなど)できます。使用できる入力オプションのタイプは、使用する列タイプによって異なることに注意してください。次の項で、各入力オプションについて説明します。
チェック・ボックス
チェック・ボックス・入力オプションでは、全プロンプト値が表示されたリストがユーザーに提供されます。各値の前には、選択可能な小さなボックスが表示されます。この入力オプションは、小規模なデータ・セットを含むプロンプトに適しています。リスト・ボックス・入力オプションは、大規模なデータ・セットを含むプロンプトに適していることに注意してください。このユーザー入力タイプによって、ユーザーが1つ以上のプロンプト値を選択することが自動的に可能になります。特定のプロンプト値を選択するには、ユーザーは、リストにざっと目を通し、特定のアイテムに対応するボックスをクリックします。
次の図に、列プロンプトまたは変数プロンプトに対する「チェック・ボックス」ユーザー入力オプションの例を示します。入力要求される列は「D51 Area」で、各値オプション(「Africa」、「Central」および「East」)は、小さなボックスの横に表示されます。値を選択するには、ユーザーは、プロンプト値の横にある小さなボックスをクリックします。この例では、「Africa」と「Central」が選択されており、ユーザーが複数のプロンプト値を選択できることがわかります。

選択リスト
選択リスト・入力オプションでは、すべてのプロンプト値の縮小されたリストがユーザーに提供されます。このオプションは、特定の値を検索する機能をユーザーに提供する、値の長いリストに有用です。このユーザー入力タイプは、プロンプト値を1つのみ受け入れるように設定することも、複数のプロンプト値を受け入れるように設定することもできます。
この入力オプションでは、フィールドとリストが提供されます。ユーザーが下向きの矢印ボタンをクリックすると、すべてのプロンプト値が含まれたリストが展開されます。展開されたリストから特定のプロンプト値を選択するには、ユーザーはリストをスクロール(または、リストを検索)し、特定の値に対応するボックスをクリックします。この入力オプションを階層列に使用する場合、ユーザーがプロンプト値を検索できる検索ダイアログが表示されます。
次の図に、列プロンプトまたは変数プロンプトに対する「選択リスト」ユーザー入力オプションの例を示します。入力要求される列はD51 Areaです。ユーザーは、「D51 Area」フィールドの横の下向きの矢印ボタンをクリックして、値のリストにアクセスします。値のリストにアクセスすると、各値オプション(「Africa」、「Central」、「East」、「Eastern」、「Europe」および「Middle East」)が、小さなボックスの横に表示されます。値を選択するには、ユーザーは、プロンプト値の横にある小さなボックスをクリックします。この例では、「Africa」と「Central」が選択されており、ユーザーが複数のプロンプト値を選択できることがわかります。ユーザーは、値のリストの最後にある「検索」をクリックして、特定の値を検索することもできます。

リスト・ボックス
リスト・ボックス入力オプションでは、すべてのプロンプト値が表示されたリストがユーザーに提供されます。この入力オプションは、大規模なデータ・セットを含むプロンプトに適しています。チェック・ボックス入力オプションは、小規模なデータ・セットを含むプロンプトに適していることに注意してください。このユーザー入力タイプは、ユーザーがプロンプト値を1つのみ選択できるように設定することも、[Ctrl]とマウス・クリックまたは[Shift]とマウス・クリックを使用して複数選択できるように設定することもできます。
特定のプロンプト値を選択するには、ハイパーリンクをクリックする場合と同様に、ユーザーはリストにざっと目を通し、プロンプト値名(Chicagoなど)を選択します。リスト・ボックス・オプションはチェック・ボックス・オプションに非常によく似ていますが、リスト・ボックス・オプションの場合、各値の前にボックスはありません。
次の図に、列プロンプトまたは変数プロンプトに対する「リスト・ボックス」ユーザー入力オプションの例を示します。入力要求される列はD51 Areaです。リストには、各値オプション(「Africa」、「Central」、「East」、「Eastern」および「Europe」)が含まれています。値を選択するには、ユーザーは値をクリックします。この例では「Central」が選択されています。

ラジオ・ボタン
ラジオ・ボタン入力オプションでは、全プロンプト値が表示されたリストがユーザーに提供されます。各プロンプト値の前には、ラジオ・ボタンが表示されます。このオプション・タイプは、ユーザーがプロンプト値を1つのみ選択する、値の短いリストに有用です。プロンプト値を選択するには、ユーザーは、リストにざっと目を通し、特定のアイテムに対応するラジオ・ボタンを選択します。
次の図に、列プロンプトまたは変数プロンプトに対する「ラジオ・ボタン」ユーザー入力オプションの例を示します。入力要求される列はD51 Areaです。リストには、各値オプション(「Africa」、「Central」、「East」、「Eastern」、「Europe」および「Middle East」)が含まれています。値を選択するには、ユーザーは、値に対応するラジオ・ボタンをクリックします。この例では、「Central」ラジオ・ボタンが選択されています。

スライダ
注意:
プロンプトのフィールド・サイズを設定する「プロンプト幅」オプション、および「ラベルをラップして合せる」プロンプトのページ設定オプションは、このユーザー入力タイプ用には指定したり、適用したりできません。
スライダ入力オプションは、数値データ値にのみ使用できます。このオプションでは、ユーザーは、選択した演算子に応じて、値の範囲を指定して複数の値を選択したり、指定された値より小さい、大きいまたは等しいすべての値を選択できます。数直線で表された、ある範囲のプロンプト値をユーザーに提供する場合、スライダ・オプションを選択します。数直線には、ある範囲(10,000から20,000など)のプロンプト値が表示されます。プロンプト値を選択するには、ユーザーは、数直線上の値をクリックするか、つまみをクリックしてドラッグし、希望の値を選択します。ユーザーがクリックして値を選択できる上向きまたは下向きの矢印ボタンを持つスピナー・ボックスも提供されます。プロンプトにスライダ・オプションと次の間にある演算子を選択した場合、ユーザーは2つのつまみをクリックしてドラッグし、プロンプトに対する値の範囲を選択します。2つのスピナー・ボックスが提供され、入力または上向きと下向きの矢印ボタンを使用して値の範囲を指定できます。
次の図に、列プロンプトに対する値の範囲を受け入れる「スライダ」ユーザー入力オプションの例を示します。入力要求される列は7-Shipped Amountです。スライダ自体は数直線であり、最も左側には数値ラベル500K、中央には数値ラベル750K、そして最も右側には数値ラベル1Mがあります。数直線の上に、2つのスピナー・ボックスもあります。ユーザーは、これらのスピナー・ボックスから1つの値を選択する(1つ目のスピナー・ボックスでも2つ目のスピナー・ボックスでも500000を選択するなど)ことも、2つの値を選択して値の範囲を指定する(1つ目のスピナー・ボックスで500000を、2つ目のスピナー・ボックスで750000を選択するなど)こともできます。スピナー・ボックスに値を指定するには、値を入力するか、ボックスの上向きおよび下向きの矢印を使用して希望の値までスクロールします。数直線から値を選択するには、つまみをクリックして希望の値までドラッグするか、両方のつまみをクリックおよびドラッグして値の範囲を指定します。この例では、500000から750000までの範囲の値が選択されています。

テキスト・フィールド
テキスト・フィールド入力オプションは、ユーザーが特定のプロンプト値を入力できるフィールドをユーザーに提供します。このオプションは、複数のプロンプト値に使用できません。このオプションでは、フィールドとフィールド・ラベルのみが表示されます。このオプションは、ユーザーがプロンプト値を知っていて検索する必要がない場合、または数値のプロンプトに有用です。入力するプロンプト値は列の値に一致する必要があることに注意してください。たとえば、列のデータ値がAMERICAS(すべて大文字)の場合、ユーザーは、テキスト・フィールドにAMERICASと入力する必要があります。数値にはカンマを含めることはできません。リポジトリが二重列用に構成されている場合、表示列にプロンプトを作成して「テキスト・フィールド」を指定すると、コード値ではなく表示値に対してフィルタリングが行われます。
次の図に、列プロンプトまたは変数プロンプトに対する「テキスト・フィールド」ユーザー入力オプションの例を示します。入力要求される列はD52 Areaです。「D51 Region」ラベルの隣のフィールドは空です。このフィールドに、ユーザーは地域の名前(「AMERICAS」、「APAC」および「EMEA」など)を入力します。この例は、AMERICASがテキスト・フィールドに入力されたことを示しています。

モバイル・デバイスでも、同じような機能のプロンプトがOracle BI Mobileアプリケーションに表示されますが、表示方法およびユーザーの操作方法が異なります。
デスクトップ版のOracle Business Intelligenceで行ったプロンプト・ラベルのカスタマイズは、Oracle Business Intelligence Mobileで表示されるプロンプトには影響しません。Oracle BI Mobileでは、プロンプトの書式設定に関するすべてのプロパティが無視されます。
プロンプトを様々に組み合せて関連付け、的確で意味のあるデータをユーザーがリクエストできるダッシュボードおよびレポートを作成できます。
プロンプトの組合せや関連付けによって、ダッシュボード・プロンプトと分析プロンプトとの対話方法を指定できます。通貨プロンプトと変数プロンプトは組合せや関連付けに使用できないことに注意してください。
たとえば、地域ごとの製品の売上高に関する情報を含む分析Aを作成し、地域列に保護オプションを追加し、地域プロンプトを追加します。次に、地域ごとの営業担当者に関する情報を含む分析Bと、地域ごとの市の情報を含む分析Cを作成します。地域に対するダッシュボード・プロンプトを作成し、保存します。ダッシュボードを作成して、分析A、B、Cと地域ダッシュボード・プロンプトを追加し、ダッシュボードを実行すると、ダッシュボード・プロンプトの入力は、分析BとCにのみ作用します。このシナリオでは、分析Aの地域列フィルタ値を保護に設定したため、分析Aではダッシュボード・プロンプトで指定されている地域値は使用されません。つまり、分析Aでプロンプト値を受け入れる唯一の方法は、ユーザーが地域Aのプロンプト・フィールドにプロンプト値を指定するかどうかです。
プロンプトの組合せと関連付けには様々な方法があります。この表では、各方法を説明します。
| 関連付け方法 | 説明 |
|---|---|
自動関連付け | Oracle BI Enterprise Editionの自動関連付け機能では、列に対して機能するプロンプトを作成すること、つまり、プロンプトをアクティブ化して適用することを前提としています。Oracle BI EEでは、分析を作成して列プロンプトまたはイメージ・プロンプトを追加すると、自動関連付け方法が適用されます。この自動関連付け方法には、「プロンプトで使用」フィルタ演算子は必要ありません。任意の保護されていないフィルタが使用されます。 フィルタ演算子を「プロンプトで使用」に設定すると、プロンプトとフィルタとの間の制御について、自動関連付け方法より精密なレベルで行えることに注意してください。詳細は、この表の「フィルタの演算子を「プロンプトで使用」に設定」行を参照してください。 |
制約付きプロンプト | この方法をプロンプト内のいくつかの列に使用し、ユーザーのプロンプトの選択肢が後続の選択肢に基づくよう強制します。制約付きプロンプトはプロンプト・オプションのダイアログで設定でき、選択肢を絞るプロンプトを指定します。たとえば、ある列は地域をフィルタし、次の列は市をフィルタする場合、市の列は、選択した地域内の市のみを表示するよう強制されます。 |
フィルタの演算子を「プロンプトで使用」に設定 | この方法を使用して、フィルタと相互作用する複雑なプロンプトを作成します。この方法を使用すると、ダッシュボード・プロンプト、インライン・プロンプトおよびフィルタが埋込み分析にどのように適用されるかを完全に制御できます。 |
「選択ステップ」の「プロンプトでオーバーライド」オプション | この方法を使用すると、分析またはダッシュボードの列プロンプトを使用して、階層列または属性列に対する特定の選択ステップにデータの選択肢が提供されます。フィルタは階層列に使用できないため、選択ステップが、階層列にプロンプトを使用できる唯一の方法です。列の選択ステップ・セットごとに1つの選択ステップのみをプロンプトでオーバーライドできます。オーバーライド・ステップの前後のすべてのステップは指定どおりに処理されます。 選択ステップの詳細は、フィルタおよび選択ステップとはおよびデータの選択の使用を参照してください。セクションを操作するプロンプトの作成の詳細は、列プロンプトによる選択ステップのオーバーライドを参照してください。 |
保護されたフィルタと保護されていないフィルタ | この方法を使用して、該当する列のフィルタ値が「プロンプトで使用」以外に設定されている場合にダッシュボード・プロンプトがインライン・プロンプト値を提供するかどうかを決定します。保護されていないフィルタと保護されたフィルタの設定は、ダッシュボード・プロンプトとインライン・プロンプトが同じダッシュボードにあり、両方のプロンプトが同じ列に対して作成されている場合に使用されます。 列のフィルタ値が保護されていない場合、ダッシュボード・プロンプト値によって分析の結果が決まります。フィルタ値が「プロンプトで使用」以外(「次と等しい/次の範囲内にある」など)に設定され、フィルタが保護されたフィルタに設定されている場合、ダッシュボード・プロンプトではレポートの結果は決まりません。 フィルタの保護の詳細は、「「フィルタ」ペイン」を参照してください。 |
プロンプトによって柔軟性の高いダッシュボードや分析を作成できるため、複雑なダッシュボードのプロンプトのOracle BI EEでの開始方法を理解することは重要です。次のリストに、Oracle BI EEが実行時にデフォルト値で適用するプロンプトの順序を示します。
非表示のプロンプトの詳細は、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページへの非表示のダッシュボード・プロンプトの追加を参照してください。
オートコンプリート機能は特定のタイプのプロンプトに対して使用可能です。
Oracle BI EEには、プロンプトのオートコンプリート機能が用意されており、この機能を有効化すると、プロンプト選択フィールドへのユーザー入力時に、一致するプロンプト値が提示および強調表示されます。
オートコンプリートは、「新規プロンプト」ダイアログでプロンプト設計者が「値の入力をユーザーに許可」オプションを選択した場合に、選択リスト・タイプのプロンプトに対してのみ有効になります。オートコンプリートは、階層プロンプトには使用できません。
管理者は、大文字/小文字の区別の有無、および照合レベルを指定して、オートコンプリート機能を構成します。照合レベルは、ユーザーが入力する値と列の値をOracle BI EEでどのように照合するかを決定します。管理者は異なる3つの方法でオートコンプリートの照合を設定できます:
管理者がOracle BI EEインスタンス構成ファイルでプロンプト設定を正しく構成している場合、ユーザーが「値の選択」ダイアログにアクセスしてプロンプト値を検索するときに、オートコンプリート機能によって一致する値が強調表示されます。ただし、照合レベルは、管理者が設定したプリファレンスでは判断されません。かわりに、ユーザーが「値の選択」ダイアログで照合レベルを選択します。
プロンプトのオートコンプリート機能は、管理者がシステム・レベルで有効にしますが、ダッシュボード設計者は、ダッシュボードからオートコンプリート機能を除外でき、ユーザーは、「マイ・アカウント」ダイアログを使用してオートコンプリートをオフにできます。オートコンプリートの各設定では、次の関連に注意してください:
列プロンプトを使用すると、ユーザーは、ダッシュボードまたは分析の列に移入する値を選択できます。
次の手順を使用して、1つ以上のダッシュボードに適用できる名前付き列プロンプトを作成したり、分析に埋め込まれるインライン列プロンプトを作成します。この手順には、選択ステップまたは階層列に関する情報は含まれていません。列プロンプトと選択ステップの詳細は、列プロンプトによる選択ステップのオーバーライドを参照してください。
プロンプトを編集用に開く方法の詳細は、「プロンプトの編集」を参照してください
列プロンプトを作成するには:
リポジトリが二重列用に構成されている場合、適切な表示列を選択していることを確認します。二重列の詳細は、二重列機能の理解を参照してください。
プロンプトに含める列の数は、パフォーマンスに影響します。通常、列の数は、可能なかぎり少なくします。
ダッシュボード・プロンプトを作成し、関連するサブジェクト領域を追加または削除する必要がある場合、「列の選択」ダイアログで「サブジェクト領域の選択」ボタンをクリックし、「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログを表示します。
注意:
適切な列がリストにない場合、カスケード・リストで「列を増やす」オプションをクリックし、「列の選択」ダイアログから適切な列を選択します。
列リストに表示されていない列に対してプロンプトを作成する場合、「列を増やす」オプションを選択します。「列の選択」ダイアログが表示され、列を参照して選択できます。
リポジトリが二重列用に構成されている場合、適切な表示列を選択していることを確認します。二重列の詳細は、「二重列機能の理解」を参照してください。
プロンプトに含める列の数は、パフォーマンスに影響します。通常、列の数は、可能なかぎり少なくします。
ダッシュボード・プロンプトを作成し、関連するサブジェクト領域を追加または削除する必要がある場合、「列の選択」ダイアログで「サブジェクト領域の選択」ボタンをクリックし、「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログを表示します。
]
注意:
「プレビュー」ボタンが使用可能でない場合、表示されないよう管理者によって設定されています。
次の手順を使用して、列プロンプト・オーバーライド付きの選択ステップを作成します。
選択ステップをダッシュボード・プロンプトまたは分析プロンプトでオーバーライドできます。たとえば、Products.Brand選択ステップをBizTechおよびFunPodメンバーが指定された列プロンプトでオーバーライドするように指定できます。
次のリストに、ユーザーがグループまたは列メンバーを選択した場合のプロンプトによる選択ステップのオーバーライドの例を示します。
列プロンプトを使用した選択ステップのオーバーライドの詳細は、次のトピックを参照してください。
選択ステップをオーバーライドする列プロンプトを作成または編集するには:
選択ステップの指定の詳細は、「データの選択の使用」を参照してください。
イメージ・プロンプトは、ユーザーがクリックして特定のプロンプト値を選択できるセクションまたは領域を含むイメージをユーザーに提供します。
たとえば、イメージ・プロンプトは、北部、南部、東部、西部、中部の各営業部を表すセクションを含む米国の地図の場合があります。ユーザーは、ダッシュボードまたは分析に表示する販売情報に対応する部署をクリックできます。
イメージ・プロンプトは1つ以上のダッシュボードに適用したり、分析に埋め込むことができます。次の手順を使用して、イメージ・プロンプトを作成または編集します。プロンプトを編集用に開く方法の詳細は、「プロンプトの編集」を参照してください
イメージ・プロンプトを作成するには:
「イメージ・マップ・プロンプトのプロパティ」ダイアログが表示されます。
管理者が、格納されているプロンプト・オブジェクトをカタログ・マネージャから表示した場合にも、説明は表示されます。
イメージ・ファイルはWebサーバー上にあることが必要です。すべてのWebリソース・ファイルが含まれているディレクトリ(例: app\res\region3.jpg)にイメージ・ファイルを配置することをお薦めします。イメージ・ファイルをWebリソース・ファイルと一緒に配置すると、ユーザーがダッシュボードまたは分析からイメージにアクセスした場合にセキュリティ警告メッセージが表示されるのを回避できます。
ただし、リソース・ファイルがデプロイ・ディレクトリに置かれるWebLogicなどのWebサーバーを使用する場合、デプロイ・ディレクトリと、すべてのWebリソース・ファイルが含まれているディレクトリにイメージ・ファイルを置く必要があります。
「イメージ・マップ・プロンプトのプロパティ」ダイアログが拡張されて、「HTML」フィールドに入力した領域タイトル、形状および座標が表示されます。
注意:
列は、Folder.Column Nameの形式の完全修飾列名である必要があります。
注意:
「プレビュー」ボタンが使用可能でない場合、表示されないよう管理者によって設定されています。
通貨プロンプトを使用すると、ユーザーは、ダッシュボードまたは分析に表示されている通貨タイプを変更できます。
プロンプトをダッシュボードに適用したり、分析に埋め込むと、通貨を選択できるリストがユーザーに提供されます。リスト内の通貨タイプは、管理者によってuserpref_currencies.xmlに指定されています。同じ通貨リストが、「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブに表示されます。
次の手順を使用して、1つ以上のダッシュボードに適用できる通貨プロンプトを作成したり、分析に埋め込まれる通貨プロンプトを作成します。プロンプトを編集用に開く方法の詳細は、「プロンプトの編集」を参照してください
通貨プロンプトを作成するには:
「新規プロンプト」ダイアログが表示されます。
注意:
「通貨プロンプト」オプションは、管理者が、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の通貨オプションの設定に関する項に記載のとおり、userpref_currencies.xmlファイルを構成している場合のみ使用できます。
管理者が、格納されているプロンプト・オブジェクトをカタログ・マネージャから表示した場合にも、説明は表示されます。
注意:
「プレビュー」ボタンが使用可能でない場合、表示されないよう管理者によって設定されています。
1つ以上のダッシュボードに適用できる変数プロンプトの作成や、分析に埋め込まれる変数プロンプトの作成が可能です。
変数プロンプトは列に依存しませんが、列を使用することはできます。たとえば、変数プロンプトを使用して、ユーザーが既存のデータを指定して販売予測を行えるようにします。販売予測という変数プロンプトを作成し、変数プロンプトの値に10パーセント、20パーセントおよび30パーセントを指定することがあります。地域と売上金額の列を含む分析を作成します。売上金額の列式に乗算の演算子を選択し、販売予測変数を挿入します。ユーザーは、この分析を実行する際、売上金額の列の再計算に使用するパーセンテージを選択します。
変数プロンプトの詳細は、「他のプロンプト・タイプ」を参照してください。変数の詳細は、変数の使用方法を参照してください。プロンプトを編集用に開く方法の詳細は、「プロンプトの編集」を参照してください。
変数プロンプトを作成するには:
「新規プロンプト」ダイアログが表示されます。
管理者が、格納されているプロンプト・オブジェクトをカタログ・マネージャから表示した場合にも、説明は表示されます。
注意:
「プレビュー」ボタンが使用可能でない場合、表示されないよう管理者によって設定されています。
保存済のダッシュボード・プロンプトまたはインライン・プロンプトを編集して、プロンプトが使用される場所にその変更を伝播できます。
たとえば、「Brand」列のプロンプトを編集して、選択リストへのユーザー入力を変更できます。この変更は、プロンプトが使用されるブランド売上分析に伝播されます
名前付きプロンプトを編集して保存した場合は、プロンプトが使用される場所にプロンプトに対する変更が伝播されます。
プロンプトを編集するには:
ダッシュボードまたはダッシュボード・ページにダッシュボード・プロンプトを追加すると、ユーザーはダッシュボードと対話できるようになります。
次の手順を使用して、ダッシュボード・プロンプトをダッシュボードまたはダッシュボード・ページに追加します。ダッシュボード・プロンプトの詳細は、「インライン・プロンプトとダッシュボード・プロンプトとは」を参照してください。
ダッシュボード・プロンプトをダッシュボードまたはダッシュボード・ページに追加するには:
ヒント:
ダッシュボードに列オブジェクトを追加するときに、列をドラッグ・アンド・ドロップしてダッシュボード上に垂直に表示することができます。その後、この列にダッシュボード・プロンプトを追加すると、実行時にそのダッシュボードのプロンプトがダッシュボードの横のペインに表示されます。
ヒント:
ユーザーによるプロンプト値の選択後に新規ブラウザ・ウィンドウが開かないようにする場合、ダッシュボード・セクションの「詳細オプション」ボタンをクリックし、「その場でドリル」を選択します。
ダッシュボードまたはダッシュボード・ページに非表示ダッシュボード・プロンプトを追加できます。
実行時、非表示のダッシュボード・プロンプトによって、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページのすべての該当するプロンプト、およびダッシュボードまたはダッシュボード・ページの分析に配置されている、保護されていないインライン・プロンプトにデフォルト値が設定されます。
非表示のダッシュボード・プロンプトをダッシュボードまたはダッシュボード・ページに追加するには:
非表示のプロンプトをダッシュボード・ページに追加する場合、「ダッシュボード・ページ」表からページを選択し、「ダッシュボード・ページ」表の上にある「デフォルトのフィルタと変数を取得するためのプロンプトの選択」ボタンをクリックします。「フィルタと変数 - ページ」ダイアログが表示されます。
注意:
1つ以上の非表示のダッシュボード・プロンプトをダッシュボードまたはダッシュボード・ページに追加できます。
分析を作成して実行すると、デフォルトの書式設定ルールが分析の結果に適用されます。
デフォルトの書式設定ルールは、カスケーディング・スタイル・シートとXMLメッセージ・ファイルに基づきます。追加の書式設定を作成し、特定の結果に適用できます。追加の書式設定は、関連する情報のブロックを強調表示したり、特定のデータ要素に注意を促す場合に便利です。追加の書式設定を使用して、分析やダッシュボードの外観をカスタマイズすることもできます。
書式は次のものに適用できます。
ビューに書式を適用する方法は複数あります。
ビューへの書式の適用は、次の方法で行えます。
書式設定は、ダッシュボード・ページのページ・レイアウト列とセクションに適用できます。
ダッシュボード・ページを編集する際、列とセクションのプロパティを編集し、装飾的な書式を適用できます。詳細は、「装飾的な書式とは」および「ダッシュボードの作成と使用」を参照してください。
列に特定の書式を適用すると、基準を満たすデータに注意を向けることができます。
分析を作成する際、列のプロパティを編集して外観とレイアウトを制御できます。列のコンテンツが特定の条件を満たす場合のみ、適用する書式を指定することもできます。デフォルトでは、列に対する指定は、現在の分析にのみ適用されます。
アカウントに適切な権限がある場合、その列または特定のデータ型の列からのデータが結果に表示されるたびに使用するシステム全体のデフォルト設定として、ユーザー指定の列プロパティを保存できます。デフォルトとして保存できるプロパティには、書式設定のプロパティや、相互作用やデータのライトバックに影響を与えるその他のプロパティなどがあります。
グループと計算項目は、単にそれぞれの列のメンバーであるだけなので、グループまたは計算項目に特に書式を適用しないかぎり、列から書式設定を継承し、他のメンバーと同じ優先順序に従います。
この項では、次の項目について説明します。
「列のプロパティ」ダイアログのタブを使用して、列のコンテンツがビューにどのように表示されるかをカスタマイズできます。階層レベルによって、詳細な書式設定を階層列に使用できます。
次のリストに、適用可能な書式設定の種類の例を示します。
列のデフォルトの書式を設定できます。
デフォルトの設定は、表などのデータ・ビューのエディタで列を書式設定することで、オーバーライドできます。
列に書式を適用するには:
詳細は、「装飾的な書式とは」を参照してください。
日付と時間のフィールドのカスタマイズの詳細は、カスタム書式設定文字列を、数値データに対するカスタム・マスク作成の詳細は、カスタム書式設定マスクを参照してください。
詳細は、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスへの条件付き書式の適用を参照してください。
用意されているスタイル・シートを使用して列の書式設定のデフォルトを上書きできます。
「列のプロパティ」ダイアログのタブを使用して、列のコンテンツがビューでどのように表示されるかをカスタマイズすると、Oracle Business Intelligenceスタイル・シートおよび列または階層レベルのシステム・デフォルトがオーバーライドされます。
変更したプロパティをその分析内のその列または階層レベルに対してのみ保存することも、そのデータ型に対するシステム全体のデフォルトとしてプロパティを保存することも、その列または階層レベルに対するシステム全体のデフォルトとしてプロパティを保存し、どの分析に表示されても書式と動作が同じになるようにすることもできます。その結果、後続の分析で、この列または階層レベル、あるいはこのデータ型の列または階層レベルを使用するユーザーには、「列のプロパティ」ダイアログの設定がデフォルトで使用されます。システム全体のプロパティを保存するには、適切な権限を持っている必要があります。
システム全体のデフォルトを設定する機能によって一貫性がもたらされ、組織内の時間を節約できます。たとえば、組織で、すべての分析のすべてのテキスト列にフォント・ファミリとしてArialを使用すると決めたとします。その後、すべてのテキスト列にTimes New Romanを使用する決まりに変わったとします。Times New Romanをテキスト列に対するシステム全体のデフォルトとして保存するのみにできます。フォント・ファミリがデフォルト(Arial)に指定されているテキスト列を含むすべての既存の分析が自動的に更新されます。
装飾的な書式は、列と階層レベルのデータ、ビューおよびダッシュボード・ページの列とセクションの外観に影響を与えます。
装飾的な書式を適用したり、装飾的な書式属性をコピーして貼り付けたり、書式設定した分析を保存して他の分析の列に使用できます。
様々なダイアログを表示して、様々な装飾的属性にアクセスしたり、制御できます。書式設定するオブジェクトに応じて、異なるオプション(フォント、セル、枠のコントロール、背景色や、セルのパディング、HTMLのカスタムCSSスタイル・オプションなどのその他の書式設定オプション)がダイアログに表示されます。
保存済分析からその他の分析に書式設定をインポートできます。
「基準」タブおよび「結果」タブを使用して分析の外観をカスタマイズし、保存すると、保存済分析とそのビューから新規分析または既存の分析に書式設定をインポートできます。ゲージ、グラフ、ヒート・マトリックス、パフォーマンス・タイル、ツリーマップなどの一部のビューでは、インポートによる書式設定はサポートされていません。この項では、次の項目について説明します。
「別の分析から書式設定をインポート」ボタンをクリックすると、保存済分析を使用して、他のビューの外観を変更できます。
このボタンは、次のツールバーにあります。
一部のビュー・タイプでは、他のビューからインポートされた書式設定がサポートされています。
次のリストに、保存済分析を使用した他のビューの書式設定がサポートされるコンポーネントを示します。
インポートされた書式はローカルの書式と適用方法が異なります。
列に適用された書式をインポートするか、ビューに適用された書式をインポートするか、複合レイアウトのビューのコンテナに適用された書式をインポートするかによって、書式の適用方法が異なります。
この機能は、属性、メジャーまたは階層の列番号が正確に配置されている場合、またはすべての列に適用可能な単一列テンプレートの場合、ビューに最適です。
単一列が保存済分析にある場合、ターゲットの分析の表、ピボット表およびトレリスのすべての列に、その書式が適用されます。
複数列の場合、書式は、列見出しおよび値に対して位置で(左から右に)適用されます。保存済分析内の列の数を超える列には、最も近い列の書式が繰り返されます。たとえば、保存済分析に、赤、緑、青、黄の順に書式設定された4個の列が含まれているとします。ターゲットの分析の6個の列には、赤、緑、青、黄、黄、黄の順に色が付けられます。
ビューに書式が適用されるのは、そのタイプのビューがターゲットの分析にある場合のみです。
インポートされた書式は、ターゲットの分析内のそのタイプのすべてのビューに適用されます。たとえば、保存済分析に、書式設定をカスタマイズした凡例が含まれているとします。その書式設定を、3個の凡例が含まれたターゲットの分析にインポートすると、3個の凡例すべてがその書式設定を継承します。
複合レイアウトで、ビューのコンテナに書式設定プロパティ(背景色、枠、パディングなど)を指定できます。
保存済分析を使用して、そのコンテナの書式設定をインポートすると、ターゲットの分析のビューは、保存済分析のビューのコンテナの書式設定プロパティをそのまま継承します。
2つの分析のビューのレイアウトがまったく同じでなくても、コンテナの書式設定は適切に作用します。ターゲットの分析にソースの分析以上のビューが含まれている場合、余剰分のビューは、インポートされた書式設定を継承します。たとえば、複合レイアウト内に重なり合った2つの表が保存済分析に含まれているとします。ターゲットの分析には、2つずつレイアウトされた4個の表が含まれているとします。ソースの分析には、2つの表ビューのレイアウト列が1つのみあります。ターゲットの分析の1つ目と2つ目の各レイアウト列の2つの表は、適用された書式を継承します。
条件付き書式設定は、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、グラフ、ヒート・マトリックスおよびトレリスで特定の条件に合うデータ要素に注意を促す場合に便利です。
たとえば、ノルマに満たない売上を特定の色で表示したり、特定のパーセント以上ノルマを達成した営業スタッフの横にトロフィなどのイメージを表示します。
この項では、表、ピボット表、パフォーマンス・タイル、ヒート・マトリックスおよびトレリスに条件付き書式を適用する方法を説明します。グラフの詳細は、「列に基づくグラフの書式設定」を参照してください。この項では、次の項目について説明します。
条件付き書式は、使用する分析内の列または階層レベルを1つ以上選択して満たすべき条件を指定し、条件を満たす場合に適用するフォント、セル、枠、スタイル・シートの各オプションを指定して適用します。
条件付き書式には、データおよびデータを含むセルに対する色、フォント、イメージなどを含めることができます。指定は、操作をしている分析の表およびピボット表内の列または階層レベルのコンテンツにのみ適用されます。
複数の条件を追加し、データの値に基づいて、複数の書式のうちの1つを使用してデータを表示できます。たとえば、ノルマに満たない売上をある色で表示し、ノルマを超えた売上を別の色で表すことができます。複数の条件を指定すると、すべての条件が検証され、真の条件について書式がマージされます。複数の書式をマージしようとして競合があった場合、最後に真と検証された条件によって、表示される書式が影響を受けます。
注意:
直接データベース・リクエストでは、条件付き書式設定はサポートされていません。
表、ピボット表およびトレリスに表示する場合、別の列の値に基づいて列に適用する条件付き書式を作成できます。
たとえば、次に示すように、「1 - Revenue」列の値が9百万ドルより大きい場合に「D50 Region」列を緑にする条件付き書式を作成できます。

「列のプロパティ」ダイアログの「列書式」タブの「非表示」オプションを使用すると、分析のビューに表示されない列を使用して条件を作成できます。「レイアウト」ペインの「除外」ドロップ・ターゲットに列を置くと、その列を使用して条件を作成できません。
注意:
パフォーマンス・タイルでは、別の列に基づいて条件付き書式設定を継承したり、パフォーマンス・タイルで「除外」ドロップ・ターゲットを使用することはできません。
「レイアウト」ペインで「データを次として表示」オプションを選択してパーセンテージまたは指数でデータを表示する場合でも、条件付き書式は、ベースの値に基づいて適用されます。
ある列の値の条件付き書式は、条件付き書式が別の列に基づく場合、ビュー内の列のレイアウトの影響を受けます。
ビュー内の列のレイアウトを変更すると、条件付き書式の表示を変更できます。たとえば、T05 Per Name Yearが2009のD50 Region列に条件付き書式を指定するとします。ピボット表でD50 RegionとT05 Per Name Yearが反対のエッジにある場合、条件付き書式は表示されません。
ビューに表示される列の順序も条件付き書式設定に影響を及ぼします。ビュー内の順序は、値が表示される粒度に影響します。粒度は、集計のレベルのことです。書式設定する列が、書式がベースにしている列より詳細な粒度、あるいはそれと同じ粒度で表示される場合、条件付き書式が適用されます。書式設定される列の粒度が、書式がベースにしている列より高い場合、条件がメジャー列に基づく場合のみ書式が適用されます。書式が属性列に基づき、書式設定する列が高いレベルの粒度で表示される場合、条件付き書式は適用されません。
たとえば、下の図に含まれる表について考えてみます。T05 Per Name Yearが2011の場合にD50 Regionに色を設定する条件付き書式が指定されています。D50 RegionがT05 Per Name Yearとは異なるエッジにあるため、明るい青色が表示されていないことに注意してください。詳細は、値の抑制と条件付き書式を参照してください。

T05 Per Name Yearが表内の最初の列になるよう列の順序を変更するとします。T05 Per Name Year列が高いレベルの粒度で表示され、適切な条件付き書式がD50 Region列に適用されます。下の図は、適切な条件付き書式設定が適用されたピボット表を示しています。

条件付き書式は、表、ピボット表またはトレリスの任意のエッジで表示できます。プロンプト・ドロップ・ターゲット(ページ・エッジとも呼ばれる)では、条件付き書式は、そのターゲットに対して現在選択されている列メンバーにのみ適用されます。たとえば、AMERICAS、APAC、EMEAのメンバーを持つD50 Region列があるとします。D50 Region列がピボット表のプロンプト・ドロップ・ターゲットにあり、1 - Revenueが$6.5百万より多い場合に地域名を緑色にする条件付き書式が設定されているとします。AMERICASのみがその条件を満たす地域の場合、AMERICASがプロンプト・ドロップ・ターゲットとして選択された場合のみ緑に色付けされます。
表では、「列のプロパティ」ダイアログの「列書式」タブでの値の抑制の設定によって、条件付き書式が影響を受けます。
値の抑制を「繰返し」に設定すると、書式設定される列は、ビューの詳細レベルの粒度で表示されます。条件付き書式を適用するためのベースとなる列には、集計は必要ありません。
たとえば、最初の図の表について考えてみましょう。T05 Per Name Yearが2011の場合にD50 Region列を明るい青色にする条件付き書式が適用されています。値の抑制が「抑制」に設定され、D50 Regionのメンバーに対して列値の繰返しが許可されていないため、明るい青色が表示されていないことに注意してください。

値の抑制が「繰返し」に設定されている場合、列メンバーが繰り返され、適切な条件付き書式が適用されます。次の図は、値の抑制が繰返しに設定された表を示します。

指定のプロパティを、特定の条件が満たされたときに分析に適用できます。
条件付き書式を適用する手順:
注意:
また、「結果」タブの「パフォーマンス・タイル」エディタからパフォーマンス・タイルに条件付き書式を適用するには、「パフォーマンス・タイルのプロパティ」ダイアログの「条件付き書式設定の編集」リンクをクリックします。これにより、「条件付き書式設定」ダイアログが開きます。その後、次の手順4から6を実行して、タイルに条件付き書式設定を追加します。「スタイル」ペインでは、条件付き書式が反映されないことに注意してください。
注意:
ヒート・マトリックスでは、データ・セルの背景やフォント色に条件付き書式を適用できません。
注意:
「条件付き書式」タブから「新規条件」ダイアログにアクセスすると、条件付き書式に当てはまるオプションのみがダイアログに表示されます。たとえば、「演算子」リストに、条件付き書式で使用される演算子のサブセットが表示され、プレゼンテーション変数のみ適用できます。
次の例で、ランキングを表示する結果に条件付き書式を適用する方法について説明します。
分析に10個のランキング・カテゴリが含まれ、列の値が1の場合は最低のランキングを、値10は最高のランキングを表すとします。次のものを表示する3つの条件付き書式を作成します。
「グラフィック」ダイアログで「イメージのみ」イメージ配置オプションを選択すると、ランキングの数字ではなく、イメージのみで列が結果に表示されます。
イメージやヘルプ・ファイルなどのカスタム・ファイルをOracle Business Intelligence環境でローカルに格納し、fmap関数を使用して参照することができます。
たとえば、タイトル・ビューに表示するイメージをローカルに格納できます。そして、「タイトル」エディタでタイトル・ビューに対してそのイメージを指定する場合は、fmap関数を使用してイメージを参照できます。
注意:
analyticsResディレクトリは、移入されるインスタンスごとにレプリケートされるため、カスタム・ファイルはインスタンスごとにレプリケートされる必要があります。
ファイルは、このディレクトリに直接格納するか、そのサブディレクトリに格納できます。fmap構文を使用して参照するカスタム・ファイルの名前には、ASCII文字を使用することを強くお薦めします。
注意:
Oracle Business Intelligenceの前のリリース(11gより前のリリース)でローカルに格納されたカスタム・ファイルは、手動でリリース11gに移行する必要があります。
ここで、
注意:
analyticsResディレクトリにあるロゴ・イメージおよびグラフィックは、同じフォルダに格納します。
次に、fmapコマンドの例を示します。
fmap構文を使用したオブジェクトを保存する場合には、「HTMLマークアップを含むコンテンツの保存」権限が必要になります。権限の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドを参照してください。
カスタム書式設定マスクには、数値データ(収益や請求済数量など)を含む書式設定列に対する追加オプションが用意されています。
数値データが含まれる列に対してカスタム書式設定マスクを設定するには、「数値の取扱い」フィールドをカスタムの数値フィールドと組み合せて使用します。詳細は、「列のプロパティ」ダイアログの「データ書式」タブを参照してください。
次の表は、マスク文字列および説明を示します。3番目の列は、米国用のマスクを英語の言語ベースで使用した数値フィールドの具体的な例を示しています。
| マスク文字 | 説明 | 例 |
|---|---|---|
# | オプションの桁にはシャープ記号を使用します(前後のゼロは削除されます) | #,###,##0.###を12345.67のマスクとして指定すると、12,345.67と表示されます。 |
0 | 必須桁にはゼロを使用します | #0.##0を12.34のマスクとして指定すると12.340と表示されます。 |
" " | そのまま表示するには二重引用符を使用します。 注意: Excelでは二重引用符のマスク文字を変換できないため、このマスク文字を使用して数値データを表す場合は、分析結果をExcelにエクスポートする前に、この明示的なマスク文字を削除する必要があります。 | "++++"をマスクの一部として指定すると、++++と表示されます。 |
; | 整数、負数およびnullの書式を区切るにはセミコロンを使用します | "+"#0.000;"-"#0.000;"nulls"を467482.18のマスクとして指定すると、+467482.18と表示されます。下の図を参照してください。 |
[$] | ロケール固有の通貨記号として使用します | [$]#,##0.##を5000.48のマスクとして指定すると、英語-米国のロケールが選択されているユーザーには$5,000.48と表示され、英語-英国のロケールが選択されている場合は£5,000.48と表示されます。 |
カスタムの数値フィールドで書式設定マスクを定義するために使用する小数点区切り記号文字および桁区切り記号文字は、常に次のようになります。
ただし、分析およびダッシュボードに実際に表示される区切り記号文字は、Oracle BI EEを実行している国および言語によって異なります。
次の表に、特定の国と言語の組合せの例を示します。なお、この表に示されている例がすべてではなく、またこの例は執筆時点において正しいものです。
| 表示される書式 | BI EEで使用する書式設定マスク | 事前に定義されている国(言語)の区切り文字 | この設定が通常使用される国(言語) |
|---|---|---|---|
小数点: 123,45 桁区切り: 6.789 | 小数点: ###.## 桁区切り: #,### | 小数点: , (カンマ) 桁区切り: . (ピリオド) | アルゼンチン(スペイン語)、デンマーク(デンマーク語)、エクアドル(スペイン語)、ドイツ(ドイツ語)、ギリシャ(ギリシャ語)、イタリア(イタリア語)およびリヒテンシュタイン(ドイツ語) |
小数点: 123.45 桁区切り: 6.789 | 小数点: ###.## 桁区切り: #,### | 小数点: . (ピリオド) 桁区切り: , (カンマ) | オーストラリア(英語)、エジプト(アラビア語)、グアテマラ(スペイン語)、イスラエル(ヘブライ語)、日本(日本語)、シンガポール(中国語)および米国(英語) |
小数点: 123.45 桁区切り: 6'789 | 小数点: ###.## 桁区切り: #,### | 小数点: . (ピリオド) 桁区切り: ' (アポストロフィ) | スイス(フランス語、ドイツ語およびイタリア語) |
小数点: 123,45 桁区切り: 6 789 | 小数点: ###.## 桁区切り: #,### | 小数点: , (カンマ) 桁区切り: (空白) | フィンランド(フィンランド語)、ポーランド(ポーランド語)およびスウェーデン(スウェーデン語) |
セミコロンで区切られた個別のマスクをカスタム書式設定マスクに指定すれば、負とnullの両方の書式をオーバーライドできます。すべてが定義されたマスクは、positivemask;negativemask;nullmaskのようになります。例を参照してください。
注意:
Excelでは、すべてが定義されたマスクは、positivemask;negativemask;zeromask;textのようになります。nullのマスクを使用する列をエクスポートした場合、nullのマスクはExcelでサポートされないため除外されます。また、Oracle BI EEではゼロのマスクがサポートされないため、Excelのゼロのマスクは使用されません。
例の図は、年と四半期ごとのアメリカの、前年収益の計算および四半期ごとの年平均成長の計算を含む収益の表を示しています。すべてのメジャー列には同じカスタム書式設定マスクが使用されており、メジャー計算に対してはテキストnullが表示されるように設定されています(null抑制の詳細は、「Null抑制の理解」を参照してください)。この表の3つの列で使用されたカスタム書式設定マスクは"+"#0.000;"-"#0.000;"null"です。

日付と時間のカスタム書式設定文字列は、タイムスタンプ、日付および時間を含む列または階層レベルを書式設定する追加オプションです。
カスタム書式設定文字列を列または階層レベルに設定するには、「列のプロパティ」ダイアログの「データ書式」タブにある「カスタムの日付書式」フィールドを使用するか(日付と時間フィールドの場合)、「カスタムの数値書式」フィールドを使用します(数値フィールドの場合)。
この項では、次の項目について説明します。
「列のプロパティ」ダイアログの「データ書式」タブにある「カスタムの日付書式」フィールドに、列または階層レベルのカスタム書式設定文字列を設定することができます。
この項では、次の項目について説明します。
これらの文字列を使用してカスタムの時間または日付の書式設定を作成できます。
表に、一般的なカスタム書式設定文字列と、それによって表示される結果を示します。これらによって、日付と時間のフィールドをユーザーのロケールで表示できます。
| 一般的な書式設定文字列 | 結果 |
|---|---|
[FMT:dateShort] | ロケールの短い日付書式で日付を書式設定します。[FMT:date]とも入力できます。 |
[FMT:dateLong] | ロケールの長い日付書式で日付を書式設定します。 |
[FMT:dateInput] | システムで入力に対して許容される書式で日付を書式設定します。 |
[FMT:time] | ロケールの時間書式で時間を書式設定します。 |
[FMT:timeHourMin] | ロケールの時間書式で時間を書式設定しますが、秒を省略します。 |
[FMT:timeInput] | システムで入力に対して許容される書式で時間を書式設定します。 |
[FMT:timeInputHourMin] | システムで入力に対して許容される書式で時間を書式設定しますが、秒を省略します。 |
[FMT:timeStampShort] | [FMT:dateShort] [FMT:time]と入力するのと同じです。ロケールの短い日付書式で日付を書式設定し、ロケールの時間書式で時間を書式設定します。[FMT:timeStamp]とも入力できます。 |
[FMT:timeStampLong] | [FMT:dateLong] [FMT:time]と入力するのと同じです。ロケールの長い日付書式で日付を書式設定し、ロケールの時間書式で時間を書式設定します。 |
[FMT:timeStampInput] | [FMT:dateInput] [FMT:timeInput]と同じです。システムで入力に対して許容される書式で日付と時間を書式設定します。 |
[FMT:timeHour] | ロケールの書式で時間フィールドのみを書式設定します(8 PMなど)。 |
YYまたはyy | 必要に応じて左側にゼロ詰めをして、年の最後の2桁を表示します(たとえば、2001の場合、01)。 |
YYYまたはyyy | 必要に応じて左側にゼロ詰めをして、年を4桁で表示します(たとえば、0523)。 |
YYYYまたはyyyy | 年を4桁で表示します(たとえば、2011)。 |
M | 月の数値を表示します(たとえば、2月の場合、2)。 |
MM | 1桁の月の場合は左側にゼロ詰めをして、月の数値を表示します(たとえば、2月の場合、02)。 |
MMM | ユーザーのロケールで月の略称を表示します(たとえば、Feb)。 |
MMMM | ユーザーのロケールで月のフルネームを表示します(たとえば、February)。 |
Dまたはd | 月の通算日を表示します(たとえば、1)。 |
DDまたはdd | 通算日が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、月の通算日を表示します(たとえば、01)。 |
DDDまたはddd | ユーザーのロケールで曜日の略称を表示します(たとえば、ThursdayのThu)。 |
DDDDまたはdddd | ユーザーのロケールで曜日のフルネームを表示します(たとえば、Thursday)。 |
DDDDDまたはddddd | ユーザーのロケールで曜日の最初の文字を表示します(たとえば、ThursdayのT)。 |
h | 時間を12時間制で表示します(たとえば、2)。 |
H | 時間を24時間制で表示します(たとえば、23)。 |
hh | 時間が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、時間を12時間制で表示します(たとえば、01)。 |
HH | 時間が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、時間を24時間制で表示します(たとえば、23)。 |
m | 分を表示します(たとえば、7)。 |
mm | 分が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、分を表示します(たとえば、07)。 |
s | 秒を表示します(たとえば、2)。 文字列に、s.#やs.00などのように、小数点を含めることができます(#はオプションの桁数を示し、0は必須桁数を示します)。 |
ss | 秒が1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、秒を表示します(たとえば、02)。 文字列に、ss.#やss.00などのように、小数点を含めることができます(#はオプションの桁数を示し、0は必須桁数を示します)。 |
t | ユーザーのロケールで午前または午後を表す略語の最初の文字を表示します(たとえば、a)。 |
tt | ユーザーのロケールで午前または午後を表す略語を表示します(たとえば、pm)。 |
gg | ユーザーのロケールで年代を表示します。 |
ODBCを使用してカスタム書式設定文字列を作成できます。
表に、ODBCの標準タイプのカスタム書式設定文字列と、それによって表示される結果を示します。これらの文字列では、ODBC標準に従って日付と時間のフィールドを表示します。
| ODBC書式設定文字列 | 結果 |
|---|---|
[FMT:dateODBC] | 標準的なODBCのyyyy-mm-dd書式(4桁の年、2桁の月、2桁の日)で日付を書式設定します。 |
[FMT:timeODBC] | 標準的なODBCのhh:mm:ss書式(2桁の時間、2桁の分、2桁の秒)で時間を書式設定します。 |
[FMT:timeStampODBC] | [FMT:dateODBC] [FMT:timeStampODBC]と入力するのと同じです。日付をyyyy-mm-dd書式で書式設定し、時間をhh:mm:ss書式で書式設定します。 |
[FMT:dateTyped] | dateという語を表示し、次に標準的なODBCのyyyy-mm-dd書式で日付を表示します。日付は、一重引用符文字(')内に表示されます。 |
[FMT:timeTyped] | timeという語を表示し、次に標準的なODBCのhh:mm:ss書式で時間を表示します。時間は、一重引用符文字(')内に表示されます。 |
[FMT:timeStampTyped] | timestampという語を表示し、次に標準的なODBCのyyyy-mm-dd hh:mm:ss書式でタイムスタンプを表示します。タイムスタンプは、一重引用符文字(')内に表示されます。 |
数値フィールドに対してカスタム書式設定文字列を設定することで、データが正しく解釈されるようになります。
「列のプロパティ」ダイアログの「データ書式」タブにある「カスタムの数値書式」フィールドに、列または階層レベルのカスタム書式設定文字列を設定できます。
注意:
異なるデータ型の書式を適用する場合(たとえば、日付型書式を数値フィールドに適用する場合など)、実際の値が範囲を超えていると、書式が適用されず、かわりに元の値が表示されます。たとえば、書式[MMMM]を検討します。変換する元の値が13である場合、1年は12か月しかないので値が範囲を超えます。元の値13が月名に変換されずに表示されます。元の値が12である場合、カスタム書式を適用すると、値が12番目の月(つまり、「12月」)に変換されます。
この項では、次の項目について説明します。
カスタム書式設定文字列を使用して月および曜日の値を表示できます。
表に、整数フィールドを扱う際に使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらによって、月の名前と曜日をユーザーのロケールで表示できます。
整数フィールドには、月または曜日を表す整数が含まれています。月の場合、1は1月を表し、2は2月を、12は12月を表します。曜日の場合、1は日曜日を表し、2は月曜日を、7は土曜日を表します。
| 整数フィールドの書式設定文字列 | 結果 |
|---|---|
[MMM] | ユーザーのロケールで月の略称を表示します。 |
[MMMM] | ユーザーのロケールで月のフルネームを表示します。 |
[DDD] | ユーザーのロケールで曜日の略称を表示します。 |
[DDDD] | ユーザーのロケールで曜日のフルネームを表示します。 |
様々な期間を時間書式に変換できます。
表に、データを時間に書式設定するのに使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらの文字列は、次の種類のフィールドに使用できます。
| データ変換書式設定文字列 | 結果 |
|---|---|
[FMT:timeHour] | 値が1日の始まりからの経過時間数を表すと見なし、時間数をhh表示(hhは時間数)に書式設定します。端数は値から除外されます。たとえば、2という値は2 AMと書式設定され、12.24という値は12 PMと書式設定されます。 |
[FMT:timeHour(min)] | 値が1日の始まりからの経過分数を表すと見なし、分数をhh表示(hhは時間数)に書式設定します。端数は値から除外されます。たとえば、2という値は12 AMと書式設定され、363.10という値は06 AMと書式設定されます。 |
[FMT:timeHour(sec)] | 値が1日の始まりからの経過秒数を表すと見なし、秒数をhh表示(hhは時間数)に書式設定します。端数の時間は値から除外されます。たとえば、600という値は12 AMと書式設定され、3600は1 AM、61214.30は5 PMと書式設定されます。 |
様々な期間を時間と分の書式に変換できます。
次の表に、データを時間と分に書式設定するために使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらの文字列は、1日の始まり(午前0時)からの経過時間を表す整数または実数を含むフィールドに使用できます。
それらは、次の表に示されている[FMT:timeHourMin]書式での出力にも使用できます。(この書式では、ロケールの時間書式で時間が表示されますが、秒が省略されます。)
| データ変換書式設定文字列 | 結果 |
|---|---|
[FMT:timeHourMin] | 値が1日の始まりからの経過分数を表すと見なし、値をhh:mm表示(hhは時間数、mmは分数)に変換します。端数は値から除外されます。たとえば、12という値は12:12 AMと書式設定され、73は1:13 AM、750は12:30 PMと書式設定されます。 |
[FMT:timeHourMin(sec)] | 値が1日の始まりからの経過秒数を表すと見なし、値をhh:mm表示(hhは時間数、mmは分数)に変換します。端数は値から除外されます。たとえば、60という値は12:01 AMと書式設定され、120は12:02 AM、43200は12:00 PMと書式設定されます。 |
[FMT:timeHourMin(hour)] | 値が1日の始まりからの経過時間数を表すと見なし、時間数をhh:mm表示(hhは時間数、mmは残りの分数)に書式設定します。たとえば、0という値は12:00 AMと書式設定され、1.5は1:30 AM、13.75は1:45 PMと書式設定されます。 |
様々な期間を時間、分および秒の書式に変換できます。
表に、データの時間、分および秒への書式設定に使用できるカスタム書式設定文字列を示します。これらの文字列は、時間を表す整数または実数を含むフィールドに使用できます。
「一般的なカスタム書式設定文字列」に示されている[FMT:time]書式の出力にも使用できます。(この書式では、ロケールの時間書式で時間が表示されます。)
| データ変換書式設定文字列 | 結果 |
|---|---|
[FMT:time] | 値が1日の始まりからの経過秒数を表すと見なし、値をhh:mm:ss表示(hhは時間数、mmは分数、ssは秒数)に変換します。たとえば、60という値は12:01:00 AMと書式設定され、126は12:02:06 AM、43200は12:00:00 PMと書式設定されます。 |
[FMT:time(min)] | 値が1日の始まりからの経過分数を表すと見なし、値をhh:mm:ss表示(hhは時間数、mmは分数、ssは秒数)に変換します。たとえば、60という値は1:00:00 AMと書式設定され、126は2:06:00 AM、1400は11:20:00 PMと書式設定されます。 |
[FMT:time(hour)] | 値が1日の始まりからの経過時間数を表すと見なし、値をhh:mm:ss表示(hhは時間数、mmは分数、ssは秒数)に変換します。たとえば、6.5という値は6:30:00 AMと書式設定され、12という値は12:00:00 PMと書式設定されます。 |
様々な期間を変換して継続時間を示すことができます。
次の表では、期間データを日、時間、分および秒に書式設定するために使用できる、カスタム書式設定文字列を示します。これらの文字列は、時間を表す整数または実数を含むフィールドに使用できます。
これにより、通話の時間など、期間を表示できるようになります。数値フィールドはDD:HH:MM:SSとして書式設定できます。
次の例に示すように、リテラル値を文字列に追加して、出力をさらにわかりやすくできます:
この方法では、hours(時)、minutes(分)およびseconds(秒)を表すリテラル値h、mおよびsが出力に表示されます。
[opt:...]は、文字列のどこに指定してもそのフィールドがオプションになり、値がない場合は表示されません。上記の例では、[opt:dd]は日の値を意味しますが、値がないので表示されていません。
| データ変換書式設定文字列 | 結果 |
|---|---|
[duration(sec)][opt:dd]:hh:mm:ss | 合計秒数を期間として書式設定します。たとえば、期間の値16500.00は、04:35:00 (4時間35分0秒の期間)と表示されます。 opt:ddは日数を表示しますが、optに値がない場合は表示されません。 秒がデフォルトの時間単位です。 |
[duration(min)][opt:dd]:hh:mm:ss | 合計分数を期間として書式設定します。たとえば、期間の値275.00は、04:35:00 (4時間35分0秒の期間)と表示されます。 opt:ddは日数を表示しますが、optに値がない場合は表示されません。 |
[duration(hour)][opt:dd]:hh:mm:ss | 合計時間数を期間として書式設定します。たとえば、期間の値4.58は、04:35:00 (4時間34分48秒の期間)と表示されます。 opt:ddは日数を表示しますが、optに値がない場合は表示されません。 |
[duration(day)][opt:dd]:hh:mm:ss | 合計日数を期間として書式設定します。たとえば、期間の値2.13は、02:03:07:12 (2日3時間7分12秒の期間)と表示されます。 opt:ddは日数を表示しますが、optに値がない場合は表示されません。 |
エージェントによって、ビジネス・プロセスを自動化できます。
エージェントは、イベント駆動型アラート、スケジュールによるコンテンツの公開および条件付きイベント駆動型アクションの実行に使用できます。
次を選択できます。
エージェントは、情報ベースで問題と機会を動的に検出し、通知する必要がある適切なユーザーを判断し、そのユーザーに様々なデバイス(電子メール、電話など)で情報を配信します。
注意:
エージェントの配信コンテンツは、受信者の優先ロケールに従ってローカライズされます。(ユーザーは、「マイ・アカウント」ダイアログの「プリファレンス」タブで優先ロケールを指定します。)
アラートは、パーソナライズされ、アクショナブルなコンテンツを、指定された受信者およびエージェントへの登録者に配信するエージェントによって生成される通知です。
配信されたアラートは、Oracle BI Enterprise Edition内の次のような場所で表示できます。
詳細は、「アラートへのアクセスおよび管理」を参照してください。
最も単純なケースでは、エージェントは、定義されたスケジュールに基づいて指定されたカタログ分析を自動的に行い、特定の問題や機会がないか結果を確認します。
指定された問題や機会が結果で検出されると、アラートが生成され、指定された受信者、およびエージェントのサブスクライブ者に、各ユーザーに対して指定されている配信オプションを使用して配信されます。
アラートの詳細は、アラートとはを参照してください。配信オプションの詳細は、デバイスと配信プロファイルとはを参照してください。
より複雑な要件に対処する場合、エージェントは、他のエージェント、スクリプト、Javaプログラムまたはアプリケーションをトリガーするアクションを起動します。結果は、XML、HTMLまたはプレーン・テキストでエージェント間および他のアプリケーションやサービスに渡すことができます。たとえば、エージェントで分析を実行し、地域の倉庫では応じることができない、指定した金額を超える現在の全製品の注文を特定します。これらの製品の代替ソースを見つける分析を実行する他のエージェントに、結果を渡すことができます。最終エージェントがトリガーされて、企業のCRMシステムに情報が送られ、代替ソースの適切な担当者に通知されます。
ユーザーは、一部のエージェントによって生成されるアラートの受信者に自動的になっている場合があります。また、他のユーザーによって作成されたエージェントに登録できる場合があります。適切な権限および職責がある場合、独自のエージェントを作成することもできます。権限のレベルによっては、選択的に他のユーザーとエージェントを共有したり、全ユーザーが使用できるエージェントを作成できます。
「エージェント」エディタでは、パーソナライズされ、アクショナブルなコンテンツをユーザーに配信するエージェントを作成できます。エージェントの現在の設定のサマリーを表示することもできます。
「エージェント」エディタには、次のタブがあります。
「エージェント」エディタには、エージェントの作成または編集時にアクセスします。「エージェントの作成」を参照してください。
エージェントには、すべてのOracle BI EEユーザーがアクセスできます。
特定のエージェントへのアクセス権を付与する機能は、「権限の管理」ページから実行します。適切な権限がある場合、様々なエージェントに対する明示的なアクセス権を付与したり、取り消したりできます。これには、次のようなアクションを実行する権限も含まれます。
権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。
エージェントでのカスタマイズの使用によって、複数の状況に使用できる汎用エージェントを作成できます。
エージェントでのカスタマイズの使用により、組織で作成する必要のあるエージェントと条件の数を削減できます。これは、特定の状況に必要な特定のアラートを提供することもできます。
エージェントでのカスタマイズは、エージェントで使用されている分析に関連付けられているプロンプト・フィルタの演算子と値のオーバーライドによって実現されます。(プロンプト・フィルタは、演算子が「プロンプトで使用」に設定されているフィルタです。プロンプト・フィルタの詳細は、「列フィルタの作成」を参照してください。)
エージェントが次の処理を行うよう指定する場合、エージェントで分析を使用します。
プロンプト・フィルタは、関連付けられている分析の使用方法に応じて、様々な時点でカスタマイズできます。
エージェントでカスタマイズを使用する場合、次の点に注意してください。
例外: 分析がunion演算子に基づいて2つ以上の分析を結合した結果の場合、unionの各部分から一意のフィルタがカスタマイズ用に表示されます。分析の結合の詳細は、集合演算を使用した列の結合を参照してください。
エージェントを作成および使用して、ビジネス・プロセスを自動化できます。
次の手順を使用して、エージェントを作成します。
エージェントを作成するには:
エージェント・エディタが表示されます。
条件の詳細は、「条件の使用方法」を参照してください。
エージェントの保存後、「エージェントを今すぐ実行」ボタンをクリックしてエージェントを実行できます。これは、エージェントをテストする場合などに便利です。
次のガイドラインに留意してください。
エージェントの現在の設定のサマリーを表示できます。
サマリーはエージェント・エディタに表示され、展開したり、縮小できます。デフォルトでは、サマリーは展開されています。
エージェントの設定のサマリーを展開または縮小するには:
次のガイドラインに留意してください。
エージェントを保存することでそれらを再利用できます。
エージェントは、次のとおり、既存のフォルダまたは新たに作成したフォルダに保存できます。
エージェントのサブスクライブの詳細は、エージェントへの登録を参照してください。
エージェントを保存するには:
所有者によって登録可能になっているエージェントに登録できます。
エージェントをサブスクライブするには:
エージェントを登録に使用できるようにするには、「エージェント」エディタの「受信者」タブで「エージェントの登録を公開」オプションを選択し、登録を許可するユーザー、カタログ・グループおよびアプリケーション・ロールを指定する必要があります。
登録または所有する(個人フォルダ(My Folders)に保存した)エージェントのリストを表示できます。
サブスクライブまたは所有するエージェントのリストを表示するには:
現在登録しているエージェントの登録を解除できます。
エージェントからサブスクライブ解除するには:
ユーザーが登録をカスタマイズできるようエージェントが設定されていて、条件または配信コンテンツのいずれか、あるいはその両方に対するプロンプト・フィルタを含む分析をエージェントで使用するとします。
条件分析または配信コンテンツ分析、あるいはその両方に対するフィルタ値をニーズに合せてカスタマイズできます。
ユーザーがエージェント登録をカスタマイズできるようにするには、エージェントの「実行者」が「受信者」である必要があり、「エージェント」エディタの「受信者」タブで「登録者がエージェントをカスタマイズできるようにします」オプションを選択する必要があります。
エージェント・サブスクライブをカスタマイズするには:
現在登録しているエージェントのリストが表示されます。(受信者として指定されているエージェントはこのリストに含まれないことに注意してください。)
「エージェントのサブスクライブのカスタマイズ」ダイアログが表示されます。
プロンプト・フィルタまたはパラメータをカスタマイズするには、次のようにします。
「パラメータ・フィルタの編集」ダイアログが表示されます。
注意:
前述の手順でカスタマイズしたフィルタ値は、エージェントの結果に自動的に表示されません。カスタマイズした値を表示するには、カスタマイズしたフィルタ値のエージェントの結果での表示を参照してください。
エージェント登録のフィルタ値をカスタマイズし、エージェントの結果にフィルタ値を表示する場合、分析にフィルタ・ビューを追加する必要があります。
カスタマイズしたフィルタ値をエージェントの結果に表示するには:
エージェントのスケジュールを一時的に無効に(し、再び有効に)することができます。
エージェントのスケジュールを無効にすると、定義されたスケジュールでエージェントが実行されません。これは、「エージェント」エディタの「エージェントを今すぐ実行」ボタンなどの他の方法で実行することはできます。
エージェントのスケジュールの無効化は、エージェントに対して定義したスケジュールを一定期間停止する必要がある場合に便利です。
また、エージェントのスケジュールは、デフォルトで一時的に無効になっている場合があります。たとえば、1つ以上のエージェントを含むフォルダをコピーした場合、各エージェントのコピーのスケジュールはデフォルトでは無効になっています。これを有効にするまで、定義されたスケジュールでエージェントは実行されません。
エージェントのスケジュールを無効にし、再度有効にするには:
「エージェント」エディタの「スケジュール」タブにある「有効」ボックスを使用して、エージェントのスケジュールを無効にしたり、有効にしたりできます。
デバイスと配信プロファイルを介してコンテンツについての通知を受信できます。
デバイスと配信プロファイルは、エージェントによってアラートが生成された場合の連絡方法と、コンテンツを受信するデバイスを制御します。
たとえば、情報の優先度に応じて、会社の電子メールにコンテンツを配信する社内配信プロファイルと、携帯電話にコンテンツを配信する移動中プロファイルを持つことができます。
デバイスと配信プロファイルは、「マイ・アカウント」ダイアログの「配信オプション」タブから構成します。詳細は、「デバイスと配信プロファイルの構成」を参照してください(管理者はユーザーが使用可能なデバイスのタイプを管理します)。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のエージェントのデバイス・タイプの管理に関する項を参照してください。
注意:組織によっては、次のようにシステムの配信デバイスと配信プロファイルを自動的に生成している場合があります。
- SAシステム・サブジェクト・エリアを使用する場合、組織は、ユーザーの電子メール・アドレスと他のデバイス情報(携帯電話の番号など)に基づいて、SAシステム・サブジェクト・エリアからシステム配信デバイスを生成し、各ユーザーのシステム配信デバイスを使用してそのユーザーのシステム配信プロファイルを生成できます。
- LDAPサーバーを使用する場合(配信デバイスとプロファイルがSAシステム・サブジェクト・エリアから生成されていない場合のみ)、組織は、各ユーザーの電子メール・アドレスに基づいてLDAPサーバーからシステム配信デバイスを生成し、各ユーザーのシステム配信デバイスを使用してそのユーザーのシステム配信プロファイルを生成できます。
デバイスやプロファイルを構成しない場合、生成されたシステム配信プロファイルがデフォルトとして使用されます。(他のプロファイルを定義した場合も、システムプロファイルをデフォルト・プロファイルとして構成できることに注意してください。)配信プロファイルを定義すると、このプロファイルにシステム・デバイスを含め、この配信デバイスが使用される優先レベルを設定できます。
『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionスケジュール・ジョブ・ガイド』のSAシステム・サブジェクト領域の設定に関する項を参照してください。
エージェントに対して指定された配信先に応じて、コンテンツは次の宛先に配信されます。
配信先が特定のデバイスの場合、コンテンツは、アクティブな配信プロファイル内のデバイスではなく、構成されたデバイスに配信されます。たとえば、電子メール・デバイスに配信するようエージェントが定義されている場合、アクティブな配信プロファイルで構成された電子メール・デバイスではなく、構成されているデフォルトの電子メール・デバイスが使用されます。
配信コンテンツには特定の優先度が割り当てられます。デフォルトの優先度は「標準」です。アクティブなプロファイルに対するデバイスを選択する際、どの優先度のコンテンツをそのデバイスに送信するかを指定できます。たとえば、携帯電話を配信プロファイルに追加した場合、優先度の高いコンテンツのみを関連付けます。社内にいない場合が多く、電子メールを受信できないことがわかっている場合、会社の電子メールでは優先度の低いコンテンツのみを受信するよう選択できます。
「マイ・アカウント」ダイアログの「配信オプション」タブを使用して、エージェントによってアラートが生成された場合に連絡に使用されるデバイスと配信プロファイルを構成します。
デバイスと配信プロファイルの詳細は、「デバイスと配信プロファイルとは」を参照してください。
デバイスと配信プロファイルを構成する手順:
デバイスを追加するには、次の手順を実行します。
注意:
エージェント用に指定した配信先が特定のデバイスの場合、アクティブな配信プロファイルのデバイスは、ここで指定したデフォルト・デバイスによってオーバーライドされます。たとえば、電子メール・デバイスに配信されるようにエージェントが定義されている場合は、アクティブな配信プロファイルで指定した電子メール・デバイスはいずれも使用されず、ここで指定したデフォルトの電子メール・デバイスが使用されます。(エージェントの配信先は、「エージェント」エディタの「送信先」タブで指定されます。)
適切なカテゴリ(「電子メール」など)の「デバイス」リストにデバイスが表示されます。
デバイスを編集するには、次の手順を実行します。
配信プロファイルを追加するには、次の手順を実行します。
注意:
使用しないデバイスには優先度を設定しないでください。優先度が選択されていないデバイスは、プロファイルで使用されません。
プロファイルが、「配信プロファイル」リストに表示されます。
配信プロファイルを編集するには、次の手順を実行します。
アラートのリストにアクセスできます。
リストには、各アラートの名前と配信日時、繰返しの数が表示されます。
このリストを使用して、次のことが可能です。
アラートの詳細は、「アラートとは」を参照してください。
アラートにアクセスし、管理するには:
「アラート」ダイアログが表示されます。
ホーム・ページの「アラート」セクションからアラートにアクセスすることや、管理することもできます。
HTTP Basic認証をサポートするRSS 2.0準拠のリーダーを使用して、アラートを受信できます。
Oracle BI Presentation ServicesでHTTPSプロトコルが使用されている場合は、使用するRSSリーダーでもHTTPSプロトコルがサポートされている必要があります。
アラートのRSSフィードに登録する場合、管理者によって「RSSフィードへのアクセス」権限が付与されている必要があります。
アラート用にRSSフィードをサブスクライブするには:
RSSフィードに登録するブラウザのページが表示されます。
トピック
この章の内容は次のとおりです。
条件とは、分析またはキー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)の評価に基づいて単一ブール値を返すオブジェクトです。
条件の評価内容は、分析に基づいているのか、KPIに基づいているのかによって、次のように異なります。
たとえば、条件は、次のように分析の結果で0より大きい行数が返されるかどうかで判断されます。
特定の情報は条件でフィルタするのが最善です。
次のことを実行するかどうかを決定するために条件を使用します。
たとえば、販売マネージャは、売上が200万ドルを下回る場合のみ、直属の部下に月次販売レポートを配信します。200万ドルを下回る売上を示す分析に基づいた条件を作成し、配信コンテンツが月次販売レポートであるエージェントに追加します。条件がtrueと判断される(つまり、分析には200万ドルを下回る行が含まれている)と、エージェントは月次販売レポートを配信するようトリガーされます。
また、分析でアクション・リンクが有効になっているかどうかを判断するために様々な種類の条件を使用することができます。詳細は、「分析に追加されたアクションの条件付き有効化について」を参照してください。
条件は複数の要素で構成されています。
条件は次の要素から構成されています。
名前付き条件とは、エージェントおよびダッシュボード・ページで再利用できるように、定義してプレゼンテーション・カタログに名前で保存する条件です。
次から条件を作成する場合に、名前付き条件を作成します:
また、カタログにインライン条件を保存する場合に、「エージェント」エディタの「条件」タブから名前付き条件を作成します。インライン条件の詳細は、「インライン条件とは」を参照してください。
インライン条件とは、使用する時点で定義し、カタログに名前で保存しない条件です。かわりに、ダッシュボード・ページまたはエージェントの一部として保存されます。
インライン条件は、この条件を含むダッシュボード・ページまたはエージェントが削除される際に、自動的に削除されます。このことで、特定のOracle BIコンテンツ内でのみ意味がある条件のカタログ管理が簡易化されます。
次のような場合に、インライン条件を作成できます。
エージェントの作成の詳細は、エージェントの作成を参照してください。
ダッシュボード・ページへのアクション・リンクの追加の詳細は、ダッシュボード・ページへのアクションの追加についてを参照してください。
ダッシュボード・ページへのセクションの追加の詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。
条件は特定のユーザーが作成します。
一般的に、次のように行われます。
名前付き条件を作成または編集できる機能は、管理者が管理している「条件の作成」権限によって制御されます。
権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。
権限の詳細は、「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」を参照してください。
エージェントおよびダッシュボード・ページで再利用可能な名前付き条件を作成できます。
「名前付き条件とは」を参照してください。
名前付き条件を作成するには、次の手順を実行します。
「新規条件」ダイアログが表示されます。
エージェントがコンテンツを配信するか、アクションを実行するかを決定するために条件を使用できます。
エージェントの詳細は、「コンテンツの配信」を参照してください。
エージェントがコンテンツを配信するか、アクションを実行するかを決定するために条件を使用するには、次の手順を実行します。
ダイアログの完了の詳細は、「条件の設定の指定」を参照してください。
アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するために条件を使用できます。
ダッシュボード・ページへのアクション・リンクの追加の詳細は、「ダッシュボード・ページへのアクションの追加について」を参照してください。
アクション・リンクをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するために条件を使用するには、次の手順を実行します。
「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログが表示されます。
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。
「条件」コンポーネントが表示されます。
ダイアログの完了の詳細は、「条件の設定の指定」を参照してください。
セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するために条件を使用できます。
ダッシュボードへのセクションの追加の詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。
セクションをダッシュボード・ページに表示するかどうかを決定するために条件を使用するには、次の手順を実行します。
ダイアログの完了の詳細は、「条件の設定の指定」を参照してください。
一部の条件では設定の指定が必要です。
次の項で説明されているように、条件を作成または編集する場合は、「新規条件」ダイアログ、「条件の作成」ダイアログまたは「条件の編集」ダイアログで条件の設定を指定する必要があります。
「新規条件」ダイアログ、「条件の作成」ダイアログまたは「条件の編集」ダイアログで条件の設定を指定するには、次の手順を実行します:
注意:
プロンプト・フィルタの値を指定する場合、これらの値を使用時点でオーバーライドすることはできません。条件を作成するときにKPIディメンションに複数の値を固定することはできません。
注意:
条件が、プライベートである分析またはKPIに基づいている場合、/Shared Foldersフォルダに保存することはできません。
名前付き条件は編集可能です。
名前付き条件を編集するには、次の手順を実行します。
「条件の編集」ダイアログの完了の詳細は、「条件の設定の指定」を参照してください。
エージェントで使用される条件について、複数のアクションを実行できます。
次の操作を実行できます。
エージェントで使用される条件を編集、カスタマイズ、テスト、保存または削除するには、次の手順を実行します。
条件について複数のタスクを実行できます。
ダッシュボード・ページのアクション・リンクに使用される条件に対して、次のタスクを実行できます。
ダッシュボード・ページのアクション・リンクで使用される条件を編集、テスト、保存または削除するには、次の手順を実行します。
「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログが表示されます。
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。
セクション内の条件について複数のタスクを実行できます。
ダッシュボード・ページのセクションに使用される条件に対して、次のタスクを実行できます。
ダッシュボード・ページのセクションで使用される条件を編集、テスト、保存または削除するには、次の手順を実行します。
トピック
この章の内容は次のとおりです。
アクションにより、データと計算をインタラクティブにすることができます。
アクションによって次の機能が提供されます。
アクションは、分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIに含めることができます。
アクションは、次のように実行されます。
たとえば、営業本部長が、特定のしきい値以下に売上が落ちた地域の営業部長に会いたいとします。営業本部長のダッシュボードにアクション・オブジェクトを埋め込み、営業部長がリンクをクリックするだけでミーティングをスケジュールできるようにします。あるいは、エージェントを使用して、売上しきい値を超えたら自動的にミーティングがスケジュールされるようすることもできます。
アクション・リンクとアクション・リンク・メニューにより、インタラクティブにデータを表示できます。
アクション・リンクは、分析、ダッシュボード・ページ、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブまたはKPIに埋め込まれたアクションへのリンクで、クリックすると、関連付けられているアクションが実行されます。
次の図に、アクション・リンクが列値に追加された分析を示します。マウス・ポインタを列値(この図のBluetoothアダプタの収益など)に合せると、列値がリンクとして表示されます。列リンクをクリックすると関連付けられているアクション・リンクが表示され、そのアクション・リンクをクリックすると関連付けられているアクションが実行されます。

分析、KPI、スコアカードの目標およびスコアカードのイニシアティブでは、複数のアクション・リンクはリストに表示されます。図は、アクション・リンク(マネージャへの電子メールの送信およびグラフ・ビューの表示)のリストが列値に追加されている分析を示しています。マウス・ポインタを列値(この図のBluetoothアダプタの収益など)に合せると、列値がリンクとして表示されます。列値のリンクをクリックすると、アクションのリストが表示されます。リスト内のアクションをクリックすると、関連付けられているアクションが実行されます。

ダッシュボード・ページで、アクション・リンクをスタンドアロン・リンクとして追加したり、複数のアクション・リンクをまとめてアクション・リンク・メニューにすることができます。アクション・リンク・メニューで、ユーザーは、データから得られたビジネスの見通しに基づいて、実行するアクションをアクション・リンクのリストから選択できます。
また、条件を使用し、データに応じて各アクション・リンクを表示することもできます。この強力な機能によって、表示されているデータに応じて適切な次のステップをユーザーに示す、状況依存メニューを設定できます。条件を使用したアクション・リンクの表示の詳細は、「アクションの条件による有効化について」を参照してください。
分析に追加したアクション・リンクは、次のビューに表示されます。
ビューの詳細は、「ダッシュボードでの表示用のビューの追加」を参照してください。
スコアカードの目標およびスコアカードのイニシアティブに追加したアクション・リンクは、次のスコアカード・ビューに表示されます。
KPIに追加したアクション・リンクは、KPI分析に表示されます。
注意:
ExcelやPDFなどのエクスポートされたフォーマットにはアクション・リンクは含まれません。
使用可能なアクションのタイプは、関連するコンテンツへの移動と、外部システムでの操作、関数またはプロセスの起動の2つのグループに分類されます。
権限によって、作成できるアクションのタイプが制御されます。移動タイプのアクションのみを作成できる場合も、起動タイプのアクションのみを作成できる場合も、移動と起動の両方のタイプのアクションを作成できる場合もあります。あるいは、アクションの実行のみが可能な場合もあります(アクションがカタログ内、またはダッシュボードや分析などの共有オブジェクト内に共有オブジェクトとして存在する場合)。詳細は、「アクションを作成できるユーザー」を参照してください。
また、アクションを追加できる場所は、タイプによって異なります。詳細は、「アクションを追加できる場所」を参照してください。
Oracle BI EEオブジェクトをOracle ADFアプリケーションに追加する際に開発者が使用できるコンテキスト・イベント・アクション・タイプの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド』のOracle BI EEコンテキスト・イベント・アクションでBusiness Intelligenceコンテンツを渡す方法に関する項を参照してください。
役立つコンテンツへのナビゲーションを用意できます。
次のリストに、関連するコンテンツに移動するタイプのアクションを示し、説明します。
このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のEPMコンテンツへのナビゲートに関する項を参照してください。
このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のE-Business Suiteへのナビゲートに関する項を参照してください。
このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のSiebel CRMへのナビゲートに関する項を参照してください。
外部システムに接続されるアクションを設定できます。
次のリストに、外部システムで操作、関数またはプロセスを起動するタイプのアクションを示し、説明します。
このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のWebサービスの起動に関する項を参照してください。
このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のJavaメソッド(EJB)の起動に関する項を参照してください。
このアクション・タイプを使用するには、構成が必要です。必要な構成の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のブラウザ・スクリプトの起動に関する項を参照してください。
注意:
このアクションでは、サーバーがMicrosoft Windowsで稼働している場合、カスタム・スクリプト・アクションがサポートされます。他のプラットフォーム(Windowsを含む)の場合、Javaメソッド(EJB)の起動アクションまたはWebサービスの起動アクションを使用することを検討してください。
デフォルトでは、これらのアクション権限は管理者に付与されています。
アクションを作成できるかどうかは、次のアクション権限で制御されます。この権限は、管理者によって管理されます。
権限の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービス権限の管理に関する項を参照してください。
権限の詳細は、「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」を参照してください。
アクションを追加できる場所は、アクションのタイプによって異なります。
分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIに追加できるタイプもあれば、エージェントのみ、あるいは分析、ダッシュボード・ページ、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIのみに追加できるタイプもあります。次の表では、アクションのタイプ、および各タイプを追加できる場所を示します。
| アクション・タイプ | 分析、ダッシュボード・ページ、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPI | エージェントへの追加 |
|---|---|---|
EPMコンテンツにナビゲート | はい | いいえ |
BIコンテンツにナビゲート | はい | いいえ |
Webページにナビゲート | はい | いいえ |
E-Business Suiteにナビゲート | はい | いいえ |
Siebel CRMにナビゲート | はい | いいえ |
Webサービスの起動 | はい | はい |
Javaメソッドの起動 | はい | はい |
ブラウザ・スクリプトの起動 | はい | いいえ |
HTTPリクエストの起動 | はい | はい |
エージェントの起動 | いいえ | はい |
サーバー・スクリプトの起動 | いいえ | はい 注意: このアクション・タイプでは、サーバーはMicrosoft Windowsで稼働している必要があります。 |
Javaジョブの起動 | いいえ | はい |
オブジェクトへのアクションの追加の詳細は、次を参照してください:
名前付きアクションは、定義し、再利用できるように名前を付けてOracle BIプレゼンテーション・カタログに保存するアクションです。名前付きアクションをテンプレートとして再利用し、別の名前付きアクションを作成することもできます。
カタログには、次のタイプを除くすべてのアクション・タイプを保存できます。
たとえば、設計中の分析やダッシュボード・ページに、組織のWebサイトへのナビゲーションを含めることが頻繁にあるとします。そのURLに移動するアクションを作成し、カタログに保存できます。そうすると、分析やダッシュボード・ページを作成する際、この名前付きアクションを追加できます。
次からアクションを作成して、名前付きアクションを作成します:
ダッシュボード、分析またはKPIからも名前付きアクションを作成できます。これは、インライン・アクションを作成し、カタログに保存して保持することで可能です。インライン・アクションの詳細は、「インライン・アクションとは」を参照してください。
インライン・アクションは、使用時に定義し、名前を付けてカタログに保存しないアクションです。かわりに、分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブまたはKPIの一部として保存されます。
インライン・アクションは、それを含む分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブまたはKPIが削除されると、自動的に削除されます。これによって、特定のBIコンテンツ内でのみ意味をなすアクションのカタログ管理が簡単になります。
たとえば、ダッシュボード・ページを設計し、一度のみ使用する予定のEJBを起動するとします。その時点でEJBを起動するアクションを作成し、ページに追加します。ダッシュボードを保存すると、ダッシュボードとともにアクションが保存されます。
インライン・アクションは、次の場合に作成します。
詳細は、「エージェントへのアクションの追加」を参照してください。
詳細は、「ダッシュボード・ページへのアクションの追加について」を参照してください。
詳細は、分析へのアクションの追加を参照してください。
詳細は、「KPIへのアクションの追加」を参照してください。
詳細は、「スコアカードのイニシアティブおよび目標へのアクションの追加」を参照してください。
アクション・パラメータにより、アクションからのデータを操作またはプロセスにおいて示すことができます。
アクション・パラメータは、アクションによって表される操作またはプロセスにOracle BI EEからデータを渡すのに使用されます。
名前付きアクションを作成する際、またはアクションをオブジェクト(分析の列など)に関連付ける際、パラメータが次のいずれであるかを指定できます。
注意:
表示された合計または総計上のアクション・リンクまたは条件付きアクション・リンクの場合、パラメータの届く範囲は関連するBIコンテンツ内に限られます。
条件により有効化されるアクションを特定の要素に追加できます。
次のものに追加されているアクションは、条件によって有効にすることができます。
KPIに追加されているアクションはKPIの範囲に関連付けられているため、定義に基づいた条件によって有効になります。同様に、スコアカードに追加されているアクションはイニシアティブと目標の状況に関連付けられているため、条件によって有効になります。
分析に追加されたアクション・リンクは、指定条件下でのみ表示されます。
アクションを分析に追加する際、1つ以上の条件を満たす場合にのみ、関連付けられているアクション・リンクが表示されるよう指定できます。これは、使用する分析の列を1つ以上選択し、満たすべき条件を指定して行います。(条件を指定する手順は、条件付き書式設定に使用される手順と非常によく似ています。)
たとえば、地域ごとの売上を示す分析で、売上が特定の金額以下になった場合にのみ、地域担当マネージャに電子メールを送信するアクション・リンクが表示されるよう指定できます。
ダッシュボード・ページに追加されたアクションを、指定された条件下においてのみ表示されるようにできます。
アクションをダッシュボード・ページに追加する際、特定の条件を満たす場合にのみ、関連付けられているアクション・リンクが表示されるよう指定できます。これは、満たすべき条件(名前付きまたはインライン)を指定して行います。
たとえば、製品の在庫レベルを示すダッシュボード・ページで、特定の製品の在庫レベルが低い場合にのみ、在庫を注文するアクション・リンクが表示されるよう指定できます。
アクション・リンク・メニューで条件付きアクション・リンクを使用すると、ダッシュボード・ページのデータに応じて異なるアクションのセットを表示できます。たとえば、製品の在庫レベルを示すダッシュボード・ページに、次のアクション・リンクを含むアクション・リンク・メニューを追加できます。
アクション・リンクの詳細は、アクション・リンクとアクション・リンク・メニューとはを参照してください。条件の詳細は、条件の処理を参照してください。
エージェント・アクションを実行するための条件を使用できます。
エージェントの条件は、主に、エージェントがコンテンツを配信するかどうかの決定に使用しますが、エージェントがアクションを実行するかどうかの決定にも使用できます。
アクションをエージェントに追加する際、特定の条件を満たす場合にのみ、アクションが実行されるよう指定できます。これは、条件(インラインまたは名前付き)をエージェントに追加し、次の場合にアクションを実行するかどうかを指定して行います。
一部のアクションでは、条件によって返される行ごとにアクションを実行するかどうかも指定できます。(サーバー・スクリプトの起動アクションとエージェントの起動アクションは、結果セットの行ごとに実行できないことに注意してください。また、アクション・パラメータの1つが結果セット・マッピングの場合も、行ごとに実行できません。)
たとえば、新規マーケティング・キャンペーンを自動的に開始するアクションをエージェントに追加し、地域の売上が$2,000,000以下かどうかを評価する条件が真の場合にのみ実行されるよう指定できます。
条件の詳細は、「条件の使用方法」を参照してください。
アクションの実行時にユーザーに表示される情報をカスタマイズできます。
具体的には、次の操作を実行できます。
アクションの作成または編集時に「アクションのオプション」ダイアログを使用して、この情報をカスタマイズします。「新規アクションの設定の指定」を参照してください。
コンテンツ・デザイナが分析、ダッシュボード・ページ、エージェント、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIに追加できる名前付きアクションを作成できます(適切な権限がある場合)。
名前付きアクションの詳細は、「名前付きアクションとは」を参照してください
名前付きアクションを作成するには:
「新規アクションの作成」ダイアログが表示されます。
作成するアクションごとに設定を指定する必要があります。
次のいずれかのタスクを行う場合、「新規アクションの作成」ダイアログ(エージェントとダッシュボードの場合は「新規アクション」ダイアログ、スコアカードの場合は「新規アクションの追加」ダイアログ)で新規アクションの設定を指定します。
新規アクションの設定を指定する手順:
Webサービス
操作
Oracle BI管理者により事前構成されたWebサービスのリストを復元します。
選択したフォルダをリフレッシュします。
| アクション・タイプ | 操作 |
|---|---|
Webページにナビゲート または HTTPリクエストの起動 | 「URL」フィールドに、WebページのURLを入力します。 ヒント: ブラウザでURLを強調表示して、「URL」フィールドにコピー・アンド・ペーストできます。 |
ブラウザ・スクリプトの起動 | 「関数名」フィールドに、実行する関数の名前を入力するか、「参照」をクリックして「スクリプト関数の選択」ダイアログを完成させます。 スクリプトにパラメータが定義されていて、「スクリプト関数の選択」ダイアログで関数を選択した場合、「パラメータの定義」リストにパラメータが表示されます。手動で関数名を入力した場合、手動でパラメータを追加する必要があります。 |
サーバー・スクリプトの起動 | 「言語」ボックスで、「JavaScript」または「VBScript」を選択し、「スクリプト・パス」フィールドに、実行するスクリプトのパスを入力します。 デフォルトで、スクリプトは 管理者はスクリプトが保存されるデフォルト・ディレクトリを変更できます。 |
エージェントの起動 | 「参照」をクリックして「既存のエージェントの選択」ダイアログにすべて入力します。 |
E-Business Suiteにナビゲート | 「パラメータの定義」リストで、次の必須パラメータを定義します。
Oracle Business IntelligenceからEBSフォームにコンテキストを渡すオプションのパラメータを定義することもできます。 パラメータの定義の詳細は、この手順のパラメータの定義のステップを参照してください。 Oracle E-Business Suiteのセキュリティとの統合の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテグレーターズ・ガイド』のOracle E-Business Suiteのセキュリティとの統合に関する項を参照してください。 |
Siebel CRMにナビゲート | 「パラメータの定義」リストで、次の必須パラメータを定義します。
ビュー名、アプレット名およびレコードの行番号の決定方法については、Siebel CRMアプリケーションのドキュメントを参照してください。 パラメータの定義の詳細は、この手順のパラメータの定義のステップを参照してください。 |
この列が使用可能でないアクション・タイプもあります。
この列が使用可能でないアクション・タイプもあります。
この列が使用可能でないアクション・タイプもあります。
この機能は、ユーザーに情報を表示するのに適したアクションにのみ使用できます。
名前付きアクションを作成する場合、アクションを保存するための情報を指定するダイアログが表示されます。
1つ以上のアクションを分析の列見出し、列値または階層レベル値に追加できます。
アクションを列見出し、列値または階層レベル値に追加する場合、アクション・リンクを使用してアクションを追加します。
1つ以上のアクション・リンクを含む分析が、ピボット表、表、マップ、グラフ、トレリスまたはゲージでユーザーに表示される場合、ユーザーはリンクをクリックして関連付けられているアクションを実行できます。
アクション・リンクの詳細は、「アクション・リンクとアクション・リンク・メニューとは」を参照してください。
1つ以上のアクションを分析に追加するには:
「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。
注意:
「列のプロパティ」ダイアログには「分析」エディタの「結果」タブからもアクセスできます。関連するビューを選択して「ビューの編集」ボタンをクリックします。「レイアウト」ペインで適切な列を見つけ、「詳細オプション」ボタンをクリックして、それから「列のプロパティ」を選択します。
「開く」ダイアログが表示されます。
アクションに関連付けられているパラメータがある場合、「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログが表示されます。
このオプションを選択すると、「条件」領域が表示されます。
詳細は、「アクションの条件による有効化について」を参照してください。
アクション・リンクを列見出しに追加する場合、「条件付き」オプションは使用できません。
ダッシュボード・ページを強化するには、アクションを追加します。
次の2つの方法のいずれかで、アクションをダッシュボード・ページに追加できます。
1つ以上のアクション・リンクが含まれるダッシュボード・ページがユーザーに表示される場合、ユーザーはリンクをクリックして、関連付けられているアクションを実行できます。
アクション・リンク・メニューが含まれるダッシュボード・ページがユーザーに表示される場合、ユーザーはアクション・リンク・メニューからリンクを選択して、関連付けられているアクションを実行できます。
アクション・リンクとアクション・リンク・メニューの詳細は、「アクション・リンクとアクション・リンク・メニューとは」を参照してください。
アクション・リンクを使用してアクションをダッシュボード・ページに追加し、ダッシュボード・ページを対話型にすることができます。
アクション・リンクを使用して、アクションをダッシュボード・ページに追加するには:
アクション・リンクまたはアクション・リンク・メニューを使用して、アクションをダッシュボード・ページに追加する際、「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを完成させて、アクション・リンクを作成します。
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを完成させるには:
「開く」ダイアログが表示されます。
アクションに関連付けられているパラメータがある場合、「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログが表示されます。
注意:
既存アクションの追加やアクションの作成を行う前に「リンク・テキスト」ボックスに入力した情報は、アクション・リンクの名前で上書きされます。
ブリーフィング・ブックの詳細は、ブリーフィング・ブックの使用を参照してください。
「条件」領域が表示されます。
ダイアログの完了の詳細は、「条件の設定の指定」を参照してください。
アクションを追加してダッシュボード・ページをインタラクティブにできます。
アクション・リンク・メニューを使用して、1つ以上のアクションをダッシュボード・ページに追加するには:
注意:
アクション・リンク・メニュー・オブジェクトからアクション・リンク・オブジェクトをドラッグして、スタンドアロン・アクション・リンクを作成することもできます。
1つ以上のアクションをエージェントに追加できます。
アクションをエージェントに追加するには:
「既存のアクションの選択」ダイアログが表示されます。
注意:
関連するコンテンツへ移動する既存のアクション(BIコンテンツにナビゲートなど)や既存のブラウザ・スクリプトの起動アクションは、エージェントに追加できません。
アクションに関連付けられているパラメータがある場合、「既存のアクションの追加」ダイアログが表示されます。
1つ以上のアクションをKPIに追加できます。アクションをKPIに追加する場合、アクション・リンクを使用してアクションを追加します。
1つ以上のアクション・リンクを含むKPIが、エンド・ユーザーに表示される(通常、スコアカードまたはKPI監視リスト)場合、ユーザーはリンクをクリックして関連付けられているアクションを実行できます。
1つ以上のアクションをKPIに追加するには:
「新規アクション・リンク」ダイアログが表示されます。
「開く」ダイアログが表示されます。
アクションに関連付けられているパラメータがある場合、「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログが表示されます。
1つ以上のアクションをスコアカードのイニシアティブまたは目標に追加できます。
アクションをイニシアティブまたは目標に追加する場合、アクション・リンクを使用してアクションを追加します。
1つ以上のアクションをイニシアチブまたは目標に追加するには:
「アクション・リンク」ダイアログが表示されます。
「開く」ダイアログが表示されます。
アクション・リンクが「アクション・リンク」領域に追加されます。
既存の名前付きアクションに基づいてアクションを作成できます。
たとえば、組織に、「メッセージの送信」という電子メール・メッセージを送信する既存の名前付きアクションがあるとします。パラメータは、受信者、件名、メッセージおよび優先度です。この「メッセージの送信」アクションに基づいて、優先度の高いメッセージを送信するアクションを作成できます。これを行うには、優先度パラメータに大きい値を指定し、「高優先度メッセージの送信」などの新しい名前で新規アクションを保存します。
既存の名前付きアクションに基づいてアクションを作成するには:
名前付きアクションは編集できます。
名前付きアクションを編集するには:
分析の列見出し、列値または階層レベル値の1つ以上のアクションまたはアクション・リンクを編集できます。
分析に追加されているアクションまたはアクション・リンクを編集するには:
「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。
注意:
「列のプロパティ」ダイアログには「分析」エディタの「結果」タブからもアクセスできます。関連するビューを選択して「ビューの編集」ボタンをクリックします。「レイアウト」ペインで適切な列を見つけ、「詳細オプション」ボタンをクリックして、それから「列のプロパティ」を選択します。
ダッシュボード・ページのアクション、アクション・リンクまたはアクション・リンク・メニューについて、エラーを訂正したり更新を加えることができます。
ダッシュボード・ページに追加されているアクション、アクション・リンクまたはアクション・リンク・メニューを編集するには:
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログが表示されます。
エージェントに追加されているアクションを編集できます。
アクションがインライン・アクションの場合、アクション全体を編集できます。アクションが名前付きアクションの場合、パラメータ値のみを編集できます。
エージェントに追加されているアクションを編集するには:
KPIに追加されているアクションまたはアクション・リンクを変更できます。
KPIに追加されているアクションまたはアクション・リンクを編集するには:
イニシアチブおよび目標のアクションおよびアクション・リンクを編集することにより、それを常に最新および関連のあるものに保つことができます。
イニシアチブまたは目標に追加されたアクションおよびアクション・リンクを編集するには:
「アクション・リンク」ダイアログが表示されます。
複数の分析で使用できるよう、カタログにインライン・アクションを保存できます。
カタログに保存する分析内のインライン・アクションを選択できます。たとえば、ブランド売上分析で、インライン・アクションをカタログに保存できます。アクションをカタログに保存するとき、販売業績ダッシュボードの他の分析やダッシュボード・ページにそのアクションを含めることができます。
分析内のインライン・アクションを保存するには:
「列のプロパティ」ダイアログが表示されます。
注意:
「列のプロパティ」ダイアログには「分析」エディタの「結果」タブからもアクセスできます。関連するビューを選択して「ビューの編集」ボタンをクリックします。「レイアウト」ペインで適切な列を見つけ、「詳細オプション」ボタンをクリックして、それから「列のプロパティ」を選択します。
ヒント:
現在のアクションへの参照を保存済アクションで置き換える場合、「現在のアクションを保存済アクションへの参照に置き換えます。」ボックスを選択します。
ダッシュボード内のインライン・アクションをカタログに保存するように選択できます。
たとえば、販売業績ダッシュボードで、インライン・アクションをカタログに保存できます。アクションをカタログに保存するとき、ダッシュボードに含まれていないブランド売上分析にそのアクションを含めることができます。
ダッシュボード内のインライン・アクションをカタログに保存するには:
ヒント:
現在のアクションへの参照を保存済アクションで置き換える場合、「現在のアクションを保存済アクションへの参照に置き換えます。」ボックスを選択します。
名前付きアクションの作成後、アクションが適切に実行されるかどうかをテストして確認できます。
たとえば、ブランド売上にナビゲートするアクションをテストすることができます。アクションをテストして、ユーザーが想定された値を入力することを確認します。また、それがブランド売上ダッシュボード・ページ上の適切なデータにナビゲートし、表示するかどうかをテストします。
名前付きアクションを実行してテストするには:
注意:
正常起動メッセージは、アクション自体が正常に実行されたことを示しているにすぎません。そのアクションが表すプロセスや操作が正しく実行されたことを示すものではありません。
キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)は、モニタリング、改善および評価が必要な、より大きい組織の戦略へとつながる特定のビジネスのゴールや目標を定義および追跡する計量法です。
KPIは、通常時間とともに変わる計量可能な値で、スコアとパフォーマンス・ステータスを決定するためのターゲットを持ちます。詳細な分析を可能にするディメンションが含まれ、トレンド用およびパフォーマンス・パターンの特定のために経時的な比較を行えます。
次のリストで、Oracle BI EEでのKPIの特定の使用方法について確認してください。
たとえば、製品の売上というKPIに、地域と会計時間のディメンションを追加し、地域ごと、および会計四半期などの期間ごとの製品の売上値を表示できます。この追加によって、データの多次元のサブセットを収集し、ディメンション・メトリックの異なるターゲット値に対して、KPIで測る目標とイニシアティブのパフォーマンスを評価できます。
たとえば、顧客満足度調査の平均スコアと再注文のKPIを使用して、顧客満足度の改善という目標のパフォーマンスを測ります。
KPIのステータスとスコアは、実際の値と定義されたしきい値との比較によって決まります。
KPIのパフォーマンス・ステータスは、各範囲に割り当てられたステータス・アイコンで示されます。
たとえば、製品の売上KPI(値が大きい方が望ましい)の場合、表に示す範囲を定義します。しきい値は、範囲の区切りとなる数値です。
| 評価範囲ルール | しきい値 | 名前 | ステータス・アイコン |
|---|---|---|---|
125を超える(125 < x)値は、パフォーマンスが申し分ないことを表します | 126以上 | 優 | 青色の四角 |
100から125まで(100 < x <= 125)の値は、パフォーマンスがよいことを表します | 125 | 良 | 緑色の四角 |
80から100まで(80 < x <= 100)の値は、パフォーマンスがまずまずであることを表します | 100 | 可 | 黄色の四角 |
50から80まで(50 < x < = 80)の値は、パフォーマンスが悪いという警告を表します | 80 | 警告 | 明るい赤色の四角 |
50より小さい(x <= 50)値は、パフォーマンスがクリティカルなことを表します | 50以下 | クリティカル | 濃い赤色の四角 |
KPIはKPIエディタを使用して作成され、KPIエディタはスタンドアロンのエディタとしても、スコアカード・エディタ内からもアクセスできます。
KPIを作成して保存すると、次のように使用できます。
ディメンションはデータの分類で、分類には、ビジネス・アナリストのデータの分析方法が反映されます。
アナリストが、ある単位で、あるいはあるものと比較して数値を表示する場合、データのディメンションを指定します。一般的なディメンションは、地理、製品、顧客および時間です。
KPIの場合、サブジェクト・エリアから属性列をディメンションとして選択できます。KPIを設計する際、1つ以上のディメンションに1つ以上のデータ値を固定する(Region = Centralなど)か、KPIのウォッチリストまたはスコアカードへの追加時やウォッチリストまたはスコアカードのダッシュボードへの追加時に、すべてまたは一部のディメンション値を固定するよう指定できます。設計者によって値が固定されると、ユーザーは値を変更できません。
あらかじめ固定された値を持たないKPIをウォッチリストに追加する場合、設計者は1つ以上の値を固定したり、セッション変数、リポジトリ変数またはグローバル変数を指定してディメンション値を設定できます。設計者がディメンションに値または変数を固定しない場合、KPIのユーザーは実行時に、KPIウォッチリストまたはKPIを含むスコアカードの視点領域、ダッシュボードの変数プロンプトまたはダッシュボードの列プロンプトから1つ以上の値を選択できます。
注意:
KPIウォッチリストまたはKPIを含むスコアカード・オブジェクトがプロンプト付きでダッシュボードに追加され、KPI定義の特定のプロンプトのディメンションでKPIにディメンションが設定されていない場合は、そのプロンプトが無視されます。さらに、KPIがその定義の特定のディメンション値に固定されている場合は、そのディメンションのプロンプトが無視されます。KPIウォッチリストまたはKPIを含むスコアカード・オブジェクトをプロンプトを含むダッシュボードに追加する際には、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページへのダッシュボード・プロンプトの追加および「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログを参照してください。
ディメンションを含むKPIが分析に出力される場合、ディメンションは列およびドリルとして表示されます。ディメンション値が固定されている場合、分析は、固定された値によって決定されるデータに限定されます。ディメンションに複数の値が固定されている場合、固定された値ごとに行が表示されます。
注意:
KPIには複数のディメンションを定義しますが、KPI定義自体の中でディメンションを固定しないでください。これによって、ユーザーはKPIを再利用して、スコアカードの戦略ツリー、ウォッチリストまたはダッシュボード・プロンプト内に固定できます。たとえば、ディメンションを固定する非常に特殊なKPI (北米の地域など)を作成する場合、そのKPIの使用は制限される可能性があります。ディメンションを固定しないでおいた場合は、ユーザーが固定する領域を決定します。このKPIの使用を使用すると柔軟性と再利用性が向上するため、非常に特殊なKPIの作成および管理が不要になります。
KPIおよびKPIウォッチリストの作成時に特定のタスクを実行できるかどうかは、権限によって制御されています。
プレゼンテーション・サービスの権限の詳細は、「スコアカードの権限と許可について」を参照してください。
コンテンツ設計者がKPIの作成に使用できるいくつかのページがあります。
図およびKPIの作成に、これらのページを示します。

「KPI」エディタの「一般プロパティ」ページおよび「KPI」エディタの「ディメンション」ページに入力する必要があります。
ページ間をナビゲートするには、「次」および「戻る」ボタンを選択するか、ナビゲーション・トレインに従ってページ名をクリックします。次の図に、ナビゲーション・トレインを示します。

KPIは、グローバル・ヘッダー、ホーム・ページ、またはスコアカードから作成できます。
KPIを作成するには、次の手順に従います。KPIを編集用に開く方法の詳細は、「KPIの編集」を参照してください。
KPIを作成するには:

注意:
トレンドを有効にする場合、時間ディメンションも「KPI」エディタの「ディメンション」ページに含める必要があります。時間ディメンションが「前のものと比較」オプションから選択されている場合、同じ時間ディメンションを「ディメンション」ページに追加する必要があります。時間階層レベルが「前のものと比較」オプションから選択されている場合、その階層レベルが属する階層を「ディメンション」ページに追加する必要があります。
スコアカードでKPIを使用する場合、ビジネス所有者を割り当てる必要があります。ビジネス所有者を割り当てずにKPIステータスをオーバーライドすることはできません。詳細は、「ステータスのオーバーライドの操作」を参照してください。




次の項目に注意してください。
KPIを編集する方法は複数あります。
保存済KPIをオープンおよび編集する手順は、次のとおりです。KPIはカタログに格納されていますが、KPIウォッチリスト、スコアカードおよびダッシュボードに追加できます。KPIを編集して保存すると、KPIの表示箇所に変更が伝播されます。
ターゲット設定では、適切な権限とセキュリティ設定を備えたユーザーがKPIの実際の値やターゲット値を変更できます。
一度変更すると、値はリポジトリに送信されて格納されます。次に、Oracle BI EEでは、これらの変更された値を使用して、集計値の再計算、キャッシュのリフレッシュ、およびKPIウォッチリストまたはKPIの追加先スコアカードのリフレッシュが実行されます。ターゲット設定は、現在、Essbase データ・ソースにのみ使用できます。詳細は、「スコアカードの権限と許可について」を参照してください。
KPIでターゲット設定を使用するために実行する必要がある複数のステップがあります。
コンテンツ設計者がターゲット設定を備えたKPIを作成するには、管理者が、次の前提条件タスクを実行しておく必要があります:
詳細は、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドのブロック・ストレージ・データベース用の計算スクリプトの作成に関する項を参照してください。
ユーザーが実行時に更新できる実際の値とターゲット値が指定されたKPIを作成するために、コンテンツ設計者が実行する必要がある手順がいくつかあります。
図に、プロセスで必要な各ステップを示します。各ステップの詳細は、「ターゲット設定タスク・フローのステップの説明」を参照してください。「KPI」エディタを使用してターゲット設定を備えたKPIを作成する手順の詳細は、「KPIの作成」を参照してください。

ターゲット設定タスク・フローのステップの説明
次のリストで、KPIのターゲット設定を設定するために実行する必要がある各ステップを説明します。
コンテンツ設計者は、ターゲット設定が有効なKPIを、KPIウォッチリスト、目的およびイニシアティブなどのウォッチリストに含めることができます。
詳細は、「ウォッチリストの理解」を参照してください。
正しい権限が付与されているユーザーは、書込み可能な実際の値やターゲット値を実行時に変更および保存できます。ユーザーが値を入力および保存すると、Oracle BI EEでは、リポジトリへの値の送信、集計値の再計算、およびウォッチリストのリフレッシュが実行されます。プレゼンテーション・サービスの権限の詳細は、「スコアカードの権限と許可について」を参照してください。
KPIを使用して、KPIウォッチリスト、スコアカードまたはスコアカード図に基づいて分析を生成できます。
次の手順を使用して、分析をKPIから生成します。分析は、組織のデータに対する問合せで、ビジネスに関する質問(特定の飲料の地域の年間売上はいくらかなど)の解答を得ることができます。分析の詳細は、分析の作成を参照してください。
分析は、KPI監視リスト、スコアカードまたはダッシュボード内のスコアカード図ビューに含まれたKPIから生成できます。分析を生成すると、カタログのDrillsフォルダ(/My Folders/Drills)に格納されます。My Folders/Drillsフォルダは一時的な格納用に使用されるため、セッションの終了後、分析が残っていない可能性があることに注意してください。分析を保持するには、別のディレクトリにコピーします。たとえば、共有ダッシュボードで使用する分析を保持するには、/Shared Foldersのフォルダにコピーします。
分析の生成後、分析はダッシュボードに配置したり、分析としてカタログから開いたり、関連ドキュメントとしてスコアカード、KPI監視リストまたはKPIにアタッチできます。ユーザーが分析を開くたびに、データはリフレッシュされます。
注意:
KPIディメンションに複数の値が固定されている場合は、各値が個別の行として分析に表示されます。
ウォッチリストのKPIから分析を生成するには:
スコアカードのKPIから分析を出力するには:
「エージェントの作成」オプションを使用することで、KPIからエージェントを作成できます。
このオプションは、「カタログ」ページの「詳細」リストおよび「スコアカード」エディタの「カタログ」ペインの「新規オブジェクト」リストにあります。この方法でエージェントを作成する場合のOracle BI EEの処理は次のとおりです。
エージェントの詳細は、コンテンツの配信を参照してください。
KPIからエージェントを作成する手順:

「エージェント」エディタが表示され、「新規エージェントの作成」ダイアログで指定した情報が、「エージェント」エディタの「条件」タブおよび「配信コンテンツ」タブにデフォルト設定されます。
注意:
パフォーマンス、継続的フィードバックおよびリアルタイム・アラートをモニターするには、KPIおよびスコアカードのエージェントを使用します。日常的な決定を企業戦略に沿ったものにして、普通ではない結果に対してアラートをトリガするには、アクションを使用します。
KPIのビジネス所有者にメッセージを送信できます。
ビジネス所有者は、KPIの管理の責任を負うユーザーです。KPIの作成または変更時、コンテンツ設計者はOracle BI EEユーザー・リストからビジネス所有者を選択します。
Oracle BI EEでは、ビジネス所有者が「マイ・アカウント」ダイアログの「配信オプション」タブで指定した配信デバイスとプロファイルを使用して、メッセージの配信先(電子メール、電話、ページャなど)を決定します。
KPIウォッチリストからKPIのビジネス所有者に連絡するには:
スコアカードからKPIのビジネス所有者に連絡するには:
KPIのステータスは、ビジネス所有者のみがオーバーライドできます。
ビジネス所有者は、KPIの管理の責任を負うユーザーです。KPIの作成または変更時、コンテンツ設計者はOracle BI EEユーザー・リストからビジネス所有者を選択します。
ビジネス所有者は、KPIの値が古い場合や使用できない場合、あるいはKPIの計量対象のステータスを正確に反映していない場合に、ステータスをオーバーライドできます。KPIのステータスは、ビジネス所有者がオーバーライド・ステータスを削除するまで、オーバーライドされたままになります。たとえば、店舗の売上を測るKPIを含むスコアカードがあるとします。火事によって店舗が焼かれ、営業できなくなった場合、ビジネス所有者はKPIのステータスをオーバーライドして、スコアカードがアンバランスにならないようにします。ビジネス所有者は、店舗の営業が再開されるまで、このオーバーライドを続けます。
KPIステータスのオーバーライドの詳細は、ステータスのオーバーライドの操作を参照してください。
KPIへのコメントの追加は、利害関係者が対象項目について話し合う手段となります。
KPIの利害関係者は、KPIの列にコメントを追加できます。利害関係者は、他のユーザーが入力したコメントをレビューしたり、これに応答することもできます。KPIのコメントにアクセスすると、時系列に累積されたコメントのリストが表示されます。
コメントの追加およびレビューの詳細は、コメントの操作を参照してください。
KPI監視リストは、カタログに格納されているKPIを追加して作成したKPIの集まりです。
KPI監視リストを作成して保存すると、カタログ・オブジェクトとして格納され、ダッシュボードやスコアカードに追加できます。ユーザーはカタログからKPIを直接表示できないため、KPIウォッチリストは、KPIを分析に出力したり、KPIをスコアカードに含めたりすることと並ぶ、KPIをユーザーに配布する方法の1つです。
KPI監視リストでは、次のKPIパフォーマンス情報が提供されます。
KPIウォッチリストは、特定の使用方法および特定のユーザーに対する正式または非正式なリストを簡単に作成できたり、ユーザーに適切な権限がある場合、情報に関する特定のニーズを満たす独自のKPIウォッチリストを作成できるため、便利です。たとえば、KPI監視リスト・デザイナが、特定のスコアカードの戦略とイニシアティブをサポートするKPIを含むKPI監視リストを作成します。あるいは、ユーザーが、個々の目標をモニターするKPIウォッチリストを作成します。たとえば、営業担当者が、特定の地域内の四半期の売上合計をモニターするKPIを含むKPI監視リストを作成できます。プレゼンテーション・サービスの権限の詳細は、「スコアカードの権限と許可について」を参照してください。
KPIウォッチリスト設計者は、KPIを追加するたびに異なるディメンション値を固定して、1つのKPIをKPIウォッチリストに複数回追加し、ユーザーが、ディメンションを指定してKPIを再ロードしなくても、簡単に全体像を把握できるようにすることができます。
KPIウォッチリストによって、ユーザーは、ウォッチリストからKPIを選択して分析に出力したり、KPIのビジネス所有者に連絡する機能を得ることもできます。
KPIウォッチリストの作成により、ユーザーが1つ以上のKPIを追跡および更新するための場所を作成できます。
KPIウォッチリストを作成するには、次の手順に従います。KPIウォッチリストを編集用に開く方法の詳細は、KPIウォッチリストの編集を参照してください。
KPIウォッチリストを作成するには:
「スコアカード」エディタ内でKPI監視リストを作成する場合、「スコアカード」エディタ内の任意のペインからKPIを選択し、監視リスト表にドラッグします。「KPIの追加」ダイアログが表示されます。
新規KPIウォッチリストを作成する場合は、「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます。ここで、KPIウォッチリストの名前を指定し、ウォッチリストを保存します。
ウォッチリストをスコアカードの「スコアカードのドキュメント」ペイン内に表示する場合は、カタログ内のスコアカード・オブジェクトのフォルダにウォッチリストを保存します。
トピック
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Scorecard and Strategy Managementは、ビジネス戦略を説明および表現するためのパフォーマンス管理ツールです。
企業の戦略や業績をトップ・ダウンまたはボトム・アップで推進したり評価できます。
また、Oracle Scorecard and Strategy Managementでは、従来のバランス・スコアカード・パースペクティブを使用して目標およびイニシアティブを配置するか、独自に作成して基本的なビジネス能力を反映できます。詳細は、バランス・スコアカードとはを参照してください。
Oracle Scorecard and Strategy Managementの用途は次のとおりです。
注意:
スコアカードでは、KPIを使用して進行状況およびパフォーマンスを長期にわたって測定するため、スコアカード内で使用するKPIを定義する際には、適切な時間ディメンションを含める必要があります。時間ディメンションの情報は、管理者に問い合せてください。
バランス・スコアカードを作成することで、組織の様々な側面が明らかとなります。
企業では、従来より、財務的な観点からの戦略に重きが置かれ、他の視点は十分に考慮されていません。財務上の目標は、通常、遡及的で、過去の数値に対する成長という観点から定義される傾向にあるため、将来の市場の状況やレバレッジ目標は考慮されません。バランス・スコアカードは、4つのパースペクティブ(財務、顧客、内部ビジネス・プロセス、学習と成長)で構成される明確な目標、メジャー、ターゲットおよびイニシアティブに組織の戦略をマップする、戦略的な管理システムです。これらのパースペクティブには通常、「ビジョンを達成するためには、顧客にどう配慮すべきか」、「財務的に成功するためには、株主にどう配慮すべきか」などの質問が伴います。1つの方法として、バランス・スコアカードは、複数の関連するパースペクティブを満たす戦略を定義するための言語を企業に提供します。財務諸表(損益計算書、キャッシュ・フロー計算書および貸借対照表)が組織の経営状態を示すのと同じように、バランス・スコアカードは洞察に満ちた一貫した方法で戦略を伝達するための枠組みを提供します。次の図に、これらの4つのパースペクティブを示します。

「スコアカードの4つのパースペクティブにより、短期目標と長期目標、望ましい結果とその結果のパフォーマンス・ドライバ、信頼できる客観的なメジャーとより主観的なメジャーの間のバランスを取ることが可能になる。」(Robert S.Kaplan、David P.Norton共著『Linking the Balanced Scorecard to Strategy』、California Management Review Reprint Series(1996年)、Regents of the University of California CMR、第39巻、1号(1996年秋))。
Oracle Scorecardと戦略管理では、デフォルトで用意されている4つのパースペクティブを使用して、関係のあるすべての視点を網羅する戦略を定義し、あらゆる視点から安定と成功を保証する戦略構造を定義します。
Robert Kaplan博士およびDavid Norton博士により考案されたバランス・スコアカード手法に基づく4つのデフォルトのパースペクティブは、次のとおりです。
目標、主要なイニシアティブおよびKPIを業務能力に合致させるために、提供されたパースペクティブをカスタマイズするか、独自のパースペクティブを作成できます。
注意:
KaplanおよびNortonの4つのパースペクティブは、特定の組織の戦略を表しています。これらのパースペクティブおよび戦略は、政府、公共部門または非営利組織に必ずしも適しているわけではないため、目的の戦略を獲得するために、目標および重要な質問を修正および補完する必要があります。
Oracle Scorecard and Strategy Managementの詳細は、「Oracle Scorecard and Strategy Managementとは」を参照してください。
注意:
バランス・スコアカードを生きた文書として扱います。目標、イニシアティブなどを評価するプロセスは反復的です。プロセスでは、量的のみでなく質的にも組織の状態を洞察し、目的の結果を得られるように適切なタイミングで組織を導く必要があります。
「スコアカード」エディタを使用して、組織全体のスコアカードや各部門のスコアカードを作成できます。
「スコアカード」エディタは多数のパネルおよびタブで構成されています。
スコアカード・オブジェクトを作成すると、各オブジェクトに対する詳細なタブが動的に生成されます。たとえば、目標を作成すると、その目標に対するタブが生成されます。このタブを使用して、目標を定義したり、目標の詳細な情報(目標の評価にどのKPIが使用されるか、どのイニシアティブによって推進されるかなど)を表示します。
図に、Sample Scorecard-Liteの「スコアカード」エディタの例を示します。

スコアカード・オブジェクトは様々な機能を実行できます。
スコアカードの目標は、次の目的で作成または準備する項目です。
詳細は、「目標とは」を参照してください。
詳細は、「イニシアティブとは」を参照してください。
詳細は、「パースペクティブとは」を参照してください。
詳細は、「キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)とは」を参照してください。
詳細は、「ビジョン・ステートメントとは」を参照してください。
詳細は、「ミッション・ステートメントとは」を参照してください。
詳細は、「戦略ツリーとは」を参照してください。
詳細は、「戦略マップとは」を参照してください。
詳細は、「原因と結果マップとは」を参照してください。
詳細は、「カスタム・ビューとは」を参照してください。
詳細は、「KPI監視リストとは」を参照してください。
詳細は、「スマート・ウォッチリストとは」を参照してください。
詳細は、「KPIからのエージェントの作成」を参照してください。
Oracle Scorecard and Strategy Managementには、スコアカードの作成に使用できる豊富なスコアカード・オブジェクトが用意されているため、全体的なプロセス・フローについて順を追って説明します。
プロセス・フロー内の各タスクを順番に実行することをお薦めします。図に、スコアカードを作成するための全体的なプロセス・フローを示します。

スコアカードを作成するには、次のタスクを実行します。
詳細は、「戦略マップとは」、「戦略マップの作成」、「原因と結果マップとは」、「原因と結果マップの作成」、「戦略ツリーとは」および「戦略ツリーの作成」を参照してください。
KPIおよびKPIウォッチリストの作成時またはOracle Scorecard and Strategy Management内の、特定のタスクを実行する機能(スコアカードの作成や所有者への連絡など)は、権限によって制御されます。
権限は管理者によって管理されます。一般的な情報は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。
多くのタスクには権限の組合せが必要です。Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのKPIのタスクに必要な権限に関する表 およびスコアカードおよびスコアカード・オブジェクトのタスクに必要な権限に関する表の2つの表には、次の内容が記載されています。
注意:
これらの表では、権限については扱われていません。スコアカードやスコアカード内の要素に対する権限を変更する(つまり、スコアカードまたはスコアカード内の要素に対するアクセス権があるユーザーを変更する)には、スコアカードに対する「フル・コントロール」権限が必要です。権限の詳細は、「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」を参照してください。
次のことを行う必要があります。
「スコアカード」エディタで編集モードを使用するかは、何をしたいかによって決まります。
「スコアカード」エディタには2つのモードがあります。
注意:
スコアカードの問題が発生する可能性があるため、スコアカードの目標、イニシアチブまたはパースペクティブを「スコアカード」エディタ以外から削除しないでください。
また、これらのモードでアクセスできる情報と実行できるタスクは、次のものによって異なります。
詳細は、「スコアカードの権限と許可について」を参照してください。
スコアカードは、データ分析を表示してビジネス戦略を説明および通知するのに役立ちます。
スコアカードを作成するには:
「新規スコアカード」ダイアログが表示されます。
スコアカードを開く手順や編集する手順は同じです。
スコアカードを作成または編集するには:
表示モードと編集モードの詳細は、「スコアカード」エディタでの編集モードと表示モードの使用を参照してください。
注意:
メタデータに対する変更(たとえば、ディメンションの名前変更やサブジェクト領域の削除)を管理者が行う必要がある場合は、管理者に連絡する前に、KPIおよびスコアカード内のオブジェクトに対するすべての参照を削除します。
イニシアティブ、目標またはKPIのサマリー情報を表示できます。
表示される要約情報は、「イニシアティブ」ペインまたは「戦略」ペインで最後に選択したオブジェクトによって異なります。次を最後に選択した場合::
子または子孫である目標、イニシアティブまたはKPIが特定のステータス値に対して1つでも存在する場合、そのステータス名は子または子孫である目標、イニシアティブおよびKPIを示す「スコアカード」エディタ: ブレークダウン・タブを表示するハイパーリンクになります。
概要情報を表示するには:
「スコアカード」エディタの「概要」タブが表示されます。この図は、目標の「概要」タブの例を示します。

「概要」タブには、スコアカードの対象のエンティティ(組織全体または部門)を表すルート目標のサマリー情報が表示されます。
「スコアカード」エディタの視点領域には、イニシアチブと目標の進捗とパフォーマンスを測定するためにスコアカードで使用されるKPIのディメンションのコントロールが表示されます。
KPIディメンションの詳細は、「ディメンションおよび固定されたディメンション値とは」を参照してください。
コントロールは、表示されないよう明示的に指定されているもの以外、スコアカードで参照されているKPIディメンションごとに表示されます。同一のディメンションが複数のKPIで参照されている場合、KPI間でコントロールを共有できます。視点領域でのコントロールの設定方法の詳細は、「視点コントロールの設定」を参照してください。
この図に、Region階層、顧客セグメント、Offices階層、Products階層および2010/Q3ディメンションの視点領域を示します。

各コントロールには、ラベルおよび選択できるディメンション値のリストが表示される下向き矢印、および「検索」リンクが含まれています(詳細は、「メンバーの検索」ダイアログを参照してください)。ラベルは、ディメンションのデータベース名(デフォルト)、ユーザーにわかりやすい名前(コントロールに対して指定されている場合)、1つ以上の値(ディメンションが特定の値または複数の値に固定されている場合)のいずれかです。
この領域を使用して、ディメンションの値を一時的に固定または設定します。ディメンションを固定すると、スコアカードのデータがフィルタされ、新たな視点(データの新たなビュー)が得られます。これによって、担当しているビジネス分野など、対象とする特定のデータに的を絞ることができます。
視点領域設定は一時的であり、スコアカードの保存時に維持されません。固定の永続化は、次の場所で行えます。
「スコアカード」エディタには、「戻る」ボタンと「前へ」ボタンも含まれ、視点履歴間を移動して以前の視点や開始時の視点を選択できます。
ディメンションを一時的に固定するには:
データがフィルタされ、新たな視点が表示されます。
「設定」ダイアログの「ディメンション設定」タブを使用して、スコアカードの視点領域にあるディメンションのコントロールを設定します。
具体的には、次の指定が可能です。
視点の詳細は、視点領域についてを参照してください。
視点コントロールを設定するには:
「設定」ダイアログの「アセスメント・マッピング」タブが表示されます。
ビジョン・ステートメントは、組織が将来的にどうありたいかを簡潔に表したものです。
ビジョン・ステートメントの例として、南米ポリプロピレン市場で最も成功した企業になるなどがあります。(ビジョン・ステートメントはオプションです。)
このステートメントから、ミッション・ステートメントを構成する主要なゴールと優先度を定義することがしばしばあります。詳細は、「ミッション・ステートメントとは」を参照してください。
ビジョン・ステートメントの定義の詳細は、ビジョン・ステートメントの定義を参照してください。
注意:
ビジョン・ステートメントとミッション・ステートメントの作成には、非常に特殊な権限のセットが必要です。ビジョン・ステートメントまたはミッション・ステートメントのツールバー・ボタンが無効になっている場合は、管理者に問い合せてください。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のKPI、KPIウォッチリストおよびスコアカードの権限の識別に関する項を参照してください。
ビジョン・ステートメントは、組織が将来的にどうありたいかを簡潔に表したものです。
ビジョン・ステートメントを定義するには:
「ビジョン」タブの「ドキュメント」タブが表示されます。図は、「新規ビジョン」タブを示しています。

ミッション・ステートメントには、ビジョンを達成するために必要な主要なビジネス・ゴールと優先度を指定します。
ミッション・ステートメントはオプションです。詳細は、ミッション・ステートメントの定義を参照してください。
ビジョンはビジョン・ステートメントで定義します。ビジョン・ステートメントの詳細は、ビジョン・ステートメントとはを参照してください。
ミッション・ステートメントを定義すると、データ分析と比較する全体目標ができます。
ミッション・ステートメントを定義するには:
「ミッション」タブの「ドキュメント」タブが表示されます。図に、ミッション・ステートメントの例を示します。

パースペクティブは、イニシアティブ、目標およびKPIに関連付ける組織内のカテゴリです。
パースペクティブでは、主な利害関係者(顧客、従業員、株主/財務関係者など)や主なコンピテンシ分野(時間、コスト、品質など)を表すことができます。
イニシアティブや目標の作成時、イニシアティブや目標とパースペクティブを関連付けます。詳細は、「イニシアティブの作成」および「目標の作成」を参照してください。KPIの詳細を編集する際、KPIとパースペクティブを関連付けます。詳細は、「KPI詳細の使用」を参照してください。
たとえば、顧客応答時間の改善という目標を作成する場合、この目標では、顧客関連の処理が行われたり、サポートされるため、顧客パースペクティブに関連付けます。
バランス・スコアカードの手法では、標準のパースペクティブが4つ定義されています。
また、スコアカードにカスタムのパースペクティブを作成することもできます。
詳細は、カスタム・パースペクティブの作成を参照してください。
スコアカードを作成する場合は、「デフォルトのパースペクティブを使用しますか。」チェック・ボックスを使用して、バランス・スコアカードの手法で定義されているデフォルトのパースペクティブを使用するかどうかを指定します。
状況に応じて次のようにします。
カスタム・パースペクティブを作成するには:
「スコアカード」エディタの「パースペクティブ」タブが表示されます。図に、「パースペクティブ」タブに表示される財務パースペクティブの例を示します。

パースペクティブが、「パースペクティブ」ペインに表示されます。
これで、イニシアティブ、目標およびKPIとカスタム・パースペクティブを関連付けることができます。イニシアティブや目標の作成時、イニシアティブや目標とパースペクティブを関連付けます。詳細は、「イニシアティブの作成」および「目標の作成」を参照してください。KPIの詳細を編集する際、KPIとパースペクティブを関連付けます。詳細は、「KPI詳細の使用」を参照してください。
KPIは、ターゲットに対してビジネス上の尺度(製品の売上や運用コストなど)を評価した結果を表します。
KPIを使用して、組織の様々なレベルの戦略を構成する目標やイニシアティブの進捗を評価できます。
次のようにKPIを作成できます。
KPIとその作成方法の詳細は、「KPIとKPI監視リストの使用」を参照してください。
目標は、企業の戦略を構成する、要求される成果あるいは望ましい結果のことです。
次のものに対して目標を作成できます。
目標を作成する際、進捗とパフォーマンスの測定に使用するKPIを1つ以上割り当てます。たとえば、次のKPIを割り当てることで、顧客満足度の改善という目標の進捗とパフォーマンスを測定することができます。
KPIの詳細は、「KPIとKPI監視リストの使用」を参照してください。
スコアカード内に、目標の達成に必要なイニシアティブを作成することもできます。イニシアティブの詳細は、イニシアティブとはを参照してください。
作成した目標は、「戦略」ペインに階層状に表示されます。ルート目標は、 スコアカードの対象のエンティティ(つまり、組織全体または部門)を表します。目標のパフォーマンスを評価するために割り当てられるKPIは、「戦略」ペインで目標の下に表示されます。
「戦略」ペインには、アセスメント・マッピングに指定した適切な色とアイコンを使用して、目標とKPIのステータスも表示されます。アセスメント・マッピングの詳細は、「スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義」を参照してください。
注意:
目標を作成する際には、可能であれば、KPIで測定されるサブ目標を使用して結果をモニターしてください。増分的、反復的に修正処理が行えるようになり、目標を達成しやすくなります。たとえば、財務結果の向上という目標には、売上の増大、コストの削減、従業員有効性の増大および業務の効率化というサブ目標を使用できます。関連ドキュメントを使用して、目標、イニシアティブなどのサポート情報を提供してくだい。
目標の作成の詳細は、目標の作成を参照してください。
1つ以上の目標を作成できます。
作成する目標は、戦略上妥当であり、KPIを使用して測定できる必要があります。
目標の詳細は、「目標とは」を参照してください。
目標を作成するには:
目標の詳細タブが表示されます。図に、目標の詳細タブに表示される目標の例を示します。

「因果関係」ダイアログが表示され、目標間の関連性の深さと、因果関係にある目標の値の変更によってこの目標がプラスの影響を受けるか、マイナスの影響を受けるかを指定します。
たとえば、顧客からの照会の増加という目標の場合、顧客応答時間の削減や顧客の問題の解決の増加などの原因となる(助けまたは妨げとなる)目標をドラッグ・アンド・ドロップします。
「イニシアチブの関連」ダイアログが表示され、イニシアチブと目標の関連性の深さと、このイニシアチブの値の変更によってこの目標がプラスの影響を受けるか、マイナスの影響を受けるかを指定します。
「因果関係」ダイアログが表示され、目標間の関連性の深さと、因果関係にある目標の値の変更によってこの目標がプラスの影響を受けるか、マイナスの影響を受けるかを指定します。
目標またはイニシアチブを作成する際、「分析」ペインにすべて入力し、目標またはイニシアチブに対する分析を指定する必要があります。
「分析」ペインを完成させる手順:
注意:
目標またはイニシアティブごとにパースペクティブを割り当てます。これにより、戦略マップの作成時に因果関係を定義しやすくなります。
注意:
KPIが定義されていない場合、または必要に合せて別のKPIを定義する場合、「スコアカード」エディタ内からKPIを作成できます。詳細は、「KPIの作成」を参照してください。
ヒント:
「目標とKPI」または「イニシアティブとKPI」ウォッチリストに表示されている列を変更できます。これを行うには、「表示」、「他の列も表示」の順に選択して、列の追加や削除を行える「他の列も表示」ダイアログを表示します。
KPIを追加するには、次のようにします。
注意:
スコアカードの「カタログ」ペイン、または「スコアカードのドキュメント」ペイン(KPIが現在のスコアカード・フォルダに保存されている場合)からKPIをドラッグし、ウォッチリストにドロップします。この方法を選択した場合、「KPIの追加」ダイアログが表示されます。
注意:
「戦略」ペインまたは「イニシアティブ」ペインに追加したKPIは、KPIエディタで初めに定義された際、ベースKPIから多くのプロパティを引き継ぎます。ベースKPIの一部のプロパティをオーバーライドし、スコアカード内で使用するためにカスタマイズできます。オーバーライドできるKPIのプロパティは、ラベル、説明およびビジネス所有者です。パースペクティブとインディケータ・タイプを割り当てることができます。KPI定義で固定されていないディメンションのディメンション固定を設定することもできます。KPIプロパティのオーバーライドの詳細は、「KPI詳細の使用」を参照してください。
イニシアティブは、目標の達成に必要な、時間に固有のタスクまたはプロジェクトです。
目標をサポートするイニシアチブを、戦略ターゲットに対する進捗を示すマイルストンとして使用できます。たとえば、顧客満足度の改善という目標を実現するために、次のイニシアティブを作成します。
一般的に、1つのイニシアティブで複数の目標がサポートされます。
イニシアティブを作成する際、進捗の測定に使用するKPIを割り当てます。KPIの詳細は、「KPIとKPI監視リストの使用」を参照してください。
作成したイニシアチブは、「イニシアチブ」ペインに階層状に表示されます。ルート・イニシアティブは、目標やゴールを達成するために実装するすべてのイニシアティブを表します。イニシアティブに割り当てられているKPIは、「イニシアティブ」ペインでイニシアティブの下に表示されます。
「イニシアティブ」ペインには、アセスメント・マッピングに指定した適切な色とアイコンを使用して、イニシアティブとKPIのステータスも表示されます。アセスメント・マッピングの詳細は、「スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義」を参照してください。
イニシアティブの作成の詳細は、イニシアティブの作成を参照してください。
1つ以上のイニシアティブを作成できます。
作成するイニシアティブは、KPIを使用して測定でき、戦略上妥当である必要があります。
イニシアティブの詳細は、「イニシアティブとは」を参照してください。
イニシアチブを作成するには:
イニシアティブの詳細タブが表示されます。図に、イニシアチブの詳細タブに表示されるイニシアチブの例を示します。

目標を追加するには、「戦略」ペインから目標をドラッグし、「目標」表にドロップします。
「目標の関連」ダイアログが表示され、イニシアチブと目標の関連性の深さと、このイニシアチブの値の変更によってこの目標がプラスの影響を受けるか、マイナスの影響を受けるかを指定します。
注意:
イニシアティブを使用して、閉じたループとして主なマイルストーンを追跡します。そのために、戦略的目標を割り当て、KPIターゲットおよびメトリックの結果をモニタリングして解決のための措置をとり、注釈および関連ドキュメントを使用してコラボレーションを促進します。
スコアカード・オブジェクトのビジネス所有者にメッセージを送信できます。
ビジネス所有者は、ビジネスの値とスコアカード・オブジェクトのパフォーマンスの管理と向上の責任を負うユーザーです。(ビジネス所有者は、スコアカードまたはKPIの作成者と同じ場合もあれば、違う場合もあります。)オブジェクトのビジネス所有者は、作成時に指定します。
「所有者への連絡」ボタンまたはメニュー・オプションを使用して、ビジネス所有者に連絡します。このボタンはスコアカードの様々な場所にあり、「スコアカード」エディタの目標の詳細タブなど、ほとんどのタブのツールバーにあります。
Oracle BI EEでは、エージェントおよびビジネス所有者が「マイ・アカウント」ダイアログの「配信オプション」タブで指定した配信デバイスとプロファイルを使用して、メッセージの配信先(電子メール、電話、ポケットベルなど)を決定します。
ビジネス所有者に連絡するには:
コメントは、ユーザーがイニシアチブ、目標またはKPIについて話し合う手段となります。
規定した望ましい結果を得るために合意を得ることは、ユーザー間のコラボレーションには不可欠です。コメント(注釈とも呼ばれる)を使用すると、イニシアティブや目標のパフォーマンスや進捗または特定のディメンション値のセット(特定の視点)のKPIの変更について議論できます。
注意:
コメントを操作するには、この機能が管理者によって有効になっている必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のOracle Scorecard and Strategy Managementのためのリポジトリの構成に関する項を参照してください。
コメントは、スコアカード内の様々な場所で追加、表示および返信することができます。たとえば、「スコアカード」エディタ: 目標の詳細タブで、コメントを目標に直接追加できます。また、目標が参照されているビュー、スマート・ウォッチリストおよびパースペクティブの「図」タブで目標にコメントを追加することもできます。KPIの注釈は削除できません。
コメントは次のものに関連付けられています。
コメントが関連付けられているイニシアティブ、目標またはKPIがスコアカード内の別の場所で参照されており、表示されている視点がコメントの視点と一致する場合、コメント・インジケータが次の箇所に表示されます。
コメントは、トレンドや差分などの他の列に追加されていないかぎり(KPIの場合のみ)、通常は、目標、イニシアティブまたはKPIの「ステータス」列に関連付けられています。
コメントは、表示されているオブジェクトに対して現在有効な、「スコアカード」エディタの視点領域の値でフィルタされます。その結果、東部地域の売上に対するコメントと西部地域の売上に対するコメントを異なるものにすることができます。(詳細は、視点領域についてを参照してください。)
コメントは、(KPI、スコアカード、スコアカード図、ダッシュボード・プロンプトまたはKPIウォッチリストで)有効な他のディメンション固定でフィルタされます。
注意:
注釈およびオーバーライドを使用して、従業員のコラボレーション、参加および責任の明確化を促し、特定された問題が将来発生するのを防ぎます。
コメントを操作する方法の詳細は、コメントの操作を参照してください。
コメントにより、アイテムに関するコメントをスコアカードに追加できます。
コメントは、次のようなスコアカード内の様々な場所で操作できます。
詳細は、「コラボレーション」ペインでのコメントの操作を参照してください。
詳細は、ウォッチリストでのコメントの操作を参照してください。
詳細は、ビューの「図」タブでのコメントの操作を参照してください。
注意:
イニシアティブまたは目標にコメントを追加するには、イニシアティブまたは目標に最低1つのKPIが割り当てられている必要があります。
コメントの操作時には、コメントは特定の視点に関連付けられていることを忘れないでください。視点の詳細は、視点領域についてを参照してください。
コメントの詳細は、コメントについてを参照してください。
コメントは「コラボレーション」ペインで追加および編集できます。
「スコアカード」エディタのイニシアティブの詳細タブ、目標の詳細タブおよびKPIの詳細タブの「コラボレーション」ペインでは、その特定のイニシアティブ、目標またはKPIのコメントに対して、表示、追加または返信を実行できます。
「コラボレーション」ペインでのコメントの操作手順:
「新規コメント」ボタンをクリックして追加したコメントには、目標、イニシアティブまたはKPIのステータス(「ステータス」列)が関連付けられます。
KPIの場合のみ、コメントを「トレンド」、「ターゲット」、「差分」などの他の列に関連付けることもできます。これを行うには、親オブジェクトを編集し、ウォッチリストの関連するセルを右クリックして、「コメントの追加」を選択します。
ウォッチリストでは、ウォッチリストに表示されるイニシアティブ、目標およびKPIのコメントに対して表示、追加および返信を実行できます。
ウォッチリストでコメントを操作するには:
「ステータス」ウィンドウが表示されます。このウィンドウから、次のことができます。
ビューの「図」タブでは、ビューに表示されている目標およびKPIのコメントに対して、表示、追加および返信を実行できます。
たとえば、「戦略ツリー」タブの「図」タブでコメントを操作できます。
注意:
ビューがダッシュボード内に図として表示されている場合にも、同じ方法でコメントを操作できます。
ビューの「図」タブでコメントを操作するには:
イニシアチブ、目標またはKPIに付けられたコメントがすべて表示された「ステータス」ウィンドウが表示されます。このウィンドウから、次のことができます。
イニシアチブや目標のパフォーマンス・アセスメントを表示すると、イニシアチブや目標のファミリの全体ビューを確認できます。
Oracle Business Intelligenceでは、イニシアティブや目標のパフォーマンスの評価は、子の評価を集約することによって行われます。この過程で次のものが使用されます。
子KPIにデータがない場合は、集計に含められません。かわりに、重みが他の子KPIおよび目標の間で分散されます。
アセスメント式は目標またはイニシアティブの作成時に割り当てます。目標またはイニシアティブの作成方法の詳細は、「目標の作成」または「イニシアティブの作成」を参照してください。
パフォーマンス・アセスメントの例については、「子目標に基づく目標のパフォーマンス・アセスメントの決定例」および「子KPIに基づく目標のパフォーマンス・アセスメントの決定例」を参照してください。
アセスメント・マッピングとは、Oracle Business Intelligenceで目標およびイニシアティブのパフォーマンスの評価に使用される、スコアしきい値およびアセスメント範囲です。
Oracle Business Intelligenceでは、これらのスコアしきい値およびアセスメント範囲は次の目的で使用されます。
注意:
目標またはイニシアティブのアセスメント式が、「最良ケース」、「最悪ケース」、「最も頻度の高い(最良ケース)」または「最も頻度の高い(最悪ケース)」である場合、スコアは定義されているスコアしきい値のいずれか(0、33または66など)になります。アセスメント式が「重み付け」の場合は、スコアは子に割り当てられた重みに基づいて計算されます。
図に、特定のアセスメント範囲に入るスコアしきい値の例を示します。アセスメント範囲は次のように定義されます。

イニシアティブと目標のパフォーマンス・アセスメントの詳細は、「イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解」を参照してください。
アセスメント・マッピングを定義する方法は、「スコアカードに対するアセスメント・マッピングの定義」を参照してください。
子目標はパフォーマンス・アセスメントを計算するのに役立ちます。
Improve Financial Resultsという名前の次のような目標を例にあげます。
この場合、Improve Financial Results目標のパフォーマンス・アセスメントは、最悪のステータスとスコアを持つ子のステータスとスコアになりますが、言い換えると、スコアカード・ステータスがクリティカルで、スコアが0のIncrease Salesのステータスとスコアになるということです。
子KPIを使用して、パフォーマンスを評価できます。
Enhance Stockholder Satisfactionという名前の次のような目標を例にあげます。
Revenue KPIは、図に表示されている次のKPIしきい値とスコアに基づき、星4つおよびスコア80のKPIステータスを持ちます。

Revenue KPIをEnhance Stockholder Satisfaction目標に追加した際に、目標のパフォーマンス測定に使用できるように、Oracle Business IntelligenceによってKPIスコアがスコアカード・スコアにマップされました。KPIスコア80は、66 - 100のスコアカード・アセスメント範囲内にあるため、スコアカード・スコア66およびOKステータスにマップされています。
この場合、Enhanced Stockholder Satisfaction目標のパフォーマンス・アセスメントは、最良のステータスとスコアを持つ子のステータスとスコアになります。つまり、スコアカード・ステータスがOKで、スコアが66のRevenue KPI(この場合は唯一の子)のステータスとスコアになります。
「設定」ダイアログの「アセスメント・マッピング」タブを使用して、スコアカードに対するアセスメント・マッピングを定義します。
イニシアティブと目標のパフォーマンス・アセスメントの詳細は、「イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解」を参照してください。
アセスメント・マッピングを定義するには:
「設定」ダイアログの「アセスメント・マッピング」タブが表示されます。
たとえば、クリティカル、警告、OKという3つのアセスメント範囲の境界を設定するために33と66を入力したとします。0 - 33のKPIスコアは「クリティカル」アセスメント範囲、34 - 66のKPIスコアは「警告」アセスメント範囲、66 - 100のKPIスコアは「OK」アセスメント範囲に入ります。
注意:
しきい値の数字に基づいてKPIエディタで自動的に割り当てられるスコアを受け入れます。詳細は、「KPIの作成」を参照してください。
目標またはイニシアティブの子の目標、イニシアティブおよびKPIに重みを割り当て、親目標のパフォーマンスにどの程度影響を与えるかを指定します。
子の目標、イニシアティブおよびKPIに重みを割り当てるには、親の目標またはイニシアティブのアセスメント・ルールが「重み付け」に設定されている必要があります。
目標とイニシアティブのパフォーマンスの詳細は、「イニシアティブや目標のパフォーマンス・アセスメントの理解」を参照してください。
目標またはイニシアチブの子の目標、イニシアチブおよびKPIに重みを割り当てる手順:
たとえば、次の目標をスコアカードのルート目標の4つの子の目標に割り当てます。
イニシアティブ、目標またはイニシアティブと目標のパフォーマンスを測定するKPIのステータスをオーバーライドできます。
ステータスをオーバーライドするには、イニシアティブ、目標またはKPIのビジネス所有者である必要があります。オーバーライドを取り消すこともできます。
注意:
ステータスのオーバーライドを行うには、この機能が管理者によって有効になっている必要があります。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダーズ・ガイド』のOracle Scorecard and Strategy Managementのためのリポジトリの構成に関する項を参照してください。
ステータスのオーバーライドは、スコアカード内の様々な場所で行うことができます。たとえば、「スコアカード」エディタの目標の詳細タブで、目標にステータスのオーバーライドを適用できます。また、目標が参照されているビュー、スマート・ウォッチリストおよびパースペクティブの「図」タブで目標にステータスのオーバーライドを適用することもできます。
ステータスのオーバーライドは次のものに関連付けられています。
ステータスのオーバーライドが関連付けられているイニシアティブ、目標またはKPIがスコアカード内の別の場所で参照されており、表示されている視点がステータスのオーバーライドの視点と一致する場合、ステータスのオーバーライド・インジケータである赤いアスタリスク(*)が次の箇所に表示されます。
ステータスのオーバーライドは、表示されているオブジェクトに対して現在有効な、「スコアカード」エディタの視点領域の値でフィルタされます。その結果、東部地域の売上に対するステータスのオーバーライドと西部地域の売上に対するステータスのオーバーライドを異なるものにすることができます。(視点の詳細は、視点領域についてを参照してください。)
ステータスのオーバーライドは、(KPI、スコアカード、スコアカード図、ダッシュボード・プロンプトまたはKPIウォッチリストで)有効な他のディメンション固定でフィルタされます。
ステータスのオーバーライドを操作する方法の詳細は、ステータスのオーバーライドの操作を参照してください。
特定領域内のステータスをオーバーライドできます。
ステータスのオーバーライドは、次のようなスコアカード内の様々な場所で操作できます。
詳細は、ウォッチリストでのコメントの操作を参照してください。
詳細は、ビューの「図」タブでのステータスのオーバーライドの操作を参照してください。
ステータスのオーバーライドの操作時には、ステータスのオーバーライドは特定の視点に関連付けられていることを忘れないでください。詳細は、「視点領域について」を参照してください。
ヒント:
ステータスをオーバーライドする前に、KPI、イニシアティブまたは目標にビジネス所有者が設定されていることを確認します。KPIにビジネス所有者を追加する方法の詳細は、KPIの作成を参照してください。
ステータスのオーバーライドの詳細は、ステータスのオーバーライドについてを参照してください。
ステータスのオーバーライドを保守することで、適切に適用されることを保証できます。
ウォッチリストでは、以前に適用されたステータスのオーバーライドおよびオーバーライドの取消しを表示し、ウォッチリストに表示されたイニシアティブまたは目標およびKPIに対してステータスの新規オーバーライドおよびオーバーライドの取消しを適用できます。
ウォッチリストでステータスのオーバーライドを操作するには:
「ステータス」ウィンドウが表示されます。このウィンドウから、次のことができます。
ステータスのオーバーライドは、ステータスが必ず元のステータスに関係なく表示されるように重ねることができます。
ビューの「図」タブで、以前に適用されたステータスのオーバーライドおよびオーバーライドの取消しを表示し、ビューに表示された目標およびKPIに対して新規のオーバーライドおよびオーバーライドの取消しを適用できます。たとえば、「戦略ツリー」タブの「図」タブでステータスのオーバーライドを操作できます。
ビューの「図」タブでステータスのオーバーライドを操作するには:
「ステータス」ウィンドウが表示されます。このウィンドウから、次のことができます。
戦略ツリーでは、目標とこれをサポートする子目標、KPIが階層状に表示されます。
戦略ツリーには、ビジネス所有者と関連ドキュメントなどの目標をサポートする情報も示されます。
戦略ツリーでは、次のものに対する考察や移動が行えます。
戦略ツリーには、次の2つのタイプの図があります:
戦略ツリーの作成の詳細は、戦略ツリーの作成を参照してください。
戦略ツリー図を使用して、目標、その目標をサポートする子目標、およびKPIの階層をツリー図に表示します。
戦略ツリー図には次のコンポーネントが含まれます:
この図は、戦略ツリー図の例を示します。

戦略貢献ホイール図を使用して、目標、その目標をサポートする子目標、およびKPIを、戦略貢献ホイール図と呼ばれる循環図に階層的に表示します。
戦略貢献ホイール図では、親目標に対する特定の目標またはKPIの貢献度(または影響)を簡単に確認できます。次のコンポーネントが含まれます。
セクターのサイズは、親の重み付けアセスメント・ルールの、セクターが表している目標やKPIに割り当てられた重み付けによって判断されます。重みの割当ての詳細は、子の目標、イニシアティブおよびKPIへの重みの割当てを参照してください。親に重み付けアセスメント・ルールがない場合、その親の子セクターはすべて同じサイズになります。
図に、Improve Financial Results目標の戦略貢献ホイール図の例を示します。Reduce Costサブ目標が強調表示されます。

戦略ツリーでは、目標とこれをサポートする子目標、KPIが階層状に表示されます。
戦略ツリーは、次のとおり、スコアカード全体に対しても、特定の目標に対しても作成できます。
表示モードと編集モードの詳細は、「スコアカード」エディタでの編集モードと表示モードの使用を参照してください。
戦略ツリーを作成するには:
「戦略ツリー」タブの「図」タブが表示され、目標とそれをサポートする子目標、KPIが図に階層状に表示されます。
詳細は、「コメントについて」および「コメントの操作」を参照してください。
詳細は、「ステータスのオーバーライドについて」および「ステータスのオーバーライドの操作」を参照してください。
「戦略ツリー・ビューのプロパティ」ダイアログが表示されます。
戦略マップには、スコアカードに定義されている目標およびその進捗を測定するKPIとパースペクティブとの関係が示されます。
戦略マップには、目標と他の目標またはKPIの因果関係も線で結ばれて示されます。因果関係は、目標の作成または編集(「目標の作成」を参照)時またはKPI詳細の操作(「KPI詳細の使用」を参照)時に作成します。因果関係は、戦略マップで作成することもできます。
この図は、戦略マップの例を示しています。

組織の様々な分野の戦略を表すために、複数の戦略マップを作成することができます。
戦略マップは、編集モードでのみ作成できます。表示モードと編集モードの詳細は、「スコアカード」エディタでの編集モードと表示モードの使用を参照してください。
戦略マップの作成の詳細は、「戦略マップの作成」を参照してください。
注意:
関連付けられた目標およびKPIが互いに関連し、因果関係を識別できるようにします。この関係を定期的に確認し、コラボレーションおよび通信を増加させることで既存の目標およびKPIに影響を及ぼす改善が必要な領域を識別します。
戦略マップには、スコアカードに定義されている目標およびその進捗を測定するKPIとパースペクティブとの関係が示されます。
戦略マップを作成するには:
「戦略マップ」タブの「図」タブが表示されます。
目標またはKPIは、作成(または編集)時にパースペクティブと関係付けます。詳細は、「目標の作成」を参照してください。パースペクティブの詳細は、パースペクティブとはを参照してください。
因果関係を追加するには、「戦略マップ」タブのツールバーで「2つの目標間の因果関係の描画」ボタンをクリックして一方のノードを選択し、次に他方のノードを選択します。ノードを結ぶ線が表示されます。
マップからノードを削除するには、ノードを右クリックして「ダイアグラムから削除」を選択します。
詳細は、「コメントについて」および「コメントの操作」を参照してください。
詳細は、「ステータスのオーバーライドについて」および「ステータスのオーバーライドの操作」を参照してください。
原因と結果マップでは、「戦略」ペインに表示されている目標またはKPIの因果関係を表すことができます。(原因/結果マップはスコアカードで使用される図で、「ダッシュボードでの表示用のビューの追加」に記載されているマップ・ビューとは関係ないことに注意してください。)
図に、Improve Financial Results目標の原因と結果マップの例を示します。

次のものに対する因果関係を作成します。
詳細は、「目標の作成」を参照してください。
詳細は、「KPI詳細の使用」を参照してください。
原因/結果マップでは、比例(パフォーマンスの変化や因果関係の値が正比例するか(直接)、反比例するか(逆)と因果関係の強さ(強い、中程度、弱い))も記号を使用して示されます。
原因/結果マップは、将来的な戦略の変更の影響に関する理解を深めるのに役立ちます。
原因/結果マップは、編集モードでも表示モードでも作成できます。
表示モードと編集モードの詳細は、「スコアカード」エディタでの編集モードと表示モードの使用を参照してください。
注意:
原因と結果関連を作成して、運用メトリックと依存関係が自動的に表示されるようにします。
原因と結果マップの作成の詳細は、「原因と結果マップの作成」を参照してください。
原因と結果マップは、「戦略」ペインに表示されているいずれの目標またはKPIに対しても作成できます。
原因と結果マップの詳細は、原因と結果マップとはを参照してください。
原因/結果マップを作成する手順:
「原因と結果マップ」タブの「図」タブが表示されます。
詳細は、「コメントについて」および「コメントの操作」を参照してください。
詳細は、「ステータスのオーバーライドについて」および「ステータスのオーバーライドの操作」を参照してください。
「原因と結果マップ・プリファレンス」ダイアログの「一般」タブが表示されます。
ウォッチリストとは、スコアカードの特定の観点に関係し、特定の目的のためにグループ化された、スコアカード・オブジェクト(つまり、イニシアチブ、目標およびKPI)をリストする表です。
一部のウォッチリストはスコアカード・オブジェクトのコンポーネントです。これらには、次のウォッチリストが含まれます。
このウォッチリストは、イニシアティブの詳細タブの「分析」ペインに表示されます。
このウォッチリストは次のタブに表示されます。
このウォッチリストは、「スコアカード」エディタの「パースペクティブ」タブに表示されます。
特定の目的に利用するために作成する他のウォッチリストです。これらには、次のウォッチリストが含まれます。
このウォッチリストは、「KPIウォッチリスト」エディタの「パフォーマンス」タブに表示されます。
KPIウォッチリストの詳細は、「KPI監視リストとは」を参照してください。
このウォッチリストは、「スコアカード」エディタの「スマート・ウォッチリスト」タブに表示されます。
スマート・ウォッチリストの詳細は、「スマート・ウォッチリストとは」を参照してください。
このウォッチリストは、「スコアカード」エディタのブレークダウン・タブに表示されます。
ウォッチリストには、これらのオブジェクトを表示および管理できるようにする、スコアカード・オブジェクト(ステータス、差分率(%)など)およびコンポーネント(ビューやサマリーなど)が含まれています。
たとえば、Enhance Customer Satisfactionという名前の目標のパフォーマンスの評価に使用される、2つの目標(% Early ShippedおよびFulfillment Days)を構成する目標およびKPIウォッチリストを作成できます。
「スコアカードの設定」ダイアログの「ウォッチリストのスタイル」タブを使用して、スコアカード、目標、イニシアティブ、パースペクティブ、スマート・ウォッチリスト、カスタム・ビュー、戦略ツリー・ビュー、戦略マップおよび原因結果マップで使用されるウォッチリストをカスタマイズすることができます。
スコアカードのウォッチリストごとに、次のレベルでウォッチリストのスタイルのカスタマイズ、列の順序の変更、列の表示または非表示および列ラベルの変更を行うことができます。
ウォッチリストのスタイルが設定されていない場合、デフォルトのスタイルが使用されます。
ウォッチリストをカスタマイズするために次の書式オプションを含めることができます。
個々のセル(行および列)のタイプに上の書式を個別に設定し、ウォッチリストの代替行に異なるスタイルを適用できます。
あるセルから別のセルにスタイルをコピーして貼り付けることができます。また1回クリックするだけで、セルのスタイルを行全体に適用できます。また、ヘッダー行および選択(クリック)行のスタイルを設定できます。
ウォッチリストをカスタマイズするには:
「ウォッチリストのスタイル」タブが表示されています。
注意:
同様に各ウォッチリストの上にある「表示」リストを使用して、個々のウォッチリストをカスタマイズできます。
KPIウォッチリストは、パフォーマンスの監視対象のKPIのコレクションです。
次のようにKPI監視リストを作成できます。
KPI監視リストとその作成方法の詳細は、「KPIとKPI監視リストの使用」を参照してください。
イニシアティブまたは目標を作成する際、その進捗とパフォーマンスを測定するKPIを割り当てることができます。
スコアカード内のKPIは、「スコアカード」エディタのKPIの詳細タブを使用して操作できます。
具体的には、次の操作を実行できます。
KPI詳細を操作するには:
KPIの詳細タブが表示されます。
スマート・ウォッチリストとは、指定した基準に基づいた、特定のスコアカードに対するビューのことです。
たとえば、スマート・ウォッチリストには、スコアカードのパフォーマンス上位10位までのKPI、または特定のビジネス所有者が所有するスコアカードのすべての目標、イニシアティブおよびKPIなどを表示できます。
図に、Improve Financial Results目標とそのすべての子孫のスマート・ウォッチリストの例を示します。

スマート・ウォッチリストは、次のコンポーネントで構成されます。
スマート・ウォッチリストを作成できるのは、「編集」モードのみです。
「表示」モードでは、スマート・ウォッチリストを表示でき、コントロール・パネルとして表示される「フィルタ」ペインとしてスマート・ウォッチリストが保存された場合は、フィルタ基準を指定して、スマート・ウォッチリストに表示される内容を動的に変更できます。
詳細は、「スコアカード」エディタでの編集モードと表示モードの使用」を参照してください。
注意:
適切なビジネス所有者を指定してパフォーマンスを後押しするもの(目標およびイニシアティブ)を適切に関係付け、規定した望ましい結果を得られるように目標およびターゲット設定を進めることを確約する合意に利害関係者間で達するためのルートとして、スマート・ウォッチリストを作成します。
スマート・ウォッチリストをダッシュボードに追加することもできます。コントロール・パネルとして表示される「フィルタ」ペインとしてスマート・ウォッチリストが保存された場合は、エンド・ユーザーがフィルタ基準を指定して、スマート・ウォッチリストに表示される内容を動的に変更できます。
詳細は、「スマート・ウォッチリストの作成」を参照してください。
スマート・ウォッチリストとは、指定した基準に基づいた、特定のスコアカードに対するビューのことです。
スマート・ウォッチリストを作成するには:
「スマート・ウォッチリスト」タブが表示されます。図に、スマート・ウォッチリストの例を示します。

カスタム・ビューでは、ビジネスと戦略のデータのカスタマイズされたビューが表示されます。
たとえば、会社のロゴなどの選択した背景イメージに、目標とKPIに関する情報を表示できます。
カスタム・ビューは、編集モードでのみ作成できます。詳細は、「スコアカード」エディタでの編集モードと表示モードの使用」を参照してください。
詳細は、カスタム・ビューの作成を参照してください。
スコアカードには、データ分析の表示方法を変更するためにカスタム・ビューを含めることができます。
カスタム・ビューを作成するには、次のようにします。
「カスタム・ビュー」タブの「図」タブが表示されます。
詳細は、「コメントについて」および「コメントの操作」を参照してください。
詳細は、「ステータスのオーバーライドについて」および「ステータスのオーバーライドの操作」を参照してください。
スコアカード・オブジェクトを開いているときにはいくつかのオプションが利用可能です。
スコアカード・オブジェクトを開くには:
あるいは、オブジェクトを選択し、タブのツールバーの「開く」ボタンをクリックするか、イニシアティブまたは目標を右クリックして「開く」オプションを選択することもできます。
スコアカード・オブジェクトは、「スコアカード」エディタで編集できます。
スコアカード・オブジェクトは、「カタログ」ペインでも編集できます。詳細は、「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」を参照してください。
「スコアカード」エディタでスコアカード・オブジェクトを編集するには:
戦略ツリーの場合、戦略ツリーの詳細のみ編集でき、図は編集できないことに注意してください。
スコアカード・オブジェクトは、「スコアカード」エディタから削除できます。
スコアカード・オブジェクトは、カタログ・ページから削除することもできます。詳細は、「Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのオブジェクトの管理」を参照してください。
注意:
イニシアティブを削除する前に、イニシアティブが完了していることや目標の達成に必要ないことを確認してください。目標を削除する前に、子目標またはリンクされている他の目標がないかを調べ、削除によってこれらの目標にマイナスの影響がないことを確認してください。
「スコアカード」エディタからスコアカード・オブジェクトを削除するには:
特定のタイプのスコアカード・オブジェクトはダッシュボードに追加できます。
次のスコアカード・オブジェクトをダッシュボードに追加できます。
注意:
スコアカードの可視化(たとえば、スマート・ウォッチリストや原因と結果マップ)をダッシュボードに組み込むと、インタラクティブな分析をしやすくなります。
詳細は、「ダッシュボードへのコンテンツの追加」を参照してください。
様々なソースでトラブルシューティング情報を検索できます。
Oracle Scorecardと戦略管理の使用中に発生する可能性のある問題の解決時には、次の情報が役に立ちます。
トピック
この章の内容は次のとおりです。
Oracle BIプレゼンテーション・カタログ(カタログ)にはビジネス・インテリジェンス・オブジェクトが格納され、ユーザーがオブジェクトの作成、アクセスおよび管理を行ったり、特定のオブジェクト・ベースのタスク(エクスポート、印刷、編集など)を実行するインタフェースを提供します。カタログは、共有または個人のいずれかのフォルダに編成されます。
Oracle BI EEがその他のOracleアプリケーションと統合されている場合、それらのアプリケーション内で作成されたオブジェクトもカタログに格納されます。たとえば、Oracle BI PublisherがOracle BI EEと統合されている場合、データ・モデル、レポートおよびスタイル・テンプレートとサブテンプレートはカタログにも格納され、カタログからもアクセスできます。
Oracle BIプレゼンテーション・カタログで行う操作の多くは、Oracle BIプレゼンテーション・サービス外にあるカタログ・マネージャでも実行できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャでのオブジェクトの操作に関する項を参照してください。
様々なユーザーがカタログにアクセスできます。
Oracle BI EEには、主なユーザーが3つあります。それは、コンテンツ・コンシューマ、コンテンツ・デザイナおよびカタログ管理者です。各ユーザーのカタログ内でのタスクは異なるため、各ユーザーに表示されるカタログのインタフェースも異なります。あるユーザーが使用できる機能を、他のユーザーが使用できないことがあります。また、ユーザーが使用できるカタログの機能とオブジェクトは、プレゼンテーション・サービス管理者によって指定された権限と、コンテンツ・デザイナによって通常設定されるオブジェクトの個々のパーミッションによって異なります。
コンテンツ・コンシューマは「カタログ」ページを使用して、日常の業務を行うのに必要なビジネス・インテリジェンス・オブジェクトを表示します。たとえば、営業部長は、中部地区および東部地区での特定ブランドの飲料の週単位の売上をモニターする分析にアクセスする必要があります。コンテンツ・デザイナとカタログ管理者が設定したパーミッションによって、コンテンツ・コンシューマが個々のコンテンツおよびカタログ内で実行できるタスクが決まります。たとえば、企業Aのコンテンツ・コンシューマは、割り当てられたオブジェクトのみ検索、表示および操作できますが、企業Bのコンテンツ・コンシューマは、コンテンツの検索と操作およびコンテンツの作成と個人フォルダへの格納も行えます。
コンテンツ・デザイナは、コンテンツ・コンシューマ向けにコンテンツを作成する個々のユーザーです。コンテンツ・デザイナがオブジェクトの作成、編集、テストおよびトラブルシューティングを効率よく行うには、カタログへの広範なアクセスが必要です。彼らがアクセスするカタログの機能は、コンテンツ・コンシューマがアクセスする機能よりも広範です。ただし、コンテンツ・コンシューマ同様、コンテンツ・デザイナのパーミッションは管理者によって設定されます。たとえば、あるコンテンツ・デザイナは、営業機能エリアのパブリック・フォルダに対してコンテンツを格納したり、取得する必要がありますが、業務機能エリアに対してはこの操作は必要ありません。また、あるコンテンツ・デザイナは、プレゼンテーション・サービスに別のユーザーとしてサイン・インして新規コンテンツや改訂したコンテンツをテストできるよう、いくつかのグループに割り当てられる必要があります。
管理者は、カタログへの最も広範なアクセスを必要とします。ただし、彼らのアクセスも、プレゼンテーション・サービス管理者がロールに割り当てた権限によって決まります。通常、管理者が行うカタログのタスクには、カタログ・オブジェクトとフォルダへのパーミッションの設定、カタログのアーカイブ、ディレクトリ構造の作成と管理、システム・データとユーザー・データの管理などがあります。
注意:
時間の経過とともに、リンクが破損する、ユーザーが削除される、NFSファイル・システムの問題が発生するなどカタログ内に非一貫性が発生することがあります。カタログを定期的に検証して、非一貫性の通知を受けて修正処理を行うことができます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログの検証に関する項を参照してください。
作成したオブジェクトをカタログのフォルダに保存することができます。
命名規則の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のオブジェクト名のガイドラインに関する項を参照してください。
次の手順を使用して、オブジェクトをカタログに保存します。
オブジェクトをカタログに保存するには:
/My Folders/Subject Area Contents/Paint)に保存する必要があります。 /My Folders/Subject Area Contents/<subject area>に設定されます。サブジェクト・エリア・フォルダに保存することで、同じサブジェクト・エリアから分析を作成する際、これらのオブジェクトを使用できるようになります。 次の手順を使用して、My Folders内にサブフォルダを作成したり、必要なパーミッションがある場合はサブフォルダを作成します。
フォルダまたはサブフォルダを作成するには:
BI検索のクロールの構成を使用するためにシステムを構成しているかに応じて、基本カタログ検索または全文カタログ検索を使用して、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のオブジェクトを検索できます。
カタログには、ユーザーまたは他のユーザーが定義して、将来使用するために保存した内容(分析、ダッシュボードなど)が含まれています。カタログを検索して、使用または変更する内容を見つけることができます。たとえば、先週作成したブランド売上分析を検索できます。それにより、その分析の棒グラフを折れ線グラフに変えることができます。
カタログ・ページを使用して、日常の業務を行うのに必要なビジネス・インテリジェンス・オブジェクトを表示できます。たとえば、営業アナリストは、中部地区および東部地区での特定ブランドの飲料の週単位の売上をモニターする分析にアクセスする必要があります。カタログ管理者が設定したパーミッションによって、アナリストが個々のコンテンツおよびカタログ内で実行できるタスクが決まります。
基本カタログ検索により、適切な権限を持つユーザーはグローバル・ヘッダーまたは「カタログ」ページからオブジェクトを検索できます。
カタログ・ページでは、基本カタログ検索を使用して、オブジェクトの完全名、説明、場所またはタイプのみを指定してオブジェクトを検索できます。適切なパーミッションのあるオブジェクトのみ検出できます。目的のオブジェクトが見つかったら、パーミッションに応じてオブジェクトをクリックして表示し、確認または編集できます。
全文検索を使用して、名前、説明、作成者、オブジェクトが参照する列の名前や値など、様々な検索値を入力してオブジェクトを検索できます。
全文カタログ検索では、適切な権限を持つユーザーがオブジェクトを拡張検索できます。管理者がBI検索の構成クロールを構成および有効化した場合のみ、この拡張検索機能を使用できます。構成されると、全文カタログ検索は、基本カタログ検索と同様に、グローバル・ヘッダーまたはカタログ・ページから使用できます。
ユーザーが全文カタログ検索を実行する場合、クロールおよび索引付けされ、個々のユーザーが適切な権限を持つオブジェクトを検索します。「索引付けしない」属性を選択したダッシュボードおよびレポートなどのオブジェクトは索引付けされないので注意してください。
全文検索の結果のリストには、基準に合い、ユーザーに最低でも「開く」権限のあるオブジェクトが含まれます。オブジェクトがフォルダに格納されている場合、ユーザーは「移動」フォルダ権限と「開く」オブジェクト権限を持っている必要があります。「アクセス権なし」権限のオブジェクトは使用できないことに注意してください。
全文検索の次の追加情報に注意してください。
マーケティング・セグメンテーション・オブジェクトおよび階層列などのいくつかの例外以外、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のほぼすべてのタイプのオブジェクトを検索できます。
カタログ内のオブジェクトを検索するのに、検索機能の構成レベルを使用できます。
システムの構成に応じて、基本検索または全文検索機能を使用します。詳細は、「オブジェクトの検索方法」を参照してください。
全文検索では、新しく作成されて索引に含められたオブジェクトはクロールが実行されるまでは検出されません。
グローバル・ヘッダーからオブジェクトを検索するには:
グローバル・ヘッダーを使用して検索を実行できます。
カタログ・ページの機能を使用して、検索基準を指定します。この検索方法は、オブジェクトの名前、場所またはタイプがわかっている場合に便利です。次のタスクを使用して、基本検索および完全統合型全文検索を実行します。
カタログ・ページからカタログを検索する手順:
検索基準を満たすフォルダまたはオブジェクトが「カタログ」領域に表示されます。
オブジェクトで実行できる固有のタスクがあります。
「カタログ」ペインから選択したオブジェクトに対して実行できるタスクは、選択したオブジェクトのタイプ(ダッシュボード、KPIなど)とオブジェクトに設定された権限によって決まります。実行できるタスクのリストは、カタログ・ページ内にあるか、オブジェクトの「詳細」リンクからアクセスする「タスク」ペインに表示されます。
図に、カタログから選択された分析に使用できるタスクを示します。この図には、オブジェクトの使用可能なタスク(展開、RSS、削除、コピー、名前変更、ショートカットの作成、アーカイブ、アンアーカイブ、アップロード、プロパティおよび権限)が表示されています。

ほとんどの場合、オブジェクトを開いたり、コピーできます。ただし、分析を選択した場合、分析に対してエージェントを作成したり、分析をエクスポートできます。ダッシュボードを選択した場合、オブジェクトに割り当てられたパーミッションに応じて、ダッシュボードの公開またはアーカイブを行えます。
注意:
より新しいバージョンのOracle Business Intelligenceにアップグレードし、カタログでオブジェクトを使用すると、特定のオブジェクトへのアクセスが以前のリリースのように高速にアクセスされないことに気付く場合があります。この変化は、オブジェクトが正しくアップグレードされていない場合に発生する可能性があります。オブジェクトのアップグレードの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・オブジェクトの更新に関する項を参照してください。
お気に入り機能を使用すると、定期的に表示したり、別の機会に再度表示するカタログ・オブジェクトをお気に入りとしてブックマークできます。
複数のオブジェクトをお気に入りとして設定した後は、「お気に入りの管理」ダイアログを使用して、カタログを作成し、直観的にわかるようにお気に入りを再配置して編成します。お気に入りとしてマークしたオブジェクトや作成したカテゴリのリストは、グローバル・ヘッダーの「お気に入り」をクリックしてアクセスできます。
お気に入りのリストにアクセスしたり、お気に入りリストに対してオブジェクトを追加および削除するには、Oracle Business Intelligence Mobileを使用できます。ただし、Oracle BI Mobileからお気に入りを編成したり、管理することはできません。Oracle BI EEデスクトップおよびOracle BI Mobileのお気に入りリストは、いずれかのOracle BI EEインスタンスにログインすると、変更内容が同期されます。
オブジェクトをお気に入りリストに追加する方法は複数あります。
定期的に表示したり、再度表示するカタログ・オブジェクトをお気に入りとしてブックマークできます。たとえば、カタログのロイヤル顧客分析を定期的に表示する場合があります。分析にお気に入りとしてフラグを設定します。オブジェクトをお気に入りリストに追加すると、そのオブジェクトのアイコンが更新されて金色の星が組み込まれます。
ホーム・ページまたはカタログ・ページを使用してオブジェクトをお気に入りリストに追加するには:
表示中または編集中のオブジェクトをお気に入りリストに追加するには:
オブジェクトをお気に入りとして設定した後は、グローバル・ヘッダーの「お気に入り」メニューを使用してお気に入りのリストを表示し、お気に入りオブジェクトを参照して選択できます。
オブジェクトの追加の詳細は、お気に入りへのオブジェクトの追加を参照してください。
Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、お気に入りリストにアクセスすることもできます。Oracle Business Intelligence Mobileでのお気に入りの使用の詳細は、お気に入りとはを参照してください。
お気に入りリストを表示するには:
次のタスクを使用して、お気に入りリストの項目を編成します。
お気に入りの編成は、Oracle BI EEデスクトップでのみ操作できます。お気に入りリストに対する変更内容は、モバイル・デバイスからログインすると、Oracle Business Intelligence Mobileのお気に入りリストに対して同期されます。
お気に入りカテゴリを作成するには:
お気に入りオブジェクトを再配置するには:
詳細は、「お気に入りの管理」ダイアログを参照してください。
項目をお気に入りリストから削除できます。
お気に入りリストから、定期的にアクセスする必要がなくなったオブジェクトを削除することができます。たとえば、定期的にアクセスする必要がもうない、前年のロイヤル顧客分析をお気に入りリストから削除することができます。
Oracle Business Intelligence Mobileを使用して、オブジェクトをお気に入りリストから削除することもできます。
お気に入りリストからオブジェクトを削除した後、金色の星が付いたアイコンから、オブジェクトの標準アイコンにオブジェクトのアイコンが変更されます。
ホーム・ページまたはカタログ・ページを使用してオブジェクトをお気に入りリストから削除するには:
表示中または編集中のオブジェクトをお気に入りリストから削除するには:
「お気に入りの管理」ダイアログを使用してオブジェクトをお気に入りリストから削除するには:
データを流用して他のアプリケーションで使用するために、分析、KPIおよび分析のプロンプト値とデータをエクスポートできます。
PDF、Webアーカイブ、スプレッドシート、PowerPointプレゼンテーション、データ・ファイルなど、様々な形式にエクスポートできます。たとえば、あるサプライヤが在庫管理分析の結果をMicrosoft Excelで確認できるように、この分析をエクスポートできます。
データをエクスポートする手順は、次のとおりです。
注意:
Oracle Business Intelligence Publisherレポートは、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページに埋め込まれている場合、エクスポートできます。詳細は、「ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポートについて」を参照してください。
管理ユーザーは、任意のオブジェクトまたはフォルダのプロパティにアクセスして、システム情報の表示やアクセス・レベルの変更などのタスクを実行できます。
ユーザーは、自分が作成または所有するオブジェクトのプロパティへのアクセスや変更を行えます。たとえば、他のユーザーが変更できないように、ブランド売上分析を読取り専用に変更する場合です。
プロパティにアクセスする手順は、次のとおりです。
Oracle BI EEでは、許可されているデータにのみユーザーがアクセスできるセキュリティ・メカニズムがサポートされます。
セキュリティの設定と保守の詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のOracle Business Intelligenceにおけるセキュリティの概要に関する項を参照してください。次のタイプのセキュリティが一般的です。
Oracle Business Intelligenceのセキュリティ・メカニズムでは、Siebel CRMアプリケーションなどの運用アプリケーションで定義されたセキュリティ階層を使用して、管理者が複数のセキュリティ・システムを管理する必要性を最小限にします。セキュリティ・メカニズムでは、Oracle Business Intelligenceアプリケーション内の要素へのアクセスを詳細に制御することもできます。
オブジェクトの所有者または適切な権限やパーミッションが付与されているユーザーは、カタログ・オブジェクトにパーミッションを割り当てることができます。
パーミッションは、ユーザーまたはロールに付与する、特定のアクションまたはアクションのグループをカタログ・オブジェクトに対して実行する許可です。たとえば、営業部門に所属し、四半期の売上予測を含むダッシュボードを作成した場合、このダッシュボードの読取りアクセス権を全営業部員に付与し、読取り、書込み、削除の各アクセス権を営業本部長と副社長に付与します。
パーミッションはOracle BI EEのセキュリティ・モデルの一部で、パーミッションの最初の割当て方法は、ユーザー、ロールおよびグループのシステムでの設定と、Oracle BI EE管理者がユーザー、ロールおよびグループに付与した権限に基づきます。
オブジェクト権限は様々なユーザーが割り当てることができます。
フォルダ、Oracle BI Publisherオブジェクトや他のオブジェクトのパーミッションは、オブジェクトの所有者、コンテンツ・デザイナまたはカタログの管理者によって割り当てられます。コンテンツ設計者以外のユーザーがオブジェクトに権限を割り当てるには、そのユーザーにオブジェクトの所有権が付与され、プレゼンテーション・サービス管理者によって「権限の変更」権限が付与され、「カスタム権限」ダイアログにリストされた「権限の変更」オブジェクト権限が付与されている必要があります。「権限の変更」権限の設定の詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイドのプレゼンテーション・サービスの権限の管理に関する項を参照してください。
コンテンツ・デザイナがオブジェクトを作成してフォルダに保存すると、オブジェクトは、フォルダに設定されたパーミッションを継承します。オブジェクトの保存後、コンテンツ設計者は、カタログの「タスク」ペインまたはオブジェクトの「詳細」リンクを表示してオブジェクトを特定し、「権限」ダイアログにアクセスしてオブジェクトの権限を変更できます。オブジェクトの「読取り専用」プロパティ(「プロパティ」ダイアログで設定)が選択されている場合、所有者以外はオブジェクトの権限を変更できません。この読取り専用設定は、「権限」ダイアログで設定されたどのパーミッションより基本的に優先されます。
オブジェクトを使用する場合、「権限」ダイアログを使用して、次のようにユーザーにオブジェクト・パーミッションを割り当てます。
アプリケーション・ロールの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のFusion Middleware Controlを使用したアプリケーション・ロールおよびアプリケーション・ポリシーの管理に関する項を参照してください。
アクセス制御リストには、アカウントがOracle BIプレゼンテーション・カタログ内の共有オブジェクトにアクセスできるかが定義されます。
アカウントは、アプリケーション・ロールまたは個々のユーザーです。パーミッションは、アカウントに許可されているオブジェクトへのアクセスのタイプを表します。たとえば、「開く」や「フル・コントロール」です。
各カタログ・オブジェクトには、どのアカウントがオブジェクトにアクセスするためのどのパーミッションを持っているかが定義されたアクセス制御リストが設定されています。アクセス制御リストは、オブジェクトの対応する属性(.atr)ファイルに格納されています。アクセス制御リストは通常、この表に示すような形式です。
| アカウント | 権限 |
|---|---|
ApplicationRole1 | オープン |
ApplicationRole4 | フル・コントロール |
ApplicationRole3 | オープン |
User 4 | オープン |
User 9 | フル・コントロール |
User 11 | フル・コントロール |
オブジェクト(カタログ内のフォルダやダッシュボード内のセクションなど)へのアクセスを制御するには、アプリケーション・ロールおよびユーザーに権限を割り当てます。
割り当てることのできるパーミッションは、対象のオブジェクトのタイプによって異なります。
「権限」ダイアログで使用可能な権限は、通常は親権限であり、これは、各親権限に複数の子権限があることを意味します(たとえば、「開く」権限がフォルダに適用されている場合、そのフォルダのユーザーは、そのフォルダに格納されているOracle BI Publisherレポートの読取りやトラバースが可能で、そのレポートを実行することもできます)。各オブジェクトに対してカスタム権限を作成せずに、親権限を適用することは、権限を一貫して割り当てて保持する簡単な方法です。使用可能な親パーミッションは、操作するオブジェクト・タイプ(フォルダ、BI Publisherオブジェクトまたはビジネス・インテリジェンス・オブジェクト)によって異なります。BI Publisherオブジェクトには、レポート、データ・モデル、サブ・テンプレートおよびスタイル・テンプレートが含まれています。ビジネス・インテリジェンス・オブジェクトには、分析、ダッシュボード、KPI、スコアカード、フィルタおよびプロンプトなどがあります。
「権限」ダイアログで「カスタム」権限を選択すると、「カスタム権限」ダイアログが表示され、オブジェクトに適用する権限を選択できます。たとえば、フォルダ・オブジェクトの場合、「移動」、「読取り」および「削除」パーミッションを選択できます。
次の表では、各権限の名前と定義を示します。オブジェクトのタイプに基づいてオブジェクトに割り当てることができる親権限と、親権限に含まれる権限の詳細は、オブジェクト・タイプごとに使用可能な権限を参照してください。
| 権限 | 説明 |
|---|---|
読取り | このオプションを使用して、オブジェクトへのアクセスを許可します。変更は許可しません。 |
書込み | このオプションを使用して、オブジェクトの編集を許可します。 |
削除 | このオプションを使用して、オブジェクトの削除を許可します。 |
移動 | このオプションを使用して、選択されたフォルダに対するパーミッションがユーザーにない場合に、選択されたフォルダ内のオブジェクトへのアクセスを許可します。これらのオブジェクトへのアクセスが必要なのは、フォルダ内のオブジェクト(分析など)が、ユーザーのアクセスが許可されているダッシュボードまたはWebCenter Portalアプリケーションのページに埋め込まれている場合です。 たとえば、/Shared Folders/Testフォルダへの「移動」権限をユーザーに付与した場合、ユーザーは、/Shared Folders/Testフォルダに格納されているオブジェクト、およびそのサブフォルダ(/Shared Folders/Test/Guestフォルダなど)に格納されているオブジェクトに、カタログ、埋込みダッシュボードまたはWebCenter Portalアプリケーション・ページからアクセスできます。ただし、ユーザーは、カタログからフォルダおよびサブフォルダ自体にアクセス(表示、展開または参照)することはできません。 |
Publisherレポートの実行 | このオプションを使用して、読取り、オブジェクトを含むフォルダのトラバース、および最新のデータを含めるためのレポートの再生成を許可します。 |
Publisherレポートのスケジュール | このオプションを使用して、読取り、オブジェクトを含むフォルダのトラバース、およびレポートのスケジュールを許可します。 |
Publisherレポートの表示 | このオプションを使用して、読取り、オブジェクトを含むフォルダのトラバース、および表示を許可しますが、レポートの再生成は許可しません。 |
実行 | このオプションを使用して、アクション、エージェント、ブリーフィング・ブックなどのオブジェクトの実行を許可します。 |
権限の変更 | このオプションを使用して、オブジェクトのパーミッションの変更を許可します。 |
所有権の設定 | このオプションを使用して、オブジェクトの所有権の再割当てを許可します。 |
フル・コントロール | このオプションを使用して、オブジェクトに対するすべてのタスク(変更や削除など)の実行を許可します。 |
アクセス権なし | このオプションを使用して、オブジェクトへのアクセスを拒否します。明示的なアクセスの拒否は、他のパーミッションより優先されます。 |
変更 | このオプションを使用して、オブジェクトの読取り、書込みおよび削除を許可します。 |
オープン | このオプションを使用して、オブジェクトへのアクセスを許可しますが、変更は許可しません。Oracle BI Publisherオブジェクトを使用する場合、このオプションによって、オブジェクトを含むフォルダを移動できます。 |
カスタム | このオプションを使用して「カスタム権限」ダイアログを表示し、読取り、書込み、実行および削除権限を付与します。 |
権限付与 | このオプションを使用して、ダッシュボード内のセクションへのアクセスを許可します。このパーミッションは、ダッシュボードにのみ設定できます。この権限は、セクションのオブジェクトに設定された、該当するロールおよびユーザーからアクセスされないようにするカタログ権限(アクセス権なしなど)をオーバーライドします。詳細は、ダッシュボードとそのページのプロパティの変更を参照してください。 |
拒否 | このオプションを使用して、ダッシュボード内のセクションへのアクセスを拒否します。このパーミッションは、ダッシュボードにのみ設定できます。この権限は、セクションのオブジェクトに設定された、該当するロールおよびユーザーにアクセスを許可するカタログ権限(表示など)をオーバーライドします。詳細は、ダッシュボードとそのページのプロパティの変更を参照してください。 |
「権限」ダイアログで使用可能な権限は、通常は親権限であり、これは、各親権限に複数の子権限があることを意味します。
たとえば、「開く」パーミッションがフォルダに適用されている場合、そのフォルダのユーザーは、そのフォルダに格納されているBI Publisherレポートの読取りやトラバースが可能で、そのレポートを実行することもできます。使用できる親パーミッションは、対象となるオブジェクト・タイプによって異なります。
次の表に、親権限と、オブジェクト・タイプ別の対応する子権限のリストを示します。各権限の詳細は、「権限定義」を参照してください。
| 親の権限 | フォルダ | Oracle BI Publisherオブジェクト | オブジェクト |
|---|---|---|---|
フル・コントロール | すべての権限が含まれます | すべての権限が含まれます | すべての権限が含まれます |
変更 | 読取り、書込みおよび削除 | 読取り、書込みおよび削除 | 読取り、書込みおよび削除 |
オープン | 読取り、トラバース、BI Publisherレポートの実行 | Oracle BI Publisherレポートの実行 | 読取り |
Oracle BI Publisherレポートのスケジュール | フォルダに含まれるBI Publisherレポートのスケジュール、読取りおよびトラバース | Oracle BI Publisherレポートのスケジュール | 該当なし |
Oracle BI Publisher出力の表示 | フォルダに含まれるBI Publisherレポートの表示、読取りおよびトラバース | Oracle BI Publisherレポートの表示 | 該当なし |
移動 | フォルダのトラバース | 該当なし | 該当なし |
アクセス権なし | オブジェクトにアクセスできません | オブジェクトにアクセスできません | オブジェクトにアクセスできません |
管理者がユーザーに対してアクセス権限を設定する際は、特定のガイドラインに従う必要があります。
パーミッションを設定する際、次の推奨事項に従ってください。
アプリケーション・ロールの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionセキュリティ・ガイド』のFusion Middleware Controlを使用したアプリケーション・ロールおよびアプリケーション・ポリシーの管理に関する項を参照してください。
多数の様々なユーザーが特定のグループに対するダッシュボード・コンテンツの作成や変更を行う場合、対応する作成者のロールを別途作成し、プライマリ・ロールのバックエンド・パーミッションをすべて設定して別の名前を付けます。たとえば、SalesロールとSalesBuilderロールを作成します。Oracle BIプレゼンテーション・カタログに対する適切なパーミッションをSalesBuilderロールに付与することで、ダッシュボードとコンテンツに対する変更を行えるユーザーの制御と変更を行えます。セッション変数セキュリティが使用されている場合、セキュリティ情報が含まれているデータベース表でユーザーのロールをSalesからSalesBuilderに変更することで、ユーザーをダッシュボード作成者またはコンテンツ作成者にすることができます。
ヒント:
アプリケーション・ロール内のすべてのユーザーが他のユーザーと分析を共有する場を提供するには、サブジェクト・エリア・フォルダの下にShareやPublishなどの名前のフォルダを作成し、そのフォルダのみに対する「変更と削除」パーミッションをロール全体に付与します。
パーミッションによって、フォルダ、BI Publisherオブジェクトやその他のカタログ・オブジェクトにアクセスできるユーザーが決まります。
パーミッションを割り当てて、フォルダやその他のカタログ・オブジェクトにアクセスできるユーザーを決めることができます。割り当てることのできるパーミッションは、対象のオブジェクトのタイプによって異なります。パーミッションを変更するには、「権限の変更」権限が付与されている必要があります。たとえば、「権限の変更」権限を別の営業コンサルタントに付与する場合があります。これによって、そのユーザーは権限を販売予測分析に割り当てることができます。
注意:
カタログ内のオブジェクトにアクセスするには、そのオブジェクトに適切なACL(アクセス制御リスト)エントリがユーザーに設定されている必要があります。アラート以外のカタログ内のすべてのオブジェクトでACLエントリが使用されます。ACLエントリの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャでのオブジェクトの使用に関する項を参照してください。
次の手順を使用して、パーミッションをオブジェクトに割り当てます。権限の詳細は、「権限定義」、「オブジェクト・タイプごとに使用可能な権限」および「権限の設定に関する推奨事項」を参照してください。
パーミッションをオブジェクトに割り当てる手順:
「リストされたアカウントの置換」または「リストされたアカウントの削除」のどちらかを選択した場合は、変更しないエントリを「権限」領域のリストからも必ず削除してください。
オブジェクト所有者には、オブジェクトを操作するためのすべての権限がある場合やそうでない場合があります。
オブジェクトの所有権は、オブジェクトを作成したユーザーによって付与されるか、または適切な権限を付与されているユーザーによって取得されるかのいずれかです。オブジェクトまたはフォルダの所有者でも、そのオブジェクトまたはフォルダに自動的にアクセスできるわけではありません。オブジェクトにアクセスするには、オブジェクトまたはフォルダの「権限」ダイアログで適切な権限が割り当てられている必要があります。
デフォルトでは、カタログ・オブジェクトを作成して、マイ・フォルダと共有フォルダのいずれかに保存したユーザーがオブジェクトを所有します。マイ・フォルダのオブジェクトは、別の所有者に割り当てることはできませんが、共有フォルダに移動して、所有権の再割当てを所有者に許可する権限が管理者によって割り当てられた場合は可能です。この権限が付与されると、オブジェクトの所有権は、「権限」ダイアログに表示される別のユーザーまたはロールに割り当てることができます。たとえば、従業員Aがコンテンツ・デザイナでマーケティング部門用のダッシュボードを作成したとします。従業員Aはダッシュボードを完成して、マーケティング部門の共有フォルダに保存し、そのダッシュボードの所有権を、マーケティング・マネージャでありダッシュボードの更新を担当する従業員Bに割り当てます。所有権の割当ての詳細は、オブジェクトの所有権の割当てを参照してください。
状況によっては、ロールのユーザーまたはメンバーが、共有フォルダにあるオブジェクトの所有権を得る必要があります。この場合、所有権を必要とするユーザーには、このタスクを完了するための適切な権限が割り当てられている必要があります。これらの権限が付与されると、このユーザーの「プロパティ」ダイアログには、この項目の所有権を取得 オプションおよびこの項目およびすべてのサブ項目の所有権を取得オプションが表示されるようになります。たとえば、従業員Aに、オブジェクトおよびフォルダの所有権を取得する適切な権限が付与されているとします。いくつかのカタログ・オブジェクトを所有する従業員Bが退職した場合、従業員Aは、これらのオブジェクトについて「プロパティ」ダイアログにアクセスし、オブジェクトの所有権を取得し、オブジェクトの所有権を従業員Cに再割当てできるようになります。所有権の取得の詳細は、オブジェクトの所有権の取得を参照してください。
共有フォルダに保存されるオブジェクトまたはフォルダの所有権を割り当てることができます。
オブジェクトの所有権は、オブジェクトを作成したユーザーが付与できます。また、オブジェクトの所有権は、適切な権限を付与されたユーザーが取得できます。たとえば、ブランド売上分析を作成して、営業セールス・アナリストに所有権を付与することができます。オブジェクトまたはフォルダの所有権を割り当てることができる「権限」ダイアログにアクセスするための適切な権限が必要です。
詳細は、「オブジェクトの所有者とは」および「オブジェクトの所有権の取得」を参照してください。
オブジェクトの所有権を割り当てる手順:
次の手順に従って、共有フォルダに保存されるオブジェクトまたはフォルダの所有権を取得します。
ユーザーまたはメンバーがBIAdministratorロールに割り当てられている場合、ロールのユーザーまたはメンバーは共有フォルダにあるオブジェクトの所有権を取得することができます。たとえば、営業グループのメンバーであるユーザーとして、プロパティを営業予測分析に割り当てて、自分自身をオブジェクトの所有者としてマークすることができます。所有権の取得オプションを「プロパティ」ダイアログに表示するには、適切な権限が必要です。
詳細は、「オブジェクトの所有者とは」および「オブジェクトの所有権の割当て」を参照してください。
オブジェクトの所有権を取得するには:
アーカイブを使用して長期利用や保管のためにデータのグループを保存できます。
アーカイブを使用すると、カタログ全体、特定のフォルダ、またはマルチコンポーネント・オブジェクト(スコアカードなど)を.catalogファイルにまとめ、その.catalogファイルをアップロードして、カタログ内のデータを別の場所にアンアーカイブできます。この処理によって、特定のデータをある環境から別の環境へ転送することができます。たとえば、この機能を使用して、開発環境から本番環境へデータを転送できます。
必要な権限がある場合、Oracle BI EE Catalog Managerを使用してカタログ・オブジェクトのアーカイブおよびアンアーカイブを行ったり、他のカタログ・メンテナンス・タスクを行うことができます。カタログ・マネージャの詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のカタログ・マネージャでのオブジェクトの操作に関する項を参照してください。
適切なユーザー権限があれば、後で使用するためにオブジェクトをアーカイブできます。
アーカイブを行うには、適切な権限が付与されている必要があります。
アーカイブ・ファイルの作成方法は次のとおりです。
アーカイブ・ファイルをアンアーカイブするには:
BIコンポーザは操作が容易なウィザードで、これを使用すると、分析の作成、編集または表示を行うことができます。「分析」エディタの複雑さはありません。
注意:
BIコンポーザはBI Publisher用のレポート・エディタではありません。
(Oracle BI EEなどの)アプリケーションでBIコンポーザを使用できる2つのモード、標準モードとアクセシビリティ・モードがあります。アクセシビリティ・モードには通常モードと同じ機能がありますが、JAWSなどのスクリーン・リーダー・アプリケーションと併用できるように最適化されています。これにより、視覚障害などアクセシビリティ問題を抱えているユーザーにとって、分析の作成、編集および表示がより容易になります。
注意:
アクセシビリティ・モードのウィザード・ページに表示される、アイコンやチェック・ボックスなどの視覚的な手がかりは、標準モードでの表示と同じです。テキストベースのウィザード・ページ・リンクのリストがアクセシビリティ・モードのウィザード・ページに表示されませんが、JAWSなどのスクリーン・リーダー・アプリケーションで読み取ることができます。
BIコンポーザ・ウィザードのメイン・コンポーネントは次のとおりです。
BI Composerの可用性の詳細は、「BI Composerを使用できる場所」を参照してください。
BIコンポーザにはいくつかの領域でアクセスできます。
BI Composerは、次の場所で使用できます。
Oracle BI Enterprise Editionでの可用性の詳細は、Oracle BI Enterprise EditionでのBIコンポーザの可用性を参照してください。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド』のADFアプリケーションへのBIコンポーザの追加に関する項を参照してください。
詳細は、『Oracle Business Intelligence Enterprise Edition開発者ガイド』のWebCenter PortalアプリケーションまたはWebCenter Portal: SpacesへのBIコンポーザの追加に関する項を参照してください。
BI Composerの詳細は、「BI Composerとは」を参照してください。
ユーザーがOracle BI EEで分析作業を行う場合、次のようにユーザーの選択に応じて、分析エディタのかわりにBIコンポーザが表示される可能性があります。
ユーザー:
分析エディタは、BIコンポーザの分析機能がより単純であるのに対して、追加の編集ツールが備わっています。
分析エディタおよびBIコンポーザはどちらも、ビジネス・プロセスの高度な意思決定を支援する分析コンポーネントとして、同じような目的で使用されます。探索、分析、共有および視覚化によるコラボレーションの向上により、すべてのレベルのビジネス・ユーザーがデータへの洞察力を得ることができます。BIコンポーザと分析エディタには異なる点もあります。計算項目、選択ステップ、複数条件など高度な分析機能を含まない簡易な分析には、BIコンポーザのほうが適しているという点です。洗練され高度に構造化された分析は、分析エディタを使用して編集する必要があります。
BIコンポーザでは、分析を短時間で簡単に作成または編集できます。
次の表では、BIコンポーザで分析を強化するときに使用できるビューとオプションを示します。
| ビューまたはオプション | 説明 |
|---|---|
表 | 表、サマリー表、ピボット表またはサマリー・ピボット表を使用できます。 表ではプロンプトとセクションを使用できます。 詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 表の編集」パネルを参照してください。 |
グラフ | 次のような様々なタイプのグラフを使用できます。
グラフでは次のような様々なセクションを使用できます。
詳細は、BIコンポーザ・ウィザードの「分析の作成: グラフの編集」パネルを参照してください。 |
条件付き書式設定 | 詳細は、BIコンポーザ・ウィザードの「分析の作成: 強調表示」パネルを参照してください。 |
列式 | 詳細は、BIコンポーザ・ウィザードの「分析の作成: 列の選択」パネルを参照してください。 |
フィルタ | 詳細は、BIコンポーザ・ウィザードの「分析の作成: ソートおよびフィルタ」パネルを参照してください。 |
相互作用 | 値をクリックしたときに何が起こるかを指定できます。ドリル、トランザクションへのナビゲート、または「なし」の指定により何も行わないようにすることができます。 詳細は、BIコンポーザ・ウィザードの「分析の作成: 列の選択」パネルを参照してください。 |
ソート | 詳細は、BIコンポーザ・ウィザードの「分析の作成: ソートおよびフィルタ」パネルを参照してください。 |
BIコンポーザで分析を設定または変更するにはいくつかのステップが必要です。
BI Composerで分析を作成または編集する手順は次のとおりです。
詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 列の選択」パネルを参照してください。
詳細は、BIコンポーザ・ウィザード -- 「分析の作成: 保存」パネルを参照してください。
Oracle BI EEで、BIコンポーザを使用して分析を作成するには、グローバル・ヘッダーの「新規」メニューで「分析」オプションを選択するか、またはホーム・ページの「作成」エリアを選択します。
BI Composerの詳細は、「BI Composerとは」を参照してください。
BIコンポーザを使用して分析を作成するには:
列を選択するサブジェクト領域を追加または削除するには、「サブジェクト領域」: Subject_Area_Name領域で「追加」ボタンをクリックし、「サブジェクト領域の追加/削除」ダイアログを表示します。
「選択された列」リストの列に対して、次を行います。
注意:
「強調表示」パネルはメジャー列を書式設定するときにのみ使用してください。
注意:
BIコンポーザ・セッションに未保存の分析が残っているときに、Oracle WebLogic Scripting Toolの現在の管理対象サーバーが停止し、別の管理対象サーバーへのフェイルオーバーが発生したとします。この場合、既存のBIコンポーザ・セッションの分析は保存できません。BIコンポーザ・セッションを新たにオープンすると元の分析を取り戻すことができるので、そこから分析を保存してください。
BIコンポーザは操作が容易なウィザードで、これを使用すると、分析の作成、編集または表示を行うことができます。
次の場合は、Oracle BI EEでBIコンポーザを使用して分析を編集します。
他のアプリケーション(ADFアプリケーションなど)では、分析を選択してBIコンポーザ・ウィザードから直接編集します。
BI Composerの詳細は、「BI Composerとは」を参照してください。
BIコンポーザを使用して分析を編集するには:
BIコンポーザ用に最適化されるよう、分析を書式設定できます。
Oracle BI EE以外のアプリケーション(ADFアプリケーションなど)でBIコンポーザを操作している場合、BIコンポーザに表示するための分析を表示できます(Oracle BI EEでは、「分析」エディタを使用して作成した分析と同じ方法で分析を表示します。)
BI Composerの詳細は、「BI Composerとは」を参照してください。
BIコンポーザで分析を表示するには:
分析エディタは、データの探索およびやり取りのための単純なインタフェースを提供します。
BIコンポーザで作業可能なビューのタイプ,の説明のとおり、BIコンポーザでは特定のタイプのビューを編集できます。分析エディタで作成した分析を編集するときには、次のリストに示す多数のオブジェクトおよび属性を使用できます。
これらの分析の1つをBIコンポーザで編集した場合、分析内の非互換要素を指摘するエラー・メッセージが表示されることがあります。
このメッセージが表示される原因は様々です。次に例を示します。
非互換エラーのメッセージを受け取ったときのBIコンポーザでの分析の編集方法:
編集を中止するには、「いいえ」をクリックします。
トピック
この付録の内容は次のとおりです。
ダッシュボードおよびダッシュボード・ページをMicrosoft Excel 2007以上にエクスポートできます。
ダッシュボード・ページで使用可能なエクスポート・オプションに応じて、次のものをエクスポートできます。
ダッシュボード全体をエクスポートすると、各ページはExcelワークブックの個々のシートに含められ、各シートにはそれに対応するダッシュボード・ページの名前が付けられます。
カスタム・エクスポート・レイアウトの詳細は、「ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成について」を参照してください
注意:
ダッシュボードおよびダッシュボード・ページをエクスポートする場合、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページ上のすべてのカスタマイズおよびビューがエクスポートに対応しているとは限らないので注意してください。(たとえば、BI Publisherレポートやティッカ・ビューはサポートされていません。)サポートされていない項目は無視されて空のセルに置換されます。
ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをエクスポートするには:
「ファイル・ダウンロード」ダイアログが表示され、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをスプレッドシート・ファイルとして開くか保存できます。
注意:
Excelのデフォルトの表見出しの書式は、「テキストの折返し」が設定されています。表見出しの折返し設定を変更するには、次の手順を実行します。
「タイトルの書式設定」ページが表示されます。
注意:
分析およびダッシュボード・フォント・サイズはピクセル単位で、Excelフォント・サイズはポイント単位です。そのため、分析またはダッシュボードからExcelにエクスポートすると、フォント・サイズが分析またはダッシュボード・フォント・サイズの75%に縮小されます。
ヒート・マトリックス・ビュー、表ビュー、ピボット表ビュー、トレリス・ビューでは、値をソートできます。
ソートは、(横向きの三角形が表示されている)メンバー、メジャーおよび行で行うことができ、さらにプロンプトおよびセクションでも行えます。ソートの詳細は、「ビューでのデータのソート」を参照してください。
表ビュー、ピボット表ビューおよび拡張トレリス・ビューの行エッジおよび列エッジのサイズを変更できます。
詳細は、「表ビュー、ピボット表ビューおよび拡張トレリス・ビューでの行および列のサイズ変更」を参照してください。
ビューのデータの階層はドリルすることで探索できます。
ビューに表示される結果の多くは、データの階層構造を表します。メタデータはこれらの階層を指定するもので、階層内の異なる詳細レベルへのアクセスを可能にします。たとえば、売上グラフの情報を地域ごとに分類できます。グラフ上の地域をクリックすると、その地域の国が表示されます(この場合、国はメタデータ階層内の次のレベルに位置します)。このようなクリック操作をドリルと呼びます。
ビューがドリル用に設定されている場合、ダッシュボードでビュー内をドリルできます。
ドリルによってデータの詳細を表示できます。
ドリルは、ビュー内のデータ間を移動する方法です。
データベースに含まれる実際の項目までドリルダウンできます。たとえば、販売担当者は、販売分析内で都市レベルまでドリルダウンして、パリで大量の販売が保留されていることを確認できます。Oracle Siebel業務アプリケーションを使用している場合は、さらに保留中の販売をドリルダウンして、Oracle BIアプリケーションの該当する販売機会に直接移動できます。
たとえば、月を示す値からドリルアップして年間のサマリーを表示できます。現在の階層のドリルアップは、ヘッダー・レベルの列全体または個々のメンバーに対して実行できます。たとえば、「地区」から「地域」へドリルアップできます。ドリルアップすると現在のレベル(「地区」など)が非表示になり、より高いレベル(「地域」など)は引き続き表示されます。
特定のビュー・タイプでは、データにドリルできます。
ドリルは次のタイプのビューで行えます。
ヒート・マトリックス、表、ピボット表またはトレリスでドリルダウンすると、現在のデータに詳細レベルのデータが追加されます。
たとえば、1つの大陸からドリルした場合、その大陸および大陸にある国のデータが表示されます。
次の項に記載のとおり、ヒート・マトリックス、表、ピボット表、トレリスのドリル方法は列タイプによって異なります。
ドリルは、ビュー内のデータ間を素早く簡単に移動する方法です。
属性列をドリルするには、ドリルするヘディングまたはメンバーをクリックします。クリックするためにカーソルを値の上に移動すると、値に下線が表示されます。これはクリックしてドリルできることを意味します。
属性列をドリルすると、下位のレベルがビューに追加されます。属性列のドリルはすべてのビューに影響します。これはフィルタ・ドリルと同じです。値をクリックすると分析に列が追加され、自動的にフィルタが作成されて「基準」タブに表示されます。
属性列のグループはドリルできません。属性列のグループの定義を表示するには、「選択ステップ」ペインで対応するステップを編集します。
属性列のドリルには、データ・ビューの右クリック・メニューも使用できます。
ドリルは、ビュー内のデータ間を移動する方法です。
階層列をドリルするには、メンバーの横にある「展開」アイコンおよび「縮小」アイコンをクリックします。クリックすると、レベルが1つ展開または縮小します。たとえば、「製品全体」から「製品」へ展開すると、「製品全体」の値を表示したまま「製品」のメンバーが挿入されます。
階層列をドリルすると、ビューに含まれているデータのノードが展開および縮小します。階層列のドリルは特定のビューのみに影響します。その他のビューには影響しません。
レベル・ベースの階層のドリルと値ベースの階層のドリルは、同様に機能します。階層をドリルするたびに、レベルが1つ展開または縮小します。たとえば、階層に「大陸」、「地域」および「都市」の各レベルが含まれており、ビューに大陸のデータが表示されている場合、「オーストラリア」から1つ下のレベルを展開してオーストラリアに含まれる地域を表示できます。さらに、地域から1レベル展開して都市を表示するか、1レベル縮小して大陸に戻ることができます。
ドリルの際にはドリルの状態が保持されます。上位レベルで縮小し再び展開すると、メンバーは同じドリル・ポイントで再表示されます。
「縮小」アイコンをクリックすると、分析に含まれる階層内のすべてのレベルで、ドリルダウンによって追加されたか「サブジェクト・エリア」ペインから追加されたかにかかわらず、縮小されて現在のレベルに戻ります。
非対称ドリルを実行すると、様々なメンバーを異なるレベルまでドリルできます。たとえば、「世界」を展開すると各大陸の第2レベルに「アメリカ」「アジア」「オーストラリア」が表示されるとします。さらに「アメリカ」をドリルして展開するとアメリカの地域が表示されますが、「アジア」および「オーストラリア」は展開しません。
階層列のグループのメンバーを展開および縮小できます。たとえば、都市を含むグループがビューに表示されている場合、そのグループ名をクリックすると都市が表示されます。
階層列の展開および縮小には、データ・ビューの右クリック・メニューも使用できます。
グラフをドリルダウンすると、現在のデータが詳細レベルのデータに置き換えられます。
たとえば、1つの大陸からドリルダウンした場合、その大陸に含まれる国のデータは表示されますが、大陸自体のデータは表示されません。
ドリルダウンは次の方法で行えます。
グラフがダッシュボードに埋め込まれた方法によって、ブレッドクラム機能、ブラウザの「戻る」ボタン、ダッシュボードのカスタマイズのクリア・オプション(すべてのビュー)などを使用して前のグラフに戻ることができます。
注意:
時系列線グラフの時間列のドリルダウンはサポートされていません。時間列ではデータや日時のかわりにデータ型が使用されます。
アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューを使用して、分析およびダッシュボードのデータを変更できます。
分析でデータを分析する、ダッシュボードを表示する、またはエージェントによって配信されたコンテンツを表示するなどの作業を行うと、データからビジネスの実態を把握できるため、結果としてなんらかのアクションを実行することになります。アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューが使用可能であれば、これらを使用してアクションを実行できます。
たとえば、分析のデータ値に、指定された電子メール・アドレスへ分析を送信するアクション・リンクが含まれているとします。データの分析後、それを上司に見せる必要があると判断した場合は、このアクション・リンクをクリックして分析から上司へ直接送信できます。次の図に、電子メールを送信するアクション・リンクの例を示します。


アクション・リンクに関連付けられているアクションを複数の方法で実行できます。
アクション・リンクに関連付けられているアクションを実行するには:
注意:
成功を示す呼出しメッセージは、アクション・リンクに関連付けられているアクションが正しく実行されたことのみを示します。そのアクションが表すプロセスや操作が正しく実行されたことを示すものではありません。
グラフ、ゲージおよびファンネルにはセクション・スライダが含まれている場合があります。
セクション・スライダを使用すると、グラフ、ゲージまたはファンネルに表示されるデータを制限できます。セクション・スライダの詳細は、「グラフ、ゲージおよびファンネルのセクション・スライダの定義」を参照してください。
グラフ、ゲージまたはファンネルのセクション・スライダを使用するには:
グラフ、ゲージまたはファンネルに表示されるデータは、スライダのつまみで示した現在の値によって制限されます。
コンテンツ設計者は、ダッシュボード・ページにマップ・ビューを含めることができます。
マップ・ビューはデータを空間形式で表します。マップ・ビューでは、場所に関する情報を介して、表やグラフではわかりづらい地域間の傾向や取引を把握できます。たとえば、アメリカ合衆国の地図を表示する場合に、販売実績ごとに州を色分けできます。
この項では、ダッシュボード・ページ上のマップでの作業に関する、次の情報を提供します。
マップ作成の詳細は、「マップ・ビューの編集」を参照してください
注意:
マップ・ビューを操作する際には、次の点に注意してください。
- Microsoft PowerPointドキュメントにマップ・ビューをダウンロードすると、一部のマップ・フォーマット・イメージおよびスライダが正しく(もしくは完全に)ダウンロードされない場合があります。
- マップ・ビューには、Google Mapsなどの外部プロバイダのタイルをフェッチするように構成された背景マップを含めることができます。タイルとは、マップ・レイヤー全体の限定された部分を表示するイメージのことです。このようなマップ・ビューを印刷すると、背景マップ以外の、適用されたフォーマットなどが出力されます。
- マップ・ビュー・エラーを受信したとき、適切な権限がある場合は、マップを編集して問題の修正を試みることができます。詳細は、「マップ・ビューの編集」を参照してください。
マップでパンするとビューを変更して様々な領域を表示できます。
マウスをクリックおよびドラッグして、マップ・ビューをパンします。メイン・マップまたは概要マップでパンできます。概要マップでは十字線を使用して全体を移動することもできます。パンしても新規問合せは発行されません。
ズーム・モードのいずれかでない場合は常にパン・モードです。
パン・モードでは、次のことができます。
パンはマップ・ビューのデフォルト・モードで、交差した矢印カーソルはパン・モードであることを示します。
マップ・ビューでパンするには:
マップをズームすると、マップに表示される地理データの詳細が調整されます。
たとえば、国レベルからズーム・インすると州や市区町村の詳細が表示されます。道レベルのビューからズーム・アウトすると、道レベルの情報は非表示になり、市区町村が表示されます。マスター詳細リンクの場合、マップ・ビューでは、マスター・ビューで選択された詳細機能にフォーカスされます。
ズームでは次の操作を行えます。
ズームインしているときに、1回クリックするか、クリックしてドラッグすることで、マーキー・ズームを使用できます。ズームするエリアを描くボックスを描画できます。
ズームとドリルは同じではありません。ズームしてもドリルは実行されません(つまり、新規問合せは発行されません)。ただし、マップ・レイヤー上でドリルし、新規レイヤーがマップに追加された場合は、結果として新規ズーム・レベルが表示される可能性があります。新規レイヤーが追加されない場合、ズーム・レベルは変りません。
ズームはツールバーのボタンまたはズーム・スライダを使用して実行できます。ズーム・スライダを使用した場合、ズーム・インまたはズーム・アウトは現在表示されている状態で実行されます。ズーム・スライダにカーソルを移動すると、マップ・レイヤーの名前が中程度のズーム・レベルの横に表示されます。名前をクリックすると、そのレベルまでマップがズームされます。ズームしても新規問合せは発行されません。
ズーム・インおよびズーム・アウトのツールを使用したズームの手順:
ズーム・スライダのボタンを使用したズームの手順:
マップをドリルするとデータ全体をナビゲートできます。
ドリルは、手型カーソルで示されるパン・ツールが選択されている場合でも実行できます。マップ・データにカーソルを移動すると情報ウィンドウが表示され、その場所に関する様々な情報が表示されます。
マップ上の地域や地点をクリックすると、次のいずれかが実行されます。
情報ウィンドウにはドリル可能なすべての列がリンク・テキストとして表示されます。単純なドリルを行うためのリンクをクリックすると、データがドリルされ、別のレイヤーでマップが再描画されます。また、情報ウィンドウは閉じます。アクション・リンクが定義されている場合は、ポップアップ・ウィンドウ表示され、追加のリンクが表示されます。詳細は、「分析およびダッシュボードのアクション・リンクに関連付けられているアクションの実行について」を参照してください
ドリルすると、新たにドリルされたデータを反映してマップ・フォーマットが更新されます。一部のドリル操作(州をドリルする場合など)では、指定した地域にマップがズームされると同時にフォーマットが更新されます。表示される内容は、ズーム方法、およびマップに含まれるフォーマットと地理レベルによって異なります。フォーマットには特定のズーム範囲があり、異なるズーム・レベルで表示されます。ドリルしたフォーマットのズーム・レベルを超えて急激にズーム・アウトした場合は、新規フォーマットが表示される可能性があります。
ドリルダウン後にドリルアップして戻るには、ズーム・スライダを使用します。ドリル開始前のズームまたはドリル・レベルで元のマップ・ビューを表示するには、ダッシュボード・ページの「戻る」ボタンを使用します。
コンテンツ設計者は、マップ・ビューでフォーマットを表示するためのしきい値の変更権限をユーザーに付与できます。
「マップ・フォーマット」ペインに含まれるフォーマット名の下にスライダが表示されている場合、ユーザーはこの機能を使用できます。しきい値の変更は一種の視覚的データ分析であり、What-If分析とも呼ばれます。
フォーマットの範囲はスライダの背景の色の塗りつぶしとして表示され、各しきい値に対して、編集可能なつまみが表示されます。独自のしきい値を指定するには、スライダを次のように操作します。
グラフのズームおよびスクロールが有効な場合は、グラフにズーム・アイコンが含まれています。
ズーム・アイコンを使用すると、グラフの描画エリアで軸を使用してズーム・インおよびズーム・アウトを実行できます。軸でズーム・インすると、その軸をスクロールできるようになります。
コンテンツ設計者がグラフのズームおよびスクロールを有効にするには、「グラフのプロパティ」ダイアログの「一般」タブでズームおよびスクロールのプロパティを設定します。
軸にズーム・インすると、ズームとスクロールのスライダが表示されます。次の図に、ズームとスクロールのスライダの例を示します。

ズームとスクロールのスライダには次のコンポーネントが含まれています。
グラフのズームおよびスクロールの手順:
X軸のズームを解除して実際のグラフ・サイズを表示するには、実際のサイズを選択します。
Y軸のズームを解除して実際のグラフ・サイズを表示するには、実際のサイズを選択します。
ビューはマスター詳細関係でリンクされる場合があります。
この関係でビューがリンクされている場合、1つのビュー(マスター・ビューと呼ぶ)の指定された列の値をクリックすると、別のビュー(ディテール・ビューと呼ぶ)でデータが変更されます。マスター詳細関係の詳細は、ビューのマスター詳細リンクとはおよびマスター詳細関係でのビューのリンクを参照してください。
次の図では、Regional Sales Master Viewのドルの値をクリックするとRegional Sales Detail Viewのデータが変更されるように、Regional Sales Master ViewとRegional Sales Detail Viewがマスター詳細関係でリンクされています。たとえば、Regional Sales Master ViewのEastern Regionのドル値をクリックすると、Regional Sales Detail ViewのRegionプロンプトがEASTERN REGIONに更新され、ビュー全体がリフレッシュされます。

ダッシュボード・ページのユーザーが、表ビューに表示されるデータを変更できる場合があります。
データを変更する機能はライトバックとも呼ばれ、ユーザーに適切な権限があり、管理者によって構成されている場合に使用できます。ビューの値を更新すると、データ・ソースのレコードにライトバックされます。
ユーザー名に適切な権限が付与されており、データ値を変更するための構成が管理者によって行われている場合は、ライトバック・ボタン(通常のラベルは「更新」)が表ビューに表示されます。このボタンをクリックした後、更新つまりデータ・ソースへの書込みを行えます。たとえば、現四半期の売上目標を売上ダッシュボードに入力できます。ライトバック・ボタンに表示される名前は、コンテンツ設計者がライトバックに関してビューをどのように準備したかによって異なります。
表ビューのレコードを更新するには:
ビューの値を変更できるはずのユーザーに対して「更新」ボタンや類似するボタンが表示されない場合、そのビューは常に編集モードで表示されるよう指定されています。そのため、ユーザーはただちに値の変更を開始できます。「更新」ボタンや類似するボタンが表示されることはありません。
この更新機能は階層列には使用できません。
「適用」または完了ボタンをクリックすると、ダッシュボード全体がデータ・ソースからリフレッシュされます。これは、ダッシュボード上の他の分析がそのデータに依存する可能性があるためです。
表ビューでフィルタが有効になっている場合にフィルタの影響を受けるレコードに値を入力すると、データ・ソースからデータをリフレッシュした後にそのレコードがビューに表示されなくなる可能性があります。
ライトバック中にエラーが発生した場合、メッセージが表示されます。
データ値を変更する際には、様々なエラーが発生する可能性があります。たとえば、フィールドに無効な値を入力してそれをデータ・ソースにライトバックしようとした場合や、管理者によって指定されたライトバック用テンプレートが不正な場合などです。問題が発生すると、基本的なエラー・メッセージが表示されます。管理者は、セッションのログ・レベルを上げて詳細なログ・ファイルを作成することで、問題に関する追加情報を入手できます。また、プレゼンテーション・サービスに関するログ・ファイルで「saw.writeback.action.executeimpl」などの文字列を検索できます。
複数の値を同時にライトバックしようとして誤って不正な値を入力した場合は、次に示すように、影響を受ける行によって結果が異なります。
ダッシュボード・ページのユーザーは、Oracle BI Publisherで作成されたレポートにアクセスできます。
レポートがダッシュボード・ページに埋め込まれているか、もしくはOracle BI Publisher内のレポートを開くリンクが表示されます。
Oracle BI Publisherレポートにアクセスするには:
ダッシュボードにプロンプトが含まれている場合は、これらのプロンプトを使用してレポートのデータ表示に作用するパラメータを指定します。レポートの設計によっては、レポートのデータ表示に作用しないプロンプトも含まれます。
ダッシュボード・ページのツールバーは、ユーザー権限に基づいて変わります。
Oracle BI Publisherツールバーは、BI Publisherレポートを含むダッシュボードに表示されます。表示されるオプションは、付与されている権限によって異なります。ツールバーの機能は表を参照してください。
| 機能 | 説明 |
|---|---|
テンプレート | 複数のレポート・テンプレートが使用可能な場合に「テンプレート」リストに表示されます。新規テンプレートを選択して「表示」をクリックします。 |
出力タイプ | 複数の出力タイプが使用可能な場合は、目的の出力タイプ(HTML、PDF、RTF、Excel、データ)をリストから選択して「表示」をクリックします。出力がブラウザにレンダリングされます。 |
ビュー | テンプレートの選択または出力タイプの指定後にこのボタンをクリックすると、BI Publisherレポートが表示されます。 |
エクスポート | このボタンをクリックすると、BI Publisherレポートを保存するか、出力タイプに適したアプリケーションを開くことを求められます。 |
送信 | このボタンをクリックすると「移動先」ダイアログが表示されます。この画面で配信先(電子メール、プリンタ、FAX、FTPまたはWebフォルダ)を選択し、適切な情報を入力します。配信先は複数選択できます。 |
スケジュール | BI Publisherレポートのスケジュールを設定するにはこのボタンをクリックします。レポートのスケジュールの詳細は、『Oracle Business Intelligence Publisherユーザーズ・ガイド』のレポート・ジョブの作成に関する項を参照してください。 |
Oracle BIコンテンツ内での現在の場所とOracle BIコンテンツをナビゲートするのにユーザーがたどったパスは、ブレッドクラムで確認できます。
ブレッドクラムとは、クリックすると移動前の場所および移動前のコンテンツの状態に戻ることができるアクティブ・リンクのことです。
ブレッドクラムは、プレゼンテーション・サービスのページの下部に表示され、Fusion Applicationsのブレッドクラム軌跡からも表示できます。この付録を読むユーザーがブレッドクラム軌跡を効率的にナビゲートできるようにするには、これらの書式を理解しておく必要があります。
ツリーマップ・ブレッドクラムの動作は、ページ・エッジの場合とは若干異なります。詳細は、「ツリーマップ・ビューの編集」を参照してください。
| 書式 | 説明 |
|---|---|
... (青の省略記号) | これはブレッドクラムのオーバーフロー・ボタンです。ブレッドクラム軌跡に多数のブレッドクラムがあり、すべてのブレッドクラムを表示するために十分な幅がページにない場合に、このボタンが表示されます。クリックすると、このボタンによってページ下部の軌跡に表示されていないブレッドクラムのリストが表示されます。 このボタンをクリックして、ブレッドクラムのリストを表示し、場所を選択します。 |
青のテキスト | この書式は、訪問済みの場所へのリンクを示します。 |
青の斜体テキスト | この書式は、訪問済みのエディタへのリンクを示します。たとえば、「分析」エディタなどです。 |
黒のテキスト | この書式は、現在の位置を示します。 |
黒の斜体テキスト | この書式は、エディタ内の現在の位置を示します。たとえば、「分析」エディタなどです。 |
ダッシュボード・ページの印刷には複数の方法があります。
ダッシュボード・ページで使用可能な印刷オプションに応じて、次のものを使用してダッシュボード・ページを印刷できます。
カスタム印刷レイアウトを使用すると、ダッシュボード・コンテンツの高品質な印刷ができるようになります。カスタム印刷レイアウトの詳細は、ダッシュボード・ページを印刷およびエクスポートするためのカスタム・レイアウトの作成についてを参照してください。
ダッシュボード・ページを印刷するには:
「ファイル」メニューから「印刷」を選択します。
注意:
ダッシュボード・ページの列プロパティを設定して「印刷可能PDF」オプションを選択する場合は、「幅」フィールドが100%を超えないようにしてください。
Adobe PDFウィンドウで使用できるオプションを使用して、ファイルを保存または印刷します。
様々なスコアカード・オブジェクトがダッシュボード・ページでの情報の伝達に役立ちます。
コンテンツ設計者は、次のスコアカード・オブジェクトをダッシュボードを追加できます。
ダッシュボードへのスコアカード・オブジェクトの追加の詳細は、ダッシュボードへのコンテンツの追加を参照してください。
スコアカード・オブジェクトを操作する際には、次の点に注意してください:
戦略ツリーの背景領域を右クリックして、「ツリー図として表示」または「ホイール図として表示」のどちらかを選択すれば、これら2つを切り替えることができます。
コンテンツ設計者は、「フィルタ」ペインを非表示にすることもできます。
KPIによってはターゲット設定が含まれる場合があります。
たとえば、コンテンツ設計者は、ターゲットが設定されたKPIを目標に含める場合があります。ターゲット設定が含まれるKPIでは、KPIの実際の値とターゲット値を更新および保存できます。KPIにターゲット設定が含まれているかどうかを判断するには、実際とターゲットの設定フィールドを見て、黒い線のボックスで囲まれている場合は、書込み可能です。フィールドが黒い線のボックスで囲まれていない場合は、書込み可能ではありません。
実際の値のフィールドまたはターゲット値のフィールドのみにコンテンツ設計者がターゲット設定を作成している場合もあれば、実際の値のフィールドとターゲット値のフィールドの両方に作成している場合もあります。ターゲット設定がKPIに追加されていて、黒い線のボックスでフィールドが表示されている場合でも、値を変更して保存する権限がない場合があります。
ターゲット設定が含まれるKPIの操作方法の詳細は、「ターゲット設定とのユーザー相互作用」を参照してください。
KPIの実際の値とターゲット値を変更するには:
値を変更するために必要な権限がない場合、Oracle BI EEでは、「実際」または「ターゲット」フィールドの色が白から赤に変わり、「ディメンション値を持つスライスのディメンション・スライス・セキュリティが不十分です」というエラー・メッセージが表示され、変更した値は保存されません。
アクセシビリティ機能は、アクセシビリティ・ツールを使用するユーザーが情報にアクセスするのに役立ちます。
この項では、次の項目について説明します。
Oracle BI EEのアクセシビリティ機能は、障害者や高齢者による製品内の移動や使用を容易にするためのものです。
アクセシビリティ機能では、標準ベースの支援技術ハードウェアおよびソフトウェア(Freedom Scientific JAWSやMicrosoft Narratorなど)がサポートされます。アクセシビリティ機能は、次のカテゴリに大別できます。
詳細は、キーボード・ショートカットを参照してください。
詳細は、アクセシビリティに対応した設計およびアクセシビリティを高めるオブジェクトの使用を参照してください。
キーボードを使用したサイン・インが可能であり、マウスを使用するより速く、またはアクセスしやすくなる場合があります。
次の手順を使用して、マウスではなく、キーストロークを使用してOracle BI EEにサイン・インします。
キーストロークを使用してOracle BI EEにサイン・インする手順:
Oracle BI EEのアクセシビリティ・モードでは、障害を持つユーザーをサポートする機能のみが表示され、スクリーン・リーダーに適したユーザー・インタフェースがレンダリングされます。
次のリストで、アクセシビリティ・モードについて説明します。
すべての該当する表のナビゲーション・ショートカットについては、支援技術のドキュメントを参照してください。
デフォルトでは、Oracle BI EEはアクセシビリティ・モードを使用しません。各ユーザーは、キーストロークを使用したサイン・インの説明に従ってサイン・インするとき、またはサイン・イン後に次の手順を使用することによって、アクセシビリティ・モードを有効にするかどうかを決定できます。
サイン・イン後に、キーストロークを使用してアクセシビリティ・モードを有効にするには:
アプリケーションのキーボード・ショートカットについての複数のトピックがあります。
この項では、ショートカットに関する次の情報について説明します。
キーボード・ショートカットを使用すると、アプリケーションでの作業速度が速くなります。
Oracle BI EEでもBI Publisherでも、ソフトウェア・アプリケーションの多くで使用されている標準的なキーボード・ショートカットがサポートされます。また、両コンポーネントとも、コンポーネントに固有のタスクを実行するショートカットを用意しています。次の表に、Oracle BI EEとBI Publisherで使用する一般的なキーボード・ショートカットを示します。
| キーボード・ショートカット | 結果 |
|---|---|
CTRL+ALT+G | グローバル・ヘッダー内の最初のフォーカス可能な要素(「コンテンツにスキップ」リンク)に移動します。このリンクによって、グローバル・ヘッダーで使用可能なオプションを無視し、「ホーム」ページのメインの部分で使用できる機能に移動できます。 |
CTRL+ALT+D | グローバル・ヘッダーのダッシュボードのポップアップ・メニューに移動します。[Enter]キーを押して、表示するダッシュボードを選択するメニューを表示できます。 |
CTRL+ALT+P | タブが表示されている場合、現在のダッシュボード・ページ・タブに移動します。ダッシュボードのページが1つのみの場合、ページ・タブは表示されません。 |
CTRL+SHIFT+S | 次のセクションの最初のフォーカス可能な要素に移動します。ダッシュボード・ページの場合、最初の要素は縮小アイコンです。 |
CTRL+SHIFT+ U | 前のセクションの最初のフォーカス可能な要素に移動します。ダッシュボード・ページの場合、最初の要素は縮小アイコンです。 |
TAB | フォーカス可能な次の要素に移動します。 |
SHIFT + TAB | フォーカス可能な1つ前の要素に移動します。 |
下矢印 | 次のメニュー・オプションに移動します。 |
上矢印 | 1つ前のメニュー・オプションに移動します。 |
ENTER | URLまたはアクティビティが関連付けられているリンク、イメージまたはボタンにすでにフォーカスがある場合、アクティビティをトリガーします。 |
ESC | フォーカスが置かれているメニューを閉じます。 |
次の表に、Oracle BI EEのダッシュボードおよびBI Publisherのレポート内を移動するキーボード・ショートカットを示します。
| キーボード・ショートカット | 結果 |
|---|---|
[Alt] + 上向きまたは下向き矢印 | ドロップダウンまたはコンボ・ボックスを開きます。 |
[Ctrl] + 上向きまたは下向き矢印 | コンボ・ボックス内の次の項目または1つ前の項目を表示します。 |
注意:
Freedom Scientific JAWSまたは他のスクリーン・リーダー・プログラムを使用する場合、キーストロークの組合せを使用してダッシュボードを移動するには、まず、仮想PCカーソルを無効にする必要があります。ダッシュボードの表オブジェクト内の移動などでは仮想PCカーソルを有効にする必要があります。
次の表に、BIコンポーザ・ウィザードをナビゲートするキーボード・ショートカットを示します。(BIコンポーザの詳細は、「BIコンポーザを使用した分析操作」を参照してください。)
注意:
BI Composerウィザードの「カタログ」タブに表示されているカタログ・ツリーは、表として解釈されます。ツリーをナビゲートするには、ご使用のスクリーン・リーダー・プログラムのテーブル・キーストロークを使用してください。
| キーボード・ショートカット | 結果 |
|---|---|
ALT + SHIFT + b | 「戻る」ボタンに移動します。 |
ALT + SHIFT + c | 「取消」ボタンに移動します。 |
ALT + SHIFT + l | 「終了」ボタンに移動します。 |
ALT + SHIFT + x | 「次へ」ボタンに移動します。 |
ALT + CTRL + m | コンテキスト・メニューに移動します。たとえば、カタログ・ツリーでアイテムを選択して、[Alt]、[Ctrl]、[M]の各キーを同時に押すと、メニュー・アイテムを展開および縮小するオプションが付いたメニューが表示されます。 |
ALT + Down Arrow | ポップアップ・ウィンドウで一つずつメッセージを読み取ります。 |
キーボードを使用してホーム・ページをナビゲートできます。
Oracle BI EEへのサイン・イン後またはOracle BI EEの他の場所から移動してホーム・ページを表示した場合、[Ctrl]+[Alt]+[G]を押して、ホーム・ページの左上隅の「コンテンツにスキップ」リンクにフォーカスを置きます。
ホーム・ページをキーストロークで移動するには:
キーボード・ショートカットの使用は、アプリケーションを素早くナビゲートするのに役立ちます。
次の手順に、キーボード・ショートカットを使用して、ダッシュボード内を移動する1つの方法を示します。この手順に、キーボード・ショートカットとオプションがすべて含まれているわけではありません。1つの例として参照してください。
ダッシュボードをキーストロークで移動するには:
次の手順に進みます。
ページ・タブがない場合、ダッシュボード・ページの最初のフォーカス可能な要素に移動します。
[Tab]キーを押してダッシュボード・ページ間を移動します。最後のページで[Tab]キーを押すと、ダッシュボード・ページ・メニューにフォーカスが移ります。
本体のセルにフォーカスがある状態でヘッダー行のドロップダウン・メニューにアクセスするには、[Tab]キーを押してから[Enter]キーを押し、最初のヘッダー行のメニュー・オプションを表示します。[Tab]キーを押して、矢印キーでメニュー内のオプションを強調表示し、[Enter]キーを押してオプションを選択します。
様々なユーザーが消費するコンテンツを作成する場合、障害を持つユーザーへのサポートを提供できるように設計する必要があります。
アクセシビリティ・サポートは、世界中のいたる所で法的要件となっています。
異なる障害を持つ様々なユーザーが消費するコンテンツを設計する際に使用できる一般的なガイドラインがいくつかあります。これらのガイドラインを、Oracle BI EEやその他のアプリケーション用に作成するコンテンツに適用します。Oracle BI EEに固有の機能にも注意し、作成するコンテンツがアクセシビリティ要件を必ずサポートするようにする必要があります。
この項には、アクセシビリティに対応した設計に関する次のトピックが含まれています。
アプリケーションについての情報は様々なドキュメントにあります。
IT産業におけるアクセシビリティに関する情報は、出版されている様々な書籍から得ることができます。このガイドでは、それらの情報を繰り返すつもりはありません。様々な規格や法律(特にWorld Wide Web Consortium(W3C)や米国リハビリテーション法第508条)がドキュメントになっています。
テクノロジとアクセシビリティについて特定の想定をしているデザイナが多くいます。
よくある誤解には次のようなものがあります。
しかし、これらの想定はいずれも正しくありません。開発者は、HTMLを使用してアクセシブルでないコンテンツを作成できます。アクセシブルなコンテンツを生成できるツールがデフォルトではそのように動作しない場合もあれば、既存のアクセシブルなコンテンツ内でアクセシビリティ機能を無効にするオプションを開発者が選択できる場合もあります。自動化されたテスティング・ツールは、必ずしもエンド・ユーザーが行うのと同じようにコンテンツと対話するわけではありません。その結果、アクセシブルな要素をアクセシブルでないと誤ってレポートする可能性があります。したがって、アクセシビリティは、最終的にはコンテンツ・デザイナが責任を負います。コンテンツの作成時、デザイナはよく行われる特定の操作に注意し、コンテンツがすべてのユーザーにアクセシブルであるようにします。
ダッシュボードを最も有効に使用するためには、次の基本ガイドラインに従ってください。
ダッシュボード・ページのコンテンツを構成または作成する場合、推奨される次のベスト・プラクティスについて考慮してください。
障害には様々なものがあるという事実および1人の人間が複数の障害を持っている場合があるという事実を常に考慮に入れてください。
様々な障害の程度(様々な色覚異常のタイプなど)があるということにも注意する必要があります。設計の際、これらの可能性をすべて考慮に入れる必要があります。
この項では、設計の次の一般的な分野に関するガイドラインを示します。
表示に最適なフォントを選択すると、ユーザーが情報を理解するのに役立ちます。
視力の弱いユーザーは、多くの場合、画面拡大ソフトウェアを使用して画面を読み易くします。使用するフォントは、アクセシビリティ・ツールで20倍に拡大されても判読可能である必要があります。フォントには、拡大すると適切に表示されないものと、適切に表示されるものがあります。
Oracle BI EEのダッシュボードでは、スタイル・シートを使用して標準的な表示定義を設定します。これらのスタイル・シートで、適切に拡大されるフォントが常に選択されているようにします。そのようにすると、コンテンツの作成者によって、アクセシブルなフォントを使用するよう自動的にデフォルト設定されます。
色覚欠損のユーザーがデータを正しく解釈できるよう、データ出力の色を慎重に選択します。
色覚異常には、赤と緑(最も一般的な色覚異常)などのような一般的な2つの色の区別がつきにくいものから、灰色と黒の濃淡のみがわかる全色覚異常まで様々なタイプがあります。重要な情報の伝達に色のみを使用すると、特定のユーザーが関連するすべての情報に完全には気付かない可能性があります。視覚障害者は、色によって伝達される情報を代替テキストの形式で示される必要があることは言うまでもありません。
このことは、開発者にとって、重要な情報を色のみで示すコンテンツを作成するべきではありません。アクセシブルでないデザインの1つの例に、テキストを赤に色付けすることでのみ負の数値を表すことがあります。もう1つの例には、コンテキスト情報が色のみで示される(よい場合は緑、悪い場合は赤)信号形式のインジケータがあります。
同系色の微妙な濃淡を区別できない色覚異常もあるため、すべての画面要素の全体的な色彩設計では、色の対比を大きくする必要があります。
色の明度のコントラスト比が最低でも4.5:1になるようにする必要があります。たとえば、薄い灰色の背景に濃い灰色のテキストを使用するのではなく、白い背景に黒のテキストを使用します。
支援のための次のWebサイトを活用できます:
http://www.paciellogroup.com/resources/contrast-analyser.html
ダッシュボードは大量の情報を伝達するための主要なフォーマットであるため、最大限に理解できるよう設計することが重要です。
アクセシブルなダッシュボードを設計するには、次の項のガイドラインを使用します。
ダッシュボードに一貫した構造を使用することで、ユーザーには見慣れた形式でデータが表示されます。
次のガイドラインを使用して、ダッシュボードに一貫した構造を使用するよう努めます。
グラフィックには、ALTテキストを付ける必要があります。これは、グラフィックに関連付けられている、用途を適切に説明するテキストです。この代替テキストは、HTMLコードの要素のALT属性で指定されます。グラフィックが美術的な目的のために存在し、機能上意味がない場合でも、要素にnullのALTテキスト(alt="")を指定し、テキストをスキップする必要があることをスクリーン・リーダーが認識できるようにします。
ALTテキストの作成がサポートされない他のグラフィック要素の場合、上部または横に機能を表すテキスト・フィールド(「下の表示ビューを選択」など)を含めます。
ダッシュボード・ページを単純にしておくなら、ユーザーにわかりやすくなります。
ダッシュボード・ページが単純になるよう努めます。1つのページに多数のオブジェクトを含めないようにします。複雑で移動が難しい1つのページではなく、移動が簡単な複数のページを含めます。
ダッシュボード様々な方法で機能強化できます。
次のガイドラインを使用して、ダッシュボードの画面上のコンテンツを改良します。
アクセシビリティ・ツールを使用するユーザーにアクセス可能なデータを提供することは、すべてのユーザーが同じ情報を受け取れるようにするために重要な方法です。
インタラクティブなGISマップやオーディオ・ビデオ・フィードなどの元来視覚的な表示の場合、これらの要素を直接アクセシブルにする方法はありません。この種のコンテンツをデプロイする場合、同様の対話機能を持った、同じ情報をテキスト・ベースで表したものも用意する必要があります。通常、これは、関連するデータ(ある場合)で対応する表またはピボット表を作成するか、オーディオビジュアル・コンテンツに対してはキャプションとテキストの説明を付けることを意味します。
ダッシュボード・ページでは、説明フィールドに基づいてオブジェクトに説明テキストが生成されます。
作成する各分析に、機能の短い説明が含まれていることを確認します。この説明は、分析の「保存」ダイアログの「説明」フィールドに指定します。
Oracle BI EEシステムで使用できるスタイルとスキンのセットによって、ダッシュボードの全体的なルック・アンド・フィールが制御されます。次の項に記載のとおり、スタイルとスキンをアクセシビリティに使用できます。
オブジェクトを使用することで、データ・プレゼンテーションをより利用しやすくすることができます。
この項には、アクセシビリティを高めるオブジェクトの使用例を示す次のトピックが含まれています。
アクセシビリティの必要なユーザー向けに特に最適化された追加コンテンツの作成が必要な場合があります。
すべてのユーザー・コミュニティに最も機能に富んだコンテンツを提供する場合、ビュー・セレクタが便利です。
たとえば、色を使用してスライス内の仕事のカテゴリを示す、HR円グラフという名前のビューがあるとします。このグラフが、ダッシュボード・ページのデフォルトのビューとします。ページにビュー・セレクタを含めて、データの表示に色ではなくクロスハッチングを使用する表またはグラフをユーザーが選択できるようにします。グラフに、各スライスが表す実際の値を示すテキスト要素を追加したり、背景グリッドを単純にしたり、説明的なタイトルを含めたりできます。
デフォルトのHTML出力を変更することで、ユーザーのアクセシビリティを向上させることができます。
スクリーン・リーダーは通常、標準HTMLマークアップを使用して、ページの移動に関する情報を指定します。最も一般的に使用されているタグの1つは、ヘッダー・タグです。アクセシビリティ・モードが有効な場合、Oracle BI EEッシュボードのデフォルトのタイトル・ビューには、Titleタグが含まれます。ただし、タイトル・ビューのデザインに他のタグを追加することはできません。
静的テキスト・ビューを使用してタイトル・ビューを置き換え、同時に必要なHTMLタグを指定します。「結果」タブの「静的テキスト」エディタの「HTMLマークアップを含む」ボックスを選択し、適切なHTMLコードを入力します。Oracle BI EEシステムのスタイル・シートに含まれているスタイルにアクセスし、残りのダッシュボードに一貫性を持たせるようにします。
たとえば、ダッシュボードにヘッダーを作成し、H3タグを使用してタイトルを入力して、その下に横罫線を挿入できます。静的テキスト・ビューとして次のHTMLコードを入力します。
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